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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【旧きゆう精せい紀き】この星がまだ「地球」と呼よばれていた、科学文明時代のこと。大戦の末に滅めつ亡ぼうしたと伝えられる。

【新精紀】人が迎むかえた、新たな時代のこと。科学のかわりに、精せい霊れいと共に生きることを選んだ新世界。

【錬れん精せい術じゆつ】滅ほろびを招まねいた科学を忌いみ、捨すて去った人類が、新たに手にした力。人の精せい命めい力りよくを源みなもととして、文字、記号、図形などで世界に満ちる精霊の力を導みちびき、現げん象しようを具現化する。

【遺い跡せき】旧精紀に建けん造ぞうされた、千年経へても未いまだ残る、今は人の住まない廃はい墟きよ。主に大戦時に建造された、要よう塞さい施し設せつなどを示しめす。

【遺跡探求者ロスト・リサーチヤー】遺跡に侵しん入にゆうし、禁きん忌きである科学を解かい析せきしようとする、異い端たん者しや。





《信しん精せい帝てい國こく標ひよう準じゆん辞書より抜ばつ粋すい》









　【プロローグ】







「もう少しだ」

　透とう明めいな水が大量に蓄たくわえられた、静せい寂じやくと薄うす闇やみとが広がる空間。そこに両足を浸ひたした一人の青年から、そんな呟つぶやきが漏もらされる。

　青年は、いつからずっと、そこに佇たたずんでいたのだろうか。浅い水に触ふれるくるぶしからは、小さな波は紋もんひとつ生まれていない。ただ、鏡のように。透すき通った水面は、闇と青年とを映うつしていた。

　──そして。

「もう少しだ……」

　同じ台詞せりふを、青年は口にするのだった。

「あともう少しで、解とき放ってやる。解き放ってやれる。……キミを探さがし出すだけで、今までにずいぶんと時を要したが……なに、それに比くらべれば、ほんのわずかな時間で済すむさ。だから、あと少しだけ我が慢まんしろ」

　すでに、最後の策さくは講こうじてあるのだから。青年は整った美しい顔立ちを、かすかな笑えみで彩いろどった。

　だが。その口元からこぼれ出たのは、不ぶ気き味みなほど低い哄こう笑しようであった。

「長かった……本当に、長かったんだ。ここまでたどり着くまでに、色々なことをしたよ。たった独りで。でも、キミさえ僕ぼくのものになれば、それも終わる。──いや」

　違ちがうな。青年はまた笑う。男にしては長い、肩かたまである紫し紺こん色いろの髪かみを揺ゆれ動かして。

　それでもなぜか、足元の水面は、決して乱みだれることはなかったけれど。

「始まるのさ。もう一度……。そう、ようやく始められる。そうだろう？」

　青年は笑った。狂くるったように、笑い続けた。

　薄闇の中で。水よりも透明な眼まな差ざしを、足元に満たされた広大な水たまりへと向けて。

「そうさ、始まるんだ！　もう少しであの、人が旧精紀と呼ぶ科学の時代の、最後の時と同じことが──」







　砕くだけ散る岩がん盤ばん。噴ふき出すのは、流れ込こむ海水すらも一いつ瞬しゆんで蒸じよう気きに変える、赤黒い焼けた塊かたまり。どろりとした溶よう岩がんだ。

　数千度もの高温を帯びた、粘ねん度どのあるその動きは、遠目では一見するとのろまにしか映らない。だが、身に纏まといし見えない熱風は、一瞬で周囲の海と大地を焦こがし、舐なめ上げるように浸しん食しよくした。

　そこから逃にげられるモノなど、ありはしない。植物も、動物も。そして、もちろん人すらも──。焼け付く熱波に触れただけで、悲ひ鳴めいもあげずに燃もえ尽つきた。

　それが、世界の全すべてだった。

　けれども。焼き尽くす炎ほのおすら歯し牙がにもかけず、立ち上る噴ふん煙えんを引き裂さき蠢うごめく、巨きよ大だいな影かげがあった。

　這はいずる腹はらで大地の起き伏ふくを削けずり取り、太陽の光すら遮さえぎる灰はい色いろの雲を蹴け散ちらして舞まい上がる、二十四体の機き甲こう精せい物ぶつたち。後に『精機龍ドラゴン』と呼こ称しようされる、小山ほどもある機械の器うつわに命を宿した、最強の存そん在ざいであった。

　精機龍ドラゴンたちは、空を揺るがし咆ほう吼こうする。さながらこの滅めつ亡ぼうへの階かい段だんを転げ落ち始めた世界の中で、二十四の己おのれたちだけが自由に君くん臨りんできることを、天へと感かん謝しやするかのように。

　なにしろこの荒あれ果はてた地表で生きるのは、自分たちのような強きよう靭じんな肉体を持っていなければ、不ふ可か能のうなことなのだから。

　しかし、それ以外ならば。最初から、命を持っていないモノぐらいか。

　そうだ……だから。

　褐かつ色しよくの肌はだを持つ美青年は、感かん情じようのない深い黒くろ鉄がね色いろの瞳ひとみで、眼がん下かに広がる破は壊かいの傷きず跡あとに搔かき回された大地を見み据すえていた。

　焼けるほどの粉ふん塵じんを含ふくんだ風は、その肌にも漆しつ黒こくの衣い装しようにも関係ない。もちろん、擬ぎ似じ的に人の体を模もしただけのこの体は、呼こ吸きゆうに困こまることもない。それ以前に、自分の前に張はり巡めぐらせた不ふ可か視しの障しよう壁へきが、半径数キロの範はん囲いを覆おおい包んでいるのだった。

　──褐色の肌の青年が立つのは、空舞う大地。生き残ったわずかな人々を乗せた、「箱はこ船ぶね」と呼よばれる碗わん型がたの土台。その縁ふちの上であった。

　だが。……おかしいな。そんな疑ぎ問もんが胸むねに湧わいた。

　この体は、自分のものだったか？　いや、間違いないのだが……。なのに、なぜか違い和わ感があった。だから。

　青年はきれいな褐色の肌をした、己の姿すがたを改めて見つめる。

　そこで初めて、片かた腕うでに抱だき留とめた、一人の少女に気が付いた。

「……ねえ──」

　少女が囁ささやくように小さく言った。息もかかるほどのすぐ近くで、こっちを見上げて。

　だけど、その顔も、声も。そこに含まれていた少女の意い志しすらも、一瞬にしてぼやけてしまう。わからなくなる。何を言った？

　ただし一つだけ、はっきりとわかったことがあった。

　この少女が、かつての自分のパートナーであったということ。道具である「精せい書しよ」の自分を行使する、その役目を負おった者──。

　すなわち、それは。

　この光景が、現げん実じつではないということ。







　Ｇジーはうっすらと、黒鉄色の瞳ひとみを開けた。──視界に飛び込んでくるのは、もうあの滅めつ亡ぼうに瀕ひんした世界ではない。

　広がっていたのは、天に輝かがやく蒼あおと銀の二つの月に照らされた、ざらついた粗あらい岩肌。月光の生む淡あわい陰いん影えいすらも無ぶ骨こつに受け止めるそれは、溶岩が冷えて固まったものであった。

　そうだ。ここはもう、「あのとき」とは違う。時間も、場所も、何もかも。

　ぬるい夜気に包まれた辺りは、植物すら生えない、ほんのりと地熱を孕はらんだ山の斜しや面めんだ。『眠ねむらぬ火の山』として有名な、活火山の中ちゆう腹ふくである。山肌を仰あおげば遥はるか遠くには、濃い闇やみ色いろの夜空にあって、それでも赤黒くマグマの炎に照らされた火口が、薄うす雲ぐもを貫つらぬき存在していた。
















　そして、視線を降おろせば。岩肌に背せ中なかを預あずけて足を伸のばしたＧの膝ひざには、銀ぎん髪ぱつの少女が一人、頭を乗せていたのだった。

　夜空に浮うかぶ第二の月セカンド・ムーンと同じ、澄すんだ銀色の眼まな差ざしは、今は穏おだやかな瞼まぶたの下だ。十六歳さいの肢し体たいを投げ出し、Ｇの膝を枕まくらにして。仰あお向むけの少女の胸が寝ね息いきに合わせて上下していた。

（天てん華か……）

　Ｇはその少女の名を、声に出さずにそっと呼ぶ。彼女を確たしかめるように。

　……そうだった。いつも天華が眠ねむるときは、自分は精せい書しよとしての本来の姿である、分ぶ厚あつい書物へと戻もどるのに。今夜はこのごつごつとした山腹で一夜を過すごさねばならなくなったため、「ちょっと、枕のかわりぐらいはしてよねっ」などと、両膝を貸かすはめになったのである。

　普ふ段だんなら、純じゆん白ぱくの翼つばさを持つ舞翼ライドの上で眠るので、こんなことにはならないのだが。あいにく「雷らい帝てい号ごう」と名付けられたその機体は、火山の岩肌に着地することができず、麓ふもとの小さな村に置いてきたのだ。

　だから、なのだろうか……？　Ｇは天華の体の下に敷しかれた、ジャケットの乱みだれを正しつつ、そんな答にたどり着く。いつもとは違ちがい、人の姿で眠ったから。取り囲むのが「あのとき」を思い起こさせる、溶よう岩がんの光景だったから。

　そして、つい二十日ほど前。天華と共に登り詰つめた全長七万キロもの、ある科学の遺い跡せきの頂ちよう点てんで、自分の過か去この姿を目にしたから？

　──人ではないＧは、決して夢ゆめを見ることはない。さっきのは単なる過去の記き憶おくだ。

　掠かすれてしまうほど、遠い昔の……。

「いや」

　つい、小さな呟つぶやきが唇くちびるからこぼれ出た。記憶がおぼろげなものなのは、千年以上も前のことだからというだけではない。

　それ以上に、自分は昔とは、違いすぎるから。

　Ｇは遥か昔の記憶の中でもそうしたように、自分の体を確かめる。褐色の肌の肉体は、ずいぶんと小さくて。人ならば、十ほどの年ねん齢れいくらいしかない少年の体である。

　あのときの自分はもう、ない。Ｇはがらんどうの自分の奥おくを摑つかむように、黒衣の上から、小さな手で胸を押おさえるのだった。

　と、「……Ｇ？」という声が、膝元からふいに生まれた。

　いつの間に目を覚ましていたのか。そこにあった天華の顔が、銀色の瞳を向けて見つめていた。

「起こしたか」

「ん？　ううん、いや、さ。やっぱなんか、寝苦しくって。……あいたたた」

　銀髪の少女は起きあがり、Ｇの前でのびをした。

「ジャケット一いち枚まいじゃ、どうもゴロゴロするんだよね。それに地面があったかいから、寝ね汗あせもかくし」

　暑くて暑くて。そう言った彼女のシャツは、背中が汗でべったりと濡ぬれていた。着き替がえがあったよね、と天華はまくり上げていた裸はだかの腕をひょいと伸のばし、傍かたわらに追いやっていたリュックを引き寄よせる。火口を中心にぐるりと回った、反対側の中腹付近にある温おん泉せん地ち帯たい。そこに居きよを構かまえた錬れん精せい工こう芸げい師しの元まで赴おもむくのに詰め込んだ、雷帝号から持ってきた必要最さい低てい限げんの装そう備びである。

　その中には食料と水はもちろん、新しいシャツも入っている。天華は汚よごれたシャツを脱ぬぎ捨すてて、手早く上着だけ交こう換かんした。

　それでようやく落ち着いたのか。ふう、という吐と息いきを漏もらし、そのまま元の位置に寝転がって、Ｇの膝へと頭を戻す。

「……でも、Ｇも起きてたんだ」

　そんな言葉を口にしながら。

　ああ、とＧは応こたえてやる。

「少し考え事をしていた」

「そっか。って、それって珍めずらしいんじゃないの？　あんたにしては、さ」

「たまには、そういうときもある」

「ふぅん。──あたしも、いろいろ考えてたよ」

　眠りながらね、と横になったまま、天華の視し線せんがぼんやりと、真上の二つの月を見上げた。歪いびつな形をした、端はしの欠けた蒼あおの月と、小こ脇わきに浮かぶ銀の小月──。

　そうだよ、と月光の下、銀髪の少女はぽつりと言った。

「ねえ、Ｇ。覚えてる？　あたしたち、あの銀の小月にまで行ったんだよね」

「ああ。そうだな」

「もちろんそれって、簡かん単たんなことじゃなくって。あの七万キロもの長さの軌き道どうエレベーターを登って、ようやくたどり着いたわけで……。途と中ちゆうで、いろんなスゴイものも見たよねっ。あんな空の果てに、廃はい墟きよになった科学時代の都市はあったし、その奥に『三重賢者トリニテイ』なんてでっかい機械の頭ず脳のうがあったし。それに『三重賢者トリニテイ』が見せてくれた、旧きゆう精紀最後の映えい像ぞうとか……」

「……。俺おれの昔の姿が、映うつっていたヤツか？」

「うん、そう」

　Ｇの膝ひざの上で、天華の顎あごが頷うなずきに動いた。

「あの映像は……ほんとにびっくりしたよ。だって、Ｇがいるんだもん。しかも、ドラゴンと闘たたかってるんだもんっ」

「そうか」

「ねえ、Ｇ？」

「何だ」

「……今まで、改まって訊きいたことなかったけれど。結局あれってさ、どうなの？」

　嫌いやなら、話してくれなくてもいいけどさ。銀ぎん髪ぱつの少女はあえてＧとは瞳ひとみを合わさずに、そう付け足す。

　そう。これまで十年ほど一いつ緒しよにいて、決して訊かれたことのないことだ。なぜ？　そんなの、どうでもいいことだから。少なくとも、Ｇと天華の関係には。

　けれどもＧにはその上で、話さなかったちゃんとした理由があった。

「あのときのことは、正せい確かくには俺も憶おぼえていない」

　尋たずねられても、そうとしか応こたえることができなかったから。

「──なくしてしまったからな」

「えっ？　なくした……？」

「ああ、なくしてしまった。俺の中にあった、力と共に。だから今の俺は、お前の精せい命めい力りよくに頼たよらなければ、この小さな体も造つくり出すことができないんだ」

「それって、封ふう印いんされてたから？　衰すい弱じやくしたってこと？」

「いや、違ちがう。力を失ったから、封印の身に甘あまんじていた……と、思う」

　それ以上はよくわからない。記憶がないから。Ｇは厚あつみのない肩かた幅はばを狭せばめて、そう続けた。

　そっか。と膝の上で横を向いていた銀髪の頭が、そっと呟つぶやく。

　けれども、彼女の銀色の眼まな差ざしが、ふいにＧに向き直るのだった。

「ねえ、Ｇ。──その記憶、取り戻もどしたいとか思わない？」

「記憶を……か？　無理だろう。俺の記憶は、人とは違う。ただ忘ぼう却きやくの彼方かなたに置き忘わすれてきた、というものじゃない。この体に微み塵じんも残っていないんだ。だから」

「あー、わかったわかった。まあいいや。……どのみち、うまくいったらＧのこともわかるかもよ？」

「？　何がだ？」

「Ｇの昔のことだよー。だってＧってば、旧精紀の最後のときに、なんかやってたんでしょ？」

　あたし、あれからずっと考えてたんだ。天華がゆっくりそう話す。

「結局さあ。旧精紀のことが知りたければ、この前の軌道エレベーターみたいに、昔からずっと稼か働どうし続けてる遺い跡せきに潜もぐるのが、一番手っ取り早いんだよねっ」

「稼働する遺跡……それはまさか、また無む印じるしランクの遺跡に挑ちよう戦せんするつもりか？　天華」

「うん、そのとーりっ！」

　銀の瞳に、真上の二つの月光をきらきらとはじかせながら。Ｇの膝に寝ねころんだまま、にへっ、と天華は白い歯を見せた。

「だってあたしは、そーゆーのを探さがし求める、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーの一人なんだよっ」

　軌道エレベーターから戻ってきて、伊だ達てにしばらく浮ふ遊ゆう都と市しで休んでたわけじゃないよ？　と天華は、枕まくら元もとに愛用する手てつ甲こうと共に置いていた携けい帯たいコンピュータの、二つ折りの画面を開いた。画面の輝かがやきが、ぱっと彼女の横顔を照らした。

「ちゃあんと難なん易い度ど『無印』にランクされてるめぼしい遺跡を、チェックしてきたんだからね！」

　Ｇの方からは、そこに映し出されたものは見えないけれど。うん、と画面を確かく認にんして、天華はやわらかな銀色の前まえ髪がみを揺ゆらすのだった。

「だからさ。そこでおよそ千年前の旧精紀滅めつ亡ぼうの記録をひもとければ、ついでにあんたのこともわかるかなあって」

　そもそもそのために、わざわざこうして「火か獣じゆうの衣ころも」まで手に入れに、錬れん精せい工こう芸げい師しのところにきたんだから。などと言いながら、銀髪の少女は着き替がえたシャツを突つっ込こんだ、傍かたわらのリュックに視し線せんをやった。

　口が開いたままのリュックからは、わずかにはみ出した獣毛のコートが覗のぞいている。錬精工芸師の元でつくってもらった、炎ほのおの精せい霊れいに祝しゆく福ふくされた、耐たい熱ねつと防ぼう寒かんに優すぐれた特とく殊しゆな毛皮だ。

　ただしなぜそれが必要になったのか、Ｇはまったく聞いてなかったりするのだが。まあ、いつものことではあったけれど──。

　それに、Ｇが尋たずねるより早く。気が付けば、天華の動きが止まっていた。

　Ｇの膝を抱だく形で、最後に一つ、ふぁわ、とだるそうなあくびが生まれる。

「まあ、あたしに任まかせておきなさいってば……ふみゅふみゅ」

　妙みようにかわいらしい音を吐はいて。毛皮の必要な理由を応こたえる前に、銀髪の少女の胸むねが規き則そく正しい揺れに戻った。手の中の携帯コンピュータも開いたままで。

　やれやれ。Ｇはかわりにそっと手を伸のばし、ぱたりと画面を閉とじてやった。

　天華は起きない。蒼あおと銀の二つの月明かりの下、ただすやすやとＧの膝ひざ上うえで、かすかな寝息に身を任せている。

　──そのとき、ふいに。なぜだか天華の顔が、あの記き憶おくの中の、掠かすれた少女と重なって見えた。

「……？」

　それはほんの一いつ瞬しゆんのこと。すぐにＧにはわからなくなる。もとより、あやふやすぎる記憶なのだから。

　なのに、それを取り戻すだって？

「おかしなことを言い出すんだな」

　Ｇは銀ぎん髪ぱつの少女の寝顔を見つめたまま、何となしにそうこぼす。意味がわからない。天華に、何の利り益えきもないことだろうに。

　けれども、そのときＧの頰ほおには。なぜだか──不ぶ器き用ような「苦く笑しよう」が浮うかんでいたのだった。
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　やっほーいっ、白はつ華か。元気してる？　天てん華かだよん。

　そろそろ精霊都市は、夏も終わりの季節だよね。白華ってば風か邪ぜなんかひいてない？　去年はこの時期に、ちょっと熱出して倒たおれてたでしょ。季節の変わり目なんだから注意してよねっ。

　ちなみに、あたしの方は平気です。だっていまあたしがＧジーといる場所は、あの「眠ねむらぬ火の山」の麓ふもとの村なんだよ！

　ここってば、火の精霊の影えい響きようが強いせいか、一年中あったかい風土なんだよね。って、その火の精せい霊れいが暴ぼう走そうして、山がいきなり噴ふん火かしないように精脈を通して見守ってる巫み女この白華は、よく知ってる土地だよね？　説明なんか今いま更さらだっけ。あははー。

　まあでも、あたしとＧは、すぐに雷らい帝てい号ごうでこれからここを離はなれるんだけどね。

　帝てい國こく領域からちょっと外れた、北の土地に用があるの。そう！　今度はそこにある遺い跡せきに、潜もぐってみようと思ってるわけ！

　んー、なんだかいろいろやっかいそうな遺跡なんだけど。なによりの大たい敵てきが、寒さなんだよね。噂うわさに聞くと、年中雪が積もってるんだって。いまいるココとは正反対！

　白華は、その土地のことわかる？　……って、無理かな。帝國領域外だもんね。そもそも精脈がしっかり通ってないから、人間種が住むには環かん境きようが厳きびしすぎるし、だから信精帝國の領域に入ってないんだもんね。てへへ。

　あ。けど心配しないでね。

　あたしの方は、準じゆん備び万ばん端たん！　神しん殿でんじゃあ、あんまり雪が降ふったりすることなんてなかったから、雪にはそう慣なれてないけど。でもちゃんと寒さ対たい策さくで、防寒用の装そう備びをきっちり調えたんだから！

　ちょっと、お値ね段だん高めだったけどね……ううう。

　まあ、そんなこんなの近きん況きようです。

　そういえば、そろそろそっちは、実りの儀ぎ式しきがあるんだっけ？　精霊巫女としては、多た忙ぼうな時期だね。がんばってね！

　あたしも、がんばるっ！


《天華》　　



［System-mail　　　　　　39990918/0205PM］








「わあ……」

　双ふた子ごの姉である天華から、白華がそんなメールを受け取ったのは。メールでも指し摘てきのあったとおり、まさに実りの儀式の準備をしていた最中であった。

　場所は、姉と同型の携けい帯たいコンピュータを忍しのばせている、いつもの自分の部屋の中。ただし円まるい天てん窓まどから差し込む陽光の下もとでは、今は祭事用の衣類と装そう飾しよく品ひんが、広い寝ね床どこの上を占せん領りようしていた。普ふ段だん着ている装しよう束ぞくとは違う、金糸と朱しゆ色いろがふんだんに使われた豪ごう華かな衣装である。

　肌はだ着ぎの上に何なん枚まいもの着慣れない硬かたい生き地じを、どうにか憶おぼえた順に着込んで。それでも白華は帯を巻まくのももどかしく、乱みだれた長い白はく髪はつを整えながら、開いた画面の文字に食いつくのだった。

　……それにしても。

「そっか。姉ねえ様さまって、この前の遺跡から帰ってきた後は、東の火山地帯にいたんだ」

　だったら聖せい堂どうで精霊さんに訊きけば、姉様のことわかったのにな。……残念っ。なんて、腰こし掛かけた寝床の端はしで、携帯コンピュータを抱かかえて白華は思う。

　中央大陸のあちこちに伸のびる、大地の精霊ネットワーク、「精脈」。それを介かいすることで。世界でただ一人、自然の中に棲すむ精霊たちと意い思しを通じ合うことのできる精霊巫女の少女は、精脈の届とどく範はん囲い内であれば「見る」ことができるのだった。

　もっともここ数日は、聖堂に入ることはなかったのだけれど。

　それは今日から始まる、実りの儀式への準備が優ゆう先せんされたからであった。

　──精霊信しん仰こうを中心とし、首都である精霊都市に神殿を構かまえた、三百年の歴史を持つ「信しん精せい帝てい國こく」。その人口は、かつての科学時代である旧きゆう精紀の頃ころの絶ぜつ頂ちよう期きに比くらべれば、遥はるかに少ない三億人ほどである。人より早く繁はん栄えいを取り戻もどした自然では、さらにその存そん在ざいは貧ひん弱じやくだ。精霊都市ほどの規き模ぼの街の数こそ五十を超こえるが、この広大な大陸では、人々はまばらに点在しているにすぎないのだった。

　そのため必然的に、それぞれ気き候こうの異ことなる帝國の各地では、秋の収しゆう穫かくの時期が大きくずれる。だからこそ、信仰心厚あつい民たみ草くさからの、土地の産物による寄き付ふから成り立つ精霊神殿では。その収穫の最さい善ぜんの時期を把は握あくし、効こう率りつ的に寄付を得えられるようにすることは、重要なことであった。

　そしてもちろんその役目は、唯ゆい一いつ大陸の状じよう況きようがつぶさにわかる巫女の白華にしかできないこと。実りの儀式とは、豊ほう穣じようを精霊に祈いのることを兼かねた、神殿組そ織しきにおける基き盤ばん確かく保ほのための大切な行事なのだ。

　そもそも、質しつ素そ倹けん約やくを宗むねとはしている神殿だが。かつての異い種しゆ族ぞくたちとの争いから、自じ衛えいするためにつくりあげた巨きよ大だいな軍を維い持じするためにも、儀式は必要なことなのである。

　もっともここ五十年もの間は、軍が出動するような小こ競ぜり合いなど、ひとつもなかったりするのだけれど。

　ただ、とにかく。この年に一度の儀式が、神殿で重じゆう要よう視しされていることにかわりはない。

「がんばってね、かあ。……ふふ」

　太ももに載せた画面の、最後のメール文をもう一度読んで。白華はやわらかく微笑ほほえんだ。

　うん、がんばるよ！　と心で言って。

　と、そのとき──。えっ？　白華の金色の瞳ひとみが気付く。

　精霊の姿すがたを捉とらえることができる「精霊詠よみ」の『龍りゆう眼がん』には、透すかした天窓から入ってきた、透とう明めいな風の精霊の動きが映うつる。人が来たよ、と囁ささやいて。

　振ふり返ると、閉とざされた円い障しよう子じ戸どの向こうから、慌あわただしい人の気け配はいが迫せまってきていた。ああ、まずい！

　科学を嫌きらう神しん殿でん内で、こっそりと携帯コンピュータを使っていることがばれたら、大問題なのである。

　慌あわてて白華は腰こしを上げる。が、肝かん心じんの携帯コンピュータは両手に抱えたままだった。ええと、ええっと、どうしよう！

　だけど混こん乱らんしているうちに、部屋のすぐ外に人はやってきて。「──失礼します」なんて、声をかけてくるのだった。

「は、はい。どうぞっ」

　だから白華は反はん射しや的にそう応こたえてしまい。咄とつ嗟さに衣装の長い袖そでの中へと、携帯コンピュータを放ほうり込んだ。

「もう準じゆん備びの方は済すみましたでしょうか、姫ひめ巫み女こさま？」

　入ってきたのは、中年の侍じ女じよが一人であった。髪かみ留どめなど一式を持ってきた彼女は、あらあらまあ、と白華の前で目を丸くする。

　見つかったかなあ。と、ちょっとどきどきする白華だったが。折りたたまれた薄うすくて軽い携帯コンピュータは、ゆったりとした袖に不自然なふくらみをつくることもない。

　だから中年侍女は、櫛くしを取り出し白華の髪かみを軽くすいて、黙もく々もくとシーツの上に残っていた装そう飾しよく品ひんをつけてくれて。最後に純じゆん白ぱくのベールをすっぽりと頭にかぶせてくれて、「お似に合あいですよ」と満足げに頰ほおをゆるめるのだった。

　そこに、携帯コンピュータに気付いた様子は微み塵じんもない。よかった、と思いながら、白華も笑え顔がおで誤ご魔ま化かした。

　けれども。

「では、姫巫女さまの準備もお済みになられたことですし。そろそろ聖せい堂どうの方へ……」

「え？　あ、そ、そうですね」

　中年侍女に言われるままに、白華はそのまま部屋を出た。携帯コンピュータを袖の中に隠かくしたまま。

　どうしよう、と思ったけれど。

（……このまま聖堂に持ち込めばいいかな）

　なんて、開き直った。実は普ふ段だんから、たまに懐ふところに忍しのばせてやってることだし。

　白華はすぐに気を取り直すと、数名の女僧そう兵へいたちに警けい護ごにつかれながら、板いた張ばりの通路を進んだ。

　神殿の塔とうと塔とを繫つなぐ、天てん井じようのない開かい放ほうされた回かい廊ろうに出ると。そこから水路と石いし畳だたみの精せい霊れい都市を取り囲む、艶つややかに色づき始めた山々の様子が見て取れた。

　街と山までの平地を染そめるのは、緑から黄金へと変わりつつある絨じゆう毯たん──。秋風混まじりのやわらかくなった日差しになでられる、一面の畑である。

　畑からはよく実った穂ほの、どことなく甘あまい香かおりが、風に運ばれ届とどいてきた。

　そして、その秋の訪おとずれを告げる、かすかなにおいに追い立てられるかのように。塔の寄より集まった神殿の中では、人々がいつにもましてせわしなく行き交かっていた。

（そういえば、わたしが正式に巫女になって行う実りの儀ぎ式しきは、初めてなんだっけ）

　回廊をてくてくと歩きながら、白華はそんなことに思い当たる。──十六歳さいで成人を迎むかえる帝てい國こくでは、去年までは白華も、正式な巫女ではなかったのだ。

　だから、今年はみんな張り切ってるのかなあ。などとぼんやり考えながら、白華は聖堂へと通じる中央塔へと入るのだった。

　と、しかし。

「？　……あれっ？」

　はた、と白華は足を止める。意い識しきは、足元に惹ひきつけられていた。

　──回廊と塔の通路とが交まじわる、吹ふき抜ぬけになったちょっとした空間。その隅すみに、指先ほどの小さな石のかけらがひとつ転がっていた。

「どうしました？」

　やおら立ち止まった白華に、女僧兵の一人が怪け訝げんそうに声をかける。当然だ。白華が屈かがんで拾い上げたのは、どう見ても何の変へん哲てつもない、ただの石ころなのだから。

　けれども──金色の『龍眼』を持つ白華にはわかっていた。この石の中に棲すむ精霊が、この辺りのものではないことに。

「どうしてあなたは、こんなところにいるの？」

　白華はつい、そう石に尋たずねてみた。

　周囲の精霊たちとは馴な染じめずに困こまっていた小石の精霊は、すぐに白華に話してくれた。自分がどこからきたのか。どこにいたのか。

　そして。どうやって、ここまで運ばれてきたのか──。

「……えっ!?」







「……ああっ、も、もう嫌いやだあぁあ!!」

　同どう時じ刻こく──。いくつかの塔が寄り集まって構こう成せいされる精霊神しん殿でんの、隣となり合う軍ぐん施し設せつから離はなれた塔のひとつ。

　その内部に設もうけられた広大すぎる図書館で、剣けん聖せいアルバルド＝ナイツは淡あわい金色の髪を振ふり乱みだし、音ねを上げていた。

　厳きびしい肉体鍛たん錬れんと精神修しゆ行ぎようを積み、わずか十九歳にして、帝國最強の剣士である「剣聖」の称しよう号ごうを得た青年ではあるが。……無理なのだ。無む茶ちやなのだ。そもそも、合わないのだ。うああああっ！

　自分には、この神殿が誇ほこる帝國一の蔵ぞう書しよの山を、ちまちまと整理していくなんて!!

　嘆なげきに染そまるアルバルドの空色の瞳ひとみには、目の前に積み上げられた分ぶ厚あつい本の山と。それ以上にぎっしりと古びた書しよ籍せきが詰つめ込こまれた、頑がん健けんな本ほん棚だなの林たちだけが映うつり込む。それらは静せい穏おんのために敷しかれた絨じゆう毯たんの上で膝ひざを折ったアルバルドを、どこまでも取り囲んでいた。

　ちょうど入り口の扉とびらからほど近い、真横の階かい段だんへと続くこの位置からは、三層そうにもなる図書館の圧あつ倒とう的な広さだけが痛いたいくらいによくわかる。

　そして。この図書館に軟なん禁きんされ、一週間中に貸し出しと返へん却きやくで乱れた棚の全すべてを整理することが、今のアルバルドに課かせられた仕事なのであった。

　その特別任にん務むの前には、飾かざり気けのないゆったりとした衣類の下に隠かくされた、細身の長ちよう軀くながらもしっかりとついた筋きん肉にくは意味がない。

　重い書籍を運ぶときには役立つが、そもそもこの仕事は、本の分類をチェックするところから始まるのだ。

　いや。これは仕事ではなく、一種の軍の懲ちよう罰ばつだった。

　──帝國の遺い跡せき調ちよう査さ隊として結成された、アルバルド率ひきいる「鋼はがね隊たい」。たった三名の特とく殊しゆ小隊ではあるが、その鋼隊が三週間ほど前に、成り行きで赤道直下に存そん在ざいするとある遺跡要よう塞さいに挑ちよう戦せんした。

　結果──。紆う余よ曲きよく折せつの末、鋼隊は重じゆ装そう甲こうタイプの飛ひ空くう艇ていを一機、まるまる失うことになってしまったのである。

　なぜそういうことになったかというと。──頭を抱かかえたアルバルドの脳のう裏りに、銀ぎん髪ぱつの幼おさななじみの少女の、ぺろりと舌したを出した顔が思い出される。てへっ、などと。いつものように、いたずらっぽく小さく笑って。

（……ああっ、嫌だ！　あいつのことは思い出したくもないよう!!）

　アルバルドはぶるぶると金髪の頭を振って、天華のことを追い出した。だけど、今いま更さら手て遅おくれで。とほほお……。アルバルドはがっくりと、肩かたを落としてうなだれるのであった。

　しかしもちろん、嘆なげいたところで現げん実じつは少しも変わらない。

　鍛きたえられた太い首に巻まかれているのは、特別な金きん属ぞくの輪だ。図書館から一歩外に出ると自動的に締しめ付ける、錬れん精せい術じゆつが仕込まれた首輪なのである。

　故ゆえにアルバルドは、必然的に本の山と一日中相あい対たいさねばならない。

　食事はもちろん、トイレもシャワーも、普ふ段だんは誰だれかが在室している司し書しよ室しつを借りて済すませられるため、本当に一歩も外に出られないのだ。

「うああ……なんで、オレがこんな目にいい……」

　現実を再さい認にん識しきしただけで、アルバルドはさらに滅め入いった。空色の瞳から涙なみだがこぼれそうになる。

　アルバルドが最上級剣士「剣けん聖せい」であることから、難なん航こうして長引いた軍会議の末に、ようやくこの懲ちよう罰ばつが下されてから。まだ、たった二日目の半なかばほどでしかないのだが──。

　いや、不満の声をあげられる元気があるだけ、今はまだマシなのかもしれない。ううう。アルバルドは古い紙が放つ独どく特とくの乾かわいた臭しゆう気きの中、やっぱり泣きたくなるのだった。

「……まったく、何を今更言ってるんですか、アルバルド様ッ」

　そんなアルバルドのすぐ側そば。本の山をひとつ挟はさんだ向こう側から、ふいにそんな言葉がかけられた。何を情なさけないことを、と眼鏡めがねの奥おくの鳶とび色いろの瞳で、栗くり毛げの少年補ほ佐さ官かんが睨にらんで。

　主あるじであるアルバルドに剣聖としての自覚を強く望む、黒い軍服を着込んだ弱じやつ冠かん十三歳さいの剣聖補佐官、シエンである。

「わ、わかってるよう、シエン。がんばんなきゃいけないのは……でもな、剣の修行ばっかりしてきたオレが、こーゆーことに向いてるはずがないだろよおぉ」

「そりゃあボクだって、アルバルド様がこういうことに向いてないことは重じゆう々じゆう承しよう知ちですよ」

　だからこうして、ボクも手伝いにきているんでしょう。と、シエンが言う。そうだった。どうにもこういう作業が苦手なアルバルドにかわって、先天的に『電脳デジタル』という特殊な天才頭脳を持ったシエンが、書物の分類分けに関しては、まとめて仕分けしてくれているのである。

「ああ……うん、そうでした。この罰は、責せき任にん者しやのオレだけが受けたのに、わざわざきてくれてるんだったよな。ううっ、ごめん、シエン……」

「いいですよ。って、だからいちいち泣かないでくださいってばッ。どうせボクたちも、アルバルド様がここにいる限かぎりは、遺跡調査に出ることもできないってだけなんですから！　単なる暇ひまつぶしですよ」

「ううう……。そ、そう聞くと、なんだかまた泣けてくるよ。……情けなくて」

「だから、そういうのやめてくださいってば。上にいるココロにだって、笑われちゃいますよ、アルバルド様っ」

　呆あきれの吐と息いき混まじりに、「ほら」と、シエンの小さな指が真上を示しめす。ああ、そうだっけ。とアルバルドが鼻をすすりながら見上げた、図書館の三階部分では。バルコニー状じようになった手すりの上から、ひょこひょこと特とく徴ちよう的な真っ赤な頭が元気に動いていた。

　シエンと一いつ緒しよにきてくれた、赤い髪かみと瞳ひとみがトレードマークの、もう一人の部下である操そう縦じゆう士し官かんの少女であった。

　ただし彼女はシエンと違ちがって、アルバルドと同じくらいこういう作業に向いていない。そのため図書館の三階に設もうけられた、古い甲かつ冑ちゆうや刀とう剣けんなどを展てん示じするスペースの、掃そう除じを買って出たのだった。

　今もせっせと、彼女なりにがんばっているのだろう。──けれども。

「あ、あ、ああっ、ふやぁああ──!?」

　とんでもないけたたましい騒そう音おんと共に、三階から奇き声せいのような悲ひ鳴めいがあがった。アルバルドはシエンと共に顔を見合わせる。とても渋しぶく。

「今の金きん属ぞく音おんは……倒たおした音、だよなあ」

「ええ……たぶん。あそこにあった剣とか槍やりとか、全部でしょうね……」

「──だっ、大だい丈じよう夫ぶス！　なんでもないス!!」

　誰だれに訊きかれるより早く、シエンと同じデザインの軍服に身を包んだ十四歳の少女が、振ふり仰あおいだアルバルドたちの頭上に姿を見せた。

「甲冑とか剣とか槍とか、ぜんっぜん倒してないス！　アハハ～。……えと、でも、アルバルドさまやシエンくんは、わざわざ上まで見にこなくていいっスよン！　まる一日……いや！　二日くらいは!!」

　絶ぜつ対たいにきちゃダメっスっ！　などと全力で念を押おして。ココロは再ふたたび三階のバルコニーに、慌あわてて赤毛の頭をひっこめるのだった。

　もちろんアルバルドたちに、それをあえて追及する気は起きなくて。

「……ちょっと休きゆう憩けいにしましょうか」

　書物に囲まれた床ゆかから、シエンが腰こしを上げるのだった。もちろんアルバルドも否いや応おうなくて。ああ、と軽く了りよう承しようする。どうせもう、昼も近いのだ。

　そして首輪のせいで、ここから出られないアルバルドにかわって。栗毛の少年補佐官が図書館から出ようと、唯ゆい一いつの出入り口へと歩ほを進めた。

　しかし、そのとき。防ぼう音おん製せいに優すぐれた分ぶ厚あつい扉とびらが、勝手に開いて静かに閉とじた。シエンはまだ、その取っ手に手を伸のばしてもいないというのに？

　──なんだ!?　瞬しゆん間かん、アルバルドの肌はだがぴりりと張はりつめた。唐とう突とつに感じたのは、この閉へい鎖さされた図書館という空間に生まれた、鋭えい利りすぎる空気。

　きょとんとするシエンの前に生まれた、透とう明めいな「殺さつ気き」であった。

「や、やばいっ、シエン──!!」

「え？　あ、アルバルドさ……わ、わああっ!?」

　栗毛の少年が振り返るより早く、アルバルドが全力で絨毯の上を突進する。彼の腰に飛びついて、一緒になって本ほん棚だなの陰かげへと転ころがった。

　一瞬遅おくれて発生したのは、一いち陣じんの鋭利な風──。いや、何物をも断たち切るほどの、力強い轟ごう風ふうであった。なにしろぱっくりと、アルバルドの上着の端はしを、掠かすめただけで切り裂さいてしまったのだから。

　恐きよう怖ふが、アルバルドを支し配はいした。しかしこれはまだ、図書館内にいる自分以外にはまったくわかっていないことで。シエンなどはアルバルドの裂けた上着を目まの当たりにしながらも、ずれた眼鏡めがねの向こうの瞳で、困こん惑わくを抱かかえているだけだった。

　だけど、アルバルドにそんな余よ分ぶんな時間はない。わかるのだ。扉を開けて入ってきた透明な「何か」が、再び殺気を放とうとしているのが。──だから。

　アルバルドは両方のブーツから、ごつい二本のナイフを抜ぬいた。剣けん聖せいとしていつも身につけている、最さい低てい限げんの装そう備びである。

　そして、見えない「敵てき」に向かって突進する！

「おおおおおああっ!!」

　本の整理は苦手でも、剣を扱あつかうことは違う。たとえ相手の姿すがたが見えなくとも、体が勝手に反はん応のうした。二つのナイフに火花が生まれる。

　見えない敵が一本の身の丈たけほどもある巨きよ大だいな剣を持っていることは、さっきの一いち撃げきでアルバルドにはすっかりわかった。だからナイフの背せに刻きざまれている牙きばのごとき凹おう凸とつ面で、がっちりと受け止めてやった。そのままねじ切り、砕くだくつもりで。

　けれども、その刹せつ那な。予想もしなかった場所からの重い一撃が、アルバルドを急きゆう襲しゆうした。固い拳こぶしのような打撃が、真上から振り下ろされたのだ。その二本の腕うででしっかりと、巨大な剣を抱えているはずの敵が──！

　それはさながら、三本目の腕であった。アルバルドは突然の攻こう撃げきをかわしきれず、激はげしく転がり飛ばされてしまう。自分たちが広げていた本の山に突つっ込んで、本棚のひとつにぶつかり、倒した。絨じゆう毯たんの床ゆかに重い地じ響ひびきすら生まれる。

「アルバルド様あっ!?」

　見えない敵とやり合うこの状じよう況きようを、未いまだに把は握あくできずにいるのか。シエンの掠かすれた悲鳴が届とどく。それは衝しよう撃げきに揺ゆらいだアルバルドの意い識しきを叩たたき起こすが、倒れた本棚の上で起きあがったアルバルドは「しまったッ」と絶ぜつ句くする。唯一の武ぶ器きであるナイフは二本とも、失われていた。真上からの攻撃を受けたはずみで無理な方向に力がかかり、砕くだけて折れてしまっていたのだ。

　どうする!?　状況の最悪さが、ひしひしと感じられる。噴ふき出した汗あせすらも、体に恐怖を連れて染しみこんできそうだった。

　しかしかわりに、アルバルドの目の前で。扉を背にした形で佇たたずむ、見えない敵の殺気はふくれあがるばかりで──。

「アルバルドさまあっ!?　なにが……あややあっ？」

　しまったスう～！　とふいに真上から、赤毛の少女が叫さけびを生んだ。と、アルバルドの真横に重い質しつ量りようが降ふってくる。飾かざることを目的につくられた、雅みやびな装そう飾しよくが施ほどこされた太い槍であった。

　おそらくうっかり倒したものを、ココロが片かたづけようとして。しかしそのときに、こちらの騒さわぎに気付いて、覗のぞき込こんだ拍ひよう子しに手を滑すべらしてしまったのだろうか。……なんでもいい！　アルバルドは槍を片手で引き抜きながら、感かん謝しやする。武器があるのはありがたいから。

　──踏ふみ込んだのは、見えない敵とアルバルドの両方であった。本棚が削けずられ、派は手でに転がる。書物が跳はね上がり、ページをぱっと散さん華げさせた。

　突き出した槍の先せん端たんを薙なぎ払はらったのは、敵の方が先であった。しかしアルバルドは動じない。わざと斬きり飛ばさせたのだ。

　瞬間、アルバルドは槍を素す早ばやく持ち直す。自分が一番慣なれ親しんだ、剣の柄つかを握にぎるように。

　そして敵によって半なかばから失った槍の長さは、まさに剣と同じくらいで。だからアルバルドは薙ぎ払われた隙すきをついて、その懐ふところへと飛び込むのだった。もちろん、あのわけのわからない、真上からのもう一撃を食くらう暇ひまは与あたえない！

「うおりゃああああああああ───ッ!!」

　気合い一いつ閃せん。アルバルドは全身をバネにした一撃と共に、見えない敵とひとつになって。図書館の扉を破やぶり、外へと転がり出るのだった。　……とどめだ!!　アルバルドは容よう赦しやしない。見えない敵の巨体を組み伏ふせ、さらに一撃を振ふり下ろそうと──。

　けれども、それは不ふ可か能のうだった。突とつ然ぜん締しめられた、首の錬れん精せいの輪によって。

「うっ、ぐあッ!?」

　図書館から外に出ると締め付けるように、錬精の術じゆつ式しきが仕込まれた首輪が発動したのだ。この状況など関係なしに！

　まずいっ!!　アルバルドは瞬しゆん時じに判はん断だんして、敵てきの上から身を退しりぞく。息を詰つまらせながら、とにかく逃にげた。破った図書館の扉とびらから、中へと必死に転がり込む。苦しさからようやく解かい放ほうされるが、あまりの締め付けに、立つことができない。絨毯の床の上に倒たおれ込んだ。

　それでもどうにか、槍だけは手放さなくて。斬り飛ばされた先端を、扉の外に向けるのだった。

　──しかし、見えない敵は、再ふたたび図書館の中に踏み込んでくることはなかった。

　敵は、そこに立っていた。空色の瞳ひとみでも見えるのは、アルバルドの猛もう攻こうを受けたせいか。敵の纏まとっていた、「見えない衣ころも」がわずかに乱みだれていたのである。

　だがそれを察してか。敵はすぐに身を翻ひるがえし、その場から本当に消えた。立ち去ったのだ。

「まさか、今のは……光こう学がく迷めい彩さい機き能のう？」

　駆かけつけたシエンがふと、そんな言葉を口にした。……なんだって？　その意味をアルバルドは知らない。ただ、荒あらい呼こ吸きゆうに動かされる胸むねには、苦く渋じゆうだけが満ちていた。

　わずかに見えた、敵の姿すがた。全体を判別するには、まったく足りなかったけれど。──わかったのだ、アルバルドには。立ち去る直前。敵が、這はいつくばったアルバルドを見下ろして。かすかにあざ笑った気配を──。

　クソっ!!　だから、アルバルドは拳こぶしを振り下ろす。傍かたわらに紙を舞まわせて落ちた、破れた書物の上に、強く。

「なんなんだ……なんなんだよ、一体ッ！」

　剣けん聖せいとして決して感じてはいけない、無ぶ様ざまな敗はい北ぼく感かんにまみれて。




　　　　２




「──『獣じゆう機き族ぞく』？　そういう名の種族なのか」

「そ。……って言っても、そう呼よんでるのはあたしたち人間種だけみたいだけどね。そもそも言葉も違ちがうし。彼らは自分のことを、『戦士の種族』とか呼んでるみたい」

「その異い種しゆ族ぞくたちの住む街に、旧きゆう精せい紀きのデータがあるというのか？」

「うん。そうみたい。なにしろ異種族の中でも、最も古い段だん階かいから群むれをなして、帝てい國こくとは反対の科学信しん仰こうを掲かかげてるんだって。だからどうにも閉へい鎖さ的な種族らしくって。詳くわしいことは情じよう報ほうもあんまりないから、よくわかんないんだけどね」

　データを得られるかどうかも、それ以前にどういうところなのかすら、はっきりわかってなくてさあ。と天てん華かは、雷らい帝てい号ごうの伝でん声せい管かんの向こうにいるＧの質しつ問もんに答こたえてやった。

　雲ひとつない薄うす色いろの空を飛行する、二枚の翼つばさを持った純じゆん白ぱくの「舞翼ライド」という小型の機体──雷帝号。その操そう縦じゆう桿かんを握にぎってまたがる天華の、すぐ後ろにつくられた機関部で。後ろ向きに据すえ付けられた小ぶりのシートに、Ｇはいる。

　しかし機関部と繫つながった伝声管からは、結局。「そうか」という相あい棒ぼうの少年の、素そっ気けない返事で締められるのであった。……あ、あのねえっ。

「じ、Ｇっ。あんた、それだけえ？」

「何だ、天華」

「もうちょっと、こう。どうなってるんだろうなー、とか。そんなのないの？」

「……そんなことを考えてどうなる。お前が言ったんだぞ。行ってみなければわからない、とは」

「いや、まあ……」

　そりゃそうだけどさあ。身も蓋ふたもない言い方をされ、天華は思わず振り返る。機関部の狭せまい縦たて穴あなに身を収おさめた、Ｇの小さな後こう頭とう部ぶをちょっと睨にらんでやった。……まあ、いいけど。この相棒の反はん応のうは、いつものことと言えばそうなのだから。銀の髪かみに触ふれていく冷めた空気に、天華は白い吐と息いきをはあ、と飛ばした。

　それにそもそも、天華が珍めずらしくこの相棒にいろいろと説明してあげたのは、単に暇ひまをもてあましていたからだし。──そう、とにかく暇だった。どこまで行っても代わり映ばえのしない、真下に広がる風景に。

　白、白、白。雷帝号が飛ひ翔しようするのは、周囲３６０度全すべてが、真っ白に雪ゆき化げ粧しようの施ほどこされた大地であった。

　帝國領りよう域いきから曖あい昧まいな境きよう界かい線せんを真北に出て、まる一日。見み渡わたす限かぎり、どこもかしこも雪に閉とざされた風景が続いていた。雪原と言うには起き伏ふくが激はげしく、刃やいばのようにとがった山々の一部は、木も生えない灰はい色いろの岩の地じ肌はだをわずかに冷気へ晒さらしている。しかしそれ以外は本当に、美しいくらいに純白な世界である。

　けれども、信精帝國の領域を真北に飛び出して、彷徨さまようことすでに三日。さすがに、飽あきてくるのだった。

「あー、それにしてもっ。獣機族たちの街は、いったいどこにあるのかなあ？」

　何度目かのその台詞せりふを、天華はまた口にする。不平が言えるだけの体力はまだあるが、正直、この雪という存そん在ざいはかなりやっかいなものだった。「火か獣じゆうの衣ころも」を得てきたため、吹ふ雪ぶいてもどうにか寒さはしのげているけど。ジャケットの上に羽は織おった、毛皮のコートのぬくもりを感じながら、天華はありがたさを実感する。雪の斜しや面めんが反はん射しやする眩まぶしい陽光も、銀の瞳ひとみを覆おおったゴーグルでどうにかなった。科学の遺い物ぶつを改かい造ぞうしたレンズは、暗色にすることもできたから。

（でも、行き当たりばったりだもんなあ。もうちょっと雪山の知ち識しきとか、身につけてきた方がよかったかな？）

　雷帝号の上で今いま更さらだが、天華はそんなことを思う。……今からでも白華にメールして、神しん殿でんの図書館から専せん門もんの本でもあさってもらおうかな？

　いや、二、三日程ほどの時間差をもって届とどく衛えい星せい回線のメールでは、今から連絡をしたところで、どうしようもないのだけれど。

　そういえば、白華からの返信メールもまだだっけ。と、ふと思い当たる。天華が火山地帯からメールを出して、もうまる五日が経けい過かした。

（着信の誤ご差さとか考えても、十分あたしのメールは届いてるだろうし。そろそろ白華からのメールがくるかな？）

　てゆーか、メールじゃなくて。一回くらい、白華のいる神殿に立ち寄よった方がよかったかなあ。

　白華に会う、ということもあったけれど。取り出した愛用の携けい帯たいコンピュータに映うつし出した、画面の中の地図はかなりいいかげんで。浮ふ遊ゆう都市で手に入れてきた乏とぼしい情報に、天華は少し辟へき易えきする。もしかしたら、何度か小こ競ぜり合いを繰くり返していたという帝てい國こくの方が、ある程てい度ど正せい確かくな場所を割わり出してるかも、などと今になって勘付いた。

　もっとも、五十年前の異い種しゆ族ぞくたち総そう出での「異種決戦」以前からずっと、帝國と獣じゆう機き族たちとでは国こつ交こうができていない。他ほかのほとんどの種族たちとは、帝國は和わ解かいしたというのに。

　その原げん因いんは、ただひとつ。科学を捨すてた人間と、自分たちを創そう造ぞうした科学を敬うやまう戦せん闘とう種族──。お互たがいによりどころとするものが、まったく違ちがうからであった。

　そして、旧きゆう精せい紀きに人の手でつくられた異種族の中でも、千年以上経へたこの新精紀になっても。獣機族たちは忘わすれていない。自分たちが、闘たたかうためにつくられた生物の末まつ裔えいであることを。

　故に彼らは好戦的で、閉へい鎖さ的で。遺跡探求者ロスト・リサーチヤーにとっても近づきがたい街まちであり。

「……だからこそ、獣機族たちの遺い跡せきの都市は、攻こう略りやく難なん易い度ど『無む印じるし』のランクに指定されてるんだけど。……って」

　でもいいかげん、見つかってくれないかなあ？　天華は十じゆう字じ影かげの落ちる白銀の大地を、黒いゴーグル越ごしに見下ろしながら。白しら息いきを吐はくのだった。

　──伝声管から「おい」という、相あい棒ぼうの声に遮さえぎられるまで。

「へ？　なに、Ｇっ。どうしたの？」

「あそこに何か見えるぞ、天華」

「えっ」

　Ｇの言葉に振ふり返ると。機関部から身を乗り出した、褐かつ色しよくの肌の少年が、遥はるか左手を示しめしていた。なに？　天華にはただ、険けわしい山と雪が見えるだけだ。けど、相棒は人間ではない。その黒くろ鉄がね色いろの瞳の視し力りよくも、人間を超こえる。

　だから天華は慌あわてて、色の付いたゴーグルの機き能のうを操そう作さする。銀の瞳の視界が拡大ズームされた。とたんに、天華にも見える。白一色の世界の果てに、ぽつりと見えた別の何かが。あれは……!?

「もしかしてっ！」

　ええい！　天華は操そう縦じゆう桿かんを切り込み、微び風ふうに乗って進んでいた愛機を躍おどらせる。左側に方向転てん換かんしたとたん、強い輝かがやきが機体後部に生まれ、雷らい帝てい号ごうを加速させた。Ｇの操あやつる結けつ晶しよう体たいが噴ふん出しゆつした、推すい進しん力りよくだ。

　だけど天華はあえて推力に任まかせて直進せず、一度大きく高度を取る。薄うすい雲を貫つらぬき、雪よりも白い機体は舞まい上がった。

「大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど、獣機族ってのは好戦的な種族らしいし。なるべく見つからないようにしたいんだよね」

　相棒に聞かせるでもなく、そう呟つぶやいて。天華はゴーグルを調整しつつ、近づいてきた斜ななめ下の光景を眺ちよう望ぼうする。

　そこは、山と山とが接せつし合った絶ぜつ景けいの集まるところ。いや、谷の群むれだ！

「『大蛇谷オロチダニ』……」

　乏とぼしいデータの中にあった、唯ゆい一いつの地形の名めい称しようが、天華の口から紡つむがれる。それこそがこの絶景の名で。そしてこの大地が山ではなく、千年以上の昔には、確たしかに平らな大地であったことの証あかしであった。ここはかつて、のたうつ巨きよ大だいな蛇へび──ドラゴンたちが、腹はらを擦すって傷きずをつけた跡あとなのだった。

　傷跡は、全部で八つ。それら全すべてに大量の雪が降ふり積もるが、深すぎる谷たちは隠かくせない。ただ真白き「大だい蛇じや」として、どこまでも白い体を伸のばしていた。

　そして──。その深くて長い「大蛇」たちが、ひとつに集まる場所があった。

　白い「大蛇」たちとは違う、ぽっかりと空いた黒い「穴あな」。いや、それは雪すら阻はばむ、異い質しつな円形空間だった。

　雪が固まり、氷ひよう河がとなった八つの谷が押おし寄せるそこに、無む理り矢や理り生まれた人工の建造物たち。円形の空間をつくりあげていたのは、それら壁かべのように突き立てられた、寄せ集められた科学の残ざん骸がいどもであった。

　そして、その円形に取り囲む壁の上に、限かぎりなく黒に近い覆おおいがあった。──内部の様よう子すを、シルエット状じようにしか映し出さない、不ふ透とう明めいな覆い。天華は「あれって！」とすぐに悟さとる。

「エネルギーの天てん蓋がい……バリヤー・シールドってこと？」

　そうか。だから……獣機族たちは、こんな極ごつ寒かんの土地でも、生きていくことができるんだっ。バリヤーのドームを通してわずかにわかる、シルエット状の内部都市の外観を見て、天華ははっきりとそう認にん識しきした。そして、確信する。ここなんだ、と。

「ここが……難易度無印の、『残骸都市』──！」

　薄黒いドームをほぼ真上から見下ろして、天華は感かん嘆たんの混まじった声を風に漏もらした。声はコートのもこもこした襟えりに落ち、透明度の高い空気に流れて消えた。

　旧精紀から延えん々えんと、獣機族という戦闘異種族によって守られた街が、すぐそこにあった。

　そうだ。ここになら、もしかしたら──旧精紀の滅めつ亡ぼうの際さいの記録があるかもしれないのだ！

（そう思ったから、あたしはここまで来たんだ……）

　銀の小月にまで行っても、さらにその上を行っていた天華の父。けれども一流の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーである父を追い抜ぬくことが、天華の不ふ変へんの目標だ。
















　だから、天華は考えたのだ。父を超こえるには、最終的にはどうしたらいいか？　単たん純じゆんなことだ。

　全ての遺跡探求者ロスト・リサーチヤーが、遺い跡せきからデータを発はつ掘くつし、追い求める究極の目標──千年前の空白の歴史、旧きゆう精せい紀き滅亡の謎なぞ。それを解とき明かしてしまうこと！

「どうやって中に入るんだ、天華？」

「もち！　そんなの決まってるよ、Ｇっ」

　相あい棒ぼうに訊きかれ、天華は機体を旋せん回かいさせつつ元気に応こたえた。暗色のゴーグル越しに見つめるのは、都市を取り囲む遺跡そのものの、五十メートルはある分ぶ厚あつい外がい周しゆう壁へきたちだ。

　遺跡の残骸そのものを利用した壁の表面に、装そう甲こうの隙すき間まや小型のハッチがあることを、銀の瞳ひとみは見み逃のがさない。だから、「あはは！」と天華は笑った。

「遺跡探求者ロスト・リサーチヤーの腕うで前まえってヤツを、見せてあげよーじゃないのっ！」







　雷帝号を風雪の吹ふきすさぶ外周壁の表面に、係けい留りゆう用ようのフックでひっかけ、適てき当とうに雪で隠して。天華とＧは残骸都市の外周壁表面にあった、かつては非ひ常じよう用として設せつ計けいされたと思おぼしき小型のハッチに取り付き、開けて。その内部へと侵しん入にゆうを果たすのだった。

「なるほど、鮮あざやかなものだな」

　装甲のパネルを、両腕にはめた薄うすい軽けい金きん属ぞくの手てつ甲こうの裏うら拳けんで叩たたき壊こわし、携けい帯たいコンピュータを接せつ続ぞくしてわずか一分。そんな天華の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとしての鮮やかな手て並なみを、褐かつ色しよくの少年が珍めずらしく褒ほめた。

「えへへ、まーねっ。見たか！」

　へへんっ。と相棒より先に踏ふみ込こんだ天華は、振ふり返って照れて微笑ほほえむ。しかしすぐに「しっ」と、Ｇを制せいした。コートの長い裾すそやお尻しりが引っかかる、狭せまい構こう造ぞう体たいの裏側空間。壁自体の補ほ強きよう構造が適てき当とうに組み上げられた、パイプや配線の類たぐいが走る、通つう気き孔こうのような暗い空間である。ゴーグルの視し界かいを暗視モードにしながら見み渡わたしたこの空間に、天華たち二人以外の姿すがたはない。

　けれども、はっきりとした人工の光が、すぐ近くの足元から差し込んでいたのだった。

（真下に併へい設せつされてる空間は、正せい規きの通路かな？）

　そんなことを天華は思う。だが、確かく認にんするより先に。その真下を、いくつかの重い足音が通り過すぎていくのだった。

　おそらく、いや間ま違ちがいなく。この残骸都市内部に住む、獣じゆう機き族ぞくという名の異い種しゆ族たちであろう。

　ただしその姿を確認することなく、天華とＧは身動きひとつどうにかこらえて。真下を慌あわただしく通り去る複ふく数すうの気配を、うまくやり過ごすのだった。

「……もういいみたいだな。行ったようだ」

　Ｇが耳を澄すまし、黒鉄色の瞳を向けてそう告げる。ふうー。天華はようやく、薄うす闇やみの世界に安あん堵どの吐と息いきを漏もらした。

「よかった、見つからなくて。いや、まあ一いち応おうハッチを開けるときにだって、ばれないように気を付けてロックを解かい除じよしたんだけどね」

「どうやら近くにも、もう気配はないようだが。どうするんだ？」

　下に降おりるのか？　Ｇが通路からの光が漏れる足元を示しめす。じょーだんっ！　天華はふるふると首を横に小さく振った。

「相手は獣機族だよっ。聞くところによると、機械と生体の融ゆう合ごう体たいらしくって。みんながみんな、驚きよう異い的てきな身体能力を持ってるんだって。……五十年前の戦いでは、当時の剣けん聖せいとまともにやり合ったのもいるくらいなんだから」

　そんなのに、絶ぜつ対たい見つかりたくないや！　天華は褐色の肌の少年にも「わかった？」と言い聞かせて。

「とにかく、あたしが目指すのは、旧精紀の滅亡時代のデータだよっ。それさえ手に入れられればいいんだから。いい、Ｇ？　なにがあっても、派は手でに立ち回ったりしないでよね」

「それはいいが……」

「？　なに、Ｇ」

「思うんだが。いつも派手に立ち回るのは、お前の方じゃないのか」

「……あ、あれっ。そ、そうだっけ？」

「俺は普ふ段だん、雷らい帝ていに待たい機きしてるだけだぞ」

　相棒の少年は、実にさらりと言い放った。そう言われてみれば、確たしかに。あー。思い当たる節ふしも……。

「い、いや、とにかく！　徹てつ底てい的てきに、こそこそいくからっ。あんたも合わせてよね、ってこと！」

「わかった」

「まあ、そりゃあ、こーゆーのって、あんまりあたしの性しようには合わないけどさっ」

「……。その性に合う、とかいうのが、派手な騒さわぎを引き起こす要よう因いんになっているような気もするんだが」

「うっ、うるっさいなあ、もうっ。と、とにかく──」

　行くよっ。天華はＧを誘さそって、腰こしを折り曲げた窮きゆう屈くつな姿し勢せいのまま、通気孔内部を進み始めた。

　ゴーグルの下で、気き恥はずかしさにちょっと頰ほおを赤くしながら。




　　　　３




「へ？　う、噓うそお？　……データが読み取れないっ!?」

　なんで!?　天てん華かは開いた携帯コンピュータを前に、愕がく然ぜんとなった。

　通気孔を這はうように進み、降りて、行き着いた果て。そこは外側の装甲と内側の生活空間との狭はざ間まになった、増ぞう設せつされた補強構造もむき出しの、遥はるかな縦たて穴あな空間であった。真上を仰あおげば、何本もの太いチューブが垂すい直ちよくに駆かけ上のぼっている。

　おそらく、壁の上部から吹ふき出している漆しつ黒こくの天てん蓋がい──エネルギーによる障しよう壁へきを発生させている、その動力を伝達するためのものだろう。その周囲を網あみの目のように覆おおい尽つくす、霜しもの張はり付くパイプたちは、冷れい却きやく用のものだろうか。

　大人なら一ひと抱かかえほどもあるチューブからは、かすかな低い振しん動どうが常つねに、闇の中へと放たれていた。おかげで天華のつい漏もらした叫さけびも、空気の震ふるえに掠かすれて消えた。

　だが今の天華には、そんなことはどうでもよくて──。

「どうした。データがとれないのか？」

　現げん実じつを、闇の中で唯ゆい一いつ輝かがやく画面を覗のぞき込みにきた、褐かつ色しよくの肌はだの相あい棒ぼうが改あらためて教えてくれる。天華の携けい帯たいコンピュータから伸のばされた、接せつ続ぞくケーブル。その差し込まれた先は、ひとつのコンピュータ端たん末まつであった。チューブ内部を伝達される、エネルギーの様子を監かん視ししているのか。硬かたい岩がん盤ばんで直角に折れ曲がったチューブの根本には、制せい御ぎよ用の端末機が存そん在ざいしていたのだ。

　簡かん単たんなネットワークながらも、都市内部の他のコンピュータたちと繫つながれた一台である。

「ちょ、ちょっと待って。もう一回やってみるからっ」

　天華の指が、キーパネルを疾しつ駆くした。再ふたたびデータの読み取りが開始される。

　だけどやっぱり、それは異い常じような早さで終しゆう了りようして。できる限かぎりのデータを取り込んだはずの携帯コンピュータには、これっぽっちも転送されてこないのだった。

　あちゃあ……。天華はがっくりとくる。

「や、やっぱダメってこと？　てゆーかっ、ここの末端のコンピュータには、なんにもデータが入ってない？　ネットワークへのアクセス権けんも、受け取りオンリーで、こっちから別のコンピュータのデータを見ることすらできないみたい」

「？　どういう意味だ」

「だから。ここからじゃ、欲ほしいデータのひとつも、吸すい出せやしないってこと！」

　まして、発見することすらできやしない。これはネットワークの、物理構こう造ぞうからの問題であった。データの流出が、一方通行に制せい限げんされているのである。ああっ、なんてこと？

「ううう……簡単にいくと思ってたのにいい」

「どうするんだ、天華」

「ど、どうするって……。このコンピュータだけがダメ、ってことなのかはわかんないけど。一番確たしかなのは、直接メインのコンピュータに接続すればいいんだけど」

「では、そうすればいいだろう」

「……あ、あのねえ、Ｇ。そう簡単にあんたは言ってくれるけど」

　でもそれって、どこにあるっての!?　外周壁のひとつでしかない内部で、天華は銀の瞳ひとみを凝こらした。とにかく、辺りを見回してみる。

　外周壁のひとつでしかないというのに、残ざん骸がい都と市しを取り囲むこの壁かべの中は分ぶ厚あつく、そして巨きよ大だいだった──。

　どうすんの!?　天華はさすがに頭を抱かかえたくなる。思わず地を這はうチューブに、寄りかかってしまった。

　半ば大地に埋うまったチューブの表面は、腰こしをもたれさせるにはちょうどいい高さで。また、少しあたたかくて。

　ちょっと気持ちいいかも。天華はチューブに銀ぎん髪ぱつの頭を預あずけながら、かすかにそう思うのだった。

　──と、ふと。

「？　あれっ？」

「どうした、天華」

「うん……。もしかして」

　ちょっと待ってよ？　天華はチューブから背せ中なかを放す。思い当たったのだ。あることに。

　それはゴーグルの振ふり払はらわれた、闇やみの向こう。突つき刺ささるように立った外周壁の遺い跡せきを支ささえる岩盤大地の、その上を這うチューブ下部の行き先であった。数多くあるチューブはいくつかの単位でひとまとめになり。そのまま都市の内側方向へと消えている。これって……。

　ああ！　天華は確信に胸むねを震ふるわせた。毛皮のコートの胸むな元もとを、思わずぎゅっと握にぎりしめる。チューブは都市の中央部に向かって、地下部分を通される形で伸びているのだ。それもおそらく、円形に取り囲む壁の、全すべてから！

　そして、これらのエネルギー・チューブが収しゆう束そくする、その中心には。それらをまとめて制御する、動どう力りよく炉ろと併へい設せつされた、相そう応おうのコンピュータが必要なわけで──。

「そっか……そうだよっ、Ｇ！」

「なんだ、天華？」

「わかったんだよっ。メイン・コンピュータの在あり処かが！」

　それはきっと、このチューブたちが集まる、その先にあって。天華は真っ先に、束になったチューブが潜もぐる、闇の端へと駆かけつけた。

　地面を削けずり込むようにして進むチューブの束は、ぎりぎり人一人が潜り込めるほどの空間を、その身に連れて伸びていた。これだ！　天華は迷まよいなく、その隙すき間まへと身を滑らせた。

「天華？」

「きて、Ｇっ。……って、あ、あれっ？　うわ、お、お尻しりがつっかえて……や、やだ、きゃあ、もうっ！」

「……何をやってるんだ」

　呆あきれながらも相棒が、小さな手で天華の体を押おしてくれる。きゃ！　と小さく悲ひ鳴めいをあげて。天華はお尻から、地下を走る洞どう窟くつのような空間に落ちるのだった。

「いたた……も、もうっ、あらっぽいんだから、Ｇっ」

「引っかかってたのは俺のせいじゃないぞ」

　悪びれもせずそう告げて。褐かつ色しよくの肌を持つ小こ柄がらな少年が、天華の横に身軽に着地する。

　ま、まあ、いいけどさ。助けてくれたことにかわりないし。天華はお尻の痛いたみを堪こらえながら、不ふ承しよう不ぶ承しよう立ち上がる。

　そこはよくよく見れば、チューブの上だ。ただし「わわっ」とつい足を滑らすと。片かた足あしが、ばしゃり、と小さな飛沫しぶきを上げた。

　チューブを半ば浸ひたすように、透とう明めいな水がゆっくりと、流れをつくっていたのである。

「これって……」

　雪ゆき解どけ水を利用したのかな？　いや、膝ひざ下したまではまってしまうその水は、そう冷たくはなくて。天華は「ああ」と理り解かいする。おそらく冷れい却きやくパイプがわりに、こうして水路をつくることで、発熱するチューブを容よう易いに冷やしているのだろう。ここはそうした、地下水路の空くう洞どうなのであった。

　そして──。この地下水路は真まっ直すぐに伸びていた。装そう着ちやくしたゴーグルの暗あん視し機き能のうでも見み渡わたすことのできない、ずっと先に。

「いくよ、Ｇっ」

　だから天華は気を取り直して、相棒に声をかけ、歩き出す。足場である太いチューブの束が走る、その最さい果はてへと至いたらんと。

　──しかし、しばらく進んで。えっ？　天華はふいに足を止めた。なに？

「天華……」

　後ろをついてきていた相あい棒ぼうが小声でそう呼よび、振り返って歩いてきた後方を見み据すえている。その横顔は険けわしい。彼も感じたのだ。だから、決して聞き間ま違ちがいなどではなくて。

　かすかな水音が、地下水路の空間に跳はねた。──天華たちの歩いてきた、遥はるか後方の闇から！

（誰だれか、くる……？）

　それって、やばいかもっ！　天華の顔色は、闇の中で青くなる。なにしろこんな場所を訪おとずれるのは、天華たちのような人間種であるはずがなくて──。

　逃にげるよ！　天華は相棒に、手ぶりだけで合あい図ずした。Ｇはもちろんそれに従したがう。二人で黙だまって歩を速めた。しかし迂う闊かつに足を滑らせて、飛沫と共に大きな音を立てないよう気を付けながら。

　それでも確たしかに、背はい後ごから。足音は確かく実じつに、天華たちの方へと近づいてくるのだった。







　……ああっ、ダメかもお！

（に、逃げ切れないッ？）

　かすかな反はん響きようをもって伝わる、背後からの小さな足音。そんな気配に追われるように、天華とＧはチューブの束の上を走った。といっても、全力では疾しつ走そうできない。こちらもできる限かぎり、音を立てないようにしなければならなかったから。

　だからこそ天華たちは、この真っ暗な地下水路の中で、後ろから迫せまる足音を振り切れないでいたのだった。

　──それに、岩がん盤ばんを削けずり込こむようにしてつくられたこの地下水路の空間は、束ねて伸のびるエネルギー・チューブたちを抱かかえるため、ある程てい度どの高さと幅はばを持ってはいたが。どこを見ても、物もの陰かげひとつありはしない。また、チューブの両りよう脇わきを流れる水の中も、天華が身を隠かくしてやり過すごすには、決定的に浅すぎた。

　もちろん、この地下水路は都市の中央部を目指して、分ぶん岐きもなくひたすら真っ直ぐ伸びていて。とにかく天華は相棒の少年と共に、背後からの気配を気にしながら、進むしかないのだった。

　だが、まったくの逃げ道がないわけではない。天華にはひとつの希望的観かん測そくがあった。

（確かに、ずっと一本道だけど。でもそれって、他の壁かべから伸びてきた地下水路も同じなわけでっ）

　ってことは。このままひたすら突つき進めば、そんな水路の合流地点が、絶ぜつ対たいにあるはずなのだ。

　とにかく、今はそこまで行ければ！　暗視ゴーグルのレンズ越ごしに、天華の銀の瞳ひとみは睨にらむ。前方に広がる、闇やみの向こうを。

　けれども──。天華の考えは、意外な形で打ち砕くだかれた。

「……なにっ、これえッ？」

　精せい一いつ杯ぱいの小声で、足を止めざるを得なかった天華は呻うめく。どうしても先に進めない状じよう況きようが、すぐ真上の地上から、喧けん噪そうとして伝わってきた。

　そう。振り仰あおいだ頭上の、岩盤に溝みぞを掘ほる形でつくられた水路を、延えん々えんと塞ふさぐ分ぶ厚あつい蓋ふた。その上に騒そう々ぞうしい無数の気配が、集しゆう団だんで何やら雑ざつ談だんに興きようじているのだった。

　ちょうど地上部分では、何かの集まりがあるのだろうか？　大おお勢ぜいの獣じゆう機き族ぞくたちらしき重い足音が、水路の上を通つう過かした。そして彼らはたむろする。ちょうど天華たちが逃げ切ろうとした闇の果ての、水路の前の方に。

　その数は明らかに、十や二十といったものでなく、圧あつ倒とう的てきで。百人か二百人か、あるいはその倍以上なのか──。おかげでこちら側で発する多少の会話や物音すらも、搔かき消してくれているが。それでも天華は立ち止まらざるを得なかった。これ以上は迂闊に進むことができない！

　ううー～～っ。天華は銀色の前まえ髪がみをぐしゃぐしゃに搔きむしり、チューブの上から飛び降おりて、水路の壁に手をかけた。

「なんで、こんなところに獣機族たちが集まってんのっ？」

　蓋の隙すき間まから、わずかに真上が覗のぞき見える。もっとも暗あん視しゴーグルの力をもってしても、この位置からは獣機族たちの姿すがたはよく見えない。

　それにそもそも真上の世界は、影かげすらも溶とけ込むほどに真っ暗だった。……そっか。天華はゴーグルをずらし、肉にく眼がんで都市内部の薄うす暗ぐらさを確かく認にんする。これは都市の頭を覆おおい尽つくした、あの漆しつ黒こくのバリヤーのせいであった。

　昼間でも、夜のごとき深い帳とばりに包まれた世界。それこそが、この遺い跡せきの残ざん骸がいでつくられた、獣機族たちの街なのだった。

　太陽が見えなくても平気なんだ。なんてことを天華はふいに考える。

（って、そんな変へんなことに感心してる場合じゃなくて！）

　……足音は？　天華は相あい棒ぼうへと振ふり返る。

　チューブの上に残っていた褐かつ色しよくの肌はだの少年は、じっと後方の水路を見つめていた。上からの喧けん噪そうにまぎれて天華には聞こえないが、彼にはちゃんとわかっているようだ。まだ着実に、迫りくる足音が消え去ってはいないことを。

　だから。少年は「仕方ないな」と呟つぶやいて、その小さな拳こぶしをきゅっ、と握った。

「？　じ、Ｇっ？　なにすんの？」

「対たい処しよできる方から、なんとかするしかないだろう」

「走って逃にげることができそうにないから、追いかけてくる誰かを退たい治じするってこと？　……って、ば、バカっ。こんなところで騒さわぎを起こしたら──」

「うまくやるさ」

　一いち撃げきで事足りる。Ｇは天華の制せい止しに黒くろ鉄がね色いろの眼まな差ざしを揺ゆるがすことなく、拳を構かまえた。「もっとも、加か減げんが難むずかしいところだが」などと言って。

　冗じよう談だんじゃない！　天華は焦あせる。Ｇの扱あつかう錬れん精せい術じゆつの威い力りよくは、よく知っている。そして彼があまり器用ではないことも。

　うまくいってもその余よ波はで、この水路の真上の蓋くらいは、何なん枚まいか一いつ緒しよに吹ふっ飛んでしまうかもしれないのだ。

　ただ幸さいわい、Ｇときたら。手加減しながら、というのに腐ふ心しんしているためなのか。すぐには錬精術を解とき放つことはなくて。

「Ｇっ、ちょ、ちょっと待って！」

「？　──いや、まあ。待つのはいいが……」

　相棒を制止して、天華は必死に辺りを探さぐる。暗視ゴーグルの視界を拡大ズームさせ、前方を見み渡わたした。どこか、何か、逃げ道はない？

　と、銀の瞳は見つけ出す。少し前の方に生まれた、水路のわずかな流れの変化に。これって……。

「水の抜ぬけ道があるってこと？　……Ｇっ」

　いくよ、と伝えるやいなや。天華はチューブの上に舞まい戻もどり、素す早ばやく手てつ甲こうの腕うでで、少年の襟えり首くびを摑つかまえた。問もん答どう無む用ようで引きずる形で、彼と一緒に前に進む。

　そして、天華は到とう達たつした。水流が消え去る、真横に空あいたパイプの穴あなを──。天華が腰こしを屈かがめればどうにか進める、横道だ！

「うんっ、これだっ！」

　もちろん天華に躊ちゆう躇ちよはなくて。相棒と共に円えん筒とう状じようの横穴へと飛び込んだ。ここならどうにか、追いかけてくる謎なぞの相手を、うまくやり過すごせるかもしれない！

　けれども、ある程てい度ど進んだ折れ曲がったパイプの陰かげで。相棒と共に息を潜ひそめ、じっと耳を澄すませていると。その足音は通り過ぎてはくれなくて。

「こっちにくるぞ」

　Ｇがいち早く察して、天華のコートの脇わき腹ばらを叩たたいた。う、噓うそおっ？

　なんでわざわざ、こんな狭せまい横穴に。なんて、不平を漏もらす余よ裕ゆうもなくて。天華はとにかく、Ｇと一緒にさらに奥おくへと、パイプの中を進むのだった。

　ただし、その先は急に、斜しや面めんとなっていて。

「!?　あッ」

　悲ひ鳴めいすら飲み込んで、くるぶしを浸ひたす流れる水に、天華の足がつるりととられた。後ろをついてきていた相棒の手を握にぎるものの、見た目通りの体重しかない少年に、支ささえることはできなくて。

　あっ、ああ……きゃあああああ──!?　天華はＧを巻まき添ぞえにして、あっという間にパイプを滑すべった。
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「──あ、あぁッ!?」

　どすん！　という鈍にぶい音が、水の膜まくに受け止められる。

　それでも衝しよう撃げきは、お尻しりから落ちた天華に痛つう烈れつなほど響ひびいて。浅い水みな面もに抱いだかれたまま、コートとジャケットをぐしゃぐしゃに濡ぬらして、天華は悶もん絶ぜつするのだった。

　はずみでずれたゴーグルのおかげで、視し界かいが真っ暗になる。が、それすら最初は気が付かないほど、尻しり餅もちが痛いたかった。

　それでもどうにか無事なのは、パイプから落ちた距きよ離りが、そう高くはなかったせいだろうか。

「大だい丈じよう夫ぶか、天華？」

　Ｇの声がすぐ側そばで発せられた。一緒に落ちた彼ではあったが、天華の腹の上にのしかかるのだけは、ぎりぎりかわしてくれたようだった。

　ああ、でも。天華は痛みの中でふと思う。逆ぎやくにそれなりに高さがあれば、この人間の限げん界かいに囚とらわれない身体能のう力りよくを有ゆうした相棒が、受け止めてくれてたはずなのに。

　そんなことを思ってみても、もちろん後の祭りなだけで。天華は波は紋もんと飛沫しぶきをつくりながら、ようやくなんとか起きあがった。

「ううっ、お尻痛いようう……」

　銀の瞳ひとみを涙なみだ目めにして。天華は、ずれたゴーグルをかけ直す。そのときになって初めて、天華はこれまでとまったく違ちがう光景を目まの当たりにするのだった。わ、わっ!?

「ここってッ？」

　驚きよう嘆たんの小さな声が、広々とした闇やみの中に染しみていく。伝わった動どう揺ようが、足元で新たな波紋をいくつか生んだ。

　そこは、巨きよ大だいな地下空間。見渡す限り大量の水が蓄たくわえられた、地底湖がある世界だった。

　広さはかなりのものである。円まるい形をした空間は、巨大な空中輸送船である飛舟シツプが数すう隻せき、すっぽりと入るほどの規き模ぼだった。高さも、舞翼ライドを浮うき上がらせるくらいの余よ裕ゆうがあった。

　そしてこの空間のほとんどは、穏おだやかな湖にまるごと占せん領りようされているのだった。

　もちろん天華と相あい棒ぼうが立つこの場所も、地底湖の表面だ。湖が浅い、のではない。たまたま落下した場所に、水に浸ひたった梁はりのような太く水平な構こう造ぞう体たいがあったのだ。

　ラッキーだったのかな。天華は呆ぼう然ぜんと、たまたま受け止めてくれた足場を眺ながめながら、そんなことを口こう腔こうで呟つぶやく。

　闇の中でも失わない透とう明めいさを持った、きれいな水。梁はその中を複ふく雑ざつに入り組み、その全すべてを覆おおい尽つくしていた。

　いや。天華たちが落下してきたのと同じタイプのパイプ穴が、天てん井じようから複数突つき出し、透すき通った流水を吐はき出している。

　そのどこから落ちたとしても、湖の深みにはまることはなかっただろう。それだけだった。

「……って、そっか。ここが、地下水路を流れる水が最終的に落ち着く場所なんだ」

「おい、天華」

「？　なに、Ｇ？」

「忘わすれているぞ」

　相棒が忠ちゆう告こくした。この闇の中でも、まるで地底湖の澄すんだ水のように透明さを失わない、その黒くろ鉄がね色いろの瞳ひとみで頭上を見み据すえながら。

「今がどういう状じよう況きようなのか、わかっているか？」

「……あ、あ！　そうだったっ、あたしたちは──」

　逃にげてたんだ！　天華は咄とつ嗟さに身み構がまえる。自分たちが吐き出された、真上のパイプ穴あなを見上げて。

　だが、天華が尾びてい骨こつに残る痛みに耐たえながら、手てつ甲こうの両りよう腕うでを構えた瞬しゆん間かん。──パイプの中から、ずっと天華たちを追つい随ずいするようにやってきていた足音の主ぬしが、するりと飛び降おりてくるのだった。

　天華とＧはお互たがいに、落下地点であるその場から後方へと素す早ばやく退しりぞく。相手が落下で発生した水飛沫に視界が遮さえぎられないよう、注意しながら。

　けれども、さして派は手でな飛沫は生まれなかった。降り立った影かげは実に柔じゆう軟なんに、その両足で着地の際さいの勢いきおいを和やわらげる。獣けもののごときしなやかさで。

　これは──。天華は初めて目まの当たりにした。ゆっくりと立ち上がる、この街に住む異い種しゆ族ぞくの姿すがたを。

　そこに現あらわれたのは、一人の獣じゆう機き族ぞくであった。背せ格かつ好こうは、天華とほぼ同じくらい。細身の少女だ。

　ただし、もちろん天華とは決定的に違う部分も多々あって。その姿は明らかに、人間種とは異ことなっている。人のようにしっかりとした四し肢しを持つが、全身は体毛に覆われていた。彼女のは、染そめているのか。髪かみを中心に、ところどころが派は手でなピンク色をしていた。

　そしてその体に纏まとうのは、鎧よろいのような金きん属ぞくの装そう甲こうで。──いや、鎧などではない。食い込こむように毛け並なみに埋うもれるそれは、彼女の肉体の一部、そのものであった。機械的な構こう造ぞうが、生体部分と混まざって存そん在ざいしているのである。

「……これが、獣機族……」

　ああ、なるほど。なんて思いながら、天華は独りで納なつ得とくした。獣けものと機械の融ゆう合ごう体たいであるからこその、的てき確かくな名前であったから。

　──って、見とれてる場合じゃなくって！　天華は驚おどろきに縛しばられていた思考を揺ゆり動かし、我われに返る。に、逃げなきゃ!?

　だけど。天華と同じように、しばらくその闇の中でも爛らん々らんと輝かがやく獣の目を、驚きに見開いていた獣機族の少女は。

「おまえ！　なにしてる、こんなとこでッ？　……そうか、うまく逃げてこれたのか。よかった！」

　Ｇが天華を庇かばうように、前へと動くより先に。いきなりそんなたどたどしい帝てい國こく語ごで、話しかけてきたのだった。

「へ……？　えっ!?」

　何？　Ｇすらも突とつ然ぜんのことに出で鼻ばなをくじかれ、きょとんとした顔で天華の方に視し線せんを向ける。いや、そんな目で見られても。わけがわからないのは、天華の方だって同じなのだ。

「って、ど、どーゆーことっ？　いや、獣機族が帝國語を話すのは、そりゃまあ、ありえない、ってことはないだろうけど。でも……」

「なにごちゃごちゃ言ってる、おまえ！　──とにかく！」

　一いつ緒しよにくる！　獣機族の少女の毛むくじゃらな手が伸のび、天華の腕を摑つかまえた。それは有う無むを言わせぬ力強さで、強ごう引いんに天華を引っ張ぱる。わ、わあっ!?

「え、ええっ？　な、なんでええっ!?」

「バカ、おまえっ。あんまり騒さわぐな！　ここはあまり出入りが少ないけど、他ほかの入り口だってある。見つかるとヤバイ！」

　とにかく、こっち！　少女は引きずるようにして、天華を地底湖の端はしへと連れて行こうとするのだった。

　華きや奢しやに見えても、さすがに人間よりもはるかに強きよう靭じんな種族である。天華は彼女の片かた腕うでに逆さからうことができずに、そのまま引きずられていくのだった。

「って、あ、あのっ!?　ちょっと──ど、どうなってんのおっ!?」







　天華が引っ張ってこられたのは、地底湖空間の真横に空あいた水路であった。ただし上から落ちてきたパイプ穴あななどとは少し違ちがい、流れる水は外部に排はい出しゆつされるためのもののようである。

　行き止まりまで連れてこられたそこには。岩がん盤ばんが垂すい直ちよくに斬きられたような、底の見えない巨きよ大だいな深い亀き裂れつがあった。水はそこに行き着き、滝たきとなって静かに流し込まれていた。

　すごい……。闇やみを背はい景けいに立ちのぼる水みず煙けむりを前に、獣機族の少女はようやく足を止めて。こんな地の底にある圧あつ倒とう的てきな自然の絶ぜつ景けいに、天華は思わず見とれてしまう。って、ここからどこへ行くっての？

「こっち！　おれについてくるっ。ここ、安全！　オニチャンも知らない、ロッケだけの秘ひ密みつの隠かくれ場所っ」

　しかし、ピンクの毛並みをした獣機族の少女の方は、天華の不安などよそに。強い力でずっと摑んでいた天華の手首を解かい放ほうし、するすると亀裂の中に降りていくのであった。え、ええっ？

「どーしたっ、早くくる！　大だい丈じよう夫ぶ。足場、ちゃんとある！」

　頭だけを亀裂から出して、獣機族の少女が誘さそった。確たしかに天華が覗のぞき込んだ、水路のパイプから流れ落ちる滝の裏うらには、パイプを支ささえる金きん属ぞくの骨ほね組ぐみがしっかりと存在し。そこを足場に獣機族の少女は、奥おくの方へと消えるのだった。

「行かないのか？」

　後ろをついてきていたＧが、天華と同じように亀裂の縁ふちに這はいつくばって訊きいてくる。そりゃあ、まあ。

「今いま更さらここまで連れてこられて、このまま帰るのもなんだし。……あ、てゆーかっ、Ｇ！　あんたなんで、あたしを助けてくれなかったのようっ！」

　強く摑まれていた手てつ甲こうの手首をさすりながら、天華は相あい棒ぼうに口をとがらせる。しかし、この相棒ときたら。

「水路が狭せまかったからな」

　なんて、本当に簡かん単たんに。平然とした顔で返答した。

「──だから、お前たちの正面に飛び出すこともできなかっただろう？」

「いや、まあ。そう言われれば、そうだけどさ……」

「それに、お前に抵てい抗こうする様子もなかったしな」

「う。そりゃ……その」

　確かに。どうにもこの獣じゆう機き族ぞくの少女ときたら、天華を顔見知りの誰かと間ま違ちがえているらしい。

　そのことが気になったので、天華もおとなしくされるがままになっていたのだ。

「てゆーか、なんで間違われるかな、あたし」

「さあな。人間種だと、向こうには区別が付きにくいんじゃないか？」

「そ、そーゆー問題？　ま、まあ、とにかくっ」

　誤ご解かいはちゃんと、解といておかないと。天華は少女の後を追って、よいしょ、と亀裂の側面を削けずり込こむようにつくられた空間へと、体を滑すべり込ませるのだった。

　……やっかいそうだけどね。なんて、心の中で呟つぶやいて。

　だが。──それ以上にやっかいなことが、確かにそこには存そん在ざいしていた。

　なにしろ奥にいたのは、ロッケと名乗った少女だけではなくて。もう一人の人物がいたのだから。

　真上のパイプを支えるように張り巡めぐらされた、斜ななめに走る支柱たち。その構造が造つくり出した、洞ほら穴あなのような隙間──。そこに点ともされた、ひとつだけの貧ひん弱じやくな明かりがあった。据すえ置かれた樹じゆ脂し製せいの机つくえの上で輝く、ランタンのような機械式のライトである。

　そしてその正面に、一人の老人が座すわっていた。そう、獣機族ではない。人間種の！

「えっ……まさか、人間？　こ、こんなところに!?」

「人だな。間違いない、天華」

「こ、これは、驚おどろきだ。君もかい？」

　天華とＧに続いて、言葉を発はつしたのは。驚きに机の前から腰こしを浮うかせた、色褪あせた髪かみを後ろでまとめた、人間の年老おいた男であった。年ねん齢れいは天華の見たところ、六十歳さいはいっているだろうか？　濃のう紺こんの衣服を着こなした体は細く、骨ほね張ばった手や首が華きや奢しやな印いん象しようを与あたえる。しかし背は高い部類に入り、若わかい頃ころはさぞ精せい悍かんだったことだろう。そんなことがなんとなく、外見から見て取れる老人であった。

「人間の娘むすめ、自分で逃にげ出してきた！　だからロッケ、連れてきた。おれ偉えらい！」

　ロッケという名前らしい獣機族の少女が、ふふん、とピンクの髪を搔かき上げ自じ慢まんげに言う。しかし、「いや、待ってくれ」と老人は制せいした。

「違うぞロッケ。この娘さんは、別の人間種だ」

「？　そ、そうなのか、ミストラル？」

「ほら、よく見てみなさい。それに第一、二人組じゃないか」

　そこにいる少年は誰だれなんだ？　と、Ｇを示しめして老人が丁てい寧ねいに教えた。そのときになってようやくわかったのか。獣機族の少女は慌あわてて飛び退のき、天華たちから離はなれて身構える。鋭するどい牙きばをむき出しにし、ピンクの体毛を逆さか立だてた。

「な、なんだ！　おまえ、ロッケの知ってるヤツじゃないッ！」

「そりゃまあ、そうなんだけど。……でも、ちょ、ちょっと待ってよ。勘かん違ちがいしてここまで引っ張ってきたのは、そっちでしょう？」

「……うう、おれ、大失敗……」

　天華の言葉に、斜ななめの支柱の陰かげで、少女は獣けものの耳を伏ふせた。

「って、ちょっと。そんなとこに隠れたって、どういうことになってるのかさっぱりわかんないじゃんっ。あーもうっ！」

　いい？　と天華は、少女と老人とを交こう互ごに見ながら、ぱんぱんと手を叩たたいて。混こん乱らんする場の空気を区切り、落ち着かせる。

「落ち着くのはお前が先だと思うがな」

　Ｇがさりげなく呟つぶやく。なによ、と軽く睨にらむが。とにかくっ！　天華は無む視しして言葉を続けた。

「ええと。いいから、話をいったん整理させてよ。まずは、えーとさ。自じ己こ紹しよう介かいからいかない？」

「どこの誰かがわからないと、まともな会話もできないものな」

　わかった、とすぐに天華側の意い図とを酌くんで。老人が腰を上げて、まずは自分の名乗りを上げた。

「私の名前は、ミストラル。人間の男だ。職しよく業ぎようは、こういうことをやっている」

「？　それって……」

　天華は、ミストラルと名乗った老人の、骨張った指が叩く机の上を改めて目にした。ゴーグルを外した銀の瞳ひとみに飛び込んでくるのは、ランタン型ライトの輝きに陰いん影えいをつくった、机に広げられたものたち。配線どうしで繫つながれた、モニターやキーパネル──。天華の持つものほどのコンパクトさも性せい能のうもない、一種の携けい帯たいコンピュータの機材であった。そう、機械である。

「もしかしておじーさん、遺跡探求者ロスト・リサーチヤー？」

「ああ、そういうことだが。……そうか、そういうお前さんもかい、娘さん」

「うん。あたしは残ざん骸がい都市に眠ねむる、まだ誰も手にしてない、旧きゆう精せい紀きのデータを発はつ掘くつしにきたんだよ」

「──遺跡探求者ロスト・リサーチヤーっ？　おまえ、そうなのかっ？」

　ふいに、横からそんな声に割わって入られた。声の主は、獣じゆう機き族ぞくの少女である。

　ただしその獣の目には、もう警けい戒かいの色は噓うそのようにまったくなくて。ぴょこんと耳が起きあがり、いきなり天華に飛びついてくるのだった。

「きゃ、え？　な、なになにないいい!?」

「遺跡探求者ロスト・リサーチヤー、科学を理り解かいする！　おれたち、友だちっ！」

「い、いや。まあ、科学信しん仰こうの獣機族とは、そういう意味では理解し合えると思うけど……って、や、やだ、は、放してってばああ～～」

　狭せまい中で抱かかえ上げられ、天華ははしゃぐ彼女に振ふり回される。目、目があああ？

「彼女はロッケだ。私を匿かくまってくれている獣機族の少女だよ。もっとも人の三倍ほどの寿じゆ命みようを持つ種族であるから、君と同い年のように見えても、遥はるかに年上だろうがね」

　ミストラルが、そう補ほ足そくする。いや、そ、それはいいんだけどっ。ようやくロッケの腕うでから解放されたものの、ふらふらだった。
















「うう、目が回って……」

「大だい丈じよう夫ぶか、天華？」

　相あい棒ぼうが支ささえてくれて、気き遣づかってくれる。ま、まあ、なんとか。天華はふらつきながらも、ひとつ頷うなずいてみせた。

「……ええと、は、話を続けて、ミ、ミストラルさん」

「ああ。──実は、私はちょっとしたことから、獣機族の行ぎよう商しよう舟ぶねの一行と知り合いになってね。いや、彼らの舟というのは、帝てい國こくの飛舟シツプに偽ぎ装そうした、旧精紀のシステムで動く機械式のものなんだが……それの修しゆう理りに手を貸かしてね。いや、なに、たいしたことじゃない。行商舟のメンバーは商売用に共通語として全員が、とりあえず帝國語を話せたからね」

「は、はあ。そうなんだ、それで」

　助けてあげて、友だちになった、ってわけか。天華は相棒の小さな肩かたに寄よりかかりながら、どうにかそれだけを把は握あくする。

「って、そんなおじーさんが、どうしてこんなとこにいるわけ？」

「……見ての通り、匿われているんだよ。行商舟のみんなはともかく、この街は人間種を歓かん迎げいしてはくれないのでね」

「危き険けんなのはあたしも知ってるよ。だからこその、データ発掘の難しい、難なん易い度ど『無む印じるし』ランクの遺い跡せきなんだから」

「いや、私はデータの発掘のために、ここに居い座すわってるわけじゃないんだ」

　少しやることがあってね、と老人は皺しわの刻きざまれた顔に、いっそうの皺を生み出し、歪ゆがませる。実は、と天華とＧに向けて、机つくえの上に広げていた薄うす型がたのモニターを持ち上げて。

　これって……なに？　天華は相棒に支えられつつも、ふらつく頭をしゃん、とさせて。画面に映うつし出されたランタンの光よりも鮮あざやかな、コンピュータ映えい像ぞうを見た。

　そこに表ひよう示じされたのは、残ざん骸がい都と市しの構こう造ぞう図ずだ。簡かん単たんにつくられたものだが、ぐるりと取り巻まく外がい周しゆう壁へきといい、漆しつ黒こくの天てん蓋がいといい。非ひ常じようによく特とく徴ちようを捉とらえていた。そして八つの谷がのたうつ白い大地も、雪の様子と共に描えがかれていた。

　いや、その雪は、天華たちの見る目の前で、着実に降ふり積もっていき──。えっ？　天華は我わが目を疑うたがった。

　一いつ瞬しゆんの後、止まらない大量の積雪が都市全体を埋うめ尽つくして。最後にはあっさりと、その強きよう固こなはずの外周壁を引き倒たおし、押おし潰つぶしてしまったのだから。これは……？

「積雪量のシミュレーション予よ測そくだよ」

　ミストラルが静かに、そう語ってくれた。予測？　ってことは。

「これ……このままだと、街がまるごと雪に飲み込まれちゃう、ってことお!?」

「そうだ。本ほん格かく的な降こう雪せつが始まれば、終わりだ。──ことの発ほつ端たんは、一ひと月つきほど前の、大陸規き模ぼでの異い常じよう気象にあるんだが。そのせいでこの地に、通常この時期では考えられないほどの雪が降り積もったんだ」

　だから、こういうことになってしまった。ミストラルのつくった映像は天華の前で、何度も何度も都市の潰れる様子を繰くり返し見せてくれた。……異常気象？　天華はつい、傍かたわらの相棒の少年と顔を見合わせてしまう。もっとも彼の褐かつ色しよくの横顔は、いつもと変わらぬ無む表ひよう情じようを湛たたえていたが。

　だけど間ま違ちがいなく、天華には心当たりのあることだった。だよね、と小声で囁ささやくと。「月の落下か」と、相棒も言うのだった。

　そうだ。それは一ヶ月ほど前に起こった、蒼あおの月の落下が原げん因いんで引き起こされたことだった。その影えい響きようは、もう蒼の月が元の軌き道どうに戻もどったことで、全すべてが消え去ったと思っていたのに。違ったのだ。

　こうして天華たちの知らない場所で、見えない余よ波はが残っていたのである。

「大変なことになってるっ。ミストラル、おれたち助けてくれる！」

　当事者であるこの都市に住む、獣じゆう機き族ぞくの少女が言う。

「でも、いろいろ難むずかしい。だからおまえも手伝う！　ロッケたち、助けるっ。友だち！」

「い、いや……そりゃ、こんな大おお事ごと、見み過すごせないけど。で、でも……」

「勝手な話だということは、私にだってわかっているつもりだ」

　ミストラルが、天華に向かってゆっくりと語ってくれる。「だが、手が足りないんだ」と付け足して。

「手伝ってくれるとありがたい。なにしろ、ロッケたちの行商仲間もほとんどが捕つかまってしまったようだし……」

「？　捕まった？　な、なんで？」

「……ロッケたち、禁きんを犯おかした。科学を信じること、種族として当たり前。だけど」

　こだわってられなかった。ロッケが暗い表情で呟つぶやく。科学の壁かべが限げん界かいだから、と。

「だから、いろいろ頼たよろうとした。ミストラル、助言くれた！　科学でダメなら、精せい霊れいの力に頼るのどうかと！」

「精霊……？　それって、錬れん精せい術じゆつってこと？　──獣機族が？」

「そう。舟のお頭かしら、決けつ断だんした。だからおれたち、行ったんだ。信しん精せい帝てい國こくの神しん殿でんまで。オニチャンが騒さわぎを起こしてくれてる隙すきに、さらった！　大陸最高の精霊使い、精霊巫み女こをっ」

「精霊……巫女を、って」

　え、ええええええ!?　天華はびっくりして、あわてふためいて。しかし、どうしていいかわからずに。言葉すら飲み込んで、相あい棒ぼうの少年と再ふたたび顔を見合わせた。

　さすがに今度ばかりは、Ｇも驚おどろいたようで。その表情には明らかに、戸と惑まどいの色が浮うかんでいたのであった。だって、そんな、まさか──！

「精霊巫女を──さらってきたあ!?」

　白華を、誘ゆう拐かいいい──ッ!?　天華は滝たきの裏うら側がわにできた狭せまい空間に、かすれるような叫さけびを闇やみへと反はん響きようさせるのだった。
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　闇が昼夜を問わず満みちる、円形の壁と黒いエネルギー・バリヤーに密みつ閉ぺいされた、残ざん骸がい都と市しの中──。

　その内部を漂ただよう空気は生ぬるくすらあり、外の厳きびしい環かん境きようを、白華に感じさせることはなかった。

　そして、監かん禁きんされていた都市の残骸施し設せつから、ようやく連れ出されて。群むらがるように集つどった、無数の獣けものと機械との肉体がひしめき合う都市の中央にある広場へと、引っ立てられるようにして歩き始めたとき。暗闇は、鮮あざやかな白光に振ふり払はらわれた。

　円形壁の内側の中なか程ほどや、そびえる古びた高こう層そう建けん造ぞう物ぶつの上から照らすのは、強力なライトたちだ。──いや、違う。そのライトの輝かがやきは、壁へき面めんに登った何人かの獣機族の、展てん開かいされた腹ふく部ぶから照しよう射しやされるもの。彼ら自身が個こ々こに持つ『性能スキル』による、生体照明の光であった。

（眩まぶしい……）

　白華は強きよう烈れつなライトに、金色の『龍りゆう眼がん』を細くする。けれど「よかった」と、ちょっとほっとなった。

　着ている衣い装しようは誘拐されてきたときの、ベール付きの大げさなままだ。さすがに足元が暗いと、広がった裾すそが気になって歩きにくい。ただでさえ遺い跡せきを寄よせ集めてつくられ、何度も修しゆう復ふくの施ほどこされた都市の大地はぞんざいで。いくつも段だん差さがあったりするのだから。

　それでも普ふ段だんからここで生活している、白華を取り巻き共に歩く、屈くつ強きような獣機族たちの兵士の足は慣なれたものだ。きびきびとした動きで、歩あゆみの遅おそい白華をせっつく。

　ただし、そんな中にあって。同じ獣機族でありながら、白華と等しい待たい遇ぐうを受ける者たちがいた。

「申し訳わけない……精せい霊れい巫み女こ殿どの」

　帝國語で、謝しや罪ざいの声が囁ささやかれる。この街に連れてこられ、そのまま一人監禁されていた白華と丸一日ぶりに会う、左目が機械の獣じゆう機き族ぞく。──行商舟ぶねのリーダーでもある、ユピテルという名の男であった。

「やはり我われらが長おさの女王は、あなたを歓かん迎げいしないようだ……」

　ある程てい度ど、わかっていたこととはいえ。獣機族にしては背せの低い、華きや奢しやな部類に入るユピテルは、身を縮ちぢこませてさらに謝あやまる。

「いえ……。いいんですよ、お頭さん」

　白華は小さいけれど、微笑ほほえみを彼に返した。こうなるかもしれないことは、事前に何度もユピテルから聞かされていたのだから。

　それに、ここまでさらわれて来たのは、実は自分の意い志しでもあった。

「私たち戦士の種族をどうか、お救いください！」

　あのとき。行商舟の何人かの部下を連れて神殿に現あらわれたユピテルは、警けい備びの女僧そう兵へいたちの気を失わせたやり方はあらっぽかったものの、必要以上に乱らん暴ぼうなことはしなかった。そしてまず、白華に向かって深々と頭を下げたのだ。緊きん急きゆうを要ようする今、こうするほか自分たちにはできなかったのだ、と告つげて。

　──だから、非ひ礼れいをわび、懇こん願がんする彼の言葉に。白華は「わかりました。人助けになるなら」と、あっさり了りよう承しようしたのだった。

　飛舟シツプタイプに偽ぎ装そうした機械式の行商舟が、残骸都市に着くなり舟ごと拘こう束そくされたのには、さすがにびっくりしたけれど。でも……どうやら船員のうち何人かは逃にげられたみたい。捕つかまった他の獣機族たちの中に、憶おぼえのある派は手でなピンク色の髪かみを持つ少女の姿すがたがないことに白華は気付く。ユピテルの隣となりを歩く一ひと際きわ屈くつ強きような、鉄の仮か面めんを付けた獣機族と、いつも一いつ緒しよにいたはずなのに。

　そんなことを考えながら、ついきょろきょろしていると。後ろから獣機族の吼ほえるような唸うなり声に、「ガアッ！」と鋭するどく戒いましめられてしまった。

「……苛いら立だっているんだ、私の逃がした部下たちの数名が、まだ見つかっていないから」

　ユピテルが小声でそう教えてくれた。私もうまく立ち回れば、あなたを連れて隠かくれることもできたのだけど、と付け足して。

「しかし、そうしたところで私たちの危き機きは変わらない。精霊巫女殿に来てもらったかいもない。……それにおそらくこれが、女王と直ちよく接せつ対面できる、最初で最後の機会なのだから」

　なんとかします。してみせます、と真しん剣けんな横顔でレンズ式のユピテルの片かた眼めが視し線せんを上げる。

「ですから、精霊巫女殿。どうかお力添ぞえを……」

「えっと、あの」

　お頭かしらさん、実は……。と、白華が応こたえようとするその前に。白華たちは獣機族の団だん体たいが待ちかまえる、階段状じようになった噴ふん水すいの水が落ちる広場の前へと到とう着ちやくした。

　どれくらいの数の獣機族たちが集まっているのだろう。ライトの当たる周囲は、何百人という数の獣と機械の肉体でひしめき合っている。もしかしたら、千人ぐらいはいるのかもしれない。あるいは、もっと？　──獣機族たちの、分ぶ厚あつい壁かべにぐるりと囲まれた白華には見渡しきれずに、わからない。

「すごい数っ……」

　白華は呟く。しかしそんな小さな声など、一いつ瞬しゆんで吹ふき飛ばされた。渦うず巻まくのは彼らから発せられた、すさまじいまでの喧けん噪そうである。

　唸り声が唸り声で搔かき消され、辺りの空気を震ふるわせる──。白華は思わず首をすくめた。

　しかし、それらはやがて一いつ斉せいに、ぴたりと噓うそのように静まる。段になった噴水の一番上に現れた、一人の女の獣機族の一声によって。

「──グルオォオウッ！」

　何て言ったのか、白華にはわからない。言葉が違ちがうから。……静かに、だったのかな？　白華はなんとなく、咆ほう吼こうにも似にた彼女の言葉をそう理り解かいする。そして同時に、すぐに悟さとった。

　その女の格かつ好こうは、明らかに他の獣機族たちとは違った。すらりとした肢し体たいを包む、装そう甲こうの上からもはっきりとわかる豊ゆたかな曲線は、白華の衣い装しようのように装そう飾しよく品ひんで飾かざられている。きれいに磨みがかれた金きん属ぞくの部品たちがぶら下がる、鎖くさりの服を身に纏まとった、この獣機族の女じよ性せいこそ。

「獣機族の、女王さん……？」

　ユピテルたち獣機族の誰もが、絶ぜつ対たいの忠ちゆう誠せいを誓ちかう、獣機族の長おさなのであった──。

　その女王は、おもむろに牙きばの並ならぶ口を開く。

「そなたが、帝てい國こくの巫女とかいう者か。丸一日放っておいて悪かったな。だがいろいろと、お主ぬしのおかげで立て込こんでいたのだよ」

　と、ユピテルよりも流りゆう暢ちような帝國語を使って。……え、えっ!?

「帝國の言葉をっ？」

「何を驚おどろく。妾わらわが帝國の言語を話すのが、そんなに意外か？　……ふふ、簡かん単たんなことだ」

　あらかじめ、体内に帝國言語のメモリー・チップを入れておいただけのこと。女王は噴水の段だん上じように置かれた椅い子すに腰こし掛かけ、白華たちを見下ろしながらそう言った。妾の記き憶おく回かい路ろは他の者たちとは違い、増ぞう設せつが可か能のうだからな、と。

　それでも古風な言い方で告げるのは、わざとなのだろうか？

「まあ、科学を疎うとんじる人間種のお主に説明しても、わからぬやもしれんが。妾たち戦士の種族は、皆誰もが最低一つは様々な『性能スキル』を体内に持っておる。遺伝子に組み込まれし、科学の業わざをな」

「──科学の……『性能スキル』、ですか？」

「そうだ。帝國にも、『先ワ祖イ返ルりド』とかいう出で来き損そこないがいるようだが。そういうものだと考えてくれればわかりやすい。──そして種族の中で、最も『性能スキル』の数を多く持つ者が、長になる。妾、十九代目アロ＝カのように」

　それが妾の高こう貴きな名前だ、とライトを背せ中なかに浴あびた逆ぎやつ光こうの中、女王は自じ己こ紹しよう介かいした。

　けれども女王は、「私は……」と返そうとした白華を決して許ゆるさない。

「名乗りは必要ない、人間よ。どのみち妾は、人間の名を覚えるつもりはないからな」

　アロ＝カ女王は獣けものの瞳ひとみで白華を見下くだし、牙をむいた。

　そんな……。と白華は言葉に詰つまるけれど。「我が慢まんしてください」とユピテルに言われ、察さつする。そうだ。ここでは、女王の言葉が全すべてなのだ。女王に許されなければ、ただしゃべることもできないのだから。

　けれど──。「だが」と女王は、白華にひとつだけ気を遣つかってくれる。

「この地に訪おとずれた最初の人間として、あえてこの場での発言はお主に合わせてやろう。行商舟のお主たちも、人間の言語で話すがよい。皆にはわかるように、博はく婆ばばに通つう訳やくを頼たのんだ」

　そう促うながした女王の傍かたわらで、控ひかえる近衛このえの獣じゆう機き族ぞくたちの足元から、年老いた一人の猫ねこ背ぜな獣機族が現あらわれた。「博婆」と呼よばれた通訳者だろう。

　顔のパーツがどれも皺しわの中に埋もれた老婆は、しゃがれた唸うなり声でしゃべる。今の女王の台詞せりふを、他の獣機族たちに伝えるために。

「これで準じゆん備びは十分だな。さて……」

　アロ＝カ女王はゆっくりと、白華とユピテル、それにその横の鉄てつ仮か面めんや、他の囚とらわれの船員たち数名を順に見ていく。

　嘆たん息そくが、彼女の牙の隙すき間まから漏もれ出た。

「……よもやこれだけの数の同どう胞ほうが、妾の意い志しに反して行動するとは。驚いたぞ。しかも、その中にお主も入っていようとはな──ダイガ。最強の戦士の名が泣くぞ」

　ぱしゃり、と座すわったまま足元の水を蹴けりつけ、女王は飛沫しぶきを真まっ直すぐ飛ばした。

　噴水の水をかぶるのはダイガと呼ばれた、ユピテルの横に立つ、屈くつ強きような鉄仮面の男だった。

　生体照明の光を受けて煌きらめく冷たい水すい滴てきが、白華の白はく髪はつにまで降ふり注そそぎ、かすかに「きゃっ」と声を出してしまう。しかし上げた鉄仮面にまともに水をかぶった彼は、拘こう束そくするどの獣機族の兵士たちよりも逞たくましいその巨きよ体たいを、微び動どうだにしない。

「おれはアロ＝カ女王に逆さからう気、ない」

　少々発音の滞とどこおる帝國語が、鉄のごつい仮面の下で彼から吐はかれた。

「おれは、戦士。帝國に侵しん入にゆうしたのは、ただ力を試ためしてみたかった。それだけ」

「ほう？　……面おも白しろい。誇ほこり高き戦士の血に従したがっただけ、というわけか。──では、お主の妹は逃とう亡ぼう中ちゆうだそうだが、捕とらえることができるか？」

「問題、ない」

　鉄仮面の獣機族は即そく答とうする。

「女王の命めいがあれば──」

「ふふふっ。それでこそ、妾わらわの戦士だ……」

「待ってください、女王！」

　うっとりとした女王へと、ユピテルが言葉を挟はさんだ。何だ。ダイガを見ていた瞳とはうってかわって、女王は憎にく々にくしげにユピテルを睨にらみ付ける。

「……妾はダイガと話しているのだぞ。ユピテル」

「失礼は承しよう知ちの上です。ですが……」

「まあいい。全ての要よう因いんは、どうやら行商舟ぶねの頭とう領りようである、お主にあるようだからな。話してみよ」

「ありがとうございます、女王！　……とにかく、初めにこれだけは申しあげておきたいのです。今回のことは私の独どく断だんで行ったことで、ダイガはもちろん、彼の妹のロッケや他の部下たちに罪つみはありません」

　どうか私以外の者どもに、咎とがめなきようお願いいたします！　深々とその場に跪ひざまずき、片かた眼めが機械の獣機族は嘆たん願がんする。

「そのようだな」

　白華とユピテル以外の囚われの者たちを見回して、獣機族の女王は頷うなずいた。

「いいだろう。妾たち種族は、ここに集まった全員でも、わずか二千八百ほどと数も少ない。それぞれの力が貴き重ちようであることは皆みな知っていることだ。そしてもちろん、妾もな」

　だから。女王アロ＝カは獣機族語で、片手を上げながら辺りに命じた。とたんに、ダイガたち行商舟のメンバー数名の拘束が解とかれる。ほっとした空気が満ち、船員たちから安あん堵どの唸りが漏もれた。

　──ユピテルと、白華の周りだけを残して。

　女王がゆっくりと立ち上がり、階かい段だん状じようの噴ふん水すんから降おりてくる。鋭するどい獣けものの目で白華を一いち瞥べつし、つまらなそうに鼻を鳴らした。そして、片かた膝ひざをついたユピテルの前で立ち止まり、その面つらを片手で捻ひねる。「……口くち惜おしいぞ」と呟つぶやいて。

「お主には、いろいろと目をかけてやっていたのにな。戦士としての能力には劣おとるが、お主の頭ず脳のうは明めい晰せきだ。それ故ゆえに、種族に一つしかない舟を任まかせたというのに……」

「……ご恩おんに背そむく意志は、もちろん私にもありません。以前に進しん言げんせしこと──我われら種族を滅ほろびから救うために、この身を捨すてる覚かく悟ごで行動しただけなのです」

「フン。それは、異い常じよう積雪により、この里が押おし潰つぶされてしまうということであろう？」

　アロ＝カ女王は薄うすく笑う。老ろう婆ばが後ろでわずかに狼ろう狽ばいし、躊ちゆう躇ちよしながらも女王の言葉を通つう訳やくしても、他の獣じゆう機き族ぞくたちにざわめきが生まれても、それはまったく変わらない。──動じない。

　くだらぬ。と女王はただ一言のみ、そう吐はき捨てるのだった。

「それは一度聞いた。そして、言ったはずだぞ。……科学の防ぼう護ご機き構こうに限げん界かいがくるかも知れぬ？　それはあり得えない。なぜなら科学こそが最強の力であり、そしてその力の加か護ごを受けた妾たちは、最強の種族だからだ！」

　臆おくするものなどありはしない。女王ははっきりと告げる。その言葉はことさら強く、老婆によって通訳されて。一いつ斉せいに、広場にいた獣機族たちからわき上がる咆ほう吼こうがもたらされた。歓かん喜きの声だ。

　二千八百体もの彼らが女王の言葉に鼓こ舞ぶされて、興こう奮ふんのるつぼと化したのであった。

　言葉のわからない白華にも、それは直感的によくわかった。

　ただ、それでも。彼らは女王の命には忠ちゆう実じつで──。女王はユピテルから離はなれて、段の上の椅い子すに戻もどって片手を上げる。とたんに獣機族たちの騒さわぎが、噓うそのように静まりかえった。

「──ユピテル。お主を罰ばつする前に、種族の掟おきてに則のつとって最後の機会を与あたえよう」

　そして彼女は厳おごそかに、静せい寂じやくの空気の中でそう言い放った。アロ＝カの獣の目が、初めて白華を真まっ直すぐ見み据すえる。

「所しよ詮せん戯ざれ言にしか過すぎぬとも、これは千年も前から変わらぬ妾たちの約束事だ。やるがよい」

　ほら。女王アロ＝カは遥はるか真上を振ふり仰あおぐ。漆しつ黒こくの天てん蓋がいの向こうに、わずかに透すけて見える、白い雪の姿すがたを捉とらえて。

「あの白きしがらみを解き放てるというのならば、見事やってみせるがよい。……妾たちは錬れん精せい術じゆつなどというものを信用しないが、力ある者には敬けい意いを表そう。それが妾たち種族だ。──だから」

　やってみせよ。女王ははっきりと、そう言った。背はい後ごの老婆が通訳した直後、二千八百体もの周囲の獣機族たちの中から、さざ波のようにざわつきが生まれる。動どう揺ようだった。

　だがそれすら、女王アロ＝カは片手で制せいす。そして、再ふたたび言うのだった。

「妾の目の前で帝てい國こくの精せい霊れい使いとやらの力を、見せてみよ！」

　と──。

　ありがとうございます！　ユピテルが深々と跪く。

「唯ゆい一いつの機会を許ゆるしていただき、感かん謝しやします！　……さあ精霊巫み女こ殿どの、どうか」

　これが最後のチャンスです！　行商舟のお頭かしらは両膝を折ったまま、機械の片眼を白華に向けて懇こん願がんする。

「どうか……！　私どもの街を取り巻くあの大量の雪を、そのお力によって、振り払いください！」

　同時に広場を照らしていた無数の生体照明の光が、白華に向かって集中した。熱いほどに。光と熱の精霊たちが集い、白華の特別な『龍りゆう眼がん』に、その動きは捉えられる──はずだった。いつもなら。でも……。

「あの、わたし……」

　無理です。と、白華は光から逃のがれるように俯うつむいて、ベールの薄い影かげの下で、呟きを落とした。えっ、とユピテルの表ひよう情じようが強こわばるのが、見ていなくとも気配でわかった。──それでも。

「……できません。できないんです」

　白華は言った。本当に、今の自分には何もできなかったから。だって──。

　生まれつき持っている金色の『龍眼』には、いつも側そばにいてくれる精霊たちの動きが、まったく見えていなかったのだ。

「感じないんです」

　白華は絶ぜつ句くするユピテルに、しっかりとそれだけは伝えてあげた。

「ここに足を踏ふみ入れてから急に、精霊さんたちと話すことも見ることも……なんにもできなくなっちゃったんです。どうしてか、ぜんぜんわからないんですけど……」

　だから、無理なんです。精霊さんたちに、お願いできないんです。精せい一いつ杯ぱいの声で白華は告げる。

「そ、そんな……」

　ユピテルの力無い呻うめきが漏もれた。次いで、通訳の老婆が、白華の言葉を短い唸うなりに変へん換かんした。

　刹せつ那な、再び獣機族たちの輪に咆吼の渦うずが生まれる。嘲あざけりの笑いと共に。

「……つまらんな」

　やがて女王が、ぽつりとひとつそう言った。嘆たん息そくし、腰こし掛かけ直していた椅子から離はなれ、獣機族語で何かを叫ぶ。

　発するのは一言のみ。白華に理解できたのは、最後に「ダイガ」という鉄てつ仮か面めんをつけた獣機族の名を呼よんだこと。すぐに彼の太い腕うでが、白華とユピテルとを摑つかみ取り、広場から離れるように引っ立てる。

「宴うたげが、始まるのです……」

　抵てい抗こうせず、白華と共に連れられて行きながら。うなだれたユピテルが白華に教えた。

「罪つみは、死によってしか贖あがなえません。そして死は、何よりも尊とうときものです」

　ですから。私たちの処しよ刑けいの前に、宴がひらかれるのです。ユピテルの言葉はそこで終わった。すみません、と最後に締しめて。

　けれど、謝あやまるのは白華の方だ。

「ごめんなさい……」

　白華はユピテルと共に歩きながら、細い体を震ふるわせた。処刑されるということに、ショックを覚えて？　殺されることが怖こわいから？　……それもある。でも、違う。……それだけじゃない……。

　心が痛いたかったから。せっかくユピテルは、白華を頼たよってくれたというのに。

　悔くやしくて、情なさけなくて、目め頭がしらが熱くなる。でも、涙なみだだけは流さなかった。精一杯我が慢まんした。

　泣いたって、どうにかなることじゃなかったから……。
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　こんにちわ、姉ねえさま。白華です。

　あのね。姉さま、びっくりしないでくださいね。実は私、いま、生まれて初めて神しん殿でんの外にいるんですよ。

　ええと、順を追って書きますと。私はある異い種しゆ族ぞくさんに頼たのまれて、神殿の人たちには内ない緒しよで連れ出されることになったんです。

　一いち応おう、簡かん単たんな書き置きは残してきたんですけど、それでもきっと騒さわぎになると思います。でも、異種族さんたちは、とっても困こまっているみたいなんです。

　だから私にできることがあればと思って、ついて行くことにしたんです。

　このメールは、その異種族さんたちが乗ってきた、旧きゆう精せい紀きの飛空舟の中で書いてるんですよ。といっても、科学の知ち識しきに乏とぼしい私は、どうやって飛んでるのかとか、帝てい國こくの輸ゆ送そう船せんとどう違うのかなんて、よくわからないんですけどね。

　でも私にあてがってくれた個こ室しつの窓まどからは、見下ろす地上の様子と空が一いち望ぼうできます。こんなの初めて！

　ライドに乗っている姉さまは、いつもこういう世界を見ていたんですね。ふふふ。

　実は、異種族さんについてきちゃったのには、好こう奇き心しんが少しあったんです。神殿の外って、どんなのかな。森とか川とか山とか、どんなのかな。精脈を通して感じてる風景は、本当に私の知ってるものなのかな？　なんて思ったりしてたんですよ。不ふ謹きん慎しんですね。異種族さんたちは本当に困ってて、私の力に頼ってきたのに。ちょっと反省です。

　あ。ところで姉さま、心配しないでくださいね。お舟ふねのお頭かしらさんも、いい人です。とっても丁てい寧ねいに接せつしてくれます。

　ただちょっとだけ、不安があります。

　お頭さんは私に、街を覆おおい尽つくそうとする雪の精せい霊れいさんたちを動かして欲ほしいらしいんですけど。でもどうやら、そこは帝國の領りよう域いきじゃなくって。大地に集つどう精霊さんたちの流れが、かすれて途と切ぎれている辺りみたいなんですよね。

　初対面の精霊さんたちは、私のいうことを聞いてくれるでしょうか？　緊きん張ちようします。

　でも、がんばりますね、姉さま。とにかく私にできることを精せい一いつ杯ぱいしてこようと思います。

　それでは、また。


白華　　
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　双ふた子ごの妹からのそんなメールを受け取ったのは、天華が白華誘ゆう拐かいの事じ態たいを知らされて。──ロッケが案内してくれた、広場を遠とお目めに見み渡わたすことのできる、暗い地下水路の側そつ溝こうの穴あな。そのわずかな隙すき間まに、下からへばりつくようにして。Ｇの肩かたを踏ふみ台にした天華は、ゴーグル越ごしの拡大ズームした視し界かいに、囚とらわれの白はく髪はつの少女を見つけるのだった。

「な、なんでっ？　ほんとに、白華じゃん──っ!!」

　噓うそおっ。と何度も天華は我わが目を疑うたがう。しかし、二千八百体もの獣じゆう機き族ぞくの群むれの中にいる彼女は、間ま違ちがいなく双子の妹で。天華はＧの肩から降おりながら、銀髪の頭をくしゃくしゃに搔かきむしるのだった。ど、どうしようー!?

「落ち着け、天華」

「ああっ、う、うんっ、困こん惑わくしてる場合じゃなくてっ！」

　褐かつ色しよくの肌はだの少年に言われ、「そ、そうだよ」と天華は気持ちを前向きに切り替かえる。あたしがたまたまここにきてたのは、ほんとに不幸中の幸いで──。

「と、とにかく、あのコを助けなきゃ！」

「それなら、早くした方がいい。絶ぜつ対たいッ」

　そう呟つぶやいたのは、ミストラルと共に、天華たちをここまで案内してきてくれた、獣機族の少女。ロッケであった。

　その聴ちよう覚かくは、人間である天華たちよりも、遥はるかに高こう性せい能のうなのか。腕うでの力だけで水路壁へきの上にある側溝によじ登り、張はり付いたまま獣けものの耳をぴくぴくさせていた。

「おれたち、どうやら解かい放ほうされる。罪つみには問われない。女王、言ってる。お頭のおかげ！　でも、お頭と巫み女こは違う。見せしめで、処しよ刑けいされる！」

「しょ、処刑いいっ!?」

「もう宴うたげ、始まっている」

　間違いない。驚おどろいて銀の瞳ひとみを見開く天華に、ピンクの毛け並なみを持つ少女は側溝の向こうを指し示しめした。降りてしまった天華には、もう広場の様子は見えないけれど。確たしかに彼女の言うように、獣機族たちの吼ほえるような唸うなり声がこだまする。それは興こう奮ふんに彩いろどられたものだった。

「宴は、獣機族たちの処刑の前祝いのようなものだよ」

　ぶら下がったロッケの足元で、佇たたずむ老人が渋じゆう面めんをつくって口を開く。その場から動かないのは、天華のように暗あん視し装そう置ちのひとつも持っていないからだ。ロッケに手を引いてもらわねば、この薄うす闇やみの世界で迂う闊かつに行動できないのだった。

　ただし、その知ち識しきを紡つむぐのには、何も問題はなくて。「宴はおそらく、まる一夜続くはず」と語る。

「そして夜が明けた、明日の朝には……」

「処刑されちゃう、ってこと？　そんな──」

　白華が、殺される？　……冗じよう談だんじゃない!!　天華は顔面蒼そう白はくになった。突とつ然ぜんのことに、胸むねが痛いたいほど苦しくなる。ダメだ、あたし！　手てつ甲こうの拳こぶしで、もたれかかった水路の冷たく硬い岩肌の壁かべを叩たたく。痛いほどに。今はあたしが、しっかりしなくちゃ！

「って……そ、そうだよ。なんで。なんで、白華は言いなりになってるわけ？　精せい霊れいたちの力で、脱だつ出しゆつとかできないもんなの？」

「無む理りだな。天華」

「えっ」

　言ったのは、Ｇであった。相あい棒ぼうの少年が黒くろ鉄がね色いろの眼まな差ざしで、天華にあることを示してみせる。自分の小さな手のひらであった。

　だが、そこには何もなくて。

「？　なに、どしたの、あんた」

「……錬れん精せい術じゆつを使おうとした。だが、やはり駄だ目めなようだ」

「え。なに？　それって……」

「そうだ。この空間では、どうやら錬精の類たぐいは、その効こう力りよくを発はつ揮きできないようなんだ」

「へ？　う、噓でしょおっ!?」

「俺は間違ったことは言っていない。事実、ロッケに追いかけられていたときも、一度術を使おうと思ったのだが。まったくできなかった。それに」

　ほら。とＧは、天華の着ている火か獣じゆうの衣ころもを見るように促うながした。

「お前が着ている毛皮も、ここに入ったときから効力を失っているだろう」

「あ。……そう言われればっ」

　都市内部の気温があたたかいため、気が付かなかった。しかし確かに、天華の触ふれた火の精霊の加か護ごを受けているはずのコートは、ただの薄い毛皮に成り下がっていて。地底湖に落ちたときに濡ぬれた裾すそが、ぐっしょりと水気を吸すったままだった。普ふ通つうならすぐに乾かわいてしまうのに。

「錬精の効力が、この地では発揮されないようだ」

　俺の方は、どうやら肉体を維い持じしている状じよう態たいでは、特に問題はないようだが。天華にだけ聞こえる小声で、相棒の少年は囁ささやいた。彼の小さな肉体は、天華の持つ精命力により、構成している擬ぎ似じ的てきなものなのだ。

　そっか、と天華も頷うなずきを返す。でも……。

「錬精術が使えない空間って……どーゆーことなの？」

「そもそも閉へい鎖さ空間内にある精霊たちの活動が、疎そ外がいされてしまっているようだが」

「──そうなんだ。彼の言うことは正しいよ」

　ミストラルが、天華たちの会話に割わって入った。

「錬精の力を使えないのは、たぶん黒いバリヤー・シールドによって密みつ閉ぺいされた都市内を、科学の力で環かん境きよう制せい御ぎよしているからだと思うのだが」

「環境制御？　ってことは」

　そっか。天華はなんとなくわかる。精霊たちの力とは、自然の現げん象しようそのものである。

「自然そのものを、科学の力でねじ伏ふせてるから……錬精の類が、ここでは効果をあらわさないんだっ！」

「だからこそ、私たちは、特別な力を持つという帝てい國こくの巫み女こにすがろうと思ったのだが……」

「それは無理だな」

　Ｇが、ミストラルの言葉を否ひ定ていした。

「白華の力は圧あつ倒とう的てきだ。だが結局、白華も精霊の手を借りていることに変わりはないからな」

「だから……白華は逃にげだそうにも、無理なんだ」

　そして。ロッケたち獣じゆう機き族ぞくを救うことも、できなくて。だから……おとなしく処しよ刑けいされる？

　そんなの、ダメじゃんっ!!　天華は強く唇くちびるを嚙かんだ。

「あのコには、なんにも罪つみはないよ！　ただ、がんばってここまできて……。精霊たちの力が発揮できない街だなんて、知らなかっただけで！　そんなの、そんなの──！」

　絶ぜつ対たい、許ゆるさない。天華は決意する。そうでしょうっ、と汗あせばんだゴーグルを首もとに降ろし、相棒に銀の瞳ひとみを真まっ直すぐ向けて。

「助けるよ、あたし。なにがあっても！　だってあたしは、あのコの双ふた子ごの姉なんだもん！」

「そうだな」

　ゴーグルを外した闇やみの中。溶とけ込こむ褐かつ色しよくの肌はだの少年も、もちろん断ことわることなんてなくて。しっかりと小さな顎あごを縦たてに揺ゆらして、天華の意い志しに従したがうのだった。

　だけど、それはこの相棒の少年だけでなくて。

「おれも手伝うッ！」

　へばりついていた側そつ溝こうから飛び降おりて、水路に小さな飛沫しぶきをあげて。ピンクの毛け並なみの少女が鼻息も荒あらく駆かけつけた。天華の両りよう肩かたを、力強くがっしりと抱だきしめる。は、はいいい？

「ちょ、え、えっ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、わかる！　おまえの気持ち！　キョーダイ大事っ、おれもオニチャンと二人。兄と妹！　誰よりも大切っ。それに、巫女いい人っ。黙だまってお頭かしら信じて、ついてきてくれた！　処刑されるの、絶対よくない！」

「あ、ありがとう……って、ちょ、ちょっと痛いたい、痛いってばあぁ」

「ああ、ごめん！　人間、おれたちよりキャシャ。忘わすれてた」

「……私も、協力しよう」

　ようやく解かい放ほうされた天華に、ミストラルが言った。えっ？

「おじーさん……」

「元はと言えば、種たねをまいた私にも責せき任にんがある。ぜひ、何か手伝わせてくれ」

　都市ひとつ救えぬ私に、何ができるかはわからないけれどね。と、地下水路の闇に紛まぎれる顔の皺しわを苦く笑しように歪ゆがませ、老人は右手を差し出した。といっても、天華のように暗あん視し装そう置ちのひとつも持っていない彼である。その手は薄うすい暗闇を、見当違ちがいに彷徨さまよった。

「うん……ありがとう」

　天華はゴーグルをかけ直し、彼の節くれ立った手を、しっかりと握にぎりしめた。

　友だち！　と言いながら小さく喉のどを鳴らして、その周りでむやみにはしゃぐのは、ロッケだった。天華は思わず苦く笑う。ただし、すぐに気を引き締しめて。

「とにかく。あたしも、どこから手を着けたらいいかわかんないけど。でも絶対、なんとかするよ」

「もちろんだよ。──しかしまさか、君があの巫女の少女の姉だったなんてね」

　確たしかにロッケが見間違うはずだ。とミストラルはかすかに笑った。天華もつられて、再ふたたびその頰ほおを少しゆるめる。……あ、そーだっ。

「そういえばさ。あたしたちのことって、まだちゃんと自じ己こ紹しよう介かいしてなかったよね？」

　白華のことを聞いて、慌あわてて飛び出してきちゃったから。ええと。天華は相あい棒ぼうを側そばに引き寄よせた。

「あたしは、天華。精せい霊れい巫女の双子の姉で、でも遺跡探求者ロスト・リサーチヤーをやってる女の子。十六歳さいのね。で、こっちがあたしの相棒で」

「Ｇだ」

　簡かん潔けつに、相棒の少年は短く言った。

「……Ｇ？」

　その言葉に反はん応のうしたのは、ミストラルだ。銀の瞳を覆おおう暗視ゴーグルの視界に、わずかに跳はねた老人の眉まゆが映うつる。

「？　どうしたの、おじーさん？」

「……。いや、新精紀のこの時代では、珍めずらしい名前だと思ってね。──Ｇというのは、古代標準文字アルフアベツトのひとつだろう？」

「うん、そう。うちの相棒って、ちょっと風ふう変がわりでね」

　天華はＧの肩を抱きながら、簡かん単たんに誤ご魔ま化かした。人とは違う相棒のことを説明するのは、やっかいだし。そもそも『精せい書しよ』だなんて、どう言っていいものやら。

　ただ、ミストラルはそれ以上、相棒の少年について尋たずねてくることはなかった。それ以前に、いきなり。「そだッ！」と手を打ったロッケが、天華たちの間に飛び込んできたからである。彼女は天華とミストラルの首に組み付き、強ごう引いんに引き寄せてくる。

「わ、ちょ、ちょっとお!?」

「ロッケ、ど、どうした？」

「天華、ミストラルっ。いい考え、おれ浮うかんだ!!」

　意外にもやわらかい毛むくじゃらの顔を押おしつけて。ロッケは「完かん璧ぺき！」と微笑ほほえんだ。は、はいい？

「え？　ろ、ロッケえ？」

「いいからっ。おれにまかせる！」

　彼女は天華たちをどうにか解放して。装そう甲こうに覆おおわれた胸むねを、どん、と強く叩たたくのだった。







（……どうしてなんだろ……）

　白華は思う。何もない部屋に監かん禁きんされ、冷たい床ゆかの上に衣い装しようの裾すそを折って座すわり。ずいぶんと長い間、ひとりで孤こ独どくを嚙かみ締しめながら。

　──広場からほど近い、残ざん骸がい都と市し内部にある建けん造ぞう施し設せつのひとつ。何かしらの旧きゆう精せい紀きの残骸を再さい利り用ようした、照明が全すべて壁へき面めんに並ならび、後付けされた梯子はしごなどが乱らん立りつする、建造物そのものがまるごと横よこ倒だおしになったその奥おく。そこの一室に、白華は放ほうり込まれたのだった。

　通路との出入り口が、腰を下ろした傍らの床側にあるこの部屋は、白華が行商舟ぶねから連れられてきたときにも入れられた、憶おぼえのある監禁室だ。申し訳わけ程てい度どに部屋の隅すみに、薄暗く人工的な明かりが点ともされている。それ以外は何もない、本当に殺さつ風ぷう景けいな部屋だった。

　常つねに外から光や風や水を通し、部屋の中にいながらにして。いくつもの精霊たちと触れ合うことができるようにつくられた、精霊神しん殿でんの白華の部屋とは、まったく違う空間である。

　それでも唯ゆい一いつの共通点は、自室と同じように、頭上に窓まどがあることだった。しかし残念ながら、白華がどんなに見上げても。変わらぬ闇の帳とばりに閉とざされたその向こうには、蒼あおと銀の二つの月の輝かがやきすら、目にすることはできなかったが。

　いや、月だけじゃない──。白華はそっと、桜さくら色いろの唇くちびるを嚙かむ。自分の髪かみより白くなるほど。

　今の白華には、精せい霊れいたちの姿すがたが見えない。捉とらえられない。

　生まれたときから受け継ついだ、金色の特別な『龍りゆう眼がん』は。これまでの十六年間、片かた時ときも自然の中に棲すむ彼らの姿を、見失うなんてことはなかったのに……。

「どうして……」

　壁面に空あいた小さな空調から流れてくるぬるい風が、薄うす影かげをつくるベールの下の頰に触れても。白華はやっぱり、何も感じない。わからない。

　それはこの街の中に連れ込まれてからだった。……ううん。白華は思い出しながら、ふるふると首を振ふる。

（ここに入ってからじゃない。もう少し前から……。おっきな外壁の手前ぐらいからなのかな）

　見上げた天窓から見える、都市を包む真っ黒な、エネルギーの奔ほん流りゆう。その余よ波はが周辺の大地ごと、覆おおい尽つくしているようだった。

　だから残骸都市に入る直前から、急に白華の『龍眼』には、精霊たちの姿が見えなくなってしまったのだ。

　そして、都市に疎そ外がいされるように。それまではっきりと感じられていた、大地を走る精霊たちのネットワークである、力強い「精脈」すらもわからなくなり。白華はずっと持ってきていた、神殿の通路で拾った小石を固く握にぎる。

　小石は行商舟のメンバーにたまたまくっついて、白華の元にやってきて。いろんな話をしてくれた。でも……。

　ぎゅっ、と握りしめても。小石は、今は何も語ってくれない。その中にいる精霊は、白華にはもう感じ取れないのだった。

　涙なみだがこぼれ落ちそうになった。自分が本当に、この明かりの乏とぼしい狭せまい部屋で、世界でひとりぼっちになっているから。

　けれどもそれ以上にある無力感が、逆ぎやくに白華の胸むねを強く摑つかみ、涙るい腺せんのゆるみを押し止とどめていた。

「わたしは……なにもできなかった。お頭かしらさんが、あんなに助けを求めてくれてたのに……」

　白華は確たしかめるように、たどたどしく言葉を紡つむいだ。それはつらい現げん実じつだった。

　ずっと白華は思っていた。神殿から外に出たことのない自分だけど、でも帝てい國こくの領りよう域いき外だって、何も変わらないって。精脈の流れを通して、精霊たちからいつも聞いてる、わたしが知ってる世界なんだって。

　けれども、違ちがった。違ったんだ。白華は精霊の存そん在ざいを感じ取れないこの場所で、痛つう感かんする。自分が本当は、矮わい小しようであったことを。

　そして。明日、白華は処しよ刑けいされる。その行商舟のリーダーである、ユピテルと共に。

（死ぬ……？）

　よくわからない。殺される、ということが、いきなりすぎて。白華には現実のように感じられなかった。

　ただ、死のイメージで浮うかぶのは。八年も前に死んだ、先せん代だい巫み女この母のこと。

　あのとき、白華も姉も、まだ幼おさなくて。若わかくして眠ねむるように息を引き取った母の姿を前に、呆ぼう然ぜんとしていた。本当に、穏おだやかに眠っているようにしか見えなかったのだ。

　だから、なぜか。白華の唇から、「唄うた」が自然とこぼれ出た。穏やかで、静かで。やわらかい音色のそれは、子こ守もり歌うただ。母がよく、二人の娘むすめのために歌ってくれた──。

　もう、ちゃんとした歌か詞しは覚えていないけれど。このメロディだけは、白華は忘わすれたことがない。ずっと記き憶おくの片かた隅すみにある。

　……そうだ。ふと、白華はあることを思い出した。長い袖そでの中に隠かくしたままの、携けい帯たいコンピュータに触ふれながら。

「確か……ずっと昔に。わたし、記録させてたっけ……。母様の子守歌を」

　データとして取り込んでいたことを、こんなときに思い起こした。だけど、袖に触れる折りたたみ式の遺い物ぶつの厚あつみに導みちびかれたのは、そんな母の顔じゃなくて。

「──姉様。……Ｇくん……」

　急に、姉とその相あい棒ぼうである少年のことが思い浮かんだ。そして、気付く。

「……そっか、わたし。死んだら、姉様やＧくんと、もう会えないってことなんだ」

　それも、永えい遠えんに。白華の体を、悪お寒かんがぶるりと駆かけ巡めぐった。急に実感がやってきた。怖こわい、嫌いや！　そんなことっ……！

　小こ刻きざみな震ふるえが止まらない。寒い。胸が苦しい。涙がついに、ぽろぽろと流れ落ちた。嗚お咽えつが喉のどを痛いたいほど攻せめる。

　助けてっ。そんな言葉が、ついにはこぼれ出てしまう。助けて、助けて、助けて。姉様──！

　だけど、その手に摑つかんだ携帯コンピュータに、メールをする気力すらなくて。ひとしきり、薄暗い部屋の片隅で泣いて。やがていつしか白華は、座すわったまま疲つかれて眠りこけるのだった。

　──そんな白華が目を覚さまし、泣きはらした顔を上げたのは。床側に位置する入り口の、閉ざされた扉の向こうからの声であった。

　見み張はりの獣じゆう機き族ぞくと、もう一人の誰かが、何かを会話してるようだ。そして、やがて。扉の閂かんぬきが外され、開かい放ほうされる。あ、わ、眩まぶしいっ。通路から差し込んだまばゆい照明の白光が、白華の金色の瞳ひとみをうった。

　開け放たれた扉から頭を出したのは、一人の獣機族の男の子のようで。

「オイ、人間っ。出る！　モクヨクするっ」

　Ｇほどの背せ丈たけしかない彼は、やけに慣なれない帝國語で、白華を外に連れ出そうと誘さそうのだった。
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　──男の子が言うモクヨクというのは、どうやら「沐もく浴よく」のことらしくて。

「テイコクでも、巫み女こもヒメ。だから、キレイに扱あつかうっ。コトづかった！」

　はあ、そうなんですか？　と思いながらも、妙みような心こころ遣づかいを断ことわることもできなくて。白はつ華かは監かん禁きん部屋から、彼の手を借りて通路へと出る。横よこ倒だおしになった施し設せつの通路は、その高さがかなりあったが、なんとか無事に降り立った。

　通路では、見張りの大おお柄がらな獣機族が一人、あぐらをかいて座ざしていた。白華を見て悪あく態たいらしきものをつく。ただし、あまり興きよう味みがないらしい。手を伸のばすのは傍かたわらにある、透とう明めいな飲み物が入った一ひと抱かかえもある瓶びんと杯さかずきだ。中身は酒なのだろうか。辺りに漂ただよう空気の中に、白華はつんとするアルコールの臭においを嗅かいだ。

「イく。人間っ」

　そんな見張りは放ほうっておいて。男の子は白華の手を引き、通路の向こうへと引っ張った。白華はそれに従したがって、彼と一いつ緒しよに施設の中を進んでいった。

　穴あなの空あいた樹じゆ脂しパネルや、むき出しの金きん属ぞく支柱が入り組む複ふく雑ざつな施設の中を、下に向かう梯子はしごでどんどん降おりる。途と中ちゆうで何度か、他の獣機族たちとすれ違ちがったが。男の子は足を止めず、さらに下へと行くのだった。

　どこまで行くんだろう？　白華は少し不安になるけれど、身軽な彼の足は速い。梯子もするする伝っていく。裾すそや袖そでの長い衣い装しようを身に纏まとった白華は、離はなされないだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　しかし、ようやく男の子は足を止めた。他の獣機族たちの姿すがたも気配も近くにはない、照明すら乏とぼしい場所で。

　おそらくは、施設の最さい下か層そうにあたるのだろうか？　白華にはよくわからない。それでも「ココ」と示しめされた、分ぶ厚あつい扉とびらの中へと通されて。薄うす闇やみの満ちるその場所に、独りで取り残されるのであった。

「スグ終わらせる。あんまり、時間やれナイ。外で待ってる」

　男の子はそれだけを最後に告げて。白華の返事も待たずに、扉を閉しめてしまうのだった。

　突とつ然ぜんのことに、「えっ」と息をのむ白華だったが。扉を入ったすぐ脇わきに、白華のためにか、ランタン型の小さなライトが置かれていることに気が付く。それを頼たよりに改めて、連れてこられたこの場所へと目を向けた。

　乏しい輝かがやきの中、白華の目が暗闇に慣れてくる。徐じよ々じよにだが、広大なこの空間の様子がわかった。そこにあるのは、大量の水──。かなりの広さの地底空間に、闇に染そまった水が蓄たくわえられた、巨きよ大だいな湖が存そん在ざいしていた。光がどうにか届とどく高い天てん井じようからは、いくつもの丸いパイプから、静かに水が流れ落ちる。

　そしてまた、中央には。柱のように垂すい直ちよくに伸のびる、束ねられた太いチューブ状じようのものがあった。なんだろう？

「この場所って……あ」

　モクヨク、という言葉を思い出す。圧あつ倒とう的てきな規き模ぼの地底湖を前に、白華はようやく理り解かいした。

「ここで行ぎよう水ずいすればいい、ってことなんだ」

　確たしかに、監禁されてから丸一日、水浴びのひとつもしていない。行商舟ぶねにいたときは舟の中にそれなりの設せつ備びがあって、ユピテルの計はからいもあり、日に一度はきちんと清せい潔けつにしていたのだけれど。

　ありがたいかな、と白華は素す直なおにそう思った。……だって。泣きはらした顔は、腫はれぼったくて。体には、洗あらい流すにはちょうどいい、重い疲ひ労ろう感かんがあったから──。

　だから白華はランタンを手に持って、湖の側そばへと近づいてみる。

　ランタンの光が暗色をただよわせた水面を透すかし、水中で組み合わされた梁はりの姿すがたを、金色の瞳ひとみに見せてくれた。隙すき間まへと入らなければ、梁の上は十分浅い。溺おぼれることもないようだ。──けれど。

（……怖こわい）

　白華はふいに、そんなことを感じてしまう。いつもなら優やさしく白華を迎むかえてくれる闇も水の精せい霊れいも、ここでは無言であったから。

　でも……違うよね。白華は悟さとる。これが異い常じようなことなんかじゃない。今までの白華の感覚が、特別で。これは世界の誰だれもが、普ふ通つうに目にするものなのだと。

「これが……みんなが見てる、景色なんだ」

　白華は白と朱しゆの衣装の帯おびをほどきながら、地底湖空間を見み渡わたす。そこはやはり精霊たちの見えない、見覚えのない世界であった。

　けれども同時に、白華だけが今まで知ることができなかった、貴き重ちような風景でもあった。

　──だけど。あれっ？　そんな中に、ひょいと。見覚えのある人ひと影かげが、唐とう突とつに飛び降りてくるのだった。
















「えっ？　じ、Ｇジーくんっ!?　あれえ？」

「無ぶ事じそうだな、白華」

　脱ぬぎかけの手を止めて、目を向けた湖の上。そこに小さく水を跳はねさせて、真上のパイプ状の穴から降りてきたのは、褐かつ色しよくの肌はだの少年であった。ほのかに輝くランタンに照らされた、その小こ柄がらな体は見間違えようもなくて。確たしかに姉といつも一緒にいる、相あい棒ぼうのＧである。

「Ｇくん、ど、どうしてここにっ？」

「俺だけじゃない。天てん華かもいるぞ」

「えっ──」

　少年が示しめしたのは、膝ひざ上うえまで濡ぬらしながら自分が歩いてきている湖の水面だった。

　ランタンの光すら届かない、梁の隙間の黒い場所。そこに小さな泡あわがぷくぷくと浮うかんでいることに、白華も気付く。泡はやがて、すぐに数が増ふえて、大きくなっていって──。

「ぶはぁッ!!　ああっ、さすがにもう限げん界かいいいーっ!!」

　なんて言葉を、闇の染しみた空気のかわりに吐はき捨すてて。派は手でな水みず飛沫しぶきと共に、勢いきおいよく全ぜん裸らの少女が飛び出してきた。ばしゃばしゃともがきつつも、Ｇの立つ浅い足場になんとか手をつき、這はい上がる。

「……ね、姉様っ？」

「はあっ、はあ……や、やっほー。白華」

　ちょっと待ってね、と息を整ととのえながら。装そう着ちやくした愛用のゴーグルと、濡れた銀ぎん髪ぱつに淡あわい光を煌きらめかせて。双ふた子ごの姉はいつものように白華の前で、元気に白い歯を見せたのだった。







　はあ、はあ、と荒あらい呼こ吸きゆうがまだ続く。それでもどうにか天華はＧの手を借りて、梁の浅あさ瀬せで立ち上がる。

「や、やっぱり、ちょっとムチャだったかな……あは、ははは……」

「当たり前だろう、天華」

「だ、だって。白華がいつ連れてこられるかわかんなかったし、暇ひまだったんだもん」

　言いながら、しかし。さすがに飲んだ水を詰つまらせ、天華はむせる。

「……錬れん精せい術じゆつの補ほ助じよも使えないのに、潜もぐるからだ」

　相棒が、今いま更さらながらたしなめた。だがその顔は、天華の方は決して見ない。一いち応おうは全裸の天華に、気を遣つかってくれているのだ。

　そんな天華の露あらわな胸むな元もとを照らすのは、小こ脇わきに抱かかえたままであった、閉とじる余よ裕ゆうもなかった携けい帯たいコンピュータの画面である。

　──そう。天華は白華を待つ時間を無む駄だにせず、その間に湖の中を調べていたのだった。

　銀髪にしたたる水を絞しぼって、つい振ふり仰あおいだ真上には。残ざん骸がい都市を取り囲む外周壁たちから集まったエネルギー・チューブが、一本の柱として、柱の底へと突つき立っていたから。この地底湖の深しん部ぶにこそ、休みなく膨ぼう大だいなエネルギーを発生する動どう力りよく炉ろと。それとセットになった、制せい御ぎよ用ようメイン・コンピュータが存そん在ざいしているはずなのだ。

　この地底湖の水は、そのための機械的な発熱を抑おさえる冷れい却きやく用ようのもので。だから裸はだかの身を沈めても、水はぬるくて問題なかった。そして到とう達たつできないかと、実じつ際さいにその奥へと潜ってみることにしたのである。

　けれども──。真っ暗な水中は、最悪だった。暗あん視しゴーグルをつけていたため、視界はどうにか確かく保ほできたが。どうやら湖の底は、天華が予想していたよりも遥はるかに深いらしい。ゴーグルの拡大ズーム機き能のうでも見透すかせなかった。

　そもそも入り組む梁はりが邪じや魔まで、見通しが利きかなく、先に進むことすら難むずかしい。……Ｇくらい小柄だったら、なんとかなったかも。空気もいらないし。なんて思ったけれど、科学の知ち識しきに乏とぼしい相棒では無理だ。自分じゃなくっちゃっ。

　しかし、生身の天華では到とう底てい無理なことだった。水すい圧あつに耐たえられないし、熱を与あたえられて循じゆん環かんする湖のぬるい水は、梁と梁の隙すき間まで緩かん急きゆうをつけた速度で流れている。さっきもうっかり足を取られかけたのだ。

　結局。水を抜ぬかねば、直ちよく接せつアタックすることはできそうにないことが、潜ってみてわかったひとつの結けつ論ろんだった。そんなの、Ｇの錬精術でもなければ、不ふ可か能のうな話だ。機械式のポンプを調達しても、これだけの流れ込む水量を、簡かん単たんにどうすることもできやしない。

「って、そもそも錬精術を使うためには、都市を覆おおってるバリヤーを解かい除じよしないと無理ってことだし。……いや、それダメだってっ。そんなことしたら、都市自体が雪に押おし潰つぶされて、本ほん末まつ転てん倒とうじゃん！」

　あーもうっ！　天華は隙間に水の入った暗視ゴーグルを外はずし、浅瀬を歩きながら額ひたいに深く皺しわを寄よせた。

　だけど。……もういいやっ。すぐに気持ちを切り替かえる。──だって。

　顔を上げると、視界を覆う闇と一いつ緒しよに飛び込こんでくる、ランタン型ライトの淡あわい輝かがやき。前に向けた銀の瞳ひとみに飛び込んでくるのは、そんな明かりと。ほどけた帯の隙間から見える肌と同じくらい、真っ白な髪かみを持つ、自分とうり二つの顔を持つ少女。妹の白華であった。

　──この彼女のことが、何より今は一番大事なのだから。

　その白華は近づく天華を目の前にしても、びっくりしたまま、きょとんとしていて。「……姉、様？」なんて、目と鼻の先で天華が歩を止めてから、ようやく小声で尋たずねてきた。

「なに、白華？　ど、どうしたの？」

「え。だって……どうして、姉様がこんなところに……。ほ、本物なんですか？」

「あはは、あたしの偽にせ者ものがいるとは思えないけど。もち、本物だよっ」

　ほらほらっ。戸と惑まどう妹の前で、天華は自分を指し示しめす。と、裸であることを再さい認にん識しきして、ちょっと気き恥はずかしくなってしまった。さすがに妹の前だけど、顔が火ほ照てってきてしまう。

　でもどのみち白華だって、祭さい儀ぎ用ようの衣い装しようの帯もほどけた、肌はだも露あらわな格かつ好こうだ。それについ神しん殿でんにいた頃ころまで、二人でよくお風ふ呂ろにだって入っていたのだ。だから天華は開き直って、「間ま違ちがいないでしょ？」と裸の全身を、彼女の前にさらけ出すのだった。

「ほんとに……ほんとに、姉様なんだ……」

「そうだよっ。助けにきたの、白華っ！　もう大だい丈じよう夫ぶだからね！」

　つい、天華は両りよう腕うでを伸ばして、湖の浅い水を踏ふみつけて、駆かけ寄って抱だきしめたくなる。けれども寸すん前ぜんで、「おっと」とどうにか留とどまった。なにしろ自分は、びしょ濡ぬれの状じよう態たいだったから。

「あー……そ、そっちまで濡れちゃうか。あは、あははは……」

　天華は苦く笑しようし、鼻の頭を軽く搔かく。──けれども。

「……いいですよ。姉様」

　白華がやわらかく笑った。そして彼女の方こそ躊ちゆう躇ちよせずに、「えいっ」と半裸のまま湖の梁へと一歩飛び出し。濡れるのもかまわずに、天華にぎゅっ、と抱きついてきたのだった。

　おっとっと。天華は華きや奢しやな妹の体を、肌を寄せ合い支ささえてやる。はだけて彼女の足に絡からんだままの衣服の裾すそが、できるだけ濡れてしまわないように。

「姉様……」

　白華の体はあたたかくて。すりつけるように白はく髪はつの頭をくっつけてくる妹に、天華はただ、間違いない彼女の存在を感じる。白華はちゃんとここにいて、無ぶ事じなのだ！

「よかった、白華……」

　ぽつりと天華は呟つぶやいた。そしてそれ以上、二人は何も言わなかった。今は抱き合えば、それだけで十分だったから。言葉なんかなくっても、お互たがいに肌と肌を触ふれさせれば、存分にわかる。心しん臓ぞうの打つかすかな音だって、息づかいだって、この静せい寂じやくの空間の中では聞こえる。天華と白華の鼓こ動どうは重なり合い、速まり、やがてゆっくりと落ち着くのだった。

（うん。ケガもないんだね、白華……）

　ただ、天華はふいに気付く。自分の全身から、いきなり力が抜けるのを。しっかりと抱きしめる白華がいなかったら、そのまま崩くずれてしまいそうなほどに。

　それは、白華のぬくもりが与あたえてくれた、確たしかな安あん堵ど感かんのせいだった。

　ちゃんと妹は無事で、こうしてここにいる。その実感が、緊きん張ちようしていた天華の体から、張はりつめていた糸を抜き去ってしまったのである。

　ダメだ！　天華は気を引き締しめる。しっかりしなくちゃ！

　まだ白華の安全を、ちゃんと確かく保ほしたわけではないのだから。

「──天華。あまり時間はないぞ」

　そんな気配を察さつしてか。顔だけこちらに背そむけた相あい棒ぼうが、天華の後ろからそう言ってくれた。そうだった。天華は現げん状じようを思い出す。

「あんまり時間、ないんだった。ロッケの提てい案あんで、彼女が知り合いの子こ供どもを使って、白華をここまで連れてきてくれたんだけど」

「？　ね、姉様？」

「ほら、白華。これからあたしの言うとおりにしてくれる？　──Ｇっ」

「わかっている」

　天華の合図で、顔だけこちらに向けずに背はい後ごで立っていた相棒の少年が、ずるずると胸むな元もとからいろんなものを取り出してくる。人間とは違うがらんどうの胸むねの中に収おさめていた、タオルや天華の衣服であった。

　ジャケットやコートや、手てつ甲こうを受け取って。天華はタオルを、白華の頭に載せてやる。いい？　と簡かん単たんに諭さとしてやりながら。

「──あのね、白華。今からあんたを助けるから、あたしの言うとおりにしてくれる？」

「え？　どうするんですか、姉様？」

「だいじょーぶっ！　まっかせなさいって。ね！」

　あははっ、と天華はあえて笑う。妹が不安に駆かられないように。

　傍かたわらのライトの光量は乏とぼしくても、逆ぎやつ光こうではないからちゃんと白華に見えるはずだ。そう確かめてから、天華はことさらにっこりと、大きな笑えみをつくってやった。

　だから白華も、やがて。「……はい」と、しっかり頷うなずいてくれるのだった。

「うん。とにかくっ、急いでね。あんまり遅おそいと、さすがに不ふ審しんがられるだろうし。表でこっそりロッケが見張ってくれてるけど、そう時間はかせげないよ」

　でも、大丈夫だから。天華は笑顔のまま、妹に片かた目めをぱちりとつむって見せた。

「白華は、あたしがちゃんとここから逃にがしてあげるよ。ねえ、Ｇっ」

「まあな」

　相棒は天華たちのかわりに、地底湖空間の出入り口である、扉とびらの向こうに気を配くばりながら即そく答とうした。




　　　　２




　獣じゆう機き族ぞくの男の子が、監かん禁きん部屋へと戻もどってくる。後ろに連れているのはもちろん、白はく髪はつの頭にベールをすっぽりとかぶった、白と朱しゆの衣い装しようを着込んだ人間の少女であった。

　そんな男の子に対して、酒さか瓶びんの中身を空からにして、すっかりできあがった見張りの獣機族が唸うなる。人間にはわからない、彼らの言葉だ。

　だけどそれに対して、男の子は「女はシタクがかかるもの。前にロッケねーちゃん、イってた」とだけ、わざと帝てい國こく語ごで短く言って。開いていた真上の監禁部屋へと、白髪の少女を押し上げるのだった。どうやら、酔よっぱらいを相手にする気はないようだ。

　見張りは帝國語はわからないのか。それともかなり酔っているためなのか。吼ほえるように豪ごう快かいに笑って、しっかりと扉を閉とじて閂かんぬきをした男の子を、「さっさといけ」とばかりに追いやるのだった。

　もちろん、男の子の方にも異い論ろんはないようで。見張りと最後に軽く唸り声を交かわして、その場を立ち去っていった。

　──そんな様子を、通路の足元に空いた通気孔の闇やみの奥おくから、アルバルドはじっと見ていた。鍛きたえ上げた長ちよう軀くにはかなり窮きゆう屈くつな中、ううっ、と必死に息を潜ひそめて。

（早く行ってくれ、頼たのむよ～～！）

　男の子の背せ中なかを見送りながら。横倒しになった施設の、通路壁面に並んだ明かりの当たらない、通気孔の格こう子しの陰かげで、アルバルドは懇こん願がんする。実はずっと、こうしてここに潜せん入にゆうしていたのだ。

　帝國の図書館での一いつ件けんの直後──。ようやく首輪から解かい放ほうされたアルバルドが駆かけつけたときには、精せい霊れい巫み女こである白華の姿すがたは神しん殿でんの中にはなかった。かわりにあったのは、『少しお留る守すにします。ご心配なく。ちゃんと帰ってきますので』という簡単な書き置きのみ。

　筆ひつ跡せき自体は間ま違ちがいなく、白華本人のものであったが。もちろん神殿側も、神殿と巫女を守るために結成された軍も、放っておけるはずがない。当たり前だっ。精霊信しん仰こうを柱とするため、世界で唯ゆい一いつ精霊を目もく視しすることのできる巫女をあがめる。それが信しん精せい帝國だ。それなのに、その中心的存そん在ざいである精霊巫女が、さらわれてしまうだなんて！

　犯はん人にんの目め星ぼしは、シエンが告げた。ヒントは、「光こう学がく迷めい彩さい機き能のう」という、かつての科学の力にあった。

　科学を失った新精紀の今。その力を使いこなせる存在は、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーでなければ、ただひとつ。機械と生体の融ゆう合ごう生物である、獣機族ぐらいなのだと。

　そのことは、白華の警けい備びについていた、気を失わされていた僧そう兵へいたちの目もく撃げき証しよう言げんからも、確かく認にんがとれたことだった。だから、とにかく神殿内は大だい混こん乱らんに陥おちいった。和解していない異い種しゆ族ぞくである獣機族に、巫女が誘ゆう拐かいされるなんて──。

　けれども、それとは逆に。軍ぐん組そ織しきの行動は冷静で、素す早ばやかった。

　ここ五十年近くの間、異種族たちとの小こ競ぜり合いもなく、平和そのものに浸ひたりきっていた帝國軍だが。四つに分けられた帝國領りよう域いきを仕切る、アルバルドを除のぞく各剣けん聖せいの統とう括かつするそれぞれの隊から、瞬またたく間に特別に奪だつ還かん部隊が招しよう集しゆうされた。もちろん、この都市に住む獣機族と、真正面からぶつかるために。

　しかし──。事じ態たいは単たん純じゆんに、戦いくさへと転がればいいというものではない。重要なのは、精霊巫女を無事に取り返す、ということ。獣機族たちと戦争になれば、一歩間ま違ちがえば命を奪うばわれてしまうかもしれないのだ。

　いわば白華は帝國にとって、人ひと質じちにとられたようなものなのである。

　そのため、大部隊を持っていない新米剣聖であるアルバルド率ひきいる鋼はがね隊たいが先行し、まずは白華を無事に返してもらえるように、交こう渉しように乗り出したのだ。白華の書き置きを信じるなら、獣機族たちは敵てき意いを持っているわけではない、と判はん断だんした上で。

　けれども、交渉の結果は無む惨ざんなものだった。都市を取り囲む外周壁の前で、出てきた兵士クラスの獣機族たちに、あっさりと門もん前ぜん払ばらいを食くらったのだ。

「……どうやら今回のことは、獣機族たちのトップであるという、女王の判断ではないようですね」

　知らぬ存ぞんぜぬを通されて、追い返された後で。補ほ佐さ官かんとして通つう訳やくと交渉に当たったシエンがそう呻うめく。アルバルドには小こ難むずかしくて、よくわからなかったが。この少年が言うのなら、そうなのだろう。

　だがもちろんアルバルドとしても、このまま引き下がるわけにはいかなかった。

　なぜ？　だって……。アルバルドは嫌いやなのだ。戦争というものが──。

　自分は人々を守るために、剣の腕を磨みがき、剣聖となった。誰もが平和に暮くらせるように。しかしそれはきっと、この戦という行こう為いの果はてにはないのだから。

　だから。「……なあ、シエン」とアルバルドは提てい案あんする。

「？　何です、アルバルド様」

「うん、あのさ……。こうなったらオレたちだけで、どうにかできないかなあ」

「ボクたちだけで、ですか？」

「ああ。こっそり中に侵しん入にゆうして、精霊巫女を奪だつ取しゆするんだ。幸い向こうは、『巫女なんか知らない』って言ってるんだし。成功すれば丸く収おさまると思うんだけど」

「この、獣じゆう機き族ぞくの残ざん骸がい都市の内部へ、ですか……」

　交渉に失敗し、氷ひよう河がとなった硬かたい雪の上で待たい機きする、ココロの乗る真しん紅くの大型翼よくを持つ強きよう襲しゆう飛ひ空くう艇ていへと向かう足を、ふと止めて。官かん給きゆう品ひんの地味な防ぼう寒かん具ぐに身を包んだシエンとアルバルドは、背はい後ごにそびえる機械の巨きよ大だいな壁を見上げる。

「……無理ですね」

　白い吐と息いきと共に、シエンがおもむろに応こたえた。

「獣機族たちのこの街は、完全に科学の生きたシステムに制せい御ぎよされている要よう塞さいです。つまり、あの以前の軌き道どうエレベーター遺跡と同じ、ということですよ。いえ、もしかしたら……それよりもやっかいかもしれません」

　なにしろ内部には、戦せん闘とう能のう力りよくに秀ひいでた獣機族たちが、二千体以上もいるのですから。とシエンは眼鏡めがねの奥で、冷静に述のべた。

　そうか……。「無理か」と、アルバルドはがっかりしながらも納なつ得とくする。それはそうだ。なにしろそう簡かん単たんに行くなら、帝てい國こくは五十年前に引き起こされた、獣機族を中心とした異種族たちとの戦いで、完全な決着をつけてしまっているはずなのだから。

　それが不ふ可か能のうだった要よう因いんこそが、この頑がん健けんな遺い跡せきの都市にあるのだった。──けれども。

「でも」

　シエンが言葉を続ける。体温で曇くもる眼鏡の向こうで、鳶とび色いろの瞳ひとみをアルバルドへと真まっ直すぐ向けて。

「ボクがいれば、なんとかなるかもしれません」

「えっ？　そ、そうなのか!?」

「任まかせてください。そのための、ボクの『電脳デジタル』ですから」

　遺い伝でん子しに改造を受けた、先祖の血を色濃く受け継つぐ『電脳デジタル』──。その一人である少年は、コンピュータと同調できる特とく殊しゆな頭ず脳のうを軽く指で示しめしながら、自信たっぷりに言うのだった。

「ただし、壁をある程てい度ど登らなければ、侵入は難むずかしそうですが……」

「ああ、そっちはオレに任せてくれっ！」

　これくらい！　とアルバルドは外周壁を睨にらむ。空色の瞳には、壁へき面めんにあるわずかな凹おう凸とつが見えた。しかし、アルバルドがシエンを背せ負おって登って行くには、十分な足がかりだ。

　──そして、アルバルドとシエンは操そう縦じゆう士し官かんであるココロを一人で帰らせ、自分たちも帰き還かんしたのだと偽ぎ装そうして。その隙すきに二人で壁をよじ登り、シエンの『電脳デジタル』による能力で小型ハッチをこじ開けて。巨大な壁の内部へと、侵入に成功したのだった。

　その果てに、今に至いたるわけで──。アルバルドはじっと、通気孔の中でチャンスを待っていた。絶ぜつ対たいに見つかるわけにはいかないから。

　なにしろ白華の監かん禁きん場所を突つき止めるだけで、多大な労力を払はらっているのだから。

　内部に侵入したのはよいものの。シエンの『電脳デジタル』による施し設せつコンピュータにアクセスしても、白華の居い場ば所しよがわからなかったのだ。どうやらシエン曰いわく、システム的に個こ々こが細かく遮しや断だんされた物理構こう造ぞうになっているらしい。

「メイン・コンピュータには、間かん接せつ的にはアクセスできないようなんです」

　獣機族たちの手による増ぞう設せつが、結果的にこのような形になったんだとは思いますが、とシエンが説明してくれる。やっぱりアルバルドが理り解かいするには難しいことだったが、『電脳デジタル』の力をもってしても、容よう易いに施設内部のシステムを制せい御ぎよできないというのはわかった。

　だから。シエンが、わざと捕つかまったのだ。

　アルバルドが忍しのびこむ側で、シエンは警けい報ほう装そう置ちに引っかかり、そのまま獣機族の兵士におとなしく捕とらえられて。その末に、こうして白華の監禁された側に、放ほうり込こまれるように。

　アルバルドはただこっそりと、シエンを追ってくるだけでよかったのだ。

　その捨すて身の覚かく悟ごで囚とらわれの身となった、部下の少年補ほ佐さ官かんは。全体が横倒しとなった構造の、下側部分。通路の上下に扉のついた、ちょうど見み張はりの獣機族が腰こしを下ろした床側の監禁部屋の方にいるはずだ。

（……絶対、後で助けてやるからな！）

　アルバルドは気配を絶たち、心の中で何度も何度もそう誓ちかった。侵入用にとシエンがあらかじめ準じゆん備びした、獣機族を真ま似ねてつくった、獣けものの体毛を貼はり付けた全身鎧よろいが汗あせで蒸むれても関係ない。兜かぶとの中で金きん髪ぱつが額ひたいに貼り付こうが、我が慢まんする。

　とにかく徹てつ底ていして、アルバルドは機会を窺うかがっていた。残念ながら今の今まで、好こう機きは訪おとずれていなかったけれど。

　どうやら施設の外では祭りか何かが始まっているようで、周囲から獣機族たちの数こそ減へってはいるものの、ふいに白華が外へと連れ出されたりしたから。

　しかし、小さな獣機族の男の子の頭が、通路の端はしの梯子はしごを降おりて。気配が完全に消えたとき。

（今だッ!!）

　アルバルドは素す早ばやく動いた。格こう子しを外し、鎧と獣毛に覆おおわれたかさばる体をくねらせ、音もなく通路に躍おどり出る。そのまま見張りの獣機族の背後に迫せまった。

　そして、遠えん慮りよなく。アルバルドは持っていた鞘さや付きの長ちよう剣けんを、首くび裏うらの装そう甲こうの継つぎ目に打ち込んで。相手に気付かれぬままに、一いつ瞬しゆんで気を失わせたのだった。

　よし。とアルバルドは兜の前を上げて、辺りを窺うかがう。そしてまずは、確かく認にんする。気絶した獣じゆう機き族ぞくを壁かべ際ぎわにもたれさせ、真下の扉とびらに組み付いた。閂かんぬきを外し、床側の扉を開放する。

「シエン、無事かっ！」

「……アルバルド様っ？」

　入り口からかけられた梯子の下に。暗い照明の側に座り込んでいた、栗くり毛げの少年補佐官の姿すがたがあった。扉を開けたアルバルドを見上げ、立ち上がる。

　その様子は、元気そうで。よかった、とアルバルドはほっと胸むねを撫なで下ろした。

「どうやら、なんにもされてないみたいだな」

「ええ。向こうはどうやら、人間種を舐なめているみたいですから。それに、ボクは子こ供どもですからね。ただ……」

「？　ただ、なんだ。シエン？　どこか具ぐ合あいでも──」

「いえ、そうじゃないです。ただ、いざとなったらボクの『電脳デジタル』を使って、逃げられるかなと思ったんですが。機械式でなくて、こんな閂型の扉を使われるとは思ってませんでしたよ……」

　無ぶ様ざまです。と少年は、監禁部屋の底で苦々しく呟つぶやいた。

　なんだ、そんなことか。アルバルドは逆ぎやくに、苦く笑しようしてしまう。

「まあ、心配するなよ。オレがこうして助け出しにきてやったから。ほら、シエン。とにかく上がってこいよ」

「ええ。……それより、精せい霊れい巫み女こ様の方はどうなんですか？　もう助けたんでしょうね？」

「あ、いや。これからなんだ。先にシエンをと思って……」

「……。アルバルド様」

　梯子に手をかけた少年の動きが、ふいに止まった。え、え？　アルバルドは訳わけもわからず、真下に頭を突っ込みながら、困こん惑わくの表ひよう情じようになる。

「し、シエン？」

「──あなたはッ、いったい何をやってるんですかあっ！」

「え、えええええ？　いや、あのっ!?」

「いいですか！」

　シエンが鳶とび色いろの瞳ひとみで、アルバルドを睨にらみあげた。眼鏡めがねの向こうに燃もえさかるのは、紛まごうことなき怒いかりの眼まな差ざしであった。

「ボクなんかより、先に巫女様の方でしょうがっ！　違ちがいますか!?」

　シエンはとにかく、アルバルドを叱しかりつける。部下よりも、精霊巫女様が優ゆう先せんでしょう、と。

「へっ？　だ、だって、だってっ」

「だって、じゃないですよ！　いいですか、そもそもボクを先に助けたとして──いざというとき、ボクは足手まといにしかならないでしょうっ？」

「え、あ……」

「それにボクと巫女様が同時に窮きゆう地ちに陥おちいったら……アルバルド様は、どうするんですか？　選べるんですかっ!?　無む理りでしょう、アルバルド様には！」

　とにかく！　少年は怒ど濤とうの勢いで喋しやべり、その場にしっかりとうずくまった。梯子の下から、アルバルドを睨ねめあげて。

「巫女様を逃にがしてからでないと、ボクはここから動きませんからッ！」

　この少年の言い分は、少し激はげしすぎるきらいはあったけれど、正しくて。わ、わかったよ、とアルバルドは泣く泣く納なつ得とくして。少年の言うとおり、彼をそのまま放っておいて、白華救出に向かうのだった。

「ううう。でもオレはただ、シエンのことも心配だっただけなのに……」

　しかし床側の監かん禁きん部屋を元通り閉しめて、閂までして。アルバルドは部下に追い立てられるがままに、対ついの位置にある頭上の扉へと腕うでを伸ばした。

　そうだ。シエンの言うことは間違ってない。アルバルドは無理矢や理り自分の感情を押おし殺す。シエンがわざと捕つかまったのは、何よりも白華を助けるためなのだから。

　だからアルバルドは、兜かぶとの中で頭かぶりを振ふって、自分の意い識しきを切り替かえて。天井に位置する真上の重い閂を外し、監禁部屋を開かい放ほうした。

　そして中へと飛び込んで。アルバルドはしっかりと、一いち応おう扉をきっちり閉めた。見つからないように。

　──突とつ然ぜんの侵しん入にゆう者しやに対して驚おどろく気配が、中にいたベールをかぶった人ひと影かげから伝わってくる。

「大だい丈じよう夫ぶ、助けにきたんだ。心配しないで、白華ちゃん」

　オレだから。と、アルバルドは兜を上げた素す顔がおを近づけ、安心させてやる。いや、ほっとしたのはアルバルドの方であった。

　白華もシエンと同じように。意外と元気そうで、怪け我がをしている様子もない。よかった、これならすぐにでも連れ出して、脱だつ出しゆつすることができそうだ。

　あとは、彼女を逃がして、今度こそシエンも救出して……。なんてアルバルドが考えながら、白華のほっそりとした腕を取ると。……あれ？

「えっ？　な、なんだこりゃああ？」

　今まで袖そで口ぐちに隠かくれて見えなかったその手には、なぜだか。見覚えのある、軽けい金きん属ぞく製せいの手てつ甲こうがはめられていて。

「なっ……は、白華ちゃん？　なんできみが、こんなガラの悪いもんを着けてるんだああ!?」

「……ガラが悪いってどーゆーことよっ！　この、バカアルうッ！」

「へ？　──だああぁっ!!」

　い、痛えええええ──!?　派は手でに翻ひるがえった手甲に殴なぐられ、アルバルドは鼻先を押さえて悶もん絶ぜつする。けれど、おかげですぐにわかった。この痛いたみは、憶おぼえのある痛みで。動いた拍ひよう子しにベールが飛んだその下にあったのは、金色ではなく、銀色の瞳を持つ少女で──。

「って、天華あぁああ!?　なっ、なんでおまえがこんなとこにい!?」

「なによ。いちゃ悪いっての？」

「い、いや……そうじゃないけど……。で、でもっ、じゃあ」

　白華はどこに!?　アルバルドはそのことに気付く。

　けれどもこの、双ふた子ごの姉し妹まいの片かた割われときたら。「ああ、それなら」なんて簡かん単たんに言って。

「今いま頃ごろこの街から逃げ出してるんじゃないかな？　あたしと入れ替かわってる隙すきに」

「入れ替わって……てことは」

　もしかして。アルバルドは泣きたくなった。だって、だって。

　オレとかシエンとかの、これまでの苦労はいったい……!?

「うおああああああああああああああ!!」

　そんなんばっかりかよおお！　アルバルドは頭を抱かかえて、喉のどの奥おくで絶ぜつ叫きようを転がした。

　中ちゆう途と半はん端ぱにやかましかったので。追加でまた、巫女の衣い装しようを着ていた銀ぎん髪ぱつの少女の手甲が、唸うなりをあげて飛んできたけど。
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　──その頃、白華は。姉の着ていた衣類を身につけ、重ね着したジャケットと、コートのあたたかさに包まれて。地底湖から移い動どうしたロッケの隠れ場所で、ミストラルと共にいた。二人きりだ。

　ピンクの毛け並なみの獣じゆう機き族ぞくの少女は、仲間たちの目を盗ぬすんでしか行動できないため、深夜にでもならないと戻もどってこれそうにないらしい。そして、ここまで白華を連れてきてくれたＧはＧで。「雷らい帝ていまでの経路の安全を確かめてくる」と言い置いて、外に出て行ったきりだった。

　だから白華は、この狭せまくて薄うす暗ぐらい、たったひとつのランタン型ライトしかない空間で。あまり饒じよう舌ぜつではない老人と、二人だけでいるのであった。

「飲むかい？」

　それでも、気を遣つかってくれたのか。ふいに老人の骨ほね張ばった手が、湯ゆ気げの香かおるコップを白華に差し出してくる。地底湖から排はい出しゆつされた水の行き着く、地底の亀き裂れつ。その裏うら側がわに設もうけられた、入り組む支し柱ちゆうのひとつに腰こし掛かけて。白華はありがたく、白さ湯ゆの入ったコップを受け取った。

　さらに老人から手渡されるのは、簡単な食事である。

「鉱こう石せき混まじりの獣機族たちの食事は、人の口には少し合わなかっただろうから。どうぞ」

「あ。いただきます……」

　ありがとうございます、とミストラルに礼を言って。白華は乾かん燥そう果物くだものなどが盛もられたプレートに手を伸のばす。……甘あまい。携けい帯たい食料の類たぐいでしかないものだったが、それでも今の白華には、十分すぎるものだった。いろいろあって疲つかれ切っていた体に、果物の自然な甘みが染しみていく。なんとなく、気力が湧わいてくる。そんな感じの食事であった。

　ミストラルは、何かの作業をしているのか。ランタンの置かれた机つくえの上に、旧きゆう精せい紀きの機械を広げて。姉や白華の持つ携帯コンピュータの何倍もある大型のモニターを、じっと睨にらみ付けていた。

　そんな邪じや魔まもできなくて。白華は食事を手早く終わらせて、支柱に腰掛けたまま、沈ちん黙もくを続けるのだった。

　抱だきしめる毛皮のコートのぬくもりに、姉のかすかな残り香がを感じる。けれども無言であればあるほど、白華の頭の中に、様々な思考が降り積もった。

（わたし……）

　わたしは、これでいいの？　白華の心が激はげしく揺ゆれる。──よくない。それは、確信に近い閃ひらめきだった。だってわたしは、ここにきて。……獣機族のお頭かしらさんに、頼たよられたのに。なにひとつしてあげることが、できていないのだから。

　いつの間にか、白華は食事を終えた手を、胸むな元もとに当てていた。そこにあるのは、姉と衣服を交こう換かんしても忘わすれずに持ってきた、神しん殿でんで拾ったあの石ころだ。

　そこにはやはり、精せい霊れいの存そん在ざいは感じられなくて。でも、だからこそ。白華には、初めてわかったことがあった。

　実感したのは、自分が特別だった、ということ──。自分が生まれつき当たり前に有していた『龍りゆう眼がん』という、精霊を目もく視しすることのできる能のう力りよくが、どれほどのものであったのか。それを失ってみて、ようやくはっきりわかったのだ。

「わたしは……巫み女こなんだ」

　白華はミストラルに届とどかぬほどか細い声で、口こう腔こうの中だけにそう呟つぶやく。世界で唯ゆい一いつの、精霊巫女なのだ。それなのに……。

　わたしはなにも、できなかった。

　──かつて、先代巫女である母が生きていた頃。小さい白華を膝ひざに乗せて、よく諭さとしたものだった。

「白華、いい？　精霊巫女は、みんなのために生きているの」

　だから。巫女の命は、自分のものじゃなくて。白華と同じ、白はく髪はつと金色の瞳ひとみを持つ母は、いつも浮うかべる優やさしげな表ひよう情じようではなくて。本当に真しん剣けんな眼まな差ざしを向けて、そう告げた。

「時には、巫女は己おのれを犠ぎ牲せいにしてでも、成なし遂とげなければいけないときが訪おとずれるかもしれない。でも、それから逃にげることは許ゆるされないわ。だって、それこそが。世界で唯一、特別な力を持った者に背せ負おわされた、絶ぜつ対たいの使命ですもの」

　その意味は、まだ幼おさなかった白華には、理り解かいしきれないことだったけれど。今なら、わかる。わかってしまった。

　絶対に……人の期待に、応こたえなくちゃいけないんだ。それが、巫女なんだ。ああ！　白華はコートを抱きしめ、震ふるえる吐と息いきをふさふさの襟えり首くびに漏もらした。

　それでもどうにか、白華はその場に力尽つきない。崩くずれない。ぎりぎりのところで踏ふん張った。倒たおれちゃダメだ。巫女としての重じゆう圧あつを感じながらも、白華は精せい一いつ杯ぱい堪たえ忍しのぶ。支ささえてくれたのは、最後に教えてくれた母の言葉が、まだちゃんと自分の中に残っていたから。

「勇気を持って踏ふみ出すのよ。あなたは一人じゃないわ。自分の力と……いつも側そばで見守ってくれてる、精霊たちを信じてあげて」

　それは、白華が時とき折おり姉に告げる、励はげましの言葉と同じもの──。白華が一番、実感できる内ない容ようだった。

　そうだ……そうだよね。白華は震えるのをやめる。自分の細い両りよう肩かたを、固く抱いた。わたしが、がんばらなきゃいけないんだ。

（だって、そうでしょ？　姉様……）

　白華は薄うす闇やみの中に、姉のことを思い浮かべる。姉は、決して諦あきらめない。最初から精霊の姿すがたを見ることのできない、それどころか錬れん精せいの力にも縁えんのない、「錬精音おん痴ち」の体たい質しつなのに。それでも彼女は、負けないのだ。強い信念を持っているから──。

　……姉様っ。白華は、姉に向かって虚こ空くうに囁ささやく。

（姉様の強さ、わたしに少し、わけてくださいっ）

　だから──。姉の相あい棒ぼうである褐かつ色しよくの肌はだの少年が、準じゆん備びを終えて帰ってきても。「雷らい帝ていを確かく保ほした。行くぞ、白華」と差し出された彼の小さな手を、白華は拒きよ絶ぜつするのだった。

「？　白華？　どういうことだ」

「Ｇくん……。わたしにもう一度だけ、巫女としての力を発はつ揮きする機会を与あたえてくれませんか？」

「何？」

　整った顔立ちに、Ｇはぴくりと動どう揺ようを走らせる。思いもしなかったことなのだろう。

　そしてそれは、今まで黙だまって奥おくで作業をしていた、ミストラルも同じようで。

「何を言い出しているんだ、君は」

　呆ぼう然ぜんとした表情で、机つくえの上に置かれたランタンの明かりから身を離はなした。

「君の力では無理だということは、もうわかっているはずだろう？」

「それは……知ってます。でも」

　白華は見る。力を失った、金色の『龍りゆう眼がん』で。そこに飛び込んでくるのは、思わず腰こしを上げた、ミストラルのその正面。モニターに表ひよう示じされたものだった。

　それは精霊たちの力がねじ伏ふせられてしまった、この残ざん骸がい都市全体の構こう造ぞう図ずで──。

「……わたし、できると思うんです。単に素人しろうと考えの、突とつ拍ぴよう子しもない方法かもしれないですけど」

　白華は言った。揺ゆるぎない決意で、老人と少年とをゆっくりと見回しながら。

「けれど、思いついたことがあるんです。確たしかにそれって、無む謀ぼうで、かなりの危き険けんを冒おかすと思います。でも、もし可か能のうならば。手伝ってもらえないでしょうか？　もし、わたしの考えが成功するなら……」

　たぶん、間ま違ちがいなく。なにもかも、全部うまくいくと思うんです！　白華は深ふか々ぶかと頭を下げた。ミストラルと、Ｇ。──それに。

　ジャケットの中の、携けい帯たいコンピュータの存そん在ざいを感じながら。今はここにいない、双ふた子ごの姉に向かって。







　……あああっ、もうう！　などと幼なじみの剣けん聖せいの青年は、監かん禁きん部屋の隅すみに兜かぶとを投げ捨すて、汗あせで貼はり付く金きん髪ぱつを搔かきむしる。

「白華ちゃんを逃がすために、入れ替わったって……オレたちの苦労、全部台無しじゃないかよおうっ！　チクショウ───!!」

「あははっ。まあまあ、いーじゃんっ」

　結果的にはどっちにせよ、白華は無ぶ事じなわけだし。天華は照明の光も乏とぼしい中、背中を丸めて泣きむせぶアルバルドの肩を、ぽんぽんと叩たたいてねぎらってやった。

「あたしの舞翼ライドで連れて逃にげるよう、Ｇにしっかり頼たのんであるから。たぶんうまくいけば、もうそろそろ脱だつ出しゆつできてる頃ころじゃないかな？」

「てゆーか、天華……。そもそもなんで、おまえがここにいるんだよ……」

「え？　あたしはさ、いつもみたいにこの遺い跡せきの街に、データ発はつ掘くつにきただけなんだけどね」

　いじけるアルバルドに、天華は胸に抱だいていた自分の携けい帯たいコンピュータを示してみせる。アルバルドの闖ちん入にゆうで、咄とつ嗟さに長い袖そでで隠かくした画面が、ほんのりと胸むな元もとの衣い装しようの白と朱しゆ色いろを浮うき上がらせていた。

「データ発掘って、こ、こんなとこにまでかよおお……」

「そっ。だって、あたしは遺跡探求者ロスト・リサーチヤーだもん！　旧きゆう精せい紀きのデータが得られるのなら、どこにだって現あらわれるよ。まあ、今回はほんと、たまたまさらわれた白華がいて、びっくりしちゃったけどさ」

「あ、ああ。そうですか……」

　てゆーか、オレやシエンの行動は、まるで意味がなかったですか。そうかい、そうですかい。アルバルドは暗い床ゆかに両手をついて、ぶつぶつと不満の海に沈しずんでいった。

「どーせ……いいんだ。オレは一生、きっと、こーゆー役回りなんだ。そうさ、そうに違いないさ。はは、ははは、はは」

「く、暗いなあ～～。もっと喜べば？　結局白華は無事なんだし」

　闇に向かって独どく白はくをこぼす、幼なじみの青年を横目に。天華はベールの下で、手に持つ携帯コンピュータの画面を覗のぞく。端はしに表示されているのは、帝てい國こく標ひよう準じゆん時じ刻こくであった。

（もう白華と入れ替わってから、十分に時間は経たったよね？）

　そろそろ相あい棒ぼうのヤツ、雷らい帝てい号ごうで逃げ出したかな？　なんて天華は思う。心配はしない。なぜなら、Ｇが一いつ緒しよだから。

　あの相棒に任まかせておけば、間違いはないのだった。

　──だから。うんっ。天華は安心して、今度は自分のやるべきことに集中した。携帯コンピュータから伸のばしたケーブルを接せつ続ぞくするのは、手てつ甲こうの一いち撃げきで割わって外はずした、床の小さなパネルである。本来は、この監禁部屋の扉とびらを機械式にロックしていた、施せ錠じようシステムの制せい御ぎよパネルをむき出しにして。眠ねむっていたコンピュータどうしのネットワークを復ふつ帰きさせ、そこから繫つないでいるのだ。

　それは前回、一度アクセスした経けい路ろとは異ことなる、メイン・コンピュータへのアクセスであった。

　白華のことで、もう自分にやれることはないだろう。だったら、自分は本来の目的に戻もどるだけだ。

「……本題はこっち、ってね」

　そっと呟つぶやいて、天華はデータの発掘を開始する。求めるのはただひとつ。遺跡探求者ロスト・リサーチヤーの誰だれもが追い求める、旧精紀滅めつ亡ぼうの時の、およそ千年前の失われた時代の記録──。

　それは果たして、ここにあるのだろうか……？

　けれども、そもそもそう簡かん単たんにはいかなくて。

「ああ、やっぱダメじゃんっ！」

　ええい！　天華は軽く画面をはじく。指先で与あたえた衝しよう撃げきに震ふるえたそこには、「転てん送そう不ふ可か」の文字が浮かぶ。やはり前回と同様、ネットワーク回線を通しての間接的なアクセスでは、メイン・コンピュータからは情じよう報ほうのひとつも読み取るのは無理なのだった。

　鼻息荒あらく携けい帯たいコンピュータを閉とじた天華に、「お、おいっ。どうした？」と鬱うつになっていたアルバルドが顔をあげる。

　もちろん、そんな幼おさななじみの金きん髪ぱつ頭は問もん答どう無む用ようで。天華の手甲の一撃が、叩たたきのめしたのだけれど。うぐはあッ!?　とアルバルドは悶もん絶ぜつし、一人で床の上をのたうち回るのであった。まったくもー。

「こっちは機き嫌げん悪いんだからっ。あんまりのんきな顔を突つっ込こんでこないでよねッ」

「……って、お、おまえなぁああ。だからって、ぽんぽん殴なぐるこたあねえだろうよおおお。は、鼻の頭がー～～～……」

「ふんだ、しーらないっと」

　べ──っ。天華は舌したをぺろりと出して。空色の瞳ひとみに涙なみだを溜ためてうずくまる幼なじみの青年から、そっぽを向いてみせるのだった。

　と、そのとき。

「──って、へ？　あれっ」

　閉じた携帯コンピュータが、天華の膝ひざの上で震えた。──メールの着信を知らせる、短い振しん動どうである。

　メールなんて、誰から？　……決まってる。天華の双ふた子ごの妹の、白華からのものであった。携帯コンピュータをぱくりと開くと、天華の銀の瞳には、送信者名である「ＨＡＫＫＡ」の文字が飛び込んでくる。

　ただし、普ふ段だんと少し違ちがったのは。それは何日かの時間差で届とどく、いつもの衛えい星せい回線を利用したものではなくて。

「これって……近きん距きよ離り通信回線っ？」

　天華はすぐに判はん別べつした。受信されたのは、時間的な誤ご差さのほとんどない、直接通信。かつてまだ、衛星回線の存そん在ざいすら知らない、天華が遺跡探求者ロスト・リサーチヤーにもなっていない、幼い頃ころ。神しん殿でん内で白華と二人だけで、内緒のメールをしていたときのものであった。

　あ、そっか！　使えたんだっ。天華はぽん、と衣装の胸元で手のひらを打った。その原理は、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとなった今でさえ、あまりよくわかっていないのだけれど。どうやら同型の携帯コンピュータの持つ、小型動どう力りよく炉ろの共振のようなものを利用して。同調する空間を震わす波形に乗せて、半径数キロ圏けん内ないでは、そう大量でない文字データの転送が可か能のうなのだ。

「あたし、すっかり忘わすれてた。そうだよね、そう離はなれていない今なら、衛星回線を通さなくてもメールがやり取りできるんだっけ」

　でも、どうして白華から？　天華は首を捻ひねる。……脱だつ出しゆつした、って報告なのかな。手甲の指がとりあえず、キーパネルを叩き。白華からのメールを画面に表ひよう示じさせるのだった。

　しかし、そこには。天華も予想していなかった、とんでもない内ない容ようが書かれていて。

「え……え、えっ──!?」







［HAKKA>>>>>>>TENKA　　　　DIRECT-C］

　姉さま。白華です。このメールは、すぐに姉さまに届くでしょうか？

　実は少し思うところがありまして。私、Ｇくんと一緒に逃にげることをやめたんです。

　そう、逃げちゃ駄だ目めなんです、私！　どうにかして、獣じゆう機き族ぞくさんたちのお役に立ちたいんです。なんとかしたいんです！

　だから姉さま、私に力を貸かしてください。どうか、お願い致いたします。

　そしてよろしければ今すぐに、ご返信ください。待っています。


白華　　



［System-mail 　　　　　　39990923/0648PM］








「って……な、なになになにいぃっ!?」

　ど、どーゆーことっ!?　天華はメールの内容に狼ろう狽ばいする。あまりの慌あわてた声に、暗い照明の下に倒たおれていたアルバルドも復ふつ活かつする。「な、なんだよ、天華？」と這はい寄よってきた。

「いや、だって。こ、こんな……」

　天華には、彼を追い払はらう気力もなくて。ただ画面を胸むねに抱だいて、呆ぼう然ぜんとする。

　──それでも。白華とメールのやり取りをしていることがばれると、やっかいなので。あえてアルバルドには見せないようにしながら、天華は素す早ばやくキーを叩たたいた。内容はごく簡かん単たんに、『なに言ってんの、白華？　どーゆーこと!?』の一行のみだ。

　それ以上書く余よ裕ゆうも、気持ちもなくて。混こん乱らんする思考を抱かかえたまま、天華はメールを返信した。

　すぐに天華のメールは、白華の元に届くだろう。そして、再ふたたび彼女からの返事も戻もどってくる。

　しかしそんなわずかな時間すら、今の天華にはもどかしくて。苦しいほどに、心ははやる。どうして？　なんで？　その理由を一秒でも早く、白華から聞き出したかったから。

（残るって……なに考えてんの、白華っ）

　この状じよう況きようで!?　Ｇのヤツは、なにも反対しなかったのっ？　天華はそこに行き当たる。

　けれども、同時に。「あ」と、天華はなんとなく理り解かいに至いたった。Ｇはおそらく、止めただろう。けれど……。

（白華が絶ぜつ対たいに、譲ゆずらなかったってことだよね）

　そうに違いない。天華は妹の頑がん固こさを思い出す。日頃から、のんびりしたところはあるけど。ちゃんと考え、ちゃんと自分で決けつ断だんして。そして「こう！」と決めたら、理路整然と行動を開始するのだ。迷うことなく。

　だからきっと、今回のことも。こうして毅き然ぜんと天華にメールを送ったように、相あい棒ぼうを説得したのだろう。

　そして──。抱かかえて待つ携けい帯たいコンピュータに、白華からの回答メールが、きちんと届とどけられるのであった。







［HAKKA>>>>>>>TENKA　　　　DIRECT-C］

　白華です。よかった、届いて。大だい丈じよう夫ぶです、姉さま。考えがあるんです。

　そのご相談がしたくて、こうしてメールを差し上げたのです。

　もし無理でしたら、私もわがまま言いません。ちゃんと姉さまに従したがって、神しん殿でんまでＧくんに送ってもらうことにします。

　でも、聞いてください。








　実は──。という言葉から、スクロールしなければならない画面の端はしに、メールの文字は消えている。

　天華はその先に、すぐ目を通した。

「……。これって……!?」

　なに!?　天華は絶ぜつ句くする。なぜなら、そこには。白華がどうすれば、自分の力を発はつ揮きすることができるのか──。そのための突とつ拍ぴよう子しもない方法が、書かれていたのであった。

「これ……そっか。つまり、逆ぎやく転てんの発想ってこと!?　──なんてムチャなっ！　……でも」

　できるかもしれない。天華は白華のアイデアを何度も読み返しながら、そう思った。思ってしまった。

　けれど、これは。この作戦は、とてもリスクが大きいもので。ひとつ間ま違ちがえば、天華はともかく、白華が──。

（そうだよ。こんなの、ダメだよ。いくら、言い出したのが白華からであったって、そんなこと！）

　確たしかに。それは魅み惑わく的てきな提てい案あんだった。なにしろ成功すれば、天華がこの監かん禁きん部屋からのアクセスでもできなかった、メイン・コンピュータへの接せつ続ぞくも、直接できるようになるし。……でも、ダメ！　ダメだって!!

（あたし、なに考えてんのっ!?）

　天華は震ふるえた。小こ刻きざみに。この作戦は、危き険けんを伴ともなうけれど。ダメだ、あたしっ。

　あたしは、白華の言葉に甘あまえようとしてる……。葛かつ藤とう渦うず巻まく頭の中で、天華は自分でもそのことに気が付いた。けれども意い識しきすればするほど、どうしようもなく考えは、自分に都つ合ごうのいい方に傾かたむいてしまって。

　わかってる。天華は息を飲み込んだ。わかってるんだ。こんな方法、しちゃいけない。──だって。白華を危険にさらしちゃうから！

　けれどもう一方では、このやり方しかあり得ないかも、と囁ささやく声が生まれていた。

　説得して、やめさせるのが姉としては正しい道だ。……でも、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとしては？

　そして、白華は？　彼女は精霊巫み女ことして、考えて選せん択たくした答だった。

　だから──。

「おい……なんか顔色悪いぞ、天華」

　大丈夫かよ。と心配そうに、薄うす闇やみの中で。金きん髪ぱつの青年が、おそるおそる近ちか寄よってくる。

　その首を、天華はがっしりと摑つかまえた。頰ほおをくっつけ合うほどに引き寄せる。

「おわっ、て、天華ああ!?」

「ねえ、アルっ。手伝ってくれる？　──ちょっと事じ情じようが混こみ入ってきたの」

「は？　な、なんだよ、それ。事情って……」

「白華を、助けるの」

「えっ。Ｇがもう助け出したんじゃないのかよ？　失敗したのかっ？」

「……うん。ちょっとね」

「そ、そうか。いや、そりゃあ、まあ」

　オレは元から、白華ちゃんを救出するために、ここに忍しのび込こんだんだし。「もちろん、やるけど」と、アルバルドは息すら混まじり合う近くで、快かい諾だくの頷うなずきをみせる。

　けれども、天華は──。

「ありがとう」

　素す直なおに礼を言いながらも、銀の瞳ひとみを曇くもらせる。自分が決けつ断だんしてしまった、ちくちくと痛いたみを伴ともなう罪ざい悪あく感かんにさいなまれて。




　　　　４




　長い長い一夜が明けて、朝がきた。

「ガオウッ！」

　出ろ、だったのか。見み張はりの獣じゆう機き族ぞくに吼ほえつけられ、白華は白と朱しゆの衣い装しようの裾すそを正し、白はく髪はつの頭に載せたベールもちゃんと直して。暗い監かん禁きん部屋から、人工的な光に溢あふれた通路へと降おりた。

　そう、白華だ。天華じゃなくて。

　──元通り入れ替かわり直したのは、早朝頃ごろだ。最後の禊みそぎ、という名目で。もう一度だけ、変へん装そうしていた天華が地底湖に戻もどってきて、そのときにちゃんと元通りになったのである。

　その理由は、白華が立てた計画にあった。

　巫み女こである自分が、獣機族たちの前に出向かなければ、そもそも成り立たないのである。

　だからこそ、白華が一番危険に身をさらすことになる──。けれど、白華はこの道を選んだ。自分が世界でただ一人の、精せい霊れい巫女であるのだから。

　そして白華は、数名の獣機族の兵士たちに囲まれて。施し設せつを下へと降りていかされ、やがて外へと連れ出された。

　漆しつ黒こくの力場の天てん蓋がいが覆おおう、精霊たちの縛ばくされた都市の中。静かな闇だけが満ちた中央の広場へと、白華は引っ張ってこられたのだった。

　そこは昨日女王がいた、階かい段だん状じように水が流れる噴ふん水すいのある場所だ。ただし今は、あれだけ集まっていた他の獣機族たちの姿すがたはない。

　しかしすぐに、白華以外にも。兵士たちの拘こう束そくを受ける者たちが二人、引っ立てられてやってきた。

　広場で合流したのは、左目が機械の、隻せき眼がんの獣機族。行商舟ぶねのリーダーである、ユピテルだ。それと──。

「わあっ、ら、乱らん暴ぼうにしないでください！」

　帝てい國こく語ごで抗こう議ぎをするのは、白華も初対面の、人間の少年。黒い帝國の軍服を身に纏まとった、栗くり毛げの背せの低い少年だった。年とし格かつ好こうは、Ｇよりも少し年上、といった程てい度どだろうか？

「あ！　ご無ぶ事じですか、精霊巫女様っ」

　その少年は白華を目にして、眼鏡めがねをかけた鳶とび色いろの瞳を歓かん喜きに染そめた。

「えっ。あなたは……？」

　三人がそろったことを見て。獣機族の兵士は容よう赦しやなく、白華たちを追い立てる。横一列に歩きながら、ベール越ごしに白華は尋たずねた。

「ボクは、帝國軍鋼はがね隊たい補ほ佐さ官かん、シエンと申します」

　白華の言葉に、少年はしっかりと対たい応おうする。助けにきたんです、と告げて。

　だけど。白華の耳は聞き逃のがさなかった。彼の声が、どこか震ふるえを伴ともなっていることを。──怖こわいのだ。連れて行かれるその先に、処しよ刑けいが待っていることを、おそらくはこの少年も聞かされているのだろう。

　それでも毅き然ぜんと、少年は。「大だい丈じよう夫ぶです、ご心配なく。剣けん聖せいである、アルバルド様が近くに待機してくれているはずですから。何があっても、絶対に精霊巫女様をお守りいたしますっ」と、白華のベールのすぐ側そばで、囁ささやいてくれるのだった。

　だが白華は、そんな彼の言葉を最後まで聞いていなくて。彼と同じように、一歩足を踏ふみ出すごとに、ねっとりと重くまとわりついてくる恐きよう怖ふが震えとなった。

（しっかりしなくちゃ、わたし！）

　白華は自分に言い聞かせる。強こわばる足に、衣装の上から太ももをつねって、活かつを入れる。だって、これは自らが望んだことなのだから。

「みんな……助けなきゃっ」

　白華は少年に、届とどくか届かないかの声で、自分にこっそり言い聞かせる。がんばれ、わたし！　大丈夫っ。

　あとは、精せい一いつ杯ぱいやれることをやるだけなのだ。そして、信じる。

　自分が力を発はつ揮きできるように、奔ほん走そうしてくれているはずの、姉たちのことを。

　ただ、それでも。──最後の判はん断だんは、白華が行う手はずになっていた。

　白華は兵士たちに悟さとられないよう、袖そでの中に隠かくしたままの、携けい帯たいコンピュータにそっと触ふれて確かく認にんする。

　すでに「合図」のためのメールは二通、したためていた。データとして登録し、折りたたんだ状じよう態たいでも送信できるよう、調整は済すませてある。

　あとは白華が決めるのだ。どちらを選ぶのか。作戦を決行するか、それとも間ま際ぎわになって、中止するのか──。

　中止を可か能のう性せいの一つに考こう慮りよして、行動すること。それが自分の提てい案あんに乗ってくれた姉の、絶ぜつ対たいの条じよう件けんであった。

（姉様、Ｇくん……）

　白華は歩くごとに近づいてくる、死への恐怖を感じつつも。しかし頽くずおれずに、しっかりと踏みしめて。姉たちのことを想おもいながら、科学の残ざん骸がいが立ち並ぶ中を、恐おそれに屈くつせず進むのだった。

　──そして。一行はやがて、とある平たい施し設せつの前へと着いた。

　都市をぐるりと取り囲む、巨きよ大だいな外がい周しゆう壁へき。そのひとつに寄より添そうほどに接せつ近きんした、巨大な古びた施設である。

　その姿は、この暗い天てん蓋がいに塞ふさがれた空間にあって。唯ゆい一いつ、上部を光に晒さらしていた。広場でも白華を照らした、獣じゆう機き族ぞくたちの『性能スキル』が放つ、体内照明の輝かがやきである。

　そのまばゆい白光が浮かび上がらせる施設の形けい状じようは、高さよりも圧あつ倒とう的てきに、奥おく行ゆきや幅はばが大きくて。都市最大の規き模ぼのものではないだろうか、と白華の金色の瞳ひとみの前に、そう思わせてくれるのだった。

　そして。耳に聞こえてくるのは、そんな施設上部からの、大おお勢ぜいの歓かん声せい。あの広場にいた獣機族たち全員ほどの、たくさんのざわめきであった。

「闘とう技ぎ場じようだ……」

　唐とう突とつにそう呟つぶやいたのは、傍かたわらにいたユピテルだった。

「宴うたげの最後を彩いろどる私たちの処しよ刑けいは、種族の敬けい意いをもって行われるのです。闘たたかって死ぬ、ということこそが、私たちの潔いさぎよさですから──」

「それが、獣機族の処刑法、というわけですか？」

　白華を挟はさんで反対側にいた栗毛の少年が、うわずった声をあげた。ただし、途と中ちゆうでつんのめらされる。兵士が背はい後ごから押おしたのだった。

　彼らの毛むくじゃらの腕うでが示しめすのは、この闘技場施設の入り口。角度が急な、上部へと真まっ直すぐに伸びる、十人以上が並ならんで登れる幅広の階かい段だんである。

　入場を告げるものなのか。白華たち三人を急せかしながらついてくる兵士の口から、歌のような唸うなりが生まれる。それを聞いてか、階段の果てにある闘技場の方から、歓かん声せいがさらに躍おどった。生体照明の光が階段の上に現あらわれ、白華のベールに陰かげをつくった。

（がんばらなくちゃ……わたし！）

　わたしにしか、できないことだから！　白華は階段を登る、登る、登る。ただひたすら、無心に。

　気が付けば、栗くり毛げの少年と、ユピテルと共に。白華は階段を登り切り、出で迎むかえの唸りに満ちた闘技場の上部へと到とう達たつした。金色の瞳に飛び込んでくるのは、すり鉢ばち状じようになった観客席。そこに集つどうは、二千八百体もの、街に住む獣機族たち全員であった。

　様々な色に染そめられた体たい毛もうと、機械や装そう甲こうに覆おおわれた人々が、現れた白華たちを一いつ斉せいに見つめている。右も、左も、正面も。咆ほう哮こうの渦うずが、生体照明の照りつける空気を、四方八方から揺ゆるがした。

「……闘技場……」

　白華は、ユピテルの言った言葉を反はん芻すうする。獣機族たちが観戦する、闘たたかうためのフィールドを見下ろして。

　三人の見せ物とされる者たちが立つ階段は、騒さわがしい彼らの隙すき間まを貫つらぬいて、そのまま真下に降りていた。すり鉢構こう造ぞうの底辺である、女王アロ＝カが待つ、楕だ円えん状じようの平らで広い戦闘空間へと──。







「……おうい、聞いてるかい？」

　狭せまくて暗くて、機き械かい油あぶらや錆さびの臭においまで満ちた、天てん井じようの低い空間。寝ねそべって這はいつくばる必要のある、外周壁内部の構造体と外部装甲との、窮きゆう屈くつな隙間である。

　漆しつ黒こく色のエネルギーを噴ふき出している、最上部の真下で。開いた携帯コンピュータの画面を、上の空で見ていた天華の前に、いきなりミストラルの皺しわだらけの顔が覗のぞき込んだ。うひゃうっ!?　突とつ然ぜんのことに天華は、びくん、とうつぶせの頭を跳はねさせた。

　とたんにやってくるのは、強い衝しよう撃げき。ごつん！　という音を響ひびかせて。天華は銀ぎん髪ぱつの頭を、暗くら闇やみの中でぶつけるのだった。本当に狭い空間である。

「だ、大だい丈じよう夫ぶかい、娘むすめさん？」

「うう……へ、平気……。そ、それより」

　なに？　と銀の瞳に盛もり上がる、涙なみだをこらえて。天華は老人に向き直る。いや、だから。ミストラルは携けい帯たいコンピュータの薄うすい光を受けながら、かすかに顔の皺を歪ゆがめた。

「さっきから、ずっと聞いていたんだけれど。そっちの準じゆん備びはいいのかい、って」

「あ、ああ。そのこと？　う、うん。確たしかめてきたよ」

　Ｇの方は、ちゃんと外で待機してる。外周壁に、係けい留りゆう用ようの頑がん丈じようなフックを引っかけて、雷らい帝てい号ごうの準備は終わった。──いつでもその推すい進しん結けつ晶しよう体の力を解かい放ほうし、巨きよ大だいな壁かべごと引っ張ぱれるように。

　そう。倒たおすのだ。この、外周壁のひとつを！　そして都市を覆おおう真っ黒なバリヤーに穴あなを開けて、精せい霊れいたちの力を解放してやること。中に残った白華に、その囁ささやき声を届とどかせてあげること。それがこの作戦の、大まかな内ない容ようだった。

　そのために天華もミストラルも、公開処しよ刑けいを見るために闘技場へと集った、獣機族たちの目を盗ぬすんで。こうしてこっそりと、外周壁の中へと忍しのび込こんで──。「こっちも仕し掛かけてきた。もっとも、あちこちに適てき当とうな補ほ強きようがされてるため、どれだけ効こう果か的に爆ばく破はできるかは、私にもわからないが」と、ミストラルは自分が果たした内容について語る。

　抱えていた、少し大型のモニターには。彼が配置してきた、無線型、有線型をないまぜにした、発火装置つきの推進燃ねん料りようパックの場所が、外周壁の構造図に映うつされた。

　ロッケたち行ぎよう商しよう団だんの舟ふねが使う、加速用の燃料を使った爆ばく弾だんであった。帝國の飛ひ空くう艇ていすらぶっちぎる加速度を得られるそれは、爆発すれば間ま違ちがいなく、壁かべの強きよう固こな構造体を吹ふき飛ばしてくれるだろう。

「そっか。じゃあこれでお互たがい、待機だね。……ん。とにかく、もう一回手順の確かく認にんをしよっか」

「そうだな。爆破のタイミングは、ここから私が操そう作さして、三十秒後に爆発。いいかい？」

「うん、それでギリギリだと思う。あんまり遅おそいとまずいだろうし、早すぎてもあたしたちが逃にげられないし」

「では三十秒で。あとは……」

「あとは、合図を待つだけだよ。あたしたちは」

　天華はそう締しめくくって。携帯コンピュータを閉とじて、ごろり、と胸に抱いたまま仰あお向むけに寝ね返がえりを打つ。

　合図は、白華からのメールで、天華に届く手はずだった。

　なぜなら。すぐに外にいるＧの元へと逃げ出すためには、こうして都市の内側にいる妹の姿が見えない、こんな場所に潜ひそんでいるしかなかったから。

　白華は今、どんな状じよう況きようなんだろう。天華は銀の瞳ひとみを閉じる。静かな空間には、ミストラルと自分のかすかな息づかいだけが響ひびいていた。胸の奥おくの鼓こ動どうがやけに、嫌いやなほどはっきり聞こえる。──不安をよぎらせながら。

　そうだ。ずっと、不安だった。白華に万が一のことがあったら、どうしよう……！

　最悪の状況を考えて、アルバルドにこっそりと、妹の側そばに張り付いてもらっているけど。それでもこの作戦が、白華の身を危き険けんにさらしていることは、疑うたがいようもない事実である。そしてその要よう因いんをつくったのは、半分は天華のせいでもあるのだった。

（あたしは……ほんとに、これでよかったの？）

　この間ま際ぎわになっても、そんな思いがぐるぐる巡めぐる。だからさっきも、ついぼんやりとしてしまって。ミストラルの言葉にも、気が付かなかったのである。

　──もちろんこの作戦は、白華自身が言い出したことだ。

「行かせてっ、姉様。わたしは逃げちゃダメなの……。そして、見み極きわめたいの！」

　短距離メールで、送ってきたように。暗くて広大な地底湖空間で元通り入れ替わるとき、白華は揺るぎない意志でそう告げた。

「わたしの力は、なんなのか。誰のためにあるのかって。それはわたしが、ちゃんと知らなくちゃいけないことなんだって」

「それって……わざわざあんたが、危険を冒おかす必要があるってのっ!?　……作戦はわかったよっ。確かに壁を壊こわせるなら、白華の力だって取り戻せるだろーけど、でもっ！」

「けれど、このまま姉様と入れ替わったままだと、わたしをここまで連れてきてくれたお頭かしらさんとかの想おもいが、無む駄だになっちゃうんです。それに……姉様だって危険です！　わたしのかわりに、処刑されることに……」

「あ、あたしはなんとかするってば、白華。自分のことだもんっ」

「……わたしも、そうなんですよ。姉様──」

　ふわり……。胸の前で組んでいた指を解ときほぐし、身を寄せて。白華はやわらかく、天華の手を取り、握りしめた。

「わたしも自分で、自分のことはしたいんです。自分にしかできないことを。……だから」

　力を貸して、姉様。白髪の少女はそう言って、天華に懇こん願がんするのだった。華きや奢しやなその手に、精一杯の力を込めて。

　白華……。天華にはもうそれ以上、妹を止めることができなかった。そしてついに了りよう承しようした。了承してしまったのだ。わかっていたのに。それがどれほど無茶で、無む謀ぼうであるか。

　それでも、天華が悩みながらも最終的に受け入れたのは。頭の隅すみによぎった、消えない打だ算さんがあったから──？　白華の案に乗ることで、残ざん骸がい都市の抱える問題の解消と共に、この地での精霊の活動が再開されて。Ｇの錬れん精せい術じゆつが使えるようになれば、地底湖の底から、メイン・コンピュータをまるごと発掘できるかも、と。

　つまり──。結局のところ、天華は利用したのだ。妹である、彼女を。

「大丈夫かな、彼女は」

　ふいに、白華のことを指し示しめしてか。傍かたわらで老人が、薄うす闇やみにぽつりとそう漏もらした。うつぶせに戻り、天華は瞼まぶたをそっと開ける。

「……ねえ、おじーさん」

「ん、なんだい？」

「おじーさんは、反対しなかったよね。この作戦」

　どうして……？　天華は鼻先にいる老人に尋たずねる。だけど、そんな言葉を口にしたのは、別にミストラルの返へん答とうのためではなくて。

「反対してくれればよかったのに」

　天華はすぐに、そう続けた。それが本音のひとつだった。ただし、すぐに「……ごめんなさい」と老人に謝あやまる。

「わかってる、あたし。全部、あたしの勝手な言いぐさなんだって。あたしは白華を利用して、それで……」

「娘むすめさん。それは、私も同じことだよ」

　やわらかな口調で、ミストラルが天華に言った。……えっ？

「おじーさん……」

「私も、こうすることで、街が救えると思ったんだ。だから、君の妹さんの、ともすれば不ふ可か能のうとも思える、こんな無茶な計画に乗ったんだ」

「……。でも」

　あたしは！　ばんっ。天華は手てつ甲こうの手のひらを、薄く汚よごれた強固な床ゆかに叩たたきつける。風ふう圧あつでわずかに舞まい上がった埃ほこりたちが、闇の中で。薄い灰はい色いろの煙けむりを、小さく生んで消えていった。

　それが落ち着いてから。「あたしは」と、天華はゆっくり口を開く。

「あたしは……やっちゃいけないんだ。とめなくちゃいけなかったのに。姉だもん！」

　けど、それでも。天華は許可してしまった。こうして白華を、危あぶない目に遭あわせるようなことを。

　天華は銀色の目を伏ふせて、拳こぶしを握にぎった。……あたしは、最低の姉だっ。

　歯を食いしばって耐たえねばならぬほど、心がしくしく痛いたみを孕はらんだ。

「しかし、それは両方じゃないのかい？」

　そんな天華に向けて。老人がそっと言う。最初に言い出したのは、やっぱり白華の方なのだから、と。

「第一、君は妹さんを騙だましたわけじゃないだろう？」

「……」

　天華は、彼の言葉に応こたえなかった。お為ためごかしだ。それに、白華がどう思っているのか。今の天華には、わかることができなかったから。

　ただ、心だけが──。狭せまい暗闇の中、ずっと痛みを放っていた。







　二千八百体もの観かん衆しゆうが、波のように声を揺ゆらす。獣じゆう機き族ぞくたちの唸うなりは高く、低く──。生体照明の強い輝かがやきに熱気を乗せて、白華たちに押おし迫せまった。

　目が、目が、目が。いくつもの視し線せんが、浴びせかけられ。逃にげることを、決して許ゆるしてはくれない。白華の足は自然と降おりた。片かた眼めが機械の獣機族ユピテルと、帝てい國こくの軍服を着た栗くり毛げの少年と共に。闘とう技ぎ場じようの一番底まで、否いや応おうなしに沸わき立つ喚かん声せいに導みちびかれ、三人は降りきるのだった。

「よくぞ、その華きや奢しやな足で、腰こしを抜ぬかさずに降りてきたな」

　すり鉢ばち型に取り囲む観客席が見下ろすのは、楕だ円えんにつくられたフィールドである。その側に、鎖くさりの装そう飾しよく品ひんを全身に纏まとった獣機族の長おさ、女王アロ＝カが待ちかまえていた。三人の中、白華だけを長身から見下ろして。彼女は軽く鼻を鳴らす。

「フン。この期ごに及およんで、いい目をしているな」

　唐とう突とつに顎あごを摑つかまれ、白華はアロ＝カにされるがままに、ベールの下の顔を覗のぞき込まれた。金色の瞳ひとみと、女王の獣けものの瞳とが交まじわる。

「今から何が起こるか、もう知っているな？」

「……。闘たたかい、ですか」

　白華は、闘技場の階段を歩きながらユピテルが言った台詞せりふを思い出す。

　そうだ。女王は牙きばの生はえそろった口を歪ゆがめる。

「それが妾わらわたち種族の、処しよ刑けいだ。だが帝國で言うところの、単たん純じゆんなものではない。お主たちにはこのフィールドで、命を賭かけて妾たちの『神かみ』と闘ってもらう」

「えっ。……『神』？」

「千年以上も前からの、闘いに明け暮くれる妾たちが受け継ついだ、しきたりだ。お主のような脆ぜい弱じやくな人間にはわからぬだろうが。妾たちは培ばい養よう槽そうの中で生命を宿したときから、肉体に闘いの価か値ちを刻きざまれている」

　闘うことそのものが、種族の一番の誉ほまれなのだ。とアロ＝カは白華に説明した。

「勝てばどんな罪つみも見み逃のがそう。負ければ、死ぬ。そういう儀ぎ式しきだ」

「？　勝てば……いいんですか？」

「勝てればな」

　アロ＝カは笑う。傍かたわらのしわくちゃの老ろう婆ばが、いつぞやのように獣機族語の通つう訳やくをした。

　とたんに、観客席から嘲ちよう笑しようが巻まき起こる。豪ごう快かいに。白華たちへと四方八方から、唸りの笑いが届けられた。

「──勝敗は関係ない。言ったであろう？　妾たちは、闘いにこそ価値を見いだす。それが全すべてだ」

　見事、闘ってみせよ！　女王は白華を突つき放した。きゃっ!?　白華は一人、階段の上に倒たおれ込む。あやうく袖そでの中の携けい帯たいコンピュータが、飛び出してしまうところだった。だが、どうにか平気だ。

　白華は立ち上がりながら、いつでもメールの合図が出せるよう、さりげなく袖の上に手を触ふれた。

「わたしは……」

　わたしの闘いは、違ちがう。白華は強く思う。そして、告げようとする。しっかりとした決意と共に──。女王を中心とした、二千八百体もの獣機族。その顔を、白華の金の瞳がひとつひとつつぶさに見ていく。

　処刑の直前だというのに。白華のふくらみの小さな胸むねの奥おくには、今は恐きよう怖ふも、恐おそれも。まして憎にくしみもなかった。

　傍らを見れば、ユピテルがいる。助けを求めてきてくれた、獣機族の男だった。

（そうだ、わたしは。助けにきたんだ）

　それがわたしの、闘いなんだ！　白華は強く決心した。──それをこの瞬しゆん間かんに、ちゃんと確かく認にんしたかったのだ。

「なんで、なんで、白華が、そんな危険なことしなくちゃいけないのッ!?」

　天華にメールや、二度目の入れ替わりの際にそう止められても。それでも白華は、最悪の場合は「中止」するという選せん択たく権けんを持つことで、説得して。こうしてここにやってきた。

　無む謀ぼうで、愚おろかでも。しっかりと、感じ取りたかったのだ。母から受け継いだ「誰だれかのための力」を使うべき、その人々の存在を──。

　そして。白華の中で答が出た。決行か、中止か。……そんなの、迷まようまでもないっ。

（わたし、やるよ！　……姉様っ！）

　白華は姉に、合図のメールを送るために。袖の中へと手を差し込んだ。──はずだった。

　けれども白華の細い腕うでは、片腕をあげた女王の動きと共に。近くに控ひかえていた兵士の獣機族に摑つかみ取られ、拘こう束そくされた。あっさりと、ユピテルや栗毛の少年と共に、重い手て枷かせをはめられて。

「あっ!?」

　……そんな！　白華は蒼そう白はくになる。手枷は、一いち枚まいの板のような構こう造ぞうだ。わずかに手を捻ひねることもできやしない。これじゃあ、袖の中の携帯コンピュータに、触さわることも不ふ可か能のうだ！

　しかし、もちろん。女王たちが、そんなことを気にかけてくれるはずもなく──。

「妾わらわたちは、誇ほこり高き種族だ。最後の最後まで臆おくさなかったお主に、多少は敬けい意いを払ってやろう」

　お主は一番後だ。と、女王は従えた近衛このえの獣じゆう機き族ぞくたちに合図する。

「──まずは、余よ興きようだ」

　そう彼女が告げるやいなや。フィールドの縁ふちにあたるこの場所から、白華を残して。ユピテルと少年とが、一段低いフィールドの中へと突き飛ばされた。大人の身長の、倍ほどもある高さである。あっ、と白華は息をのむが。ユピテルはともかく、少年の方にもどうやら怪け我がはないようだった。転がり具ぐ合あいが巧うまかったのか、比ひ較かく的てきしっかりとした足取りで立ち上がる。

　よかった……。白華はほっと胸を撫なで下ろす。

　だけど、彼らに安あん堵どの暇ひまなど与あたえられるはずもなくて。

　──唸うなる獣機族たちの咆ほう吼こうが、沸わき立つほどにうねりをつくった。なに？　白華は視し線せんを彷徨さまよわせる。しかし、すぐにわかった。ユピテルたちが落ちた、楕だ円えん闘とう技ぎ場じようのフィールドの、反対側。そこに設もうけられていた重じゆう厚こうな扉とびらが、ゆっくりと開かれていくのだ。

　そして、扉の中から出てきたのは。──とても歪いびつな塊かたまりだった。

　できそこないの、昆こん虫ちゆうのようなシルエット。手は何本あるだろう。足も無数に生えている。それも、地に接しない場所にまで。そんなことは関係なしに、ぞんざいに造つくられているのだ。

　それ以外にも複ふく雑ざつに怪かい奇きに。その金属の塊は、機械の部品を組み合わされ、蠢うごめく。

　装甲に覆おおわれた頭部にある無機質な眼まなこが、ユピテルたちを捉とらえ、体たい軀くをがくがくと奇き妙みように揺ゆらした。そこに、何かの意い志しはない。ただ虚うつろに、不ぶ気き味みに、這はいずるように。『神』と呼よばれた塊は、手足をばたつかせるのだった。

　しかし『神』の登場に、観客席からは二千八百体もの興こう奮ふんが、止めどなく溢あふれてきていた。

「見よ！　生体部分は朽くちても、機械も生体動どう力りよく炉ろも、永えい遠えんなのだ！　これこそが妾たち種族の、死してなお闘たたかいを求める、不ふ屈くつの姿し勢せい──『神』なのだ!!」

　女王も嬉き々きとして、フィールドに向かって吼ほえた。

「尊とうとき戦士たちの鋼はがねの骸なきがらをつなぎ合わせた、『つぎはぎの御霊フランクエンステイン』ぞッ！」
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「──タイヘン！　剣けん士しっ!!」

　都市を取り巻まく外周壁に、最も接せつする闘技場の裏うら手側。常つねに陽光の差し込こまないこの都市にあっても、とりわけ陰かげの濃こい、カビくさい路地裏のような場所であった。

　そんな幅はばの狭せまい空間に、アルバルドに向かって放たれた、焦あせりの含ふくんだ声が響ひびいた。

　盛もり上がる二千八百体もの獣機族たちの唸りに満ちた、闘技場の上部から。路地を見下ろせるわずかな隙すき間まに、息せき切ってピンクの毛け並なみの頭が飛び出る。白華救出のため、最悪の時はいつでも飛び出していけるように。不ぶ格かつ好こうな鎧よろいで変へん装そうしたアルバルドに、「ここなら平気！　闘技場の見回りも、ほとんどこない！」と手引きしてくれた、天華から紹しよう介かいされた獣機族の少女であった。

「巫み女この両手封じられた！　合図出せない！　大ピンチ！」

　その少女は必死に叫さけぶ。状じよう況きようの最悪さを悟さとり、大急ぎでアルバルドに知らせるために、駆かけつけてくれたのだった。

　しかし。今のアルバルドには、ちゃんと彼女の方を見上げることすらできなくて。

「う……くッ、な、なんだよ、これはあアっ!?」

　アルバルドは食いしばった歯の隙間から、呻うめきを漏もらした。「剣士っ？」という、異い変へんに気付き、頭上で少女が息をのむ気配が、兜かぶとの中でもアルバルドにわかる。掲かかげた剣を両腕で支ささえ、全身の膂りよ力りよくで踏ふん張りながら。

　確たしかに。彼女が教えてくれたとおり、見回りの獣機族は滅めつ多たにやってこなかった。それに白華たちが連れ込まれた後は、自分たちも観みに行ってしまったのか。一いつ切さいの人ひと影かげは、こんな裏手にくることはなかった。なかったのだ。

　なのに……。どうして、こんなことにっ？　真上からの強きよう襲しゆうを受け止めて、アルバルドは筋きん肉にくの悲ひ鳴めいを聞く。

　何度か見回りの一人になりすまして、獣機族たちをやり過すごしたことはあった。遠目ではアルバルドの、鎧に毛皮を貼はり付けた程てい度どの姿すがたでも、誤ご魔ま化かすことができていたのだ。

　けれども、その限げん界かいは。こうして今、訪おとずれているのだった。

　アルバルドを背はい後ごから襲おそった、憶おぼえのある「見えない」痛つう烈れつな一撃を連れて──。

「……よく、受け止めたッ」

　透とう明めいな空気の中から、そんな帝てい國こく語ごが発せられた。

「オマエ、たいした戦士。これで、二度目だな」

「ああ……そうだろうとも──さァっ！」

　応こたえながら。アルバルドは気合いと共に、剣を傾かたむけ、斜ななめの角度をつくりあげる。「敵てき」の姿は見えやしない。けれども、手て応ごたえだけでわかっていた。相手の武ぶ器きも、同じく剣。それもアルバルドの片かた刃はのものとは比ひ較かくにならないほどのサイズの、身の丈たけほどもの大剣だということを。

　その重さと、相手の尋じん常じようでない力を利用して。アルバルドは大剣をきれいに受け流した。一いつ瞬しゆん、無色の敵に隙すきが生まれた。

　アルバルドの放った斬ざん撃げきが、空を裂さく！　生まれるのは衝しよう撃げきの、影すらひるむ鮮あざやかな火花だ。

「──やはり、やるなッ。人間ン！」

　手応えのあった方向から、わずかにひるんだ声が聞こえた。しかし、アルバルドにはわかっている。手応えはあったが、十分なものじゃない。浅い。表面の強固な装そう甲こうを、わずかに削けずっただけであった。いや、それは相手があえて、うまく紙かみ一ひと重えで、かわしてみせた証あかしである。

　それでも。アルバルドの攻こう撃げきの影えい響きようはあったのか──。空気が、歪ゆがんだ。兜の内から覗のぞき見る空色の瞳ひとみに、影の中で浮うかび上がる、巨きよ漢かんの輪りん郭かくがはっきりしてくる。

　わずかに剣の傷きずが付いた、顔面を覆おおう鉄の仮か面めんを携たずさえて。長身のアルバルドより、遥はるかに体たい格かくのいい巨きよ軀くを持つ獣機族最強の戦士が、そこに現あらわれたのだった。

　こんなときに！　アルバルドは焦しよう燥そうにまみれる。

（早く、白華ちゃんやシエンを助けにいかなきゃならないのに……!!）

　だがそれ以上に。アルバルドの心を搔かき乱みだす一言が、頭上の少女からもたらされた。

「オニチャン──!!」

　出しゆつ現げんした鉄仮面を見下ろして。彼女は確かに、そう言ったのだ。……な、なんだってええっ!?

　それが「兄」という意味であることは、なんとなく理り解かいできた。ウソだろおお!?

「に、似にてないじゃんかよおお──っ！」

　いきなりのことに、アルバルドの動きを動どう揺ようが支し配はいする。

　──その乱れを見み逃のがすほど、鉄仮面の獣機族は甘あまくはなかった。

　巨体が、その大きさからは想そう像ぞうもできないほどの俊しゆん敏びんさを発はつ揮きする。踏ふみ込み、剛ごう腕わんの抱かかえる大たい剣けんが、痛つう烈れつに薙なぎ払はらわれた。

　間かん一いつ髪ぱつ。アルバルドは兜だけを犠ぎ牲せいにして、真っ二つに斬きられるのをなんとかかわした。闘技場の壁に、跳はね上げられた兜がぶつかる。

「……やはり、オマエだったか」

　露あらわになったアルバルドの素す顔がおを前に、鉄仮面はぞろりと覗く牙きばの口元をゆるめた。低く声を出し、笑ったのだ。

　無む表ひよう情じような仮面の向こうで、眼がん光こうが鋭するどく輝かがやく。この影かげの中にあっても！

「剣を交まじえた瞬間に、わかった。オマエであること」

　いや、その前からだ──。語りながら、装甲の破は片へんをそのまま削り出したような、叩たたきつぶすための大剣を構かまえて。鉄仮面はアルバルドから、狙ねらいを決して外はずさない。

「闘とう技ぎ場じようの向こうから、一いち瞥べつしただけで気付いた。おれたちに偽ぎ装そうしても、その風ふう格かくは消せない。おれには、わかる。オマエは、一流の戦士だ」

「そ、そりゃあ……どーも」

「そして、おれもだッ！」

　吐はき捨すてるやいなや、鬣たてがみをなびかせて。巨体が疾しつ駆くし、大剣を振ふるった。速い！　アルバルドはかわさずに、己おのれの剣で受け止め、流す。それでも外れた鉄仮面の斬ざん撃げきは、かすめた風だけでアルバルドの金髪を何本か千ち切ぎった。ぶち当たった大地をえぐり、表ひよう層そうを覆っていた厚あつい舗ほ装そう面を瓦が礫れきに変える。

　その威い力りよくに、アルバルドはぞっとなる。相手が発した一流との言葉に、噓うそはない。剣を合わせたアルバルドが、肌はだで感じたことだった。

　恐きよう怖ふが生まれる。おそらくまともに大剣を食くらえば、アルバルドの肉体は鎧ごと引き裂さかれてしまうだろう。それだけの威力があった。

　しかし、同時に──。アルバルドの中に生まれるのは、忘わすれていた屈くつ辱じよく感かん。神しん殿でんで闘たたかい、逃げられたあのときの。

　勝っていたのだ。あのときは。それなのに最後は、負けた……？

　アルバルドは剣けん聖せいだ。帝國の、最上級剣士である。その誇ほこりが今、鉄仮面の攻撃を転がるようにかわしながら、全身を震ふるわせた。動け、速く、もっと速く！　倒たおせ!!　──今度こそ！

　そうだ……倒すんだっ！　アルバルドは鉄仮面から飛び退のいて、距きよ離りを開ける。体たい勢せいを整えた。

（一気にケリをつけるしかないッ!!）

　そして、白華やシエンを助けに行くんだッ。こんなところでぐずぐずしている暇ひまなんてない！　アルバルドは剣の柄つかを握にぎり直し、己おのれの精せい神しんを刃やいばにゆだねた。鋭するどく、鋭く、もっと鋭く──。

「おおっ、おぉおおおおおおおおオオオ!!」

　雄お叫たけびが全身をわななかせる。『先ワ祖イ返ルりド』として体内に眠ねむっていた因いん子しが活かつ性せい化かし、筋きん肉にくを倍ばい加かさせる。膂りよ力りよくの溢あふれを嚙かみ締しめる八や重え歯ばは鋭えい利りに尖とがり、金色の髪かみが伸のびた。──『獣化ビースト』の解放だっ。

　盛もり上がった筋肉に、鎧よろいの留とめ金の一部がはじけ飛び、服が破やぶれる。己の身体能のう力りよくを飛ひ躍やく的に増ぞう大だいさせて。アルバルドは全力で突とつ進しんした。

　もちろん、殺すつもりはない。ロッケの兄なのだ。だが、手を抜ぬいて勝てる相手じゃないことは、前の闘いで知っている。

　だからアルバルドは渾こん身しんの一撃を、鉄仮面が構えた大剣へと叩きつけてやるのだった。

　──しかし。なんだ？

「オマエはッ!?　……そうか。そうだったかッ！」

　真正面から大剣で受け止められた剣撃は、そのまま剛力で押おし返される。それは『獣化ビースト』以上の力であった。な、なにっ!?

「ウソだろっ、そんな！　オレの『獣化ビースト』が、ま、負けてるっ!?」

「そうか……オマエは、『先ワ祖イ返ルりド』だったか──」

　驚きよう愕がくするアルバルドの前で、鉄仮面のむき出しの牙の隙間から、熱い息が押し出された。──圧あつ倒とう的な怒いかりと、憎ぞう悪おとを中に混まぜて。

「オオオオオオ!!　おれは、オマエを許さないッ!!」

「な……!?」

　突然、鉄仮面の咆ほう哮こうと共に。その右肩から胸を覆う装甲が、音を立てて分解した。いや、違ちがう。外れて、真上に持ち上がったのだ。背せ中なかから生えて動く、もう一本の機械の腕うでとして！

　しまったっ！　アルバルドは組み合ったまま、思い出す。神殿で闘ったときにあった、あの予よ測そくもつかなかった、真上からの攻撃を。

　その正体は──三本目の、獣じゆう機き族ぞくの『性能スキル』としての、鋼はがねの剛ごう腕わんなのだった。

「なっ、くそ……うあ、ああアアッ──!?」

　三本腕になった鉄仮面の力は、圧倒的で。アルバルドの体があっさりと、剣ごと無理矢理吹ふき飛ばされた。真上の空中へとはじかれる。

　だが、腕力だけが鉄仮面の持ち味ではなく。俊しゆん敏びんに、豪ごう快かいに、そして器き用ように。三本の腕が鮮あざやかに、大剣の舞まいを生み出す。拳こぶしと共に大剣が、アルバルドに襲おそいかかったっ。

　休みなく繰くり出される連続攻撃に、宙ちゆうに浮いたままのアルバルドは、全すべてをかわすことはできない。大剣での致ち命めい傷しようのみを、必死に剣で防ふせいだものの。何発かの拳が、鎧よろいの胸むな元もとをひしゃげさせた。最後は落下してきたところを、機械の腕に捕とらえられ、首を摑つかまれて──。そのまま外周壁の表面へと、ぶん回されて叩たたきつけられる。

　ぐ、あぁッ。血ち反へ吐どの味が、アルバルドの口内に広がった。息が詰つまる。それでも、組み伏ふせる鉄仮面の力は消えない。

「オオオ、なぜだアッ！」

　アルバルドを壁にめり込ませたままで、牙の生えた口が問いかける。

「なぜ、オマエたち『先ワ祖イ返ルりド』は、人につく？　おれたちと同じ、人に改かい造ぞうされた、闘うための生物なのに！　同じ、科学によってつくられた、存そん在ざいなのに……！」

　三本の腕が、アルバルドを締しめ付ける。ついに鎧が割われて、潰つぶれて砕くだけた。アルバルドは『獣化ビースト』の力でとにかくもがく。しかし、無理だっ。　憎ぞう悪おに駆かられたかのような、鬼き気き迫せまる鉄てつ仮か面めんから逃のがれられない。剣を手放さないようにするのがやっとだった。やばい、まずい、息ができないっ！

「……知ってるかッ。五十年前、おれたち、敗北した。それは帝てい國こく側に、『先ワ祖イ返ルりド』がいたからだッ!!」
















　おれは、忘わすれないッ。怒りの声で、鉄仮面はただ語る。腕の中で暴あばれるアルバルドが、聞いていようがいまいがかまわずに。

「あのとき、おれ、まだ、子こ供どもだった。だが、覚えている。何人もの戦士が、死んだ。帝國に敗北した！　だが──」

　ごりっ。アルバルドの体が、無理矢理壁かべに押しつけられたまま、その表面を削けずるように動かされる。首を、腕を、腰こしを押さえられ、抵てい抗こうひとつできない人形を弄もてあそぶかのごとく、アルバルドは壁の上を引きずり回された。背中で生まれる音は凄すさまじい摩ま擦さつ熱を生み、苦く痛つうをもたらす。

「おれは、負けないッ!!」

　オマエを殺す！　鉄仮面は圧倒的な殺意を持って、アルバルドを攻せめ立てた。

　それでもアルバルドの腕から、剣は落ちない。落とさない。絶ぜつ対たいに。

　意い識しきがついに、白い光に掠かすれても──。







『先ワ祖イ返ルりド』が忌いみ嫌きらわれるなんて、よくあることだ──。

　だって『先ワ祖イ返ルりド』は、科学によって仕し込こまれた能のう力りよくだから。父も母も普ふ通つうの人間であっても、偶ぐう然ぜんの確かく率りつで、生まれ持って力を顕けん現げんしてしまうのだ。

　そのため、『先ワ祖イ返ルりド』は迫はく害がいを受けやすい。そのことはアルバルドも子供の頃ころに、身をもって思い知らされていた。

　──アルバルドは孤こ児じだった。物心ついたときには、すでに親という存在は周まわりにはおらず、深い森の中に捨てられていた。

　今では帝國軍内での能力評ひよう価かが、正当になされるようになり、『先ワ祖イ返ルりド』の存在も貴き重ちように扱あつかわれるようになったけれども。軍の教育も行き届とどかない小さな村などでは忌み子とされるのが、普通のことであったのだ。

　だからアルバルドは、幼おさな子ごのうちに捨てられた。皮肉なことに、野性溢あふれるその力のおかげで、生き延のびることができたのだが。

　以来アルバルドは十歳さい近くまで、たった一人で生活してきた。寝ねて、起きて、暗がりを恐おそれ。草の葉や根を貪むさぼるように食らい、そして──傷きずつける。

　そう。森に迷まよい込んだ人間を、アルバルドはその力で、何人か傷つけたのだ。今のように、『獣化ビースト』の力をちゃんとコントロールする術すべを身につけていなかったし。生きるということも、生きている意味も。よくわかっていなかったから。

　それにそもそも、あの頃のアルバルドが感じていたのは。自分と、それ以外の「敵てき」──。それだけだったのだから。

　それでも。ある日、転てん機きが訪おとずれる。

　人を傷つけた『先ワ祖イ返ルりド』がいることを、聞きつけたのか。アルバルドの元に、一人の老剣士が訪れたのだ。

　それは、アルバルドを人へと戻してくれた、大だい恩おん人じん。剣けん聖せいを引いん退たいした、『剣けん皇おう』という称しよ号ごうを持つ、背の低い男であった。

　出会った瞬しゆん間かん、アルバルドは「勝てない」ことを直感した。恐きよう怖ふし、逃にげようと思った。

　けれども『剣皇』は、別にアルバルドを退たい治じするわけでもなく。ただ側そばにいて、一いつ緒しよに生活をしてくれたのだった。

　そして、言葉もわからなく、ただ怒るか、恐怖するかしか知らなかったアルバルドに、『剣皇』は本当に丁てい寧ねいに、いろんなことを教えてくれた。アルバルドという名前をくれたのも、『剣皇』であった。

　だから、アルバルドは。いつしか彼の指し導どうを受けて、森の中で剣を握るようになっていた。恩おん義ぎという言葉を知り、その意味を理解しながら。

　アルバルドと『剣皇』の、二人の生活は穏おだやかに、しばらく続いたのであった。──しかし。

「なあ、アル坊ぼう。……お前、剣は好きか？」

　二年ほど経たち、アルバルドが完かん璧ぺきに帝國語をしゃべれるようになった頃。『剣皇』はやおら、そんなことを切り出した。

「お前に、剣を極きわめる気持ちはあるか？　……剣は確かに、闘うための道具だ。だが、もうその時代は終わった」

　数十年も前の、あの異種族たちとの戦いを最後にな。『剣皇』は、己おのれの若わかい頃を思い出しているのか。遠い視し線せんで言うのだった。

「そう、世界はようやく変わった。これからは、新しい時代だ。ワシのような古い者ではなく、次の世代たちが築きずき上げる、な。そして、剣も変わる。争い、傷つけるためのものでなく、誰かを守るためのものになるのだ」

　だから……。『剣皇』は膝ひざの上に、まだ少年であったアルバルドを抱いて、笑いかけた。やってくれないか、と。

「もう二度と、過あやまちを繰くり返さぬために。剣を極め、何があろうとも人を守りきれる者になれ。その力が、『獣化ビースト』の素そ質しつを備そなえたお前にはあるのだ」

　……守る？　剣よりも、初めて聞くその言葉にアルバルドは夢む中ちゆうになった。自分が、他の誰かのために、何かができる。それだけで、アルバルドは嬉うれしかった。最高だった。

　だから──。

「ワシの、『騎士ナイツ』の名を受け継つぐか」

　そう『剣皇』に言われたとき。アルバルドは迷まよいなく、「はい！」と応こたえて。しっかりと頷うなずきを落としたのだった。

（あ……。そうだ、オレは……）

　……負けられない。負けられないんだっ。混こん濁だくする意識の底で、そう思う。救うんだ。昔の自分を償つぐなうために。埋うめ合わせるために。背せ負おった業ごうを、はね除のけてやるために。

　──その刹せつ那な。

　誰だれかの悲鳴が耳に届いた、ような気がした。停てい滞たいしていた意識が、急速に覚かく醒せいする。回想から解とき放たれ、痛みを引き連れた五ご感かんが戻る。

「シエン……白華ちゃんッ!?」

　そうだ！　今のアルバルドには、守らなければならない人がいるのだったっ。







　組み伏ふせられた体勢のアルバルドに聞こえたのは、シエンでも、白華の声でもなかった。

　それはようやく闘とう技ぎ場じようの下まで駆かけつけた、ピンクの毛け並なみの獣機族の少女のものだ。

「やめて、オニチャン！　剣士、死んじゃうー!!」

　アルバルドの頰ほおに、闇やみよりも濃こい影かげが落ちる。闘技場の上部から差し込む照明を受け、ぎらついた大剣であった。

　鉄仮面の身の丈たけほどもある、剣と呼ぶには荒々しすぎる装甲破は片へんを削けずりだした金きん属ぞく塊かいが、すぐにでもアルバルドめがけて振り下ろされんとしていたのだ。……じょ、冗じよう談だんじゃないっ！　アルバルドは膂りよ力りよくを振ふり絞しぼり、組み敷しかれた巨体の真下で身をよじる。

（オレがここで倒されたら、誰だれが……シエンや白華ちゃんを守るっていうんだ──!!）

　闇を裂さいた轟ごう風ふうが、アルバルドを直撃した。大剣の一撃が、残ざん骸がい都と市しの舗ほ装そう地面をえぐり取り、その下の岩がん盤ばんすら砕くだいてしまう。

　けれどもそこに鮮あざやかな血も、肉も付ふ着ちやくしてはいなかった。──紙かみ一ひと重えで、生まれ持った『獣化ビースト』の力を振り絞り、しなやかに鍛きたえ上げた上半身を反転させて。アルバルドは大剣の軌き道どうから、ぎりぎり逃げ切ったのである。

　千ち切ぎれたのは、長く伸のびた金髪だけだ。その切れ端はしをアルバルドは空中でくわえ取り。プッ、と吐き出すようにして勢いきおいよく、鉄仮面の顔面に叩たたきつけてやった。

　思わぬ目つぶしを食らい、巨体がわずかにたじろいだ。その隙すきをついてアルバルドは、今まで押さえつけられていた、剣を持つ腕を解放させる。わずかな空間が、剣の軌き跡せきに与あたえられた。だが、これだけ自由があればアルバルドには十分だ！

「おおっ、ああああアアッ!!」

　アルバルドは手首の捻ひねりだけで、片かた刃ばの剣を走らせる。だが、鉄仮面も然さる者で。アルバルドの剣先が触ふれるより早く、背中から生えた機械の腕を振り回した。その反動で、アルバルドの上から飛び退のく。

　クソ、気付かれたかよっ！　組み伏せられていた状態から抜け出して、アルバルドはようやく立ち上がることができた。

　しかし──。瓦が礫れきを踏ふみしめ、剣を構えたその先で。三本の腕に大剣を握りしめた鉄てつ仮か面めんは、変わらぬ唸うなりを嚙かみ潰つぶした。

　──どうやらこの闘いの決着は、簡かん単たんにはつきそうにない。

（持ちこたえてくれよ、シエン……白華ちゃん！）

　絶対に駆けつけるからッ。口の中の鉄かなくさい血の香かおりをかぎながら、アルバルドはただ、守るべき人たちの無ぶ事じを祈いのった。
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　……どうしたらいいのっ!?　白華はフィールドの縁ふちの上に残されて、手て枷かせをはめられた腕でもがく。

　けれどもそれは、どうやっても外はずすことなどできなくて。

「あっ!?」

　──二千八百体もの獣機族たちが取り囲み、歓かん声せいを渦うず巻まかせて見下ろす、生体照明のライトが輝く闘技場の楕だ円えんのフィールド。堅けん牢ろうな金属の大地と壁かべを持つそこに、白華と同じように両腕の自由を奪うばわれた、片眼の獣機族と栗くり毛げの少年が立ちすくむ。二人に狙ねらいを付けるのは、フィールドの反対側で開かい放ほうされた扉とびらより出された、『神』と呼ばれる巨きよ大だいな機械の塊かたまりであった。

　体から無む造ぞう作さに生はえた、無数の手足。それらを歪いびつにもがかせて、『神』は蠢うごめく。その勢いは、今にも食いつかんとするばかりである。

　体内から発はつ射しやされた『性能スキル』による、特とく殊しゆなワイヤーを絡からめて『神』を拘束する、数名の獣機族たち。彼らの誰だれもが、種族最強の戦士ダイガに勝まさるとも劣おとらぬ巨きよ漢かんであったが、その数倍はある体たい軀くを誇ほこる『神』の動きは抑おさえきれず、ずるずると引きずられてさえいるのだった。

　だから──。白華の隣に立つ女王アロ＝カが、片手をあげて指し示じするまでもなく。ワイヤーは一瞬にして取り払われ、『神』は自由を得た。

　瞬間、拘こう束そくしていた獣機族たちが攻撃を受ける。あわや、というところで開け放たれた扉の中に逃げ込んだ。『神』の体当たりの寸すん前ぜんに、扉はしっかり閉ざされる。その表面に、ぶち当たった『神』の手足の傷を残して。

　そして、手近な目標を失った『神』は。今度こそ、前もって判別していた本当に自分に与えられし獲え物ものへと、その身を反転させるのだった。

　背中から伸びた頭部らしきものが見るのは、フィールドに残された二つの標的。行商舟ぶねのリーダーであるユピテルと、軍服を着た栗毛の少年の二名であった。

　百本か、それ以上か。様々な形状の手足が動く。金属の大地を蹴けって、殴なぐって──。薄く埃ほこりの積もっていたフィールドの上を、滑すべるように疾しつ駆くした。それは速い！

「だ、ダメえ───っ!!」

　興こう奮ふんに彩いろどられた観客席からの咆ほう吼こうに混じり、白華の喉のどから叫びが飛んだ。必死の声だ。まずは少年に狙いを定めた『神』の動きは、一いつ斉せいに突き出した無数の腕を槍やりと化して。躊躇ためらいも何もなく、彼の方へと突っ込んだのだ。

　明らかに少年の足では、逃げられない速度であった。ただ、鮮せん血けつが辺りに飛び散ることはなくて。横にいたユピテルが飛びつき、庇かばったせいか。二人は折り重なるように硬かたい大地に転がりながらも、『神』の突進をかわすことができたのだった。
















　重い衝しよう撃げきが、白華の足元どころか、この闘技場そのものを揺らす。二千八百の歓かん声せいが、さらに沸わいた。

「案ずるな。ここまで『神』は登ってこない」

　女王が笑いながら、そう告げた。縁に上がってこないよう、頭ず脳のうであるコンピュータに教え込ませているらしい。

「そのぶんフィールドでは、妾わらわたちの『神』は自由だがな」

「や、やめさせてくださいっ、お願い！」

　白華は女王に懇こん願がんする。衝しよう突とつした壁から身をはがす『神』の、轟ごう音おんを刻きざんだ壁は。衝突のすさまじさを物語る、歪いびつなへこみを刻んでいた。……あんなのに巻き込まれたらっ。

「みんな、死んじゃいますっ！　あの子も、お頭かしらさんもっ！」

　そんなの、ダメえっ！　白華は長い白はく髪はつすら振り乱し、女王へとすがりついた。けれどももちろん、この興奮のるつぼの中心にいる彼女に、止める気などさらさらなくて。ただ白華を獣けものの目で見下くだして、軽く鼻を鳴らすのだった。

　しかし。「……何？」と女王の獣の耳が、ぴくりと動く。その目が見るのは、フィールドで起こった変化だ。

　えっ、と白華も縁の下を見下ろすと。──そこでは再び突進をしようと、無数の手足を動かし、体勢を整えている『神』のわずかな猶ゆう予よを前に。ユピテルが栗毛の少年を、両腕を封じられながらも、器き用ようにその肩に担かつぎ上げている様子が繰くり広げられていたのである。なに、これって……？

　それはさながら、肩車の形であって。

「何を二人で決めたのだ、あの者たちは？」

　白華の疑問は女王が、言葉として紡つむいでくれた。その答はわからない。

　そう、わかるより早く。『神』が再び、二人に向かって猛もう烈れつな突進をしたのであった。

　今度はユピテルも、肩の上によけいな荷物を乗せているためか、逃げる動作は間に合わなくて。ああっ！　白華は思わず金色の瞳を伏ふせた。片かた眼めの獣機族の体がよけきれず、振り回された手足に当たって、簡単に吹き飛ばされてしまったから──。

　そして肩の上に担がれていた少年の小さな体も、弧こを描くように宙に舞った。『神』の真上に落ちてしまう。

　少年の栗毛の頭が、たくさんの腕と足とが生える中に、あっさりと埋まい没ぼつして消えた。その鳶とび色いろの瞳にかけていた眼鏡めがねだけが、遅れて大地に転がって。『神』の足の一本に、ぐしゃりと踏みつぶされるのだった。

「無ぶ様ざまだな。何を考えていたのかは知らぬが……」

　女王が笑った。白華は、笑えなかった。呆ぼう然ぜんと、起きてしまった光景を見やる。思考のほとんどが、停止した。

　──だけど。先ほどはわからなかった答が、今になってやってきた。

　突然『神』が、その動きをやめたのだ。あからさまにおとなしくなり、そして。一本だけ腕を伸ばして、埃ほこりの舞うフィールドに転がっていたユピテルの体を、ひょい、とやさしく抱き留とめた。

　引き寄せるのは、その背中──。そこにすっくと立ち上がったのは。擦すり傷だらけの体ながらも、しっかりと顔を見せた、栗毛の少年の姿であった！

「馬ば鹿かな！　どういうことだっ!?」

　女王が声をうわずらせる。観客席からも、興こう奮ふんが消えた。二千八百の動揺が、フィールドへと注そそがれた。

　その中で、破やぶれた軍服を着た少年だけが、小さく笑った。落ち着きと、自信に満ちあふれた表情で。

「手伝ってもらったんですよ、こうしてボクが、この機械の塊かたまりの背中に落ちるように」

　一いちか八ばちかでしたが。と、少年の手が『神』の背中をまさぐった。そこは不必要なほどに腕や足がつけられた、中心である。可動領りよう域いきを疎そ外がいせぬよう、覆おおい隠かくす装そう甲こうは、必要最低限で。少年が触ふれるのは、むき出しの内部構こう造ぞうの一部であった。

「こうして内部にさえ手を入れられれば、コンピュータを乗っ取ることは、『電脳デジタル』の能力を持つボクには簡単なことだったんですよ！」

「『電脳デジタル』？　──まさか」

　お主は、『先ワ祖イ返ルりド』かっ!?　女王アロ＝カが、少年の持つ能力を看かん破ぱした。

「その力で、妾たちの『神』を支し配はいしたというのか!!」

「何が『神』ですか。こんなもの、コンピュータで制せい御ぎよされてる、単なる大型の機械でしょうが。……それは、あなたが教えてくれたんですよ」

「な、なんだと、妾がっ？」

「だって、言ったでしょう？　金属の骸なきがらをつなぎ合わせた、つぎはぎの塊だって。──だから、賭かけてみたんですよ！　ボクの力で操あやつれるに違いないと、確信を持ってね！　……無む作さく為いに増ぞう設せつされた手足は、うまく動かすのがちょっと大変ですけど」

　でも！　少年は余よ裕ゆうの顔で、ユピテルを抱え上げたのとは別に、さらにもう一本、長い腕を展てん開かいさせた。それは多関節のギミックを持つ、精せい密みつながらも力強く動作する、逞たくましい腕であり。素す早ばやく動き、伸のびて。女王の足元に頽くずおれていた白華に迫せまり、その手て枷かせの板をあっさりと砕くだき割ってしまうのだった。

　突然の解放に、白華はただただ驚いてしまう。それは女王も、その側に控ひかえる近衛このえの獣機族も、他の観客たちも同じだった。

　それでも、解とき放たれたことは事実で──。

「精霊巫み女こ様！　どうか、こちらへ走り込んでください!!」

　少年が叫んだ。彼の操る『神』の腕が、戻す動作で白華の周囲を薙なぎ払う。俊しゆん敏びんな女王たち以下は、慌あわてて離れるように回かい避ひした。

　腕は白華を守しゆ護ごするように、横からぐるりと回り込む。さらに新たな別の腕が、人のそれを模もした平らで大きな五ご指しの手のひらを向けて、フィールドの下からするりと差し出されるのであった。これに乗って、と言わんばかりに。

　もちろんそれを拒こばむ気など、白華はなくて。少年の必死の形ぎよう相そうに導みちびかれ、白華は舞まった。ベールと衣い装しようの裾すそをなびかせて、獣機族たちが発光する照明が彷徨さまよい、乱みだれる中。白華は精一杯、飛ひ翔しようするフィールドの縁とほぼ同じ高さまで持ち上げられた手のひらに、「えいっ！」と飛び移うつるのだった。

　同時に、やっとのことで自由を得た手を、ゆったりと余った袖そでの中へと差し込んで。

（姉様……！）

　摑つかみ取った携けい帯たいコンピュータの、外部ボタンを探し当てる。誤ご作さ動どう防止用のロック・スイッチを解かい除じよして、機械の手のひらの上で尻しり餅もちをつきながらも、間違いのないよう確かく認にんする。二種類用意したメールは、このうちの二つのボタンに割り当てたのだ。

　だけど確かめるより早く、不思議なことに。白華の指先は、そのうちのひとつでぴたりと止まって。

「……うんっ！」

　白華は押した。金の瞳に決意を込めて。

　──作戦開始の合図の方を。







　──音が生まれた。唐とう突とつに、天華の携帯コンピュータに。

「わ、えっ!?」

　狭せまい外周壁内部の、真っ暗な隙すき間まの中で、天華は突然のことに驚きの声を漏もらす。いや、びっくりしたのは音楽が流れ出したからではない。

　その、白華からの合図である、短距きよ離り回線メールに乗せて。届とどけられたメロディが、自分の憶おぼえのあったものだったから。

　これって……。

「どうした、合図かい？」

　決行、それとも中止なのかい。と、ミストラルが天華の手元を覗のぞき込む。しかし、天華は携帯コンピュータの画面に、白華からのメールを表示させなくて。ただ、「……うん」と頰ほおをほころばせた。

　天華はずっと悩なやんでいた。葛かつ藤とうしていた。こんなの、いいわけないじゃん、って。でも……。

　わかった。このメロディひとつで。

　それは天華と白華の二人だけに歌われていた、穏おだやかでやさしい曲。幼おさない頃ころに母がいつも口ずさんでくれた、あたたかい子守歌の取り込みデータなのであった。

　そして、そこに乗せられているのは二人の記き憶おくと、妹の意い志しで──。

「そうだよ……白華。あたしたち、二人だったんだよね。ちゃんと二人で、決めたことなんだよねっ」

　一いつ緒しよにやろうって、決めたんだよね！　天華の胸の中で、ずっとつっかえていた重みが溶とける。そうだ、あたしが悩んでいたのは、自分一人のことだけで。

（苦しいことも楽しいことも、あたしは白華と小さい頃から、分け合ってきたんだ！）

　それがずっと当たり前だったことを、天華は急速に思い出す。ぱんっ！　暗闇で、天華は手てつ甲こうの手のひらで頰をはった。……痛いたかった。けど。気持ちはちゃんと、引き締しまった。

　そして。

「やってっ、ミストラルさん!!」

「？　今のは、決行の合図だったのかい？」

「うん、当たり前だよ！」

　天華は一応メールを表示させながら、確信に頷うなずきをつくる。そして、確かに画面に並んだ文字は、決行を示し唆さする内ない容ようであって。

　あははっ、と天華は明るく歯を見せた。

「きっと白華がわかりやすくするために、一緒に送ったあたしたちだけの大切な歌だよ。そんなのが中止のメールなわけ、ないじゃん！」

　だから──。天華はミストラルを促うながして。彼のコンピュータを介かいして繫つながる爆ばく破は装そう置ちに、時限点火の指し示じを一いつ斉せいに出すようにさせるのだった。

　そして大おお慌あわてで、天華とミストラルは逃にげ始める。毛皮のコートが引っかかっても、乱らん暴ぼうに引きはがす。余よ裕ゆうはない。ただひたすらに、二人はあらかじめ決めていた経路を通って、素早く外へと抜け出した。

　やがて、時限指定したとおり、きっかり三十秒が過ぎ去ったとき。いくつもの轟ごう音おんが、外周壁を揺ゆるがした。

「やったっ？」

　軽く吹ふ雪ぶく、相あい棒ぼうの待つ白銀の外へと飛び出して。天華は待機させていた雷らい帝てい号ごうに、老人と一緒に乗り込んで、強い風に翼つばさを乗せた。

　機体後部の機関部の中では、褐かつ色しよくの肌はだの少年が座すわり、推すい進しん結けつ晶しよう体たいの力を解放させる。ゴーグルを装着して振ふり返った視し界かいに飛び込む輝かがやきは、まだ微び弱じやくだ。都市周辺まで影響を及およぼしている、漆しつ黒こくの天てん蓋がいのせいだろう。

　けれど、外周壁に絡からませたフックの繫つながるワイヤーは、ロッケが調達してくれたものに変えてある。長さはゆうに一キロもある。

　これだけの距離を稼かせいで残ざん骸がい都市から離れれば、問題なく推進結晶体は、精霊の力を発はつ揮きできる！

「飛ばして、Ｇーっ！」

　天華は相棒の少年に、叫んだ。強く！

「壁を外側に、全力で引っ張んなきゃっ。あの黒いバリヤーの一部ごと、引き倒すまで!!」







　空気が震ふるえた。凄すさまじい震動が、アルバルドのすぐ背後にそびえる、巨大な闇に亀き裂れつを走らせる。外周壁の装甲が破は壊かいの圧力に歪ゆがみ、辺りに瓦が礫れきをばらまいた。降り注そそぐ破は片へんを頭からかぶり、長く伸びた金髪が汚れる。

（これが……天華の言ってた、壁を崩ほう壊かいさせるってヤツか！）

　ってことは、作戦は決行されたんだっ。アルバルドの思考はかすかに、そのことに気が付いた。闘とう技ぎ場じようにいる二千八百体もの獣機族たちから、動どう揺ようと狼ろう狽ばいの叫びが生まれる。しかしそんな混まざり合う崩壊の序曲すら、アルバルドと鉄仮面の間には意味がなかった。

　悲ひ鳴めいを奏かなでる、厚あつい外周壁の足元で。『獣化ビースト』したアルバルドと、怒いかりに満ちた鉄仮面との激はげしい剣けんのぶつかり合いが、闘技場と外周壁の挟む影に覆おおわれた路ろ地じ裏うら状の空間に、華はなを咲さかせる。鮮あざやかすぎる、舞まい散る火花の瞬まばたきだった。

　ひとつでも間ま違ちがえば、骨ほねごと全すべてを打ち砕くだかれる。そんな全力の斬ざん撃げきが、激しく応おう酬しゆうされていた。

　それでも──。アルバルドの『獣化ビースト』によって強化された聴ちよう覚かくと、視し覚かくは勘かん付く。

　内部からの爆破によって、都市の外側に向かって倒れ込もうとする壁が、根本で爆破し損そこなった、厚く覆う装甲に支ささえられて。倒とう壊かいの手前で、なんとか踏みとどまっていることに。これじゃあ、壁は倒れないっ。

　どうするんだよッ？　鉄仮面の斬撃をはじき返しながら、アルバルドは尖とがった犬けん歯しを食いしばった。

　作戦の成功は、この壁の破壊にかかっている。壁と共に、頭上を覆う漆黒のエネルギー・バリヤーを破って。そこから外の精霊の力を、白華の元に届けるのだ！　そのための破壊なのである。

　一部でもいい。天華はしっかり、そう教えた。一部でも穴あなが開けば、発生する黒い力場の欠けつ損そんは、一気に崩ほう壊かいするという。

　でもこれでは、一部どころか。巨大な壁の表面装甲は剝はく離りこそすれ、屈くつするほどにも至いたっていない。これじゃ、ダメだ。失敗だッ。

　──いや。

「できるッ、オレなら!!」

　たまたまこの位置に、剣を持っている自分がいるからっ。アルバルドは外周壁に意い識しきを向ける。

　しかし、鉄仮面の攻撃はやまない。大剣はアルバルドの金髪の頭を狙ねらって、大だい上じよう段だんから振り下ろされるのであった。

　邪じや魔まだった。──だから。

「このオオオオオオッ、ヤロウ────ッ!!」

　アルバルドはがっしりと、鉄仮面の渾こん身しんの一撃を受け止める。爪つめが伸のび、黄金色の体毛に包まれだした、その片腕で。

　鉄仮面の驚きよう愕がくが、摑つかんだ大剣から伝わってくる。手は切れない。筋肉は鉄のごとく硬かたくなり、肉体をつくりかえていた。八重歯がさらに肥ひ大だい化かし、牙きばとなる。

　感情の爆発と共に解放される、自分では制せい御ぎよしきれない、奥に眠ねむらせていた力、『完全獣化フル・ビースト』──。そしてアルバルドは、一匹の黄金の毛並みを持つ、獣じゆう人じんへと変へん貌ぼうする。人という限げん界かいを、遥はるかに超ちよう越えつした存在だった。

　その前では、いかに怒いかりに染そまった獣機族最強の戦士とて、他た愛あいもない。アルバルドは片腕で大剣を摑つかんだまま、三本の腕で引きはがそうとする鉄仮面の巨きよ軀くを、ぐいと引っ張る。それだけで鉄仮面は、バランスを崩くずして──。

　瞬間、アルバルドの剣を握った拳が、鉄仮面の鳩尾みぞおちを鋭するどく穿うがった。たった一発のパンチだ。しかしそれだけで、巨漢は水平に宙を飛んだ。派は手でに吹っ飛び、路地裏の空間を転がり、倒れる。

　だから。ようやく主しゆ導どう権けんを得たアルバルドは、己おのれの剣を構え直す。

「オレがやらなきゃ……誰がやるってんだアアアアア!!」

　ただ一撃を、すぐ背後にそびえる壁へと突き立てるために。

　──絶叫と共に、『完全獣化フル・ビースト』された超人的な膂りよ力りよくに乗せて、片刃の剣が振るわれる。横に薙ながれた一いつ閃せんは、これまでの闘いで刃こぼれを起こしている剣だとは、微み塵じんも感じさせぬ速さで。何の抵てい抗こうもなく振り抜かれた。

「……よし！　斬きったッ！」

　アルバルドは手て応ごたえに満足する。振り向いて確かく認にんするまでもなく、頭上から降り注そそぐ瓦が礫れきの大きさが変化する。ぱっくりと背後で傷口を孕はらみ、軋きしみ、ねじれ。悲鳴を上げて、倒とう壊かいに身をよじり始めたのだ。

　これで、終わりだ。アルバルドは牙の隙すき間まから、熱い息を吐き出した。

　けれども、黄金の体毛は、消えない殺気にまだぴりぴりと反はん応のうしていて。

「──オニチャンっ!?」

　全てを見守っていたピンクの毛並みの少女が、帝國語と獣機族語の混じった、悲鳴にも似た声をあげる。破は片へんの落ちてこない闘技場の物もの陰かげへと、勢いよく突き飛ばされるような形で。

　そして、突き飛ばした張本人である鉄仮面が。そこにまだしっかりと、二本の足で立っていた。摑み取ったときについた、アルバルドの爪つめ痕あとが残る、少し曲がった大剣を抱えて。

　その目は未いまだ、戦意を喪そう失しつしていなかった。むしろこの期ごに及およんで、ごつい仮面の下で爛らん々らんと輝いてさえいる。そして、アルバルドも。襲撃に備え、腰を低く落とす。ぼろぼろの剣先をぎらつかせながら。

　亀き裂れつを孕はらんだ壁の上の方から、一気に大きな破片が崩くずれた。いくつも、いくつも。やがて、瓦礫と埃ほこりの舞い降りる下で。

　アルバルドと鉄仮面。──二人の最強の剣士は、動いた。
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　闘とう技ぎ場じように接した外がい周しゆう壁へきの一部が、己おのれの身を引き裂さき、外の世界へと倒たおれていく。

　根本からまるごと倒とう壊かいするその動きと道連れになるのは、都市を覆おおっていた、黒いエネルギー・バリヤーであった。

　漆しつ黒こくのエネルギーの幕まくが、引きちぎられて悲ひ鳴めいをあげる。──瞬しゆん間かん、差し込むのは外からの明るい日差しだ。

　だけど、それだけではなくて。闘技場にいる二千八百体の獣じゆう機き族ぞくたちの身をうつのは、環かん境きよう制せい御ぎよの力の外からやってきた、吹ふきすさぶ雪風であった。生体照明の光を受けた観客席へと、冷気が一いつ斉せいになだれ込む。混こん乱らんの波が、すり鉢ばち型の闘技場に沸わき上がった。

　それはもちろん、その底にいる獣機族の女王も同じことで。ただ驚きよう愕がくの表情を貼はり付かせ、仰あおぎ見る光景に圧あつ倒とうされるのであった。

　だが頭上にあった漆黒の天てん蓋がいは、そんな彼女をあざ笑うかのように、一部の消失をきっかけに、その開いた口を大きくしていく。薄うす色いろの空がどんどんと、黒を浸しん食しよくしていくのだった。

　同時に、ついに都市内部へと侵しん入にゆうを果たすのは、天蓋部分に押し止とどめられていた純じゆん白ぱくの質しつ量りよう──。大量の雪であった。

　闘技場のすぐ真上で。向こうで。広場を挟はさんだ反対側で。次々に壁を乗り越こえ、あるいは外壁を砕くだいて、倒して。旧きゆう精せい紀きの遺い跡せきが横たわる都市内部へと、怒ど濤とうのごとき雪の津つ波なみが押し寄せ始める。全すべてを飲み込み、終しゆう焉えんの時を知らせるように。

『──うろたえるでないッ!!』

　それでも女王アロ＝カは、獣機族語で鋭するどく叫さけぶ。己の体に巻まき付く無数の鎖くさりの装そう飾しよくを、一気に引きちぎりながら。

　装そう甲こうに覆おおわれた胸きよう部ぶが展てん開かいされて、女王の喉のどが激はげしく震ふるえた。体内の心しん臓ぞうとは別の、機械の心臓である動どう力りよく核かくが唸うなりをあげる。膨ぼう大だいな電力が発生し、開かれた女王の胸部全体から、見えない破は壊かい振しん動どうがはじけ飛んだ。彼女の持つ、獣機族としての『性能スキル』のひとつ。指向性破壊超ちよう音おん波ぱボイスであった。

　いわゆる『女王の歌声』は、全ての物質を分子レベルにまで破は砕さいできる。闘技場へと押し迫せまった雪崩なだれのひとつを、破壊の歌声は一気に塵ちりへと変えてしまった。

　けれども──。獣機族最強の『性能スキル』を持つ女王の力を持ってしても。際さい限げんなくあちこちからなだれ込んでくる大量の白い質量を、どうにかしきれるはずもない。おっつかないのだっ。

　そして、あっという間に、女王の喉は耐たい久きゆう限げん界かいを迎えて。吹きすさぶ冷気に全身から湯気を昇のぼらせて、展開していた胸部を閉とじてしまうのだった。

『……こ、こんな……馬ば鹿かな！』

　疲ひ弊へいした表ひよう情じようで膝ひざをつき、彼女は白銀に彩いろどられた世界に絶ぜつ望ぼうした。

　──それらの全てを、白はつ華かは見ていた。感じていた。理り解かいしていた。

　女王が膝を折ったその真横の、栗くり毛げの少年が操あやつる、フィールドの上に浮ういた機械の掌たなごころに抱だかれて。白華は金色の『龍りゆう眼がん』を閉じ、自分の感覚に身をゆだねていた。獣機族の言葉ですらも、今ではわかる。……なぜ？　そんなの、決まってる。

　今の白華の周りには、精せい霊れいたちのあたたかさが、いっぱいに満ちていたから──。

　悲鳴のひとつひとつすら、精霊たちは通つう訳やくして教えてくれる。そしてそれら無数の囁ささやきを、白華は細やかに聞き取ることができるのだった。──外周壁の一部が姉たちの手によって、引き倒されたあの瞬間から。

　そう。一部で良かったのだ。なぜなら、この地の少し向こうには。大地に集つどう精霊たちの大きな流れ、精せい脈みやくの存そん在ざいがあったのだから。

　疎そ外がいする壁かべを失い、精脈からの導みちびきを受けて。都市内部に眠ねむっていたたくさんの精霊たちが、活発に動きを取り戻す。白華の声を聞いてくれる。

　そうだ。このために、この瞬間を得うるために──。白華は姉に頼たのみ込んで、精脈に最も近い側の、壁の一部を取り払ってもらったのだ。

　都市を守るこの、円形の外周壁と天蓋とを破壊してでも。雪に飲まれるより一瞬早く、自分の力さえ取り戻すことができたなら、全てを何とかすることができる、と確かく信しんしていたから。

　だから。

『大だい丈じよう夫ぶです──』

　あふれる精霊たちの存在を感じつつ、涼すずやかな声で白華は言った。

　獣機族たちの言葉で告げた、その一言は。風の精霊たちによって、わめく獣機族たちの唸うなりすらかわし、闘技場内に染しみ渡わたる。

　混こん乱らんの中にあった二千八百の獣機族たちは、ただそれだけで誰だれもが口をつぐみ、静まりかえった。

『わたしが、なんとかします』

　白華はそっと金色の瞳ひとみを開き、周囲を見渡す。その『龍眼』には、押し迫せまる白い質量すらも恐きよう怖ふとは映うつらない。

　そして白華はただ静かに、雪たちに向かって「お願い」するのだった。この都市を傷きずつけないように──。

　──刹せつ那な、精霊たちは願いに応こたえる。流れ込む雪の動きが変化した。固かったその表面がほぐれ、さらりとした流れになる。

『これは……』

　祈いのる白華の正面で、女王が呆ぼう然ぜんと呟つぶやきを落とした。

　四方八方から都市を攻せめ立てていた雪の流れは、やわらかく踊おどる。壁をその身で押しのけることをやめ、ひょい、と身軽に乗り越こえて。流れる、流れる、流れる。水のように、霧きりのように。外周壁の内部に守られていた、どの施し設せつにぶつかることもなく。

　もちろん、闘とう技ぎ場じようの側など掠かすめもしない。激しい白い奔ほん流りゆうは、まるで生きた大だい蛇じやのように、大地を駆かけ抜ぬけて。あっという間に、最初に開かれた壁の向こうへと、走り去ってしまうのだった。
















　そして──。訪れるのは、静せい寂じやくだ。

　ただ静かに雪が通過した、元と何のかわりもない都市の姿すがたが存在していた。

　唯ゆい一いつ違ちがうのは、その空の色のみ。黒い人工の空は消え去り、かわりに白っぽく澄すみ渡った空が広がっていた。それでも、吹ふ雪ぶく冷気は入ってこない。白華がきちんと、大気中の精霊たちを制せい御ぎよしているからだった。

『……終わりました』

　白華は「ふぅ」とわずかな疲ひ労ろうの吐と息いきを漏もらし、辺りに告げる。

　ここにきて初めて、自分に期待されたことを果たせた満足感に、小さな胸をいっぱいにして。ほんのりとした笑顔と共に。







　目の前を、白銀の雪流が走り去る。それでもそれらは、アルバルドと鉄てつ仮か面めんの動きを邪じや魔ましない。すり抜け、よけて。かわしてくれた。

　だから──。アルバルドと鉄仮面は、真っ白に染まる世界で、ただ全力の攻撃をもって同時に踏ふみ込む。

　すれ違いざま。三本腕の鉄仮面は大たい剣けんと、残った他の二つの拳こぶしを混ぜて、三発も。しかし、黄金の獣じゆう人じんとなったアルバルドは、さらに一手多い、四発の剣を打ち込んだ。一発目で大剣を止め、二発、三発目は拳を剣の腹はらで払って。

　そして最後の四発目を、大剣ごと正面から、巨きよ体たいに向かって叩たたき込んだ！

　──それで、終わりだった。

　雪が消える。煙けむりのように。空色の瞳の前から、あっけなく全てを覆おおっていた白が失われた。変わり果てた風景だけが、後に残る。雪に蹴け散ちらされた外がい周しゆう壁へきは、振ふり仰あおいだそこにはもうない。完全に倒とう壊かいし、その向こうに広がる、雪にまみれる『大蛇谷オロチダニ』の八本の谷のひとつを、ぽっかりと見せていた。

　それはまるで、純白の幕まくが引かれた後の、舞ぶ台たいのようで。そして何もなくなってしまったこの景色は、闘たたかいの終しゆう焉えんを告げるものであった。

「オニチャン！」

　獣機族語を混じらせながら。ピンクの毛け並なみの獣機族の少女が、倒たおれた兄に向かって転がるように駆け寄ってくる。獣機族最強である戦士は、荒あらい息をついて、鉄の仮面を押し上げて。突きつけたままのアルバルドの剣を睨にらみ、斬きられて二つに切せつ断だんされた大剣を手に、その顔を歪ゆがませていた。

　裂れつ傷しようこそないが、大剣越しの最後の一撃は、『完全獣化フル・ビースト』の力を十分に乗せたもので。人間よりも遥はるかに強きよう靭じんな肉体を持つ彼でさえ、しばらくは立ち上がることができないのだろう。

「……殺、せッ」

　だから、鉄仮面は短く言う。すがりついた妹の手を、ぞんざいに払いのけながら。

　必死になるのは妹の方だ。イヤっ！　と否ひ定ていに首を激はげしく振る。

「だめ、剣士！　お願い！　オニチャン殺す、だめえ!!」

「うん……。わかってる」

　アルバルドは兄を庇かばう少女を前に、片かた刃ばの剣を静かに引いた。なぜだッ、と吼ほえるのは、妹を押しのけた鉄仮面の方だった。

「なぜ、オマエ！　殺さない！　トドメをささない！」

「それは、だって。もう終わってるからだよ……」

「なに!?」

「あんたとは、真剣にやり合ったさ。手を抜いたつもりは一いつ切さいない」

　アルバルドは己おのれの黄金の体毛を見る。未いまだ、闘たたかいの緊きん張ちように縛しばられ、元に戻もどることのできない肉体を。

　やらなきゃ、やられていた。だから……。アルバルドは最後の最後まで、全力を尽つくしたのだ。

「でも、オレの剣は、誰かを殺すためのものじゃあないんだ」

「なにを、バカなことッ!!」

　鉄仮面が牙きばの口を嚙かみ鳴らした。

「おれもオマエも、闘うためにつくられた！　同じだ!!」

「そうかもしれない。確たしかにオレは、『先ワ祖イ返ルりド』だ。それは否定しない。生まれ持ったものだから。……けど」

　それ以上に。アルバルドは剣を握にぎる。握りしめる。

　黄こ金がね色の手のひらにあっても、かわらない。その柄つかの感かん触しよくを。

「オレは、剣けん聖せいだっ。誰かを守るために剣を握る、誇ほこり高い剣士なんだ。──決して、誰かを斬きり捨すてるためにあるものじゃない！」

　まして、あんたは。アルバルドは視し線せんを外して、鉄仮面との会話を心配そうに傍かたわらで眺ながめる、獣機族の少女を見やった。

「……あんたは、死んでいいのかよ。妹さんがいるってのに」

　アルバルドは知っている。この鉄仮面がこの彼女を、とても大切にしていることを。

　それはあの、アルバルドと剣を交まじえた最中であっても。現あらわれた彼女が、落ちてくる外周壁の破は片へんに巻き込まれぬよう、咄とつ嗟さに闘とう技ぎ場じようの物もの陰かげへと突つき飛ばしたことが、何より物語っていた。

　だから。妹のことに言げん及きゆうされ、鉄仮面は口をつぐむ。彼はもう、何もアルバルドに言ってくることはなかった。

　終わった。終わったのだ。アルバルドはようやく実感する。

（あ。──いや）

　そうだ。まだ終わったわけじゃないっ。アルバルドは剣を握ったまま、振り仰あおぐ。そこにあるのは、そびえ立つ闘技場で。

　いつしか、聞こえていた獣機族たちの声が、ふっつりと消えてなくなっていた。

　どうなっているんだ？　異い変へんに気付き、アルバルドの心が急せく。じゃあ、と簡かん単たんに少女にだけ言って、慌あわてて闘技場上部へと続く、裏うら側がわの細い階かい段だんを目指して走り出した。天てん華かが壁かべを倒して、あれだけの雪が一気に消しよう失しつしたのだから、成功したのは間違いないけどッ。

　と、アルバルドが階段の足元までたどり着いたとき。待って、という短い声が追ってきた。

「ロッケもいく！　なにがあったか、気になるっ」

　ついてきたのはさっきまで兄の側にいた、獣機族の少女であった。え、ええっ？

「い、いいのかい？　だって……」

「オニチャン、放っておいて、って」

　そう言われた。少女は獣けものの耳みみを伏ふせる。ああ、そうか……。

「……やりすぎたかな、オレ……」

「ン、平気。オニチャン、強いっ」

　ダイジョブ！　すぐ元気なる！　少女は精せい一いつ杯ぱいの破は顔がんを見せた。

　鉄てつ仮か面めんの姿すがたは、もう振り返っても、闘技場を少し回り込んだこの位置からでは見えなかった。その様子を確かく認にんすることはできやしない。

　けれども。鉄仮面が弱くはないことを、アルバルドはわかっている。

　だから、アルバルドは「よし」と気持ちを切り替かえて。闘技場の階段を、ピンクの毛並みの少女と共に、一気に駆け上がるのだった。







　アルバルドとロッケが、闘技場の上へと駆けつけたとき。──白華はとっても困こまっていた。

　すり鉢ばち状じようになった闘技場の、一番下に位置する、楕だ円えん型けいのフィールド。その中で掲かかげられた、一本の機械の腕うでの上で。白華は周囲の観客席という観客席から、頭こうべを深々と垂たれられていた。右を向いても、左を向いても、その光景は変わらない。その場にいる、二千八百ものどの獣じゆう機き族ぞくも、正面にいる女王ですらも。白華に対して、沈ちん黙もくと共に絶ぜつ対たいの服ふく従じゆうの意を示しめすのだった。

　……どうしよう？　ベールの下で白華はとにかく困こん惑わくする。

　だからつい、見つけたアルバルドたちに向かって、助けを求める視し線せんを送ってしまう。

　しかし。

「これは……？」

　剣けんを抜き身で持ったまま飛び出してきた、獣人姿のアルバルドも、いきなりのこの様子にあっけにとられて。ただただ呆ぼう然ぜんとしながら、顔を上げない獣機族たちの列を横目に、おどおどと白華の元へと降おりてくる。

「こ、これって、いったいどういうことなんだああ!?」

「……やってくれたんですよ。巫み女こ様が」

　フィールド近くまで降りてきた彼の疑ぎ問もんに応こたえるのは、白華の後ろ。機械の腕の付け根に座すわる、傷きずだらけの顔をした、栗くり毛げ頭あたまの少年だった。

「シエン！」

「お久しぶりです、アルバルド様」

「無ぶ事じだったか……よかった！」

　本当に！　アルバルドの空色の瞳ひとみがみるみるうちに涙なみだを溜ためて、黄金の頰ほおに流れ落ちた。

「なんだよ。ちょっとボロボロだけど、元気そうじゃないかよっ」

「ええ。巫女様が、守ってくださいましたから」

「えっ？」

　アルバルドが毛むくじゃらの顔に、驚おどろきの表情をつくって。空色の瞳を白華に向ける。

　そんなこと……。白華はベールの下で、ほんのりと赤面する。助けてくれたのは、むしろこの少年の方なのに。

　彼が決死の行動で、『神』を制せい御ぎよしていなかったら。白華は手て枷かせをされたまま、どうすることもできなかったのだ。

「──あなたを連れてきて良かった」

　しかし、ふいに。照れた白華のすぐ近くで、そんな声すらもたらされた。

　呟つぶやいたのは、栗毛の少年が操あやつる『神』の、別の腕に抱き留とめられた、片かた眼めの獣機族。ユピテルである。負ふ傷しようした痛いたみに時折顔を歪ゆがませながらも、その口元には、すがすがしいまでの笑えみが浮うかんでいた。

「私の判はん断だんは間ま違ちがっていなかった。精せい霊れい巫女殿どの、ご覧らんください」

　ほら、とユピテルは改めて周囲を示す。どこを見渡してもひれ伏ふし傅かしずく、獣機族たちを。

「私たち種族は皆みな、あなたのおかげで街が救われたことを知っているのです」

「……ロッケたちは、力ある者に、敬けい意いはらう」

　だからこれ、当たり前のこと。と、アルバルドの後ろからついてきていたピンクの毛並みの少女も、その場に静かに跪ひざまずいた。

　いえ、あのっ。白華はとにかく真っ赤になった。気き恥はずかしくてたまらない。

　だって白華はただ、今の今までやれなかったことを、ようやく成し遂とげただけなのだ。

　そうだよね？　と白華は囁ささやく。その手の中に握にぎりしめたままだった、小さな石ころの精霊に向かって。

「わたしはただ、みんなが幸せになればいいなって。──そう思ったから、がんばってみただけなんですよ」

　白華は照れながらも、精せい一いつ杯ぱいの言葉でみんなに伝えてみせた。

（それに……）

　自分の力だけじゃない。白華はそのことを、誰よりも知っている。

　ふと、風の囁きが耳に届とどいた。その声に導みちびかれ、白華は視線を上へと向けた。

　二千八百体もの、平へい伏ふくする頭が見下ろしてくる光景の、さらに上──。完全に黒い帳とばりを失った澄すんだ空に、金色の瞳は見つける。

　壁を外側へと向けて必死に引っ張ってくれていた、純白の天あま翔かける機体が。大きく旋せん回かいし、ゆっくりと風に乗って、こちらに戻ってきているのを。

（姉様……Ｇくんっ）

　だんだんと近づいて、その二枚まいの翼つばさを持つ形状が判別できるようになってくるのを。観客席を埋うめ尽つくす、大勢の獣機族たちに囲まれたまま、白華はいつまでも眺ながめているのだった。




　　　　２




「すごい、白華っ。やったじゃん！　あははっ！」

　銀の瞳を覆おおう、ゴーグルの視界を拡大ズームさせて。ミストラルとＧと共に、純白の舞翼ライドで残ざん骸がい都と市しの空へと飛ひ翔しようした天華は、毛皮のコートをはためかせ、銀の髪かみに触ふれてる冷たい風が、急速に和やわらいでいく様子を見下ろした。

　一面に眺ちよう望ぼうできるのは、八つの谷の中心に座すわる、漆しつ黒こくの天てん蓋がいが振り払われた都市の姿すがた──。雷らい帝てい号ごうが引っ張る形で倒した、外周壁の一部がきれいに崩くずれたそのすぐ隣となりには、二千八百体もの機械と獣の肉体を持つ種族たちの集つどう、巨きよ大だいな闘とう技ぎ場じようの姿があった。

　すり鉢ばち状じようになった観客席で彼らの誰もが、沈ちん黙もくをもって敬けい意いを示す。その中心にいる、たった一人の少女に向かって。

（白華……）

　天華はちゃんと、そこにいる妹を見た。彼女は周囲の様子に、ちょっと困ったような顔をして。でも、やがてそっと微笑ほほえんで、視線を上げる。空舞まう天華たちを捉とらえて。

「元気そうか？」

　ふいに機関部にいるＧが、伝声管から訊きいてきた。もちろん白華のことだ。うんっ！　天華はしっかり応こたえてやる。

「あのコはちゃんと、自分の仕事をしたよっ」

「そうか」

「……今度は、あたしの番だってね！」

　いくよ、Ｇっ！　天華は純じゆん白ぱくの機体を降こう下かさせる。一気に、ではない。コートの腰こしに手を回した老人に、少し気を遣つかいながら。

　それでも真まっ直すぐに目指すのは、ただひとつ。真っ黒なバリヤーが消失した、残骸都市の内部。その中央に位置する広場の、階段状になった大きな噴ふん水すいの辺りであった。──いや、違う。さらにその下に位置する、地下に眠ねむる湖の、そのまた奥おくだっ。

「どうする気なんだい？」

　大きく空を回りながらゆっくりと機首を傾かたむける機体の様子に、天華の腰に摑つかまったミストラルが尋たずねてくる。

　そんなの、決まってるじゃんっ。白華は後ろの老人に歯を見せた。

「もうＧの錬れん精せい術じゆつが使えるから、ちょうどあの真下くらいにある地底湖から、メイン・コンピュータを掘ほり出そうと思ってるの！」

　そうだ。そしてそこには、旧きゆう精せい紀きから掘り起こされてこなかった、何かしらのデータがあって。もしかしたらその中に、今まで誰も知らなかった、科学繁はん栄えいの旧精紀の詳しよう細さいや。さらには、その突然の滅めつ亡ぼうの時の記録さえ、眠っているかもしれないのだった。

　もちろん、天華に確かく信しんはない。「無む印じるし」ランクの遺跡として、まだどの遺跡探求者ロスト・リサーチヤーも手つかずであったそこには、どんな類たぐいのデータが残っているかすらわかっていないのだから。それでも、天華は迷まよわない。雷らい帝てい号ごうの操そう縦じゆう桿かんを放さない。だって……。

　あたしはそのために、ここまでやってきたのだからっ。

「ゆっくり着陸するから、降りたらやっちゃってよね、相あい棒ぼうっ。地下までまとめて、なんとかできる？」

「直ちよく接せつには無理だな」

　地表に穴あなを穿うがつか、一度地下に潜もぐるかしないと。伝でん声せい管かんからではなく、機関部から身を乗り出し、真下を直じかにその黒くろ鉄がね色いろの瞳ひとみで見下ろして。褐かつ色しよくの肌はだの少年は、天華に言った。

「だが、破は壊かいするとなると、かなり掘り返すことになるが。それはいいものなのか？」

「え？　それは……う──ん、うーん……。バリヤーの意味もなくなったし。ちょっとくらいなら壊こわしたって、いいとは思うんだけど。ああ、でもそれってやっぱ、やばいかなあ？　うーん」

「なんだか、まだまだやっかいそうだね」

　悩なやむ天華の背はい後ごで、老人が皺しわの深い顔に苦く笑しようを浮かべた。えへへ、と天華も小さく舌したを出す。

「って。そういえばミストラルさんは、どうするの？　データは……」

「いや、私は別に」

　老遺跡探求者ロスト・リサーチヤーである彼は、苦笑いを微笑ほほえみに変えて。「実は、データには最初から興きよう味みはないんだ」と吐と露ろした。……えっ？

「だって、おじーさんっ。遺跡探求者ロスト・リサーチヤーなのに？」

「私はね……ただ純じゆん粋すいに、この地をどうにか解かい放ほうしてあげたかっただけなんだ」

「……おじーさん……」

「改めてお礼を言わせてもらうよ、娘むすめさん」

　手伝ってくれて、ありがとう。老人は天華の肩かたをぽんぽんと叩たたきながら、ねぎらった。

　──だが。

「君たちの役目は、もう終わったよ」

　老人は言った。微笑みを、その顔に貼はり付かせたまま。……へ、え？

「な、なに？　おじーさんっ!?　今なん──」

「あとは、私一人で十分だよ。もっと手っ取り早く、やらせてもらうから」

　天華が聞き返すより早く。骨ほね張ばった老人の腕うでが、するりと腰こしから解とき放たれた。なに？　やばい!!　天華は咄とつ嗟さに腕を伸のばす。

　けれども微笑みながら、ミストラルの体はあっさりと、雷帝号の上から重力に引かれて落ちて。

　しかし、次の瞬しゆん間かんには。突とつ然ぜんの破壊音と、大地から噴ふき出した大量の水によって、老人の姿すがたは搔かき消されてしまうのだった。

「──って、きゃあぁあああああああっ!!」

　ミストラルがどうなったのか、天華には最後まで捉とらえられない。彼の落ちた真下から生まれた衝しよう撃げきに、雷帝号が翻ほん弄ろうされる。噴き上がった巨大な水柱を、翼つばさの下からまともに食らった。コートも銀髪も、一瞬にしてずぶ濡ぬれになった。ゴーグルの視し界かいが水すい滴てきに乱みだされる。水と一いつ緒しよに、砕くだけた地面の舗ほ装そう材ざいまでもが飛び上がった。な、なになになにいい──っ!?

　瓦が礫れきに巻き込まれなかったのは、機体後部に発生した推すい力りよくのおかげだった。Ｇが咄とつ嗟さに、推進結けつ晶しよう体たいを起動させてくれたのである。

　噴出する大量の水から脱だつ出しゆつして。助かったああ……。と天華はゴーグルの表面を手で拭ぬぐう。さんきゅ、相棒っ。と振り返ろうとしたけれども。

「へっ？　じ、Ｇ!?」

「お前は降りるな、天華！」

　相棒の少年はそれだけを伝えて、機関部から飛び出した。そのまま機体の上から、真っ逆さかさまに飛び降りて。え、えええっ!?

「……Ｇっ!!」

　降りるな、って言われても！　天華は操そう縦じゆう桿かんを思い切り引く。機体を無む理り矢や理り引き起こし、翼を立てて、急きゆう激げきにブレーキをかけた。機体に付着していた水が振り払われて、制せい動どうをかけた前方へと、ぱっと霧きりのように舞い散った。

　そして天華は、相棒の少年を捜さがして。ようやく噴き出した水が落ち着いた、通り過すぎた中央広場の方を向いた。

　しかし、水みず煙けむりの漂ただようそこには、もうあの広い噴水の姿は存そん在ざいしていなくて。かわりに凄すさまじい破は壊かいの傷きず跡あとが、残骸都市の大地に派は手でに刻きざまれているのだった。

　いや、そこに生まれていたのは、大地を深くえぐり取ったような「穴あな」であった。

　これって……。天華はごくりと唾つばを飲み込む。さっきまでそこには、確かに平らな地面があったというのに。けれども、銀の瞳に映うつる景色に、偽いつわりはなくて。地底湖のあった空間にまで到とう達たつする、虚うつろで深い「穴」が、べっこりとへこんだ姿を晒さらしていた。

　そして、そんな「穴」の中に立っていたのは。駆けつけた褐色の肌を持つ相棒と、もう一人。ほっそりとした、年とし老おいた男。

「え……!?」

　──身投げするかのように、遥はるかな高さより落ちたはずの。ミストラルという名の老人であった。







　とにかく「穴」を回かい避ひして、天華は相あい棒ぼうの忠ちゆう告こくを半分だけ聞いて。安全な場所に、雷らい帝てい号ごうを着陸させた。それから降りて、数メートルほども陥かん没ぼつした大地に駆かけつける。

　いや、本来は地底湖の深さは、少なくとも二十メートルくらいあったはずなのだ。それが今は、完全に瓦が礫れきの下に埋うまっていた。誰がやった？　……ミストラルが!?

「どういうこと……？」

「来るな、天華！」

　下がっていろっ、と相棒が小さな背中越ごしに、天華に鋭するどく警けい告こくした。

「この圧あつ倒とう的てきな精せい命めい力りよくは……間違いない。凝ぎよう縮しゆくされた、『精命核かく』の気け配はいだ。こいつは、ヤバイ！」

「精命……なに？　やばいって、そんなのっ」

　事じ態たいが尋じん常じようでないことは、Ｇの側そばまでやってきた天華にも十分わかる。なぜならさっきの水柱は、おそらく地底湖から一気に噴ふん出しゆつさせられたもので──。

　そして、「穴」の底に立つ老人が足元に転がしてある、一ひと抱かかえもある機械の無ぶ骨こつな塊かたまりこそ。その地底湖の深部から取り出してきた、繫つながりあった無数のエネルギー・チューブの残ざん骸がいがまとわりつく物体であった。中央から二つに分けられたそれは、黒い力場を発生していた動どう力りよく炉ろと。動力炉を制せい御ぎよするために併へい設せつされた、メイン・コンピュータなのである。

　それをあの地下から、一瞬で引き抜いてきた……!?　天華の中に戦せん慄りつが走る。

「な、なんだっての、それって!?　第一、こんなこと普ふ通つうの人間には──」

「こいつは、人間じゃない」

　Ｇは緊張に支し配はいされた声で、そう言った。……え、えっ？

　ただしその答は、Ｇが語るよりも先に。ミストラルの変へん貌ぼうにより、天華に示されたのだった。

　老人であった肉体が、変わる、変わる──。ゆるりと形がひもとかれ、変へん幻げんした。あれだけ深く刻きざまれていた皺しわは消え、病的にまで美しい真白き肌へと瞬またたく間に戻っていく。色褪あせた長い髪かみも艶つやを生み、紫し紺こんの色を取り戻し、自然と後頭部でまとめられる。

　その頃ころには、身を包む衣服すら変質し、複ふく雑ざつに老人を覆おおい尽つくした。

　──いや。すでにそこに立っていたのは、老人などではない。細身で長身の、人を超ちよう越えつした完かん璧ぺきな人形のごとき美しい面おもてを持った青年が、かわりに存在していたのだった。

　そして天華はこの変へん貌ぼうぶりを、直感的に「似にてる」と思った。

　さながら相棒の少年が、天華から受ける精命力を変へん換かんして。書物の姿から、人の形を取るようではなかったか？

「Ｍ……！」

　その相棒は、美青年を前にそう呻うめいた。……Ｍ？　それはＧの名前と同じ、古代標準文字アルフアベツトのひとつ。

「Ｇ？　──まさか？」

　この人って……。ああ、違う、人じゃないっ。驚きよう愕がくの中、天華はへこんだ大地の中央にいる青年と、その縁ふちに立って彼を見下ろす相棒とを見比べた。

　そうだ、と少年はおもむろに肯こう定ていする。

「同じ、精せい書しよだ」

「精書……そっか」

　いたんだ！　そうだ、この青年は──。相棒の少年と、同じ種類のモノなのである！

「覚えていてくれて嬉うれしいよ、Ｇ。いや、【我らが将ＧＥＮＥＲＡＬ】と呼ぼうか？　それとも【最強の者ＧＲＥＡＴ】か？」

　Ｍと呼ばれた青年は、しゃがれた声も潤うるおいを取り戻し、美声を奏かなでた。親しげにＧへと言葉を紡つむぎながら。しかし、逆ぎやくに天華のすぐ前にあるＧの小さな背中からは、警けい戒かいの気配は消えなくて。

　そしてＭは、唐とう突とつに笑い始めるのであった。

「こちらも名前を聞くまでは、すっかりわからなかったよ。キミがあんまりにも変わり果てた無ぶ様ざまな姿でいるのでね。ああ、けれど『精命核』を失ったんだっけ？　動けているだけで奇き跡せきみたいなものだよね。フフ。ああ、でも」

　キミには、その姿が一番似に合あっているよ。Ｍは笑った。笑い続けた。

　なにが……そんなにおかしいの!?　天華は彼の哄こう笑しように、身み震ぶるいすら感じた。その笑い声の中にあったのは、人間の感情とは別の、何か──。

　不ぶ気き味みで強きよう烈れつな、周囲の空気にすら染み出すような。濃密な【狂気ＭＡＤ】の気配であった。

「……僕ぼくはね、Ｇ。この千年もの間……何をしていたと思う？」

　唐突に笑いをやめて。Ｍが話を切り出した。

「僕はずっと、大陸中を彷徨さまよっていたんだ。あのときからずっとだよ？　大たい変へんだったんだ……。初めはどこから手を着けていいかわからなかったからね。だんだんと増ふえてきた人に化ばけて、その中に溶とけ込むことを覚えてからも、長かったよ。何度も考えたんだよ。僕はどうしてこんなに苦労してるんだろうって。人間なんかに紛まぎれて、身をやつして……」

　でもね、負けなかったよ。Ｍはやはり、己おのれの顔に笑みを浮かべた。

　ただし今度のは、先ほどまでのものとは質の違う、凄せい絶ぜつな冷れい笑しようだった。

「僕たち精書が、この世界に散らばってしまったあの一瞬を、僕は忘わすれたことがない。千年もの間、一度たりともね」

　天華は毛皮のコートにくるまれた全身が、汗あせを噴ふきだしていることに気付いた。火の精霊の祝しゆく福ふくを得るコートが、吸い込んだ水気を飛ばそうと、わずかに発熱しているからではない。心だけでは測はかり得ないＭの異い質しつな笑みを、天華の体が理り解かいしたのだ。

　それは、恐きよう怖ふ──？

「そして……ようやく僕は、あの続きを始められるよ。Ｇ」

　ただし天華の感じた畏い怖ふは、Ｍの表情から一瞬で消えて。彼はただうっとりと愛いとおしそうに、傍かたわらに転がしてあった半身ほどの大きさもある、歪いびつな機械の塊かたまりに触ふれる。

「……ああ、でもこんなにうまくいくとはね。本当のことを言うとね、途と中ちゆうから、今回は諦あきらめようかと思い始めてたんだ。機械式の牢ろう獄ごくは、少々科学をかじった程てい度どの僕の力では、どうすることもできなかったし。人間の中でも特別な力を持つという精せい霊れい巫み女こを呼よび寄よせても、役には立たなかったしね」

「えっ？」

　巫女を……白はつ華かを呼び寄せた？　誰が？　──Ｍが、いいや。

　ミストラルがっ。

　ああ！　天華は悟さとる。わかってしまった。こうして残ざん骸がい都と市しの機き能のうを停止させたのは、白華が提てい案あんし、天華が手助けしたものだった。けれども、そのすぐ側にいて、そうなるように全すべてを細やかに補ほ佐さしたのは一人しかいない。天華たちがこの街を訪れる以前から、ロッケたちに接せつ触しよくし、侵しん入にゆうしていたミストラルだけだ。

　なぜ？　それは……。天華は彼の側にある、メイン・コンピュータと動どう力りよく炉ろとを見やった。こうして地底湖の下から、これらを取り出すことにあったのだ──。

「じゃあ……今までのって、全部仕組まれたことだったってこと……!?」

「そうだよ」

　天華の問いかけに、瓦礫の大地に立つＭは快こころよく応じる。

「特に、人間のキミはよく働いてくれたよ。……全てが僕の噓うその元に始まったってことすら気付かずに」

「噓？　噓って、なに？」

「この街は、雪には埋うもれないってことさ」

「……えっ」

「当たり前だよ。千年も風雪に耐たえてきたシステムだよ？　ちょっとやそっとの気象異い常じようで、限げん界かいを迎むかえるものか。だからこそ壊こわすのに手こずっていたんだ。いろいろと手をこまねいて……最終的に、偽にせの積雪シミュレーションを組み上げてみたんだけどね」

　まさかこんなにみんなが騙だまされてくれるなんて。Ｍは笑った。整ったその顔に、下げ卑びた歪ゆがみを刻きざみつけて。

「だから言っただろう？　ありがとう、って。フフフ」

「あれは……そんな……」

「おや。気に入らないかい？　でも僕は本当に感かん謝しやしてるんだよ。なにしろ、ようやく僕の千年が、報むくわれることになるんだから」

　ほうら。と瓦が礫れきの上にあったＭの片足が、軽い動作で持ち上がった。

　それはＧを挟はさんだ大地の縁ふちから、憎にく々にくしげに睨にらむ天華の前で。おもむろに足元の機械の塊たちを踏ふみつけて──。

　そのまま一気に、人間ではありえないほどの力を加えて、陥かん没ぼつした大地ごと蹴けり潰つぶしたのであった。え、えええっ!?

「う、噓ぉっ!?　ああーっ、メイン・コンピュータが！　なんで!!」

「言っただろ。データはいらないって。僕が欲ほしかったのは、キミとは少し違うんだよ」

　Ｍは悲ひ鳴めいをあげる天華を、一いち瞥べつしただけで歯し牙がにもかけずに。その手でさらに機械の強きよう固こな殻からを引きはがし、動どう力りよく炉ろの中へと手を差し込んだ。

　そこに存在するのは、残骸都市の環境制御システムを千年もの間維い持じしてきた、強きよう烈れつなエネルギーの発生炉。やばいっ！　天華は咄とつ嗟さに体を緊張に強こわ張ばらせる。だってそんなものが突然外気に晒さらされたりしたら、一瞬にして辺り一帯を焼き尽つくしてしまうかもしれないのだから。

　けれども大気を焼き尽くす凄すさまじい爆ばく発はつなどは、天華に襲おそいかかってくることもなく。……あ、あれっ？　天華は我が目を疑うたがった。なに、あれ!?

　引き抜かれたＭの手の中にあったのは、宙ちゆうに浮く一冊の書物。

「……精書!?　また別の！」

　相あい棒ぼうの元の姿を何度も目にしたことがあった天華は、瞬時にその正体を見抜いた。間違いない。表紙の色こそ、多少は違えども。形状も、大きさも、確かにそれは不可思議な書物、精書であった。

「あれは……Ｓか！」

　ゴーグルをかけた銀の瞳ひとみの前で、相棒の少年の背中が硬こう直ちよくした。

　そうだよ、とＭが応こたえる。実に楽しそうな表情を貼り付かせながら。

「待たせたね、Ｓ……。ようやくキミを、封ふう印いんの縛いましめから解とき放ってあげられたよ」

「封印？」

　Ｍの独どく白はくに、天華ははっと気付かされる。まさか……ううん。

（そっか、もしかして！）

　この街って……。天華はある事実に行き着いた。

　この残骸都市が、周囲の厳きびしい環かん境きようから獣じゆう機き族ぞくたちを守っていたのは、単なる機能の副産物的なものに過ぎなかったのだ。

　精霊の力を支配する環境制御システムは、その影えい響きよう下かで錬れん精せいの類たぐいを発動させないため。決して、Ｓという名の精書を外に出さないように。そのために、凄すさまじいまでの精せい命めい力りよくに溢あふれたＳ自身を動力源げんに組み込んで。千年もの間、システムを強固に維い持じし続けていたのである──。

　しかしその封印は、今こうしてＭの手によって壊こわされて。

「さあ。キミの力を存ぞん分ぶんに発はつ揮きするがいいよ、Ｓ。その存在意義のままに……」

　恍こう惚こつとしたＭの呼びかけに、Ｓと呼ばれた書物はぶるりと空中にいながら身み震ぶるいするのだった。

　そして相棒の少年がそうであるように、ゆっくりと身を紐ひも解とき、精命力による擬ぎ似じ的な肉体を構こう成せいし始める。

　けれどもその姿は、明らかに人のシルエットとは異ことなっていて。……え、え!?

「まずい、天華！」

　逃にげろッ！　天華とＭの間にいたＧが警けい告こくする。だけど、天華は変化していく書物の様子に目を奪うばわれて。──そこに生まれたのは、Ｍの背せ丈たけほどにも伸のびた、細くて長く、鋭するどいもの。細やかな装そう飾しよくを纏まとった、輝かがやきに満ちた両刃の刀とう身しんであった。

「攻こう撃げき系けいの擬ぎ態たい変化……【剣ＳＷＯＲＤ】か!!」

　焦しよう燥そうに駆かられたＧの体が、叫さけびながら動く。だが、それより早くＭは【剣ＳＷＯＲＤ】を摑つかみ取り──。

　一いつ閃せん。風も、雪も、日差しすらも、微び動どうだにせずに。上から下までゆるやかに振り下ろされた一撃が、一本の亀き裂れつをつくったのだった。

　それは天華の目には、最初何が起こったのかわからなかった。わかったのは、真まっ直すぐに躊躇ためらいもなく振り抜かれた【剣ＳＷＯＲＤ】の切っ先が、こちらを向いていて。その延長に、いつの間に生まれたのか。陥かん没ぼつした大地すらきれいにえぐり取るように、深くて細い「溝みぞ」ができていることに気が付いた後だった。斬ざん撃げきだったのだ！

　その威い力りよくを悟さとり、天華の体が遅おくれて震える。背後で、巨きよ大だいな地じ響ひびきが起こり、足元を揺ゆるがした。えっ、と振り返ると。ゴーグルの視界を拡大ズームさせるまでもなく、地響きの要因がわかった。天華の立つ、瓦礫を孕はらんで陥没した大地の縁。そこから遥はるか後方の、谷まで続く「溝」がかすめた残骸都市の外周壁の一部が、支ささえを失って倒とう壊かいしたのだ。あの一撃に、その身をごっそりと削けずり取られて──。

　けれども、天華は無事だった。無む傷きずだ。「溝」の向けられた、その正面に立っていたのに。なぜ？

　それは褐かつ色しよくの肌はだを持つ相棒の少年が、身を挺ていして天華の前に、立ちはだかってくれていたから。

「う……く」

　ただしＧは、その場に小さな膝ひざをつく。斬撃を受け止めたその体は、上半身の一部がぱっくりと割われて。がらんどうの中身を、無む惨ざんにもさらけ出していたのだった。

「ちょ、じ、Ｇーっ!?」

「さすがは【防御ＧＵＡＲＤ】に長たけたＧなだけはあるな。Ｓの【一振りＳＬＡＳＨ】を防ぐとは」

　無惨な相棒の姿に真っ青さおになる天華とは対照的に、Ｍは口くち笛ぶえすら吹いて拍はく手しゆした。

「だけど、もちろんこれで終わりじゃあないよ、Ｇ。まだ始まりなんだ。そうだろう？」

「……どうする気だ。Ｍ」

「決まってるさ。言っただろう？」

　Ｍは歪いびつに微笑ほほえんだ。

「僕たちはただ、自分の本ほん能のうの赴おもむくままに行動するだけさ」

　あのときと同じように。Ｍは含ふくみのある顔で、うそぶくようにそう言うのだった。

　だけど、天華はそんなＭの勝手な言いぐさを全部聞いてるつもりはなくて。震える足を叩たたき起こし、「溝」をまたいで疾しつ駆くした。飛びつくのはすぐ向こうに翼を休めた、純じゆん白ぱくの愛機である。

　雷らい帝てい号ごうを軽やかに舞まい上がらせて、天華は機体を突とつ進しんさせた。もちろん、傷ついた相棒の少年に向かってっ。

「Ｇ────っ、乗って!!」

「天華!?」

「いいから！　逃げるよ、今は!!」

　ほら！　と彼の前で機体を滑すべらし、首根っこを手てつ甲こうの片かた腕うでで絡からめ取るようにして、強ごう引いんながらも後部の機関部に放ほうり込んでやるのだった。そして、非ひ難なんの声を聞く前に機首を上げ、冷めた風をしっかり摑つかんで。一気に空へと駆け上らせた。

「Ｇっ、結晶体の力を噴ふん射しやさせて！　とにかく逃げなきゃ！」

「無茶をするな、天華！」

　伝声管から相棒が言う。……冗じよう談だんじゃない！　天華は雷帝号を操あやつりながら、唇くちびるを嚙かむ。ゴーグルの視界の端を、かすかににじませながら。

「だって、だって……Ｇが死んじゃうじゃんッ！」

「俺は人間とは違う。これくらいの傷では死なない。それより……」

　お前こそ気を付けろ、と伝声管の向こうでＧが呟つぶやいた瞬間。

　音のない衝撃が、純白の舞翼ライドの左さ翼よくの根本を貫つらぬいた。

　えっ、と振り返ったそこに、真後ろの機関部の穴あなから必死に腕を伸ばしたＧがいて。けれども、防ふせぎきれなかったのだっ。遠く、背後に見下ろせる位置から放たれた、Ｍの新たな一撃──。

「【突きＳＴＡＢ】か……ッ！」

　縦たてに裂さけた腕を抱えてそう呻うめいたＧの声を、ちゃんと聞いている余よ裕ゆうはなくて。片かた翼よくを分ぶん解かいさせた機体が、あっという間にバランスを崩くずす。立て直すのは無理だ！

「きゃあああああああああああああ────!!」

　天華は悲鳴を上げて、くるくると回転しながら落下した。八つの谷が集つどう『大蛇谷オロチダニ』の、真っ白な雪が降り積もった尾お根ねの向こうへと──。
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　残ざん骸がい都と市しの中央に、破は壊かい音と共に、巨きよ大だいな水柱が生まれ。次いで閃せん光こうのような閃ひらめきが、大地を走って外がい周しゆう壁へきのひとつさえ貫いたとき。

「……シエンっ、ここは頼たのむ！」

　黄金の獣人姿のアルバルドは、白華を乗せた『神』を操る、部下である栗くり毛げの少年補ほ佐さ官かんにそう言い残して。獣機族の女王が、突然起こった異い常じよう事じ態たいに混こん乱らんする二千八百体もの種族をまとめ上げ、指し示じを与あたえるより早く、アルバルドは『完全獣化フル・ビースト』した身を躍おどらせていた。

　輝かがやくばかりに伸びた黄金色の体毛をなびかせ、強きよう靭じんな脚きやく力りよくで跳ちよう躍やくする。飛び越こえるのは獣機族たち群ぐん衆しゆうの集つどう観客席だ。唸うなりと咆ほう吼こうの上をひとっ飛びして、さらに跳とぶ。闘とう技ぎ場じようの外壁を乗り越えた。

　ゆっくりと崩くずれ、地響きを立てて巨大な外周壁の破は片へんが落ちたときには。アルバルドの体はもう、十数メートルはある高さから、一気に飛び降りていた。踏みしめるのは岩がん盤ばんに舗ほ装そうのされた、頑がん丈じような大地である。

　ただしそこには、いくつもの亀き裂れつが入っていて──。亀裂は、真っ直ぐに中央の広場のあった場所から延のびてきていた。先に進めば進むほどその数も増ふえ、やがて身をよじり、亀裂は瓦が礫れきと化してしまう。

　なにが起こってるんだッ!?　アルバルドは走りながら、広場のあった前方を見た。

　けれどもそこには、すでに広場らしき空間はなくて。かわりに大地がひしゃげてえぐれて、陥かん没ぼつしている状態が、空色の瞳に飛び込んでくるのだった。……あそこに、その要因はあるってのか？

　アルバルドはずっと握にぎったままだった、剣けんの柄つかに力を込こめる。

「確たしかめなきゃ……！」

　そして、守るんだっ。アルバルドは剣けん聖せいとして、走りながらそう強く思うのだった。

　が、しかし──。

「？　あ、あれっ……？」

　しまっ……。がくがくと、いきなり何の前まえ触ぶれもなく両足から力が抜ぬけた。派は手でにつんのめり、転がり倒れる。強きよう打だした顔面からごっそりと、黄金色の体毛が抜け落ちた。いや、顔だけではない。壊こわれた鎧よろいと破やぶれた衣類から覗のぞく腕も、足も。全身から毛が抜けて、同時に力が抜けていった。極限まで肥ひ大だい化かしていた筋きん肉にくが収しゆう縮しゆくし、長くなっていた髪もいつもの長さに戻ってしまう。

　──体力の消しよう耗もうが尋じん常じようでない、『完全獣化フル・ビースト』。その反動である、体力切れの症しよう状じようであった。

「うっ、ウソだろおおお!?」

　地面に這はいつくばう形でぶっ倒れたまま、アルバルドは泣きたくなる。

「こ……こんなときにいいい……」

　しかしこればかりは、根性とか精神的なものでは、補おぎなうことができなくて。元の人の姿に戻ったアルバルドは、うつぶせに転んだ格かつ好こうで、力尽つきてしまうのだった。

　しかし閉じていく空色の瞳に、二度目の閃せん光こうが生まれたのが見えた。閃光は鮮あざやかに空を裂き、駆け抜ける──。

「ち、ちきしょう……こんなところで、体力切れで、倒れてるわけには……」

「おれが、いく!!」

「へ……え？」

　ふいにそんな声が、耳に届とどいた。無ぶ様ざまな姿を晒さらした自分のかわりに傍かたわらを疾しつ駆くしたのは、一体の獣機族。大おお柄がらな体たい軀くを持つ、三本腕の鉄てつ仮か面めんだ。

「……借り、返すッ」

　そんな言葉をその場に置いて。鉄仮面は倒れたアルバルドの目線からは一望できない、陥没した大地の「穴」の中へと降りていくのだった。

　だが、次の瞬間──。アルバルドは見た。信じられない光景を。

　あの鉄仮面の体が、簡かん単たんに翻ほん弄ろうされて。背中より生はえる機械の剛ごう腕わんすら、根本から折られ、引きちぎられて。獣機族特有の粘ねん性せいのある鮮せん血けつにまみれたぐったりとした体を抱かかえられ、陥没した大地の底より、まるでゴミのように連れ出されてくるのを。なん、だ、って……？

「ウソ、だろお……」

　その呟つぶやきを口の中に、アルバルドは気を失った。──血まみれの鉄仮面を、最後に目にして。







「──な……あっ、アルバルド様あっ!?」

　栗毛の少年が『神』の背中から飛び降おりて、気き絶ぜつしている金きん髪ぱつの青年に駆け寄った。『神』の腕に抱かれたまま、陥没したかつての残骸都市の中央広場へと赴おもむいた白華も、少年と同じように、倒れた幼おさななじみの青年のもとへと飛び出したくなる。

　しかし白華の足は、動かなかった。無理を言って、少年の操る『神』に守られることを条じよう件けんに、ここまで連れてきてもらったのに。

　なぜなら、白華の金色の『龍りゆう眼がん』には、全すべてがわかってしまっていたから。

『何が起こったのだッ!?』

　自ら率そつ先せんして、白華たちと共に大勢の獣機族を従したがえた女王アロ＝カが、獣機族語で辺りにわめく。

　陥没した広場跡あとには、何もなかった。──そう、人ひと影かげひとつすら、もうそこにはなかったのだ。

　けれども、白華だけは知っている。この場に残る精せい霊れいたちが、一部始し終じゆうを教えてくれる。

　だから白華は、乗っかっていた『神』の腕から一歩降りて。警けい戒かいし、護ご衛えいのために取り巻いてくれる獣機族の兵士たちを制せいして、足元に刻まれた、鋭えい利りすぎる細い「溝みぞ」に手を触ふれるのだった。

　大地をただ薄うすく、長く貫つらぬいた「溝」。これがあの閃せん光こうが刻んだものだということは、「溝」そのものが教えてくれた。いや、闘技場にいても見えた、あの空を駆ける一撃を目まの当たりにしたとき。白華は、ぞっとなったのだ。圧あつ倒とう的すぎる精せい命めい力りよくを収しゆう束そくし、精霊たちすら切り裂いてしまう、その威い力りよくに──。

　この傷きず跡あとは、錬精の力を用もちいなければ、決して塞ふさがることはない。それほど深いものであった。

（姉様……！）

　そして白華の『龍眼』は、知る。

　二度目の空を走った閃光が、銀髪の少女とその相棒の少年が乗る舞翼ライドに向けて、放たれたものであったことを。







　──天華が無傷で済すんだのは、舞翼ライドの特性からであった。風の祝しゆく福ふくを受けた機体は墜つい落らくの間ま際ぎわまで、精せい一いつ杯ぱいその身を踏ふん張ってくれて。片かた翼よくだけになりながらも、八つの谷のひとつに降り積もった雪原の上へと、ふわりと軟なん着ちやく陸りくしてみせたのだった。

「ぷはっ！」

　毛皮のコートを雪まみれにしながらも、天華は元気に頭を出す。……Ｇはっ？　ずれたゴーグルを、首元に降おろしながら。銀の瞳ひとみが半身を雪に埋うもれさせるように着地した、すぐ側そばにある雷らい帝てい号ごうを凝ぎよう視しする。と、機関部の中から相あい棒ぼうの少年が這はい出してきた。

「Ｇっ！」

「天華。怪け我がはないか？」

「う、うん。軽い打ち身程てい度どだけど……って、あ、あんたの方こそ！」

　大丈夫なのっ？　天華は相棒の少年を押さえ込んで、くまなく彼の体を調べる。居い心地ごこちの悪そうな顔をするＧであったが、どうやら完全に修しゆう復ふくをしているようだ。

「平気だ。俺の体は人間のそれと違って、お前の精命力でつくった擬ぎ似じ的なものだからな」

　その体に刻まれたＳの刀とう傷しようは、完全に塞ふさがっていて。褐かつ色しよくの肌はだはいつものように、きれいな姿を見せていた。

　だがその少年の腕は、雪の上を這い寄った天華をがっしりと摑つかむと、軽々と背中に担かついで。小こ柄がらなその体からは想像もできないような跳ちよう躍やく力で、一気に飛び跳はねたのだった。

「って、わ、きゃあああああ!!　じ、Ｇっ、いきなりなにぃいいい!?」

「黙だまっていろ、天華」

　舌を嚙かむぞ。とだけ言って、褐色の肌の少年は何度も何度も、跳ねるように疾しつ走そうした。

　やがて、雪に彩いろどられた斜しや面めんを滑すべり降り、その先に小さな岩いわ肌はだの裂さけ目めを見つけて。天華を連れてその中に、Ｇは身を隠かくすのだった。

　入り口こそ狭せまくわかりにくいものの、岩肌の奥おく行ゆきはけっこうありそうだ。それでも念入りに相棒は、奥の岩いわ陰かげで天華をようやく解放して。「ここならば、そう簡単には見つからないだろう」などと言う。

「幸か不幸か、俺は『精命核かく』を失っている。向こうが感かん知ちしてくることはない」

「？　せ、『精命核』って……？」

「俺たち精書が本来は普ふ通つうに持つ、精命力の源みなもとだ。人間でいう心しん臓ぞうにあたるものとでも考えればいい」

　ああ……そうなんだ。岩肌にもたれながら、天華はなんとなく理解する。

「人間でいうと、か……」

　なんとなく呟つぶやいたその言葉に、褐色の肌の少年は相づちひとつ返さなくて。外の方に黒くろ鉄がね色いろの瞳ひとみを向けて、鋭するどく意い識しきを配くばるのだった。

　その表情は、いつになく緊きん迫ぱくしたもので。だから必然的に沈ちん黙もくが、ひんやりとした辺りの空気を支し配はいした。

　それでも。天華は嚙かみ締しめる。

　自分がついに、彼に訊きかねばならないことを。

「……。ねえ、Ｇ」

「何だ」

「──結局さ、その。精書って、いったいなんなの？」

　天華はこれまでずっと訊いたことのなかったことを、ついに切り出してみた。瞬間、自分でもびっくりするくらい心臓が跳はね躍おどる。痛いたいくらいに。

　そうだ……。天華はあえて、今の今までＧの正体については追求を避さけてきたのだ。──だって。

　この不ふ可か思し議ぎな性質の少年と共にある生活が、変わってしまうきっかけになってしまいそうだったから。

　何も変わらない。そう思う。そう思いたいのだ。人間と変わらないのなら、人間として接せつしていけると思っていたから。

　だから彼の正体に言及することは、ひとつの関係の終しゆう焉えんだ。人として彼を扱あつかわない、ということだから。

　──Ｇはずっと、白華と一いつ緒しよに見つけたあのときから変わらない。いつも側にいてくれた。天華が何も訊かなかったから。今のＧでいいって思っていたから。

　けれど、限げん界かいなのだろう。この状じよう況きようでは。天華は彼に訊くしかない。

　だから。

「精書って、なんなの？」

　天華はゴーグルを外はずしてしっかりと少年を見み据すえ、もう一度尋たずねるのであった。







「精書って、あたしはＧ以外にいるとは思ってなかった。ううん、考えたことも……考えようともしなかった。だけど、Ｇみたいに人の姿をとるだけじゃなくって、剣みたいなものにまでなるし。どーゆーこと!?」

　ねえ！　銀髪の少女は一気に疑ぎ問もんを吐はき出し、Ｇの元に詰め寄った。

　その表ひよう情じようは真しん剣けんだ。だから──。Ｇも、逃にげなかった。いつもなら簡かん単たんに、受け流してきた事こと柄がらなのに。

　いや、Ｇとて最初からわかっていたのだ。十年ほど前、この少女に出会ってからずっと。いつかこんな日が訪れてしまうのを。

　わかった、とＧは迷まよいなく、岩に閉ざされた灰はい色いろの闇やみに呟つぶやきを落とす。そして冷たい岩肌を背せに座すわりながら、黒鉄色の瞳ひとみでコートにくるまった天華を見つめて、ゆっくりと話してやるのだった。自分の中に残る、今まで口にすることのなかった、自分自身のことについて。

「俺たち精書は、かつて……お前たちが旧精紀と呼ぶ時代の、世界の欠片かけらだ」

「？　世界の……か、欠片あ？」

「そうだ。世界を構こう成せいするもの全すべてを、複写し、抽ちゆう出しゆつし、無む理り矢や理り分ぶん割かつしたのだ。……錬れん精せい術じゆつがどういうものか、詳くわしくないお前でも知っているだろう」

「え？　な、なにが？」

「その精霊力の顕けん現げんには、意味のある文字と図形などが使われる」

　それと同じことだ、とＧは教えてやる。細かい点では違うものの、根元的には同じことだ。

「世界の要素──。すなわち、物体、事象、現象。ありとあらゆる事柄を、お前たちの言う旧精紀の文字を元にして、分割したのだ。その意味のある古代標準文字アルフアベツトの、たった二十六種に、全すべてを振り分けて。それが『二十六冊の百科事典エンサイクロペデイア２６』──」

「……精書、ってこと？」

　ああ、と銀髪の少女の言葉に、Ｇはゆっくり頷うなずいた。

「──故ゆえに、俺たちはそれぞれ、自分たちにあてがわれた属ぞく性せいを持つ。二十六に分割された、世界の要素を」

「そ、それって……もしかして」

　なんだか、すごいんじゃ！　少女は興こう奮ふんに頰ほおを染そめた。

「だって、とんでもないことじゃんっ！　つまりさっ、丸ごと存そん在ざいする世界の自然の力──精霊の力を、たった二十六個に分けたうちのひとつ、ってことなんでしょ？　要するに！」

「そうだな」

「世界なんて、百とか千とか万とか、ううん！　そんなんじゃ足りないくらいの、いろんなもので構成されてるってゆーのに！」

「だが、精書が万ばん能のうというわけじゃない」

「へ？　そ、そうなの？」

「ああ。……精書も、所しよ詮せんはただの道具だ」

　それ以上でもそれ以下でもない。Ｇはいつものように、彼女にそう諭さとしてやる。

「精書は使い手がいて初めて、その能のう力りよくを開かい花かできる。それも、それぞれが有する属性の中で、使い手が望む力のみだ」

「人が……選せん択たくするってこと？　精書の持つ力を？」

「そうだ。でなければ、道具としての意味がない。そうだろう？」

　そういうふうに造つくられたのだ。精書という存在は。そのことは、己おのれの製せい造ぞうされた瞬間の記き憶おくを失っているＧとても、間違いなくわかる。己の存在そのものだから。

　すなわち精書とは最初から、人に従したがうために産み落とされたものなのである。

　けれども……。Ｇはその表情をわずかに曇らす。その縛いましめから解放された、唯ゆい一いつの存在を思い出して。

「？　Ｇ？」

「……例外が存在する。本来は人間のみが使い手になるはずなのに、俺たち二十六の精書の中で、たった一体だけが」

「例外？　……あ」

　そっか、と天華も気付いたようだ。Ｍ、と呟く。

　ああ。とＧも肯こう定ていした。自分と同じ人外の存在でありながら、精書を扱あつかうことのできるモノ。

「Ｍは【人ＭＡＮ】の属性を持つ精書だ。だから完全に人に擬ぎ態たいすることができる。そのため、面と向かってもわからなかった。精命核の存在すら、隠かくしてしまえるようだった」

「だから、Ｓを【剣ＳＷＯＲＤ】に変えたんだね。彼の望むままに……」

「そういうことだ」

「……。ねえ、Ｇ。いったいＭはなに考えてんの？　いきなり斬きりつけてきたり、あれって」

　本当に、Ｇを殺そうとしてた。彼女はそんな呟きを飲み込み、ぶるりとひとつ身み震ぶるいする。寒いのではないだろう。冷たい外の風雪も、この奥にまでは届とどかないし、なにより彼女はしっかりと、あたたかな毛皮のコートに身をくるんでいる。では、どうして？　──恐きよう怖ふしたのだ。二度もＭから放たれた、あのＳの攻こう撃げきを思い出して。

「なんで、Ｇと闘たたかうの？」

　銀ぎん髪ぱつの少女はコートの襟えりに白い吐と息いきを漏もらしながら、そう尋たずねた。

「ねえ。同じ精書なんだから、仲間なんじゃないの？」

「いや、違うらしい」

　どういうことかは俺にもわからないが。Ｇは自分の空くう虚きよな胸むねに触ふれながら、そう漏もらす。

「俺にはあのときの……旧精紀滅めつ亡ぼうのときの記憶がほとんどない。残っているのは断だん片ぺん的なイメージだけだ。ただ……この体が覚えている。あいつは、敵てきだったと」

「敵……な、なんでそんなことに？」

「わからん。本人に訊きいてみるしかないだろうな」

　そうだ。答なんて、もうＧのがらんどうの体にはほとんど残っていないのだ。他にあるものなんて、ただひとつ。あの終しゆう焉えんの世界の中で傍かたわらにいた、顔ももう思い出せない、一人の少女──。

　彼女はどこか、この今Ｇの目の前にいる銀ぎん髪ぱつの少女に、似にていただろうか？　……わからない。

　けれど、今はそれだけで十分だった。Ｇは「お前はここに隠れていろ」とだけ天華に告げて。もたれていた岩肌から背中をはがした。

「えっ。Ｇ!?」

「俺がＭと闘たたかう。その隙すきに逃げろ、天華」

「……な、なに言ってんの、あんた！　そんなこと！」

「相手は俺と違って、『精せい命めい核かく』を持っている完全体の精書だ。人と違って疲つかれを知らないＭは、どこまでも追いかけてくるだろう。人間であるお前には、勝ち目はない」

「勝ち目はないって……だったら、Ｇにはあるっての!?　そりゃあたしは人間で、錬精音おん痴ちで！　あんたの役には立たないかもしれないけどさっ。……でも。あんた、あたしの精命力をもらって動けてるんでしょう？　だったらあたしから離はなれたらダメじゃん！」

　すぐ動けなくなって、終わっちゃう！　Ｇの小さな肩が、天華の手てつ甲こうの腕に摑つかまれた。

　だけど、もちろんそんなことはＧにだってわかっている。彼女の手をそっと振ふり払はらいながら、「そうだな」と平静に、返答してやるのだった。

「俺に勝ち目はない。勝つ気もない。そもそもこの状じよう況きようでは、どうあがいても無理だろうしな」

　だからこそ、Ｇは天華を逃がそうと思った。それが自分にしてやれる、最大のことだと判はん断だんしたから。

　──しかし。

「……こっ、こンの、バッカＧ──ッ!!」

　いきなり頭から怒ど鳴なられた。手甲の両腕が突き出され、激はげしくＧをぶっ叩たたく。避さけようと思ったが、さすがに岩肌の押し迫せまる狭せまい中だ。Ｇは正面から、天華の振るった拳こぶしや肘ひじをあえて受けた。

　ただもちろん、人間ではないその肉体に痛いたみはない。痛いとすれば天華の方だろう。それでも彼女は殴なぐるのをやめず、「バカ、あんたは！」と滅め茶ちや苦く茶ちやに、腕を振り回すのであった。

　ようやく、息が上がって。銀髪の少女はただでさえ白い息をもっと濃こい色に変えて、その手を止める。

「天華……」

「Ｇ。あんた、バカだよ。一人でなにができるっての？　なにもできないじゃんっ」

「……。そうだな」

「だったら、どうして二人でやろうとしないの！」

　あたしたちは、いつも二人で一人前なんだよっ!?　天華は顔を上げ、その銀の瞳を真まっ直すぐにＧへと向けた。

　洞どう穴けつの灰はい色いろの闇やみの中でも、その眼まな差ざしに濁にごりはなくて。外から差し込んでくる雪の表面に弾はじかれた光を受けて、透すき通るように煌きらめくのだった。

　そこには、強い意い志しがあった。いつも天華が携たずさえる、「諦あきらめない」という精神だ。

「一人でできないなら、二人でやればいい。あたしたちずっと、そうやっていろんなこと乗り越こえてきたでしょ！　ドラゴンのときだって、軌き道どうエレベーターのときだって。あたし一人じゃダメだった。でも、あたしとＧと、二人で力を合わせればっ！」

　なんでもできるよ！　乗り越えられる──!!　銀髪の少女は一点の曇くもりもない眼めで、Ｇにそう告げるのだった。

「あたしはそう信じてる。だから、あたしはあんたを見み捨すてない。犠ぎ牲せいになんかしないから！」

「……犠牲……？」

　俺が？　Ｇはその最後の一言に一番動どう揺ようする。自分でも不ふ思し議ぎなくらいに。

　だってそれは天華が、全すべてを吐と露ろした人でない存そん在ざいの自分に対して。変わらずに、人のように接せつしてくれている証あかしなのだから。

　いや。Ｇの中に、彼女がいつも口にする言葉が思い浮かんだ。

「相あい棒ぼう、か」

　ふいにからっぽなはずの胸の奥から、奇き妙みような感覚がこみ上げてくる。それが何であるかは、Ｇには理り解かいできなかったけれども。ただかわりに不ぶ格かつ好こうな「苦く笑しよう」が、その頰ほおに自然と生まれていたのだった。

「天華」

「なに？　もう一回言うよ、Ｇ。あたしは……」

「わかった。一人では行かない」

「絶対、あんたを──って、あ、あれ？　そ、そうなの？」

「ああ。道具は、持ち主ぬしの言いつけを守るものだ」

　Ｇはさらに「苦笑」して、そう言ってやった。

　……そ、そう？　と天華も、少しびっくりした顔になるが。その口元に、ゆっくりと微笑ほほえみを宿す。

「そっか。えへへ、そうだよっ。あたしたち二人で考えて、切り抜けなくっちゃ！　そうでしょ？　──じゃあとにかく、作戦を考えようよ」

「作戦？　……そうだな」

　天華に言われて、初めてＧはそのことに思い当たる。最初から敗北を前ぜん提ていにしていた自分では、考えもしなかったことだ。

　二人なら、なんだって乗り越こえられる。その意味がなんとなく、Ｇにはわかったような気がした。

「……そうだ。つけいる隙すきがない訳わけじゃない」

　そしてＧはそこに行き着く。今の状じよう況きようを、冷静に分ぶん析せきして。

「Ｍは【使い手ＭＡＳＴＥＲ】としては優すぐれているが、だからといって剣けんの達人というわけではない」

「？　アルみたいに、剣けん聖せいレベルじゃないってこと？」

「良くも悪くも【人ＭＡＮ】だ。肉体が俺のように、人間よりも遥はるかに強きよう靭じんであることを除のぞけば、剣の扱いには長たけていない。いわば、ただの素人しろうと剣士だ」

「そっか！　技ぎ術じゆつ的には未み熟じゆく、ってこと？　じゃあ」

「そうだ。幸い俺の精命核を失った肉体は、Ｍには感知されにくい」

　だから、こちらから近づいて、不ふ意いを突つけば──。

　そこまで言って、しかし。Ｇはふいに言葉を切った。顔を上げる。……まさか？

　いや、勘かん違ちがいではない。この強きよう烈れつな存在感は……！

「天華っ」

　真っ白な景色がわずかに覗のぞき見える、外を睨にらんで。Ｇは銀髪の少女を背はい後ごに庇かばった。

「どうやらその作戦は、使い物にならないらしい」

　──辺りの岩が生み出す闇を、まるごと刻きざむ閃せん光こうの斬ざん撃げきが、一瞬後に辺りをえぐった。




　　　　４




　冷気を纏まとった白はく煙えんが、舞まい上がる。

　しかしその中に巻まき込こまれることだけは、どうにか避さけて。崩ほう落らくした灰はい色いろの岩がん盤ばんを、片かた手てで押しのけた相棒の少年に導みちびかれて。天華はなんとか、白銀に埋うもれる外の世界へと脱だつ出しゆつした。

　辺りに散った雪の粉に、銀の瞳は何も見えない。首元まで降ろしていたゴーグルをかけ直すと、ようやく痛いほど染しみる風から視界も守れて。褐色の肌の少年が睨にらみ付ける場所を、凝ぎよう視しすることができるのだった。

「やあ。待たせたね」

『大蛇谷オロチダニ』のひとつの、うねる谷がつくる斜しや面めん。その中なか程ほどにあった岩肌の裂さけ目を見上げる位置に、一人の美しい顔立ちの青年がいた。──Ｍである。

　驚おどろいているのかい？　と彼は、真っ白な雪を踏ふみしめながら、実に楽しそうに笑った。

「どうして僕が簡かん単たんにキミを追って来れたのか、教えてあげるよ。単純なことさ。『精命核』を失ったキミを感じることは難むずかしい。……けどね、そっちの人間の娘むすめは別だよ。なんでも今のキミは、その娘の精命力に依い存ぞんしてるみたいじゃないか。特とく異いなことだね、まさかたかが人間に、そこまでの精命力を持っている者がいるなんて。でもね」

　だからこそ、わかりやすかったんだ。吹ふきすさぶ冷気に後頭部で結ゆわえた長髪をなびかせて、Ｍはくすくす含み笑った。

「そう。とっても見つけやすかった。特にこんな、他に精命力を持つ生物が、周囲にいない場所ではね」

「……そうか」

　相棒は感かん慨がいも何もなく、そっけなく返答した。天華も何も返さない。緊きん迫ぱくだけで体が縛しばられる。いつまたあの攻撃がくるかわからない！

　しかし。……あ、あれっ？　天華はＭの違い和わ感かんに気付いた。

　おかしい。だって──。そうだ！　その手にあるはずの【剣ＳＷＯＲＤ】の姿をした、もうひとつの精書であるＳの存在がどこにもない。

　どういうこと？　と思った瞬間。

「天華！」

　Ｇが動いた。横っ飛びに天華の腰こしに組み付いて、膝ひざ近くまで埋うもれる雪のベッドに押し倒す。

　その真横を、斬ざん撃げきの閃せん光こうが駆かけ抜けた。Ｓの一撃だっ。

　だがそれは当然、Ｓを手にしていないＭからのものではなくて。……えっ!?　雪まみれになりながら、相あい棒ぼうと共に起きあがった天華は見た。ただ虚うつろに、純じゆん白ぱくの大地に「溝みぞ」を刻みつけたその先に、大おお柄がらな体たい軀くの人ひと影かげがあることに。

　それは人間ではない、背中から生える機械の腕を一本失った、分ぶ厚あつい鉄の仮か面めんを装そう着ちやくした、機械と生体との融ゆう合ごう生物。

　獣じゆう機き族ぞく最強の戦士、ダイガであった。

「まさかっ、な、なんで!?」

　天華は突然の出来事を、理解できない。どうして、こんなことに!?

　──けれども、現あらわれたダイガの動きはおかしかった。その動きに緻ち密みつさはない。冷気に吐はく白い息は荒あら々あらしく、不ふ規き則そくでもある。天華は直感する。今の彼は明らかに、普通の状態ではなかった。

　まるで……そう。己おのれの意志を失い、抜け殻がらになった肉体だけが、無理矢理動かされているような……？

「ハハ。Ｇっ、【遊戯ＧＡＭＥ】は君の属ぞく性せいだったよね」

　天華たちの前で、Ｍが鉄仮面に寄り添そった。

「ちょっと彼の手を借りることにしたんだ。何しろ僕は、剣を扱うのが巧うまくないんでね」

「なに……それ」

「だからさ、僕の【精神ＭＩＮＤ】を、ちょっとわけてあげたんだ。僕のかわりにＳを振るってくれるように。簡単だったよ？　彼は僕と闘い、あっさり負けたんだ。素す手ででね。そのとき生まれた心の隙すき間まったら、なかったよ。ハハハ！」

　精神制せい御ぎよ──。相手の心を操あやつること。それが、Ｍの持つ属性の中のひとつなのである。

　そんな!!　天華は状況の最悪化を悟さとり、愕がく然ぜんとする。つけいる隙すきどころか、八はつ方ぽう塞ふさがりになってきてる!?

　そのことは相棒の少年も同じようで。「厳きびしいな」などと、天華にだけ聞こえる声で、珍めずらしく弱よわ音ねを吐はいた。

　しかし、そのとき──。天華たちとＭとの間に、新たな状況が舞い込んできたのだった。

　重い衝しよう突とつ音が、純白の大地に響き渡る。吹きすさぶ冷たい風すら押しのけて、雪の飛沫しぶきが舞い散った。……えっ!?

「なにっ!?　……ひ、飛ひ空くう艇ていい!?」

　斜しや面めんに腹ふく部ぶをこすりつけるように、谷の向こうから出現したのは。二枚まいの大型翼を持つ、真しん紅くの強きよう襲しゆう飛空艇であった。

　天華は目にする。その胴どう体たいに描えがかれる「盾たてと精せい霊れい」の、信しん精せい帝てい國こく軍ぐんの印を。それは間違いなく、帝國の飛空艇だった。

　飛空艇は真っ白な斜しや面めんを滑すべり降りる。攻こう撃げき翼よくを兼かねた頑がん健けんな翼の片方を、迷まよわずＭへと狙ねらいを付けて──。







「うやああああああ────っ、絶ぜつ対たい当てるっスううぅう────!!」

　張はり切った声をあげて強襲飛空艇を操るのは、もちろん操そう縦じゆう士し官かんのココロだった。テールにまとめた赤毛の頭が、雪の大地と接せつ触しよくした振しん動どうに揺ゆれる操縦席のシートの上で、激はげしく踊おどる。その背後で、舌したを嚙かみ切らないよう気を付けながらシートにしがみつくのは、少年補ほ佐さ官かんのシエンである。

　それでも栗くり毛げの少年は「準じゆん備びはいいですか、アルバルド様！　すれ違いざまに落とします！」と、少し離れた底部ハッチの上で剣けん聖せい用重武装錬精強化鎧よろいに身を収おさめたアルバルドへと、しっかりと伝えてくる。

「ああ、わ、わかった！」

　この狭せまい飛空艇内では身動きひとつとれない、屈くつ強きようすぎる全身鎧の中で、アルバルドは兜かぶと内部に取り付けられた通つう信しん石せきに向かって返答した。『完全獣化フル・ビースト』の反動で消しよう耗もうしていた肉体は、今は逆に、燃もえるように熱い活力に満ちている。体力増強用の錬精薬を、大量に飲んだのだ。

　──体力切れで気を失ったあの後。アルバルドは直後に駆けつけた、機械の塊かたまりである『神』に乗ってやってきた、シエンによって助け起こされた。

　その後、残ざん骸がい都と市しの黒いバリヤーが解かい除じよされた様子をみて、近くでこっそり待機していたココロが強襲飛空艇で駆けつけてきて──。だからアルバルドは、追いかけることにしたのだ。鉄仮面をたやすく倒たおし、連れ去った、明らかに人ではない紫し紺こんの髪かみを持つ青年を。

　彼が何者なのか、アルバルドたちにはわかっていない。けれども、これだけは理解できる。あの青年を野放しにしてはいけないと。

　残骸都市の広場を破は壊かいし、えぐるように陥かん没ぼつさせたのは、彼なのだから。

　はせ参さんじたココロの真しん紅くの飛空艇をこれ幸いと、アルバルドとシエンは乗り込んだ。一緒に協力を申し出てついてきたのは、白華の元に従じゆう順じゆんになった獣機族から、帝國語を話せる者たちが二名だった。

「オニチャン！」

　押し込められた重武装鎧のアルバルドの横で、小こ窓まどに向かってそう叫ぶのは、ピンクの毛け並なみをした獣機族の女の子。青年に連れ去られた兄を追って、定員数の限られた強襲飛空艇へと真っ先に乗り込んできた少女である。

　そして、そんな彼女の横で、シエンやココロたちに先ほどまで指示を出していたのは、もう一人の獣機族。ユピテルと名乗った、機械式の左眼を持つ男であった。

「戦士としての『性能スキル』には欠けますが、私の体内索敵レーダー器官がお役に立つはずです」

　負ふ傷しようした体を抱かかえながらも、鉄仮面を追うには自分の能力が一番適てきしている、と流りゆう暢ちような帝國語で彼は言った。あの青年はともかく。大量の金きん属ぞく細さい胞ぼうを有する、連れて行かれた鉄仮面の戦士の居い所どころを、感知することができるということだった。

　そのおかげで。アルバルドたちの強襲飛空艇は、こうしてついに、鉄仮面と青年の姿を捉とらえることができたのである。

「遠えん慮りよしないっスうう────!!」

　明らかに人間とは違う、超ちよう常じようの青年のことを事前にちゃんと教えてあったせいか。機体を的確に操る『直勘センサ』の、『先ワ祖イ返ルりド』としての能力に長たけたココロは容よう赦しやしない。ミリ単位で動きを見事に制せい御ぎよしながら、右の真しん紅くの翼つばさで純白の飛沫しぶきを散らした。きれいに青年へと直撃するコースである。

　けれども──。アルバルドたちは、間違っていた。彼に対する認にん識しきを。十分な速度に乗った鋭えい利りな赤い翼つばさすら、彼は問題としなかったのだっ。

　当たった瞬間、紙くずのように折れ飛んだのは強襲飛空艇の方であった。己おのれの五感を擬ぎ似じ的てきにではあるが、機体に憑ひよう依いさせていたココロが「うやぅっ！」と痛みに声をあげる。だが、彼女を心配する暇ひまなどなくて。

　機体は折れた右の翼を抱え、衝突した箇所を支点に回転する。白き斜しや面めんに身を折って、大量の固まった雪を巻き込んだ。

　それでも、その寸すん前ぜん。混乱に陥おちいる前に、補佐官の少年の手が動いていた。あらかじめ決めていたとおりに、真横のレバーを一気に引いて。

　──とたんに、鎧よろいを着込んでいたアルバルドの体が解放される。鎧を脱ぬいだのではない。その動きを制限していた狭せまい飛空艇の空間から、外へと放り出されたのであった。

　機体の底部ハッチが、横の壁たちとまとめて切り離されて。それらのパーツと共に空中に投げ出される格かつ好こうで、全身鎧に身を固めたアルバルドは、青年と鉄仮面、そして天華とＧがいる、その中央へと降り立った。

　重装備ながら、鎧の重さは感じない。そのための錬精薬と、そして薬に耐たえられるだけの肉体を有した、剣けん聖せいなのだ──。

　一〇八の小さな錬精陣じんを全身に配した鎧は、全ての動きを強化する。速さも、力も。外見上はずんぐりむっくりとした、いかにも愚ぐ鈍どんそうなラインを持つ鎧よろいだが、分ぶ厚あつい装そう甲こうは雪の上にもめり込まない。脚きやく部ぶに施ほどこされた錬精のシステムにより、その表面にふわりと浮いた。

　これが対獣じゆう機き族ぞく戦用に、強襲飛ひ空くう艇ていの後部貨か物もつ室しつに積み込まれてあった、剣聖のみに許ゆるされた最強無敵の装そう備びなのである。

「シエンたちは!?」

　アルバルドは着地するやいなや、何より先に部下たちのことを心配した。どうやら機体は雪にめり込み、遥はるか向こうでようやく停てい止ししたようだ。兜かぶとの中で空色の瞳ひとみを覆おおう強化レンズが、視界を自動的に修しゆう正せいしてくれる。アルバルドが放り出された機体のハッチが拡大ズームされた。

　そこからユピテルと獣機族の少女が、防ぼう寒かん具ぐを着けたシエンとココロと一いつ緒しよに這はい出してくる。よかった、無事だ。

　だが、ほっと胸むねを撫なで下ろしている余よ裕ゆうなど、アルバルドに与あたえられるはずもなかった。

　閃せん光こうが瞬またたく。【剣ＳＷＯＲＤ】の輝く斬ざん撃げきであった！







　閃光が、銀髪の少女を庇かばったＧの前で炸さく裂れつする。

　それはこちらを狙ねらったものではない。Ｇたちの前に降り立った、鉄仮面ほどの大きさもある、特とく殊しゆな装甲鎧へと放たれたものだった。

「──アルっ!?」

　鎧の意い匠しようが帝てい國こく軍のものであることと、その動きから見抜いてか、背はい後ごで天華がそう叫さけんだ。ただしその直後、彼女の声は悲ひ鳴めいに変わる。

　錬精の強化鎧のおかげで、『完全獣化フル・ビースト』並なみの反射速度で閃光をかわした剣聖の青年。だがわずかに避よけきれずに、その肩かたの端はしを掠かすめてしまったのである。装甲の防ぼう御ぎよ術じゆつ印いんが限界を迎むかえ、破は裂れつする。その衝撃の余よ波はが、Ｇたちに降り注そそいだのであった。

　Ｇにできたのは、砕くだけ散った閃光と装甲の欠片かけらが、天華に降り注がないようにすることくらいだ。だから必然的に、巻き上げられた大量の雪までは、どうにもできなくて。Ｇはともかく、生なま身みの少女は足を取られ、飲み込まれるように雪の上を転がった。

「天華！」

「……だ、だいじょぶ！　ケガはしてないよっ」

　ゴーグルの奥おくから気き丈じような銀の眼まな差ざしを向けて、天華は応こたえた。だがこの際問題なのは、彼女がＧの側から離れてしまったということで。

　その隙すきを逃のがすほどＭは、甘あまくはないのだった。

「あーあ。駄だ目めじゃないか。生身の人間のキミは、Ｇから距きよ離りを開あけちゃあ」

　Ｍは予定外の乱らん入にゆう者しやたちにも、その笑みをひとつも変えず。

「そういえば、僕はまだキミにお礼のひとつもしていなかったよね。せっかくＳの封ふう印いんを解とく手伝いをしてくれたっていうのに」

　青年はさくさくと、雪上に足そく跡せきを刻きざむ。銀髪の少女に向かって。……まずい！

　Ｇは飛び出す。Ｍを近づけさせないために。

　しかし、Ｍは全てを予よ測そくしていたように。変わらない笑顔をＧへと向けてくるのだった。

「いいのかい？　Ｇ。キミは忘わすれているよ」

　僕はね。ダイガを操あやつってるんだ。Ｍは言った。──しまった！　Ｇも遅おくれて気付く。振り返ったそこに、鎧と対たい峙じしながらも【剣ＳＷＯＲＤ】を構かまえた、鉄てつ仮か面めんの姿すがたがあることに。

　その切っ先は、迷まようことなく銀髪の少女へと向けられていて。そしてもちろん、Ｍの方へと踏ふみ込んだＧがその間に割わり込こむ猶ゆう予よなど、存在しなくて。

「天華──!!」

「きゃ……あああああああああああああああ!!」

　Ｇがその小さな手を精せい一いつ杯ぱい延のばすのと、閃せん光こうが疾しつ駆くしたのとは、ほとんど同時の出来事だった──。







「きゃ……あああああああああああああああ!!」

　天華は叫さけぶ。閃光を身に受けて。

　けれども──Ｓの一撃が届く、その寸すん前ぜん。天華の視界が全て変わった。

　閃光のかわりにゴーグルの下の銀の瞳に見えるのは、薄うすい青色。時折雪を孕はらむ、澄すみ渡った空であった。

「えっ、なっ……？」

　天華は気付く。己の体が、いきなりの浮ふ遊ゆう感かんに包まれていることに。

　そう、そこは空中であった。そして、重力に囚とらわれて落らつ下かする。真下にあるのは一面の雪の世界だ。

　ただしそこに、ＧもＭも、全身甲かつ冑ちゆうを着込んだアルバルドの姿もない。なぜならここは、八つの谷を持つ『大蛇谷オロチダニ』のうちの、全く別の場所だったから。

　──間かん一いつ髪ぱつの瞬間で。Ｇの生んだ《門ゲート》によって、天華は空間を跳ちよう躍やくし。あの致ち命めい的てきな閃光を、緊きん急きゆう回かい避ひさせられたのだ。

　それでもＧの咄とつ嗟さの《門ゲート》は、正確な出口を設せつ定ていできなくて。建物数階分ほどの高さから、異い常じよう積雪によって降り積もった、決してやわらかいということはない深い雪原へと、真っ逆さかさまに落とすのだった。

　天華は悲鳴を飲み込んで。手てつ甲こうの両腕で、頭だけをなんとか保ほ護ごし、純白の大地に衝しよう突とつした。

　脱だつ出しゆつさせてくれた相あい棒ぼうのことを思う間もなく。体を襲おそった衝撃に、意い識しきをふっつり奪うばわれて。




　　　　５




　鈍どん痛つうが、天華の脇わき腹ばらを走った。刹せつ那な、天華は覚かく醒せいする。起きあがろうとしたその形で、苦く悶もんに身をよじって倒たおれた。

「……姉ねえ様さまっ！」

「うー～～、痛いたたたた……って、あ、あれっ？」

　──白華？　朱しゆと白の衣い装しようを着た、自分とそっくりな顔の少女。妹の白華であった。

　彼女は薄色の空を背景に、天華を覗のぞき込んでいた。白はく髪はつにのせたベールの下で、涙なみだでその金色の瞳を潤うるませながら。

「え……な、なんで、白華が……う、くッ」

「起きあがっちゃダメです、姉様。ケガしてるんですよ？」

「ケガ？　……あ」

　そっか。妹の手でやさしく、もう一度寝ねかしつけられて。天華は手てつ甲こうの腕で、左の脇わき腹ばらを確たしかめる。

　かなりの高さから雪の大地へと落ちた際さいに、負ふ傷しようしてしまったらしい。打ち身なのか、それとも骨ほねにヒビでも入っているのか。ジャケットとコートを脱ぬがされたそこには、濃こい臭においを放つ何かしらの薬草が、たっぷりと塗ぬられていた。

　呼こ吸きゆうするたびに痛むほど、ひどくはないみたいだけれど……。それでも転がした銀髪の頭は、かすかな熱っぽさを孕はらんでいるのだった。

　と、天華はようやく気付く。すりつけた額ひたいを冷やすのは、自分の下に敷しかれている、厚手の大きなマットであった。

　そしてマットが置かれているのは。妹が精霊たちに頼たのみ込んだ、吹ふ雪ぶく風の入らない残ざん骸がい都と市しの内部だった。

「ここって……」

　漆しつ黒こくの天てん蓋がいを失った、一部が崩ほう壊かいした外がい周しゆう壁へき──。その取り囲む中央の、窪くぼんだ大地にほど近い瓦が礫れきの物もの陰かげに、天華は寝ねかされていた。

　治ち療りようをするのは白華と、獣じゆう機き族ぞくの老ろう婆ばである。

「人間の医い療りよう知識まで持ってる方なんですよ」

　妹がそう言って、博はく婆ばばと呼ばれる老婆を簡単に紹しよう介かいしてくれた。天華に薬草を塗りたくったのも、この博学な年寄りなのだと。

　だけど天華は老婆よりも、その背後に釘くぎ付づけになった。少し顔を上げれば見える、陥かん没ぼつした大地。その底では二千体以上もの獣機族たちが集まり、何やら作業に群むらがっていた。なにしてるの？　……いや、それも気になるけどっ。

　それ以上に、天華をハッとさせたのは。その手前に無む造ぞう作さに置かれていた、片かた翼よくを失った、一機の純白の舞翼ライドの姿すがたであった。

「ら、雷らい帝てい号ごうっ？　ど、どーしてここにっ!?」

「あ。拾ってきたんです」

　精霊さんが、墜つい落らくした姉様のことを教えてくれて。『龍りゆう眼がん』を持つ精霊巫み女この少女が言った。

「それに、姉様も……。倒れていたんですよ、そこを女王さんたちに頼んで、助けて運んできてもらったんです」

「……って、ちょっと待って！　あれからどうなったのっ？　Ｇたちはっ？」

　ああ、そうだ！　天華は痛みに混こん乱らんさせられていた意識をはっきりさせる。思い出した！　Ｍに襲おそわれてたんだっ!!

「まさか、もう終わったのっ？　噓うそでしょっ、あたしだけ逃がして!?」

　天華は痛みをこらえながら、マットの上から足を降おろす。脂あぶら汗あせが滲にじんだが、かまうものか。

　見上げれば、空に昇のぼった日は高い。いつの間にか、昼近くになっていた。白華の処しよ刑けいが行われようとしていたのは、朝頃であったというのに──。

　しかし。姉様っ、と起きあがるのを制しようとした白華は、心配よりも、緊きん迫ぱくした表情を湛たたえていて。

「まだ、続いてるんです……」

　愁しゆう眉びをつくり、小さくそう返すのだった。……えっ？

　その彼女の言葉が真実であることは、天華の銀の瞳が捉とらえる。突然空を裂さき、鮮あざやかな【剣ＳＷＯＲＤ】の閃せん光こうが、彼方かなたの谷間を駆け抜けたのだ。

「あれは！　そっか、まだ」

　闘ってるんだ!!　あれからゆうに、一時間以上は経たつというのにっ。

　だったら──。

「行かなきゃ、あたしっ！」

「待って、姉様っ。その体じゃ……」

「止めないで、白華！　あたしは行かなきゃならないのっ。だって……」

　あたしは、約束したのに！　言ったんだ。絶ぜつ対たいにＧを見み捨すてない、犠ぎ牲せいにしないって！　天華は手てつ甲こうの拳こぶしを握にぎる。強く、強く。

　それでも妹の手は、そんな天華の腕を、決して放さなくて。「待って」とすがりつくのだった。

「ダメ、姉様、そんな体じゃっ。それに今駆かけつけても、なにもできないです」

「白華……そんなことっ」

「大だい丈じよう夫ぶ。焦あせらないで、姉様。あのね、女王さんたちががんばってくれてるの。今必死になって、街の地下に眠ねむっていた精書封印のシステムを、急いで復ふつ旧きゆうさせているのっ。だからそれまでは……」

「精書……封印のシステム？」

　なに？　それって、どーゆーことっ!?　復旧って……。

　いや、そうだ。封印というのは、Ｍも語っていたことだった。

　あの陥没した大地の下には、メイン・コンピュータによって制御された、Ｓの力を利用してその身を拘こう束そくする、機械的なシステムが瓦が礫れきと化していて。

　けれどもそれをもう一度、再構築させることができたなら──。

「つまり封印し直せるってことっ？　精書をっ！」

　マットの上に起きあがった天華は、銀の瞳をＭの手で破は壊かいされた、窪んだ瓦礫の大地へと向けた。そこに集つどいし獣機族たちは、指し示じを出す女王の元でエネルギー・チューブの残骸を掘ほり起こし、また砕くだけたメイン・コンピュータのパーツを拾い上げ、彼らの体内に取り込んでいた。機械の機き構こうを持つその能のう力りよくで、たとえ完全ではなくとも、その機能をできうる限かぎり、再さい生せいしてみせるために。

　自然そのものである精霊たちの動きすら制し、錬精の道具である精書を封じてしまうシステム。それがどこまで、彼らの手で本来の力を取り戻せるかは、天華にははっきりわからなかったが。

「……直せるの？　あれを」

「はい。そのために皆みなさん、がんばっているんです」

　天華の呟つぶやきに、白華がしっかり応こたえるのだった。

　そして。老婆がもごもごとしゃべる。しゃがれ声の帝てい國こく語ごで。

「ここに眠っていたは、災わざわいの種。我われらはそれを出してはならぬ、宿命なり。そのために千年、この地より離れることなく生きてきたのジャ」

　それが口く伝でんとして受け継ついだ、種族の定さだめ。博婆と呼ばれる、小さな体に獣機族の記録を受け継いだ老婆は、しっかりとそう告げるのだった。

「願わくばもう一度、災いを封ふうじ込めねば……」

「それで、直してるんだ。あの封印のシステムを」

　そうか。天華は唇くちびるを嚙かむ。その胸むねに、ふいにある考えを浮うかばせながら。そうだ、そうだよ！　だったら──！

「ねえ、白華っ。復旧までに、あとどれくらいかかるかわかるっ？」

「え。ええと」

「もう少しジャ」

　白華のかわりに、しわくちゃの顔からぎょろりと獣けものの目を動かし、博婆が返答した。もう再構こう築ちくにかかっている、と。

「あとは、あの超常の者たちを追い込むだけジャ。どうするかは、これから考えねばならぬが」

「──考えなくてもいいよ、それ。……あたしがやるからっ」

「？　ね、姉様っ」

「白華。女王を呼よんできてくれる？」

　驚おどろき、金の瞳を見開く白華に、天華はやさしく頼み込んだ。大丈夫、と彼女の肩を抱きながら。

「これは、あたししかできないことだから。ううん、あたしだから、できることなんだ」

「でも、そんな、姉様……」

「それに問題はこの際さい、ここに封印されてたＳじゃないの。そのＳを【剣ＳＷＯＲＤ】にかえて、使っているＭの方なんだよ。つまり」

　あたしなら、Ｍを引っ張り出すことができる！　天華は確かく信しんを持って、そう言えた。

　なぜならＭは、相あい棒ぼうのヤツを目の敵かたきにしていた。そしてＧは、天華がいるから、その肉体を構成することができているのだ。だから……。

「あたしが、あのＭを追い込むよ。囮おとりになって」

「姉様……」

「止めないで、白華。でも」

　天華はそっと、妹の体に寄りかかる。痛みに蝕むしばまれる体に耐たえながら、それでも。彼女の金の瞳を、「ねえ」と真っ直ぐに見み据すえた。

「白華。そのかわり……あたしに力を貸かしてくれる？　あたしだけじゃ足りないから。──Ｇを助けてやるにはさ」

「そんな、そんなのっ」

　もちろんですっ！　妹は気き丈じように、何度も何度も頷うなずいた。

「わたしも、Ｇくんを助けるっ。絶対にっ」

「うん。そうだよ、助けなきゃ！　……二人で」

　待ってて、Ｇ！　天華は見上げた白い谷に向かって誓ちかう。すぐに行くからっ。

（Ｇ、あんたはあたしを助けてくれた。今度は、あたしがあんたを助ける番だよっ！）

　だから天華は白華と、そしてやってきた女王アロ＝カと相談する。あのＭを、なんとしても封印の罠わなに追い込むために。

　──新たな閃光が、再ふたたび尖とがった真白き頂ちよう点てんを削けずり、消えた。







「……なっ、じ、Ｇ──!!」

　アルバルドはへこんだ重武ぶ装そうの中で、褐かつ色しよくの肌はだの少年の名を呼んだ。何度、その体で助けてくれたことだろう。すでにアルバルドの装そう備びは、満まん身しん創そう痍いそのものであった。あちこちの装そう甲こうがひしゃげ、外れてしまっている。最強のこの装備ですら、【剣ＳＷＯＲＤ】の攻撃を受け止めることができないのだ。

　それでもどうにか薬が持続しているおかげか、外気に露ろ出しゆつした肌はだは寒くない。なんとか、まだ闘たたかえる。闘えるのだ。だが、アルバルドがこれまで踏ふん張ばってこれたのは、自分だけの力ではなくて。Ｇがずっと青年の方を抑おさえながらも、鉄てつ仮か面めんの斬ざん撃げきの何発かを防ふせいでくれたからだった。

　しかし──。そのＧは明らかに、限げん界かいの訪おとずれに褐色の肉体を蝕むしばまれていたのであった。

　立ち塞ふさがる【剣ＳＷＯＲＤ】を携たずさえた鉄仮面。その向こうで、青年の蹴けりを食らって、小さな体が宙ちゆうに舞まった。本来ならば避よけられない速さの攻撃ではなかったというのにっ。

　そもそも、天華を遠くに飛ばした直後から、動きが悪くなっていたのだ。その要よう因いんを、アルバルドは知っている。Ｇは天華の精せい命めい力りよくを受けて、その体を維い持じしている。しかしある程てい度ど離れてしまうと、その供きよう給きゆうが絶たたれてしまうことになるのである。

　だから今こうして、アルバルドの目の前で。ついにＧの小さな体が雪の大地に転がったまま、起きあがろうと片かた膝ひざをついた形で、動けなくなってしまうのだった。

　しかし、そんな少年のことを気にかけていることは、いつまでもアルバルドにはできなくて。【剣ＳＷＯＲＤ】を握にぎった鉄仮面が、休みなく襲おそいかかってきたのである。

　チクショウ!!　アルバルドは焦しよう燥そうする。使い物にならなくなった剣を捨て、鎧の全身に装備されている新しい剣を抜き放つ。なんとか【剣ＳＷＯＲＤ】が振り抜かれるより先に懐ふところに飛び込み、押さえつけることができた。だがそれでも【剣ＳＷＯＲＤ】の持つ特とく異いな剣けん圧あつだけで、鎧の特とく殊しゆ装甲たちが悲ひ鳴めいを奏かなでる。

　駄だ目めだった。こんな戦い方では。でも、手が出せなかった。すぐにわかったからだ。この獣機族の戦士が、操あやつられているに過すぎないことが──。

（クソっ、なんで……なんだってこんなことに!?）

　剣を交まじえたことのあるアルバルドだから、はっきりと勘かん付いた。戦い方がまるで違った。何より今の鉄仮面は、防御行動をまったく起こそうとしないのだ。おかしい。斬きるか斬られるかの死線をかいくぐってきた剣士ならば、己おのれの身を守り通すことが、絶対の勝利に繫つながることを知っているはずなのに──。

　……闘えないっ！　この状じよう況きようでアルバルドの全身が、鉄仮面に傷きずを負わせることを拒きよ絶ぜつした。鎧に埋うめ込こまれた一〇八の錬精陣じんによって、全身の筋きん力りよくが強化された、今のアルバルドでは。致ち命めい傷しようを負わせるやり方でしか、相手を止めることができないから。

　けれどもその躊躇ためらいが、かわりにアルバルドを追い詰める。それは逆に、アルバルドにとって致命的で。

「あ、しまッ──!!」

　受け流すだけで精せい一いつ杯ぱいだった、術式の施ほどこされた刀剣も、ついには最後の一本が折れ飛んだ。放たれた【剣ＳＷＯＲＤ】の衝撃が、激しく鎧をぶっ叩く。兜かぶとが吹ふき飛び、脚部の装甲が砕くだけ散った。雪上に浮いていたその効こう力りよくすら失って、アルバルドの片かた足あしが屈くつする。下半身が白い大地にずぶりと埋もれた。

「が……あ」

　呻うめきが口をついて出た。無理、なのか……。アルバルドの膝ひざが崩くずれる。武器もない。Ｇも倒れた。──もう、闘えない。

　そして剣と共に、心までもが折れたようだった。アルバルドは地に倒れる。ぼろぼろの鎧の中で、弱よわ音ねと屈くつ辱じよくにまみれながら。

　──そんなアルバルドに、精神を操られた鉄仮面は容よう赦しやなくて。ついにとどめを刺さそうと、両腕に抱かかえた【剣ＳＷＯＲＤ】をゆっくりと、露ろ出しゆつした淡あわい金きん髪ぱつに向けて構かまえるのだった。

　だが、その刹せつ那な。

「アアウッ!!」

　ダメ、と叫さけんだのだろうか？　獣機族語の一吼ほえを連れて。雪を蹴けって、人ひと影かげが飛び込んできた。アルバルドと鉄仮面との間に、無む謀ぼうにも割わって入るように。

　それは、この悲ひ劇げきを誰よりも痛つう感かんしている人物──。ピンクの毛け並なみを持つ、鉄仮面のことを「オニチャン」とよく呼んでいた、あの獣機族の少女であった。

　少女はしゃべる。必死に話しかける。兄である鉄仮面に向かって。獣機族の言語であるため、アルバルドにその内ない容ようはわからない。……でも。

　最後の言葉だけは、獣機族語を知らなくとも理解できた。

『お兄ちゃん！』

　彼女は確かに、そう言ったのだ。何度も、何度も。

　ただし、その直後。少女は物言わぬ体となった。足元をえぐり取るように放たれた、【剣ＳＷＯＲＤ】の閃光に弾はじかれ。雪の飛沫しぶきと一いつ緒しよに、空中へと高々と巻まき上げられて。

　オイル混まじりの鮮せん血けつが、白い大地に鮮あざやかすぎる色を、ぱっと咲さかせた。

「な……」

　少女の体が落下した。アルバルドの目の前で。信じられなかった。……嫌いやだ。兜の中で否定の言葉が漏もれる。なんだよ、これ……。

「なんだってんだ、そんな」

　信じられない。信じたくない。実の兄に、妹が斬られたなんて──！
















　それでも、背中を見せて雪に半身を埋うもれさせる彼女の、ぐったりとした肢し体たいはかわらなくて。

「なんなんだよ、これはああアアア!!」

　アルバルドは吼ほえた。感情が爆ばく発はつする。肉体を限界近くまで強化するかわりに、その鎧を保ほ護ごするために、体たい格かくが肥ひ大だい化かする『獣化ビースト』の不必要な活性化を抑おさえる、錬精薬の効果すら断たち切って。鎧の中で、全身がわななく。筋肉が肥大化し、牙きばが尖とがり、黄金の体毛が鎧の一部を弾はじき飛ばした。そして、『完全獣化フル・ビースト』の変へん貌ぼうを遂とげたアルバルドは、牙を嚙かみ締しめ立ち上がる。

　剣がない？　だからどうした！　足が雪に囚とらわれたって、関係ない！　──だって。

「オレは……オレは、こんな光景を許ゆるすために、剣聖になったわけじゃないんだアアッ!!」

　アルバルドは邪じや魔まな強化鎧を無む理り矢や理り引きちぎり、残った体力の全すべてをかき集め、【剣ＳＷＯＲＤ】を構えた鉄仮面へと拳こぶしを握る。

　たとえ素す手ででも、こんなことは終わらせてやるッ、と決意して。







「駄だ目めだ。アルバルド……」

　己を見失ってしまっては。Ｍに足あし蹴げにされた下で、Ｇは小さく呻きを漏らす。鉄仮面と、黄金の獣じゆう人じんとなったアルバルドとを遠くに見ながら。

　活力を失って薄うすれゆく黒くろ鉄がね色いろの瞳でも、アルバルドが相打ち覚かく悟ごで勝負を付けようとしていることは、十分に読み取れた。今までとは比ひ較かくにならないほどの殺気が、彼の黄金の体毛を全て、この積雪の上を流れる、冷気の中で逆立てさせていたから。

　だがもうＧには、止めることはできない。動けない。精命力が足りなかった。天華を緊きん急きゆう避ひ難なんさせた《門ゲート》と、【剣ＳＷＯＲＤ】による損そん傷しようの回かい復ふくに、あらかた使い果たしてしまったのだ。

　足りなかった。決定的に、あと一歩が。この状じよう況きようを打だ破はするためには。Ｇはただ、ひどく冷静に状況を把は握あくする。

「何を呟つぶやいてるんだい？　もうキミには何もできやしないよ」

　お笑いぐさだねえ。そんな身動きのとれない自分の体の上で、足を乗せたＭが独ひとりあざ笑う。

「それにしてもＧ、キミはあのときからかわらないね。昔と同じことをするなんて。キミはまた、人間を優ゆう先せんして……その結果、こうして這はいつくばうことになってるんだから。ハハハ！」

　何だと……？　Ｍの言葉で、Ｇの欠けた記き憶おくがちらついた。千年前に隣となりにいた、あの少女の顔。

　あの少女を、俺は……？

「だけどね」

　Ｇのかすかな追憶すら断たち切って、Ｍは言う。僕もかわってないんだよ、と。

「僕の考えはかわっていない。この世界は、人間にはもったいないよ。だから、壊こわすんだ！　僕たち自身の力を思うがままに解放して──」

　それが、Ｍの考え。思考。──破は壊かいの理由。

　……違う。Ｇは思う。絶対に違う。精書は、単なる道具だ。使われるための存在なのだ。世界を破壊し、人を消し去り、その後はどうなる？　精書だけが残るのか？

　そんなのに意味はない。Ｇはちゃんと知っている。たとえ人より力に溢あふれた精書であろうとも、一人では無意味なのだと。

「二人で一人前なんだからね！」

　急にそんな銀髪の少女の台詞せりふが、からっぽのはずの胸むねの中で思い出された。こんなときに、小さな小さな「苦く笑しよう」が浮うかぶ。そうだった。……一人じゃ、駄だ目めなのだ。その意味をようやくＧは、本当にわかったような気がしたから。

　──しかし、そのとき。

　何だ？　Ｇは気付く。自分の中に、急速に力がみなぎってくるのを。

　その要因はただひとつ。Ｇの褐色の肉体を構成する元もととなる、強力な精命力を持った少女が、近くにまで戻ってきているということで。

「Ｇ────────っ!!」

　闘い、押されて、残ざん骸がい都と市しへと近づく形で駆かけ下りてきた、八つの谷の内のひとつ。その雪原の底にいる、Ｇたちを見下ろすように──。突進していこうとしたアルバルドや、【剣ＳＷＯＲＤ】を振り下ろそうとした鉄仮面の、踏ふみ込むタイミングを逸そらす形で。切り立った、谷を挟はさむ岩肌の尾お根ねを乗り越えて、一人の少女が現れた。

　銀の髪と瞳を持つ、火か獣じゆうの衣ころもを纏まとった天華。──Ｇの求める、状況の打だ破はをその身に連れた、決定的な存そん在ざいであった。







「──天華、お前は……っ」

「何だ？　戻ってきたのかい？」

　Ｇの言葉を遮さえぎって。紫し紺こん色の髪を風雪になびかせたＭが、鼻で笑った。その中に、嘲あざけりの意味をたっぷり込めて。

「せっかく逃にげられたのに、愚おろかだね。仕つかえる道具も低てい脳のうなら、持ち主もそうなのかな？」

「……あたしはね、Ｇといつも一いつ緒しよなの。ただそれだけだよっ！」

　尾根の上から、冷たい風に声を掠かすれさせて。それでも天華はしっかりと、見下ろす斜面に立つ青年に向かって言ってやった。

「ハハっ。いいじゃない？」

　くだらなくて。離れた天華の位置からもわかるほどに、Ｍはげらげら肩かたを揺ゆらした。

「まあ、それももう終わるけどね。……知ってるよ？　キミの、人間にしては強い精命力に、今のＧが依い存ぞんしてることを」

　しゃべりながら、Ｍは踏ふみつけたＧの体をさらに踏んだ。白い大地に、褐色の体がめり込む。

　あっ、と天華は息をのむが。Ｇは呻うめきひとつあげはしない。埋うもれた雪の中から黒鉄色の瞳でしっかりと、Ｍと天華とを見つめていた。

「意味がないんだよね」

　人と違って、僕たちは痛みを感じないから。Ｍが語る。

「完全体でないぶん、僕が勝つのは簡かん単たんだったけどさ。でも、同じ精書を滅ほろぼすのは、こんなんじゃ不ふ可か能のうなんだ。Ｓで細切れにでもしない限りね」

「それって……」

　意味がないって知ってて、それでも痛めつけたの？　天華は転がる相棒の姿に、カッとなった。脇わき腹ばらの痛みで熱くなる頭に、さらに熱く血が昇のぼる。それでも、天華は無理矢理落ち着く。Ｍの話を聞いてやる。時間を稼かせいで、暗色に染めたゴーグルの中で、銀の瞳をせわしなく動かして。状況を正確に把は握あくするために。

　ＭとＧは、残ざん骸がい都と市しが望める浅い谷の、緩ゆるやかな曲線を描えがく底に近い辺りにいた。獣人となったアルバルドと、Ｓを持つ鉄てつ仮か面めんは、そこから天華に近い、少し手前の位置にいる。Ｇが一瞬では駆かけつけられない、十分な距きよ離りを開けて。

　だがそれは等ひとしく、Ｍも駆けつけられないということで。

（ここでも、いける？　……いや、でも）

　ダメだっ。天華は踏みとどまる。ここじゃ無理だ！　コートの陰かげに隠かくし持った携けい帯たいコンピュータを握にぎりながら、逡しゆん巡じゆんした。

　ここでやってしまったら、アルバルドと、操あやつられているだけの鉄仮面をも巻き込んでしまう。

　それに第一、足りないっ。天華は直感的にそう思った。この場所じゃ──。

　誘さそうなら、天華の背はい後ご。両足で立つ、岩山の切り立った尾根を境さかいとした、もうひとつの谷の方だ。こっちの方が都つ合ごうがいいっ。

　だから天華は全ての準じゆん備びを、後ろの谷で整えたのだ。

（あとは、タイミングなんだ。たった一度きりの！）

「さあ、そろそろまとめて終わらせようか？　Ｇ」

　ＭがＧを踏みつけながら、尾根にいる天華にわずかに近い、鉄仮面へと視し線せんを向けた。

「あの娘むすめを殺せば、キミは二度と、動けるようにはならないんだから」

　Ｍに促うながされ、鉄仮面が対たい峙じしていたアルバルドなどあっさりと無視して、Ｓの先を天華に構かまえた。

　今だ!?　天華は身構える。彼らの意い識しきが二つとも、囮おとりになった自分に集まったこの瞬しゆん間かんこそが、唯ゆい一いつの好機なのであった！

　そして。そのことは、天華の出現で消しよう耗もうしていた力を取り戻もどした相棒も、教えなくともしっかりとわかっていて。Ｇの小さな体が、Ｍの下から跳はね上がった。凄すさまじい速さの蹴けりで、Ｍの足元を鋭するどく払いのけたのだった。

　突とつ然ぜんの抵てい抗こうに、状況に隙すきが生まれた。ＭはＧに、一瞬だけだが自由を奪うばわれ。そしてＭの【精神ＭＩＮＤ】に憑ひよう依いされ、操られている鉄仮面の動きも、わずかにそちらに気を取られた。

　──だから。

「今だよ!!」

　天華は呼んだ。尾根を挟はさんだ背後に忍しのんで待機していた、新たな加か勢せいを。

「言われなくても、突っ込みますよ！」

「い、行くっスうううう～～!!」

　大量の雪を蹴け散ちらして現れるのは、荒あら々あらしくも複ふく雑ざつなシルエット。巨きよ大だいな体たい軀くを支ささえる、百を超こえる手足を持った機械──。防ぼう寒かん具ぐに身を包んだ、栗くり毛げの少年と赤毛の少女とを背に乗せた、獣機族の『神』の雄お々おしき姿であった。

　アルバルドを追いかけて。墜つい落らくした真しん紅くの飛ひ空くう艇ていに、万が一のことを考えて積み込んであった『神』に乗って、ユピテルやロッケを乗せて谷を走っていたところを、天華が見つけて合流したのだ。自分の作戦に、協力してくれるように、と。

　状況が状況だけに、アルバルドの部下たちは協力を惜おしまなかった。途と中ちゆう、準備よりも兄のことを心配するロッケが、勝手に飛び出してしまったけれど。『神』に一歩遅れて飛び出した片かた眼めの獣機族の男が、アルバルドやＧたちとは少し離れた場所に倒たおれる、ピンクの毛け並なみの少女へと滑すべり降りる。助けるために。

　そして、栗毛の少年の『電脳デジタル』の能のう力りよくで支し配はいされる多足機械を、赤毛の少女の『直勘センサ』の能力で、繊せん細さいに豪ごう快かいに操って。

「うやあああああああ───！　ぶつけるス───!!」

「アルバルド様っ、相手の【剣ＳＷＯＲＤ】を奪い取るんですッ！」

　少女と少年の叫さけびを乗せて、『神』は真まっ直すぐ鉄仮面へと急きゆう襲しゆうする。あの驚きよう異い的な威い力りよくを生む【剣ＳＷＯＲＤ】が振られる前に、その巨体を真正面から一気にぶつけた！

　それと同時に踏ふみ込んだのは、部下たちの声を聞いた、黄金の獣人である。雪を蹴り、迷まよわず鉄仮面へと組み付く。

　さすがの強きよう靭じんな鉄仮面も、二方向からの強襲を、一度にまとめて捌さばけはしない。【剣ＳＷＯＲＤ】より閃光が走ったものの、それは雪と、『神』の前半分を断ち切っただけで終わって──。

　勢いを失わずに突っ込んだ『神』の残ざん骸がいが、乗っていた少年と少女とを雪の中に放り投げたが。アルバルドの鋭い爪つめの一閃が、鉄仮面の腕を裂さいた。ついに【剣ＳＷＯＲＤ】が、その手から解き放たれる。

　──『完全獣化フル・ビースト』の一撃をまともに受けたＳは高々と、空中に跳ね上がった。
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「よしッ！」

　Ｇが拳を握る。黒鉄色の眼まな差ざしで、高く高く鉄仮面の腕うでから離はなれた、Ｓを見上げて。その両腕には、咄とつ嗟さに受け止めた、栗毛の少年と赤毛の少女の二人がいた。アルバルドの最後の一手が届かなかったときのために、駆かけつけたのだが。思わぬところで、破は壊かいされた『神』の背から落ちた二人を、うまく抱だき留とめる形になった。

　だが、怪け我がもなく目を回しているだけの、抱え込んだ二人にほっとしてる状況は、まだこなくて。

「詰つめが甘あまいな、Ｇ！」

　足を払って倒していたＭが、笑えみを貼はり付かせたまま起きあがる。その腕を真っ直ぐかざして。

　しまった！　Ｇは瞬時に悟さとる。宙に飛んだＳの、上じよう昇しようをやめた放物線は。ちょうどＭの手がかざされるその場所へと、迷まよわず落下していくのであるっ。

　最悪の偶ぐう然ぜんに、Ｇは驚きを隠かくせない。とにかく動く。慌あわててＭの元へと疾しつ駆くした。だが、間に合わない？

　Ｍのにやつきが頂点に達していた。労ろうせずその手にＳは収まり、再び同じことが繰り返されるだけなのだから。

　けれども──。伸のばしたその手に、最強の【剣ＳＷＯＲＤ】は摑つかめなかった。

　その直前。雪を巻き上げ舞い上がったひとつの人ひと影かげが、しっかりと空中で、先にＳを奪うばい取ってしまったのだ！

「な、何っ？」

　あれは……。予想もしなかった横入りに、Ｇも足を止めて振り仰あおぐ。

　その前で。馬鹿な？　と絶対的な優ゆう越えつ感かんに満ちていた、Ｍの表情が崩くずれた。

「なぜ、なぜだ、キミはっ!?　……死んだはずじゃなかったのか！」

　見上げたＭの遥はるか頭上に飛翔したのは、一体の獣機族の少女。腹部の割れた装甲から粘る鮮血をしたたらせた、ロッケであった。

　そのえぐられた傷口は、決して浅いものではない。しかしわずかに、致命傷は免れていて。だからこそ彼女はＳを摑み取り、その背中から、装甲を展開した翼を生やし。体内から出した飛行用ジェット・ブースターで圧縮空気を噴き出して、澄んだ空を飛ぶのだった。

　──それが獣機族の少女、ロッケが肉体に宿していた、『性能スキル』なのだ。

「……剣士っ！」

　少女は満身創痍ながらも、一言だけそう発して。【剣ＳＷＯＲＤ】を真っ直ぐに、黄金の獣人へと投げ渡す。直後にバランスを崩し、雪の大地へと落下しながら。

　それでもＳはしっかりと、アルバルドの手の中に収められてしまうのだった。

「馬鹿な……。馬鹿な馬鹿な馬鹿なッ。手加減したのか？　完かん璧ぺきに操っていたはずなのに……僕の【精神ＭＩＮＤ】を注そそいだのに、なぜ!?」

　Ｍはひどく狼ろう狽ばいする。ありえない、と頭を抱えて。

「簡単なことだ」

　Ｇは静かに言ってやる。アルバルドの足元でＳを失い、『神』の残骸に組み伏せられた鉄仮面を見つめながら。

「お前は、あの獣機族の戦士を舐なめすぎた。それだけのことだ」

「な、何だとッ……」

「確たしかに、心を持つ者は、弱い部分があるだろう。お前はその隙すき間まに、お前の一部を流し込んだ。だが、心の傷きずはいつかは埋うまる。……心を持つ者たちは、成長するんだ」

「それが……この短時間に、起こっただと!?」

「あの戦士が、どういう精神的な傷を持っていたのかは、俺は知らない。だが、それを克こく服ふくしたのは、まぎれもない事実だ」

　妹を手にかけるよりは、その傷を埋めることの方が、たやすかったということだろう？　Ｇは確かく信しんを持って、Ｍに告げてやるのだった。

　そして──。Ｍがどれだけ拒きよ絶ぜつしようとも、現実はかわらない。ロッケはちゃんと生きていて、Ｓは見事に奪うばわれて。

「剣士……オニチャン、かわりに……」

　駆けつけた、仲間である片眼の獣機族に墜落した体を抱き留められて。真っ白な雪と赤い血にまみれたロッケは、それだけを告げた。そして今度こそ、気を失って倒れてしまう。

　けれども、その途と切ぎれた言葉の意味は、Ｇにも、もちろん受け取ったアルバルドにも十分に伝わって──。

「振れ、アルバルドっ！」

　Ｇが叫んだ。その言葉に、兄妹の意思と共に【剣ＳＷＯＲＤ】を受け渡された黄金の獣人は、強く柄を握りしめる。ただし一瞬、その空色の瞳がわずかな躊躇ためらいに揺れた。

「って、ふ、振れったって……扱あつかえるのかよ、こんなものが!?」

「問題ない。俺たちは、どこまでいっても所しよ詮せん道具だ。……道具は持ち主を選ばない。ただ使われるがままに、従うのみ」

　だから。──振れ！　Ｇはもう一度、黄金の体毛を持つ獣人に向かって、強くそう促うながすのであった。

　そして、その指先で、斜しや面めんの上を示しめしてやる。黒鉄色の瞳が見つけた、切り立った尾お根ねの上に立って手て招まねきする、銀髪の少女の方を。

「アル、はじいて───っ！」

　こっちに！　天華はそう合図していた。

「全力でやって──!!」

　だから。黄金の獣人の瞳から、揺らぎが消えた。そして、吼ほえる。

「うおおおおおおおおおオオオオオオオ!!」

『完全獣化フル・ビースト』した剣聖の青年は精一杯の気力をもって、凄すさまじい【剣ＳＷＯＲＤ】の閃せん光こうを、谷の上へと押し上げる形でＭに直撃させるのであった。

　白き大地に「溝」をつくり、閃光は駆け上がる。青年の血ち潮しおも噴き出さない上半身を、ぱっくりと鋭えい利りに引き裂さいて。

　だが、Ｓの斬撃は鋭するどすぎる。その威い力りよくではＭの体を、見上げた位置にいる天華の元へは、とても運び切れはしない。──だから。そこに追い打ちをかけるのは、Ｇだ！

　閃光を追いかけるように、凄まじい速度で飛び込んで。解とき放つのは、銀髪の少女から受け取った精せい命めい力りよくを変へん換かんした、自分の力。操そう作さする【重力ＧＲＡＶＩＴＹ】の《衝撃波グラビテイ》を、強きよう烈れつな拳こぶしと化して、Ｍへと叩たたきつけてやった。真正面から直撃を食らった青年の体は、さながら紙人形のようにくるくると宙に舞った。

　切り裂かれ、潰つぶされて。擬似的に構成する下半身を失ったＭの肉体は、きれいな弧こを描えがき、尾根の向こうまで飛んで。銀髪の少女の誘う、向こうの谷へと消えるのだった。







　Ｍの体が落下する。『大蛇谷オロチダニ』の、八本ののたうつ谷のひとつへと。

　そこは残骸都市へと収しゆう束そくする八つの谷の中でも、一番太くて真っ直ぐなもの。二つの尾根に挟はさまれた広大なＵ字型の中に、大量に降り積もった雪が固まり、その表面は氷のように硬かたかった。

　だがこここそが、天華が待ちかまえる、Ｍを追い込むための布ふ石せきの場所なのであった。

「逃にがさない、絶対に！」

　だから天華は、谷の真ん中まで飛ばされ、上半身だけとなった転がるＭを見み据すえて。斜面を駆け下りながら、携けい帯たいコンピュータを抜き放つ。躊躇ためらわずに読み込ませるのは、とあるデータだ。

　とたんに、装着していたゴーグルのレンズが、細かく震ふるえた。空気を揺るがす震しん動どうに。

　天華の聴ちよう覚かくには捉とらえることができない、高周波領りよう域いきの「音」──。人間には可か聴ちよう領域外のそれは、外部入力したものだ。白華がメールに添てん付ぷしてくれた、データとして取り込んだ、あの子こ守もり歌うたのように。獣機族の女王の、破壊超音波の「歌声」を！

　本当は女王本人に、ここで発声してほしかったのだが。しかし女王は、二千八百体の獣機族たちをひとつに束たばね、ここから真っ直ぐに見える外周壁を持つ、残骸都市の中にいる。彼女の役目を果たすために。だから天華が、彼女の「歌声」をコピーして。かわりにこの巨大な谷で、盛せい大だいに解き放つのであった。

　その「歌声」は、さすがに完かん璧ぺきに真ま似ねられたものではない。元より、携帯コンピュータのスピーカが耐たえられないのだ。

　しかし、音データとして変換できるぎりぎりまで取り込んだ「歌声」は、辺りにまき散らすのには十分で。自重で固くなっていた雪の表面を、あっという間にほぐすのだった。

「きたッ！」

　天華は確信する。足元を響ひびかせて伝わる、凄すさまじい揺れを感じて。

　谷の両りよう脇わきから、ついに白い壁かべが剝はく離りした。始まったのだ。大規き模ぼな雪崩なだれが──。

「何をした？　人間ッ！」

　切せつ断だんされた体を抱かかえて氷雪の上に転がったＭが、周囲の異い変へんに気付いて詰きつ問もんしてくる。雪崩だと、と把は握あくしながら。

「……ハハっ。こんなもので、僕を倒せるとでも思っているのかッ？」

　言いながら、腰の辺りから下を失っていたその肉体が、ゆるりと再構築を開始する。がらんどうのＭの体が、すぐにその両足を生み出し始めた。

　──けれども、天華は焦あせらない。

「そんなこと最初から、あたしだって思ってないよ。ただあたしは……自分にできることを、全力でやっただけだよ」

　そうでしょ？　谷に響ひびく雪の悲ひ鳴めいを聞きながら、天華はＭに言ってやる。

「あたしたち一人一人の力は、確かに小さいよ。でも……あたしたちは、だからこそ。力を合わせる。Ｇも、アルも、あたしも、白華も、そして獣機族のみんなだって！」

「クク、笑わせるね」

　大きく裂けていた体の傷すら埋めながら、Ｍが低く哄こう笑しようした。

「それで、自分を犠ぎ牲せいにして、僕を雪崩に沈めようっていうのかい？　ハハハ！」

「犠牲？　じょーだんっ!!」

　あたしは、あんたと一いつ緒しよに巻き込まれる気はないってのっ。天華はもう十分だ、と判断して。Ｍの体を飛び越えて、携帯コンピュータをコートの下のジャケットにしっかり仕舞う。
















　地鳴りをあげて、雪崩が起こった。凄すさまじい揺れと、白煙が襲いくる。谷の一番下にいるＭと天華とを目がけて、両側から！

　だけど、天華は焦あせらない。ここだっ！　と蹴けりつけるのは、雪の中に埋もれるように着陸していた、応おう急きゆう修しゆう理りした片かた翼よくを持つ、純白の舞翼ライドだ。隠かくしていた雷らい帝てい号ごうが、蹴りつけられて跳はね起きる。

「あたしがどうやってここまできたのか、考えたことなかったでしょ？」

　天華は最後に、雪の中から現れた機体を前に口を開けるＭへと、そう言ってやった。

「そして、どうやって逃げるのか。……って」

　言うまでもないか。天華は愛機に飛び乗った。操そう縦じゆう桿かんを握る腕から脇腹にかけて、痛みが走るが、無理に操る必要はない。谷の両側から、雪崩と共に発生した、押し寄せる怒ど濤とうの空気の渦うず。それに自然と巻き込まれて──。

　雷帝号は力強く、真っ直ぐに空を飛ひ翔しようするのだった。

　飲み込まれるのはただ一人、這はいつくばったＭだけだ。荒れ狂くるう白い津つ波なみが、激流となって青年の体を弄もてあそんだ。

　そして、雪崩は止まらない。Ｍを運び、押し流していく。……どこに？

　──暴あばれる白はく蛇じやの終着点である、円く遺い跡せきの壁に取り囲まれた、残骸都市へと。

「行っけえええええええええ────っ!!」

　天華は鈍どん痛つうすら忘わすれて、舞翼ライドの上で手てつ甲こうの拳こぶしを強くつくった。残骸都市へと向かいながら、ゴーグルの視し界かいを拡大ズームさせて、空の上から全すべてを見る。

　Ｍはあっさりと、獣機族たちの街へと流れ着いて。決して雪の流れから、逃げ出すことはできなかった。そこはもう、白華の力の影えい響きよう範はん囲い内なのだから。

　白華は祈いのる。一度あの街を救すくったように、流れ込む雪の精霊たちへと。そして共にＭを待つのは、窪くぼんだ大地に集まった、二千八百体もの獣機族の群ぐん衆しゆうだった。

　彼らは決して、谷からの圧あつ倒とう的てきな雪崩に恐きよう怖ふしない。知っているのだ。Ｍの体は雪の津波に押し上げられ、外周壁すら乗り越えても、白華の操るその流れに、自分たちが決して巻き込まれはしないことを。

　雪流が、街を駆け抜ける。Ｍが砕くだき、Ｓの力で「溝みぞ」まで刻きざんだその大地で、獣機族は待ちかまえる。機械と生体の二つの特とく徴ちようを兼かね備そなえた彼らは、その体に誰もが無数の細いチューブを接せつ合ごうし、ひとつに束ねて。己の肉体に有する生体動どう力りよく炉ろの力を、窪んだ大地の中心に集めるのだった。

　そして、稼働した封ふう印いんのシステムが、ようやく完全に修復を果たしたＭの体を飲み込んで──。声ひとつ、あげることすら許ゆるさずに。科学による精霊封じの力場が、空間を歪ゆがめて発生した。

　ゆっくりと滑かつ空くうして降こう下かする、雷帝号の上で。天華は確かに、遠目に捉とらえた。

　二千八百体もの獣機族が取り囲む、陥かん没ぼつした瓦が礫れきの大地の中央で。ぽつりと小さな、黒い光が生まれるのを。

「……やったのっ？」

　天華は身を乗り出して、漆しつ黒こくの力場を見つめる。と、片かた翼よくの付け根が悲鳴をあげた。短時間での簡単な修理では、ちゃんと直せていなかったのだっ。

「きゃあああああああああ!?」

　舞翼ライドと共に、天華は真っ直ぐ落下する。立て直そうとするものの、脇腹の痛みが邪じや魔まをした。残った翼つばさで風を摑つかむが、あっさりと滑すべるように墜つい落らくする。雪崩はもう収まっていたが、その上を機体は走る。猛もうスピードで。

　遠かった残骸都市が迫せまり、あっという間に大きくなる。だが機体が目指すのは、その手前。堅けん牢ろうに都市を守る、分ぶ厚あつい外周壁であった。

「ぶ、ぶつかるううっ!?」

「慌あわてるな、天華」

「って……え？　じ、Ｇっ？」

「──俺おれがいる」

　疾しつ駆くする褐かつ色しよくの肌はだの少年が、いつしか舞翼ライドの真横にいた。すぐに追いかけてきてくれたのだ！

　その相あい棒ぼうは、機体の正面に飛び出して。機き首しゆを押さえ、その小さな両足を、白い大地にめり込ませる。急激な制動が、機体も天華も軋きしませた。脇腹の痛みが歯を食いしばらせる。

　けれどもどうにか、外周壁に衝突する寸すん前ぜんで。Ｇの手で止められた雷帝号は、その速度を失うのだった。

　よ、よかったああ……。天華は疲ひ労ろうの色も濃こく、操そう縦じゆう桿かんから手を放して、その場にぶっ倒れたくなる。──けれども。

「さんきゅ、Ｇっ」

　天華は雷帝号をその場に置いて、相棒と共に。いつぞやの閃光で切り裂かれた、外周壁の亀き裂れつへと向かう。

　その内部に封じられた、Ｍの末路を見み届とどけるために。







「アルバルドもすぐに後を追ってくる。俺の方が、足が速かっただけだ」

　人外の褐色の肌の少年はそう言って、しかし。彼を待とうとはせずに、天華の背中を軽く押した。

「Ｓはあの男が持っている。万が一の時は、役に立つだろう」

「そっか……でも」

　とにかく、どうなったか確かめないと。天華とＧは頷うなずき合って、頑がん健けんな外周壁の裂さけ目から、雪崩なだれの去った街の中へと踏ふみ込むのだった。

　そして、ゴーグルを外した銀の瞳ひとみは目まの当たりにする。陥かん没ぼつした大地を取り囲む、二千体以上の獣機族。その中央に生まれた、彼らが総そう出でで制せい御ぎよする、人一人がすっぽりとどうにか包み込まれる規き模ぼの。新たに再構築された、繭まゆのような黒いバリヤー空間を──。

「姉様っ！」

　獣機族たちに混じっていたベールをかぶった白髪の少女が、近づいてきた天華を見つけて飛びついてきた。

「白華、大だい丈じよう夫ぶだった？」

「はい。あの、やりました！」

　妹は疲ひ弊へいした顔色で、しかし精一杯の微笑ほほえみを浮うかべる。

「そっか、じゃああの中に、Ｍは……」

　囚とらわれてるんだ。鋭えい利りな「溝」の刻きざまれた、陥没した破壊の大地。その底部で安定する、黒い卵状の空間を見つめながら天華は呟つぶやく。

「終わったな」

　傍らでＧが言った。その横顔はいつものように愛あい想そのない無表情だ。けれども天華には、それはどこか愁うれいを帯びているようにも見えた。

　──だが。その黒くろ鉄がね色いろの瞳が、驚おどろきに揺ゆらいだ。……えっ!?　天華は慌あわてて振り返る。彼が見つめ続けていた、Ｍの閉じ込められている黒い力の繭へと。

　繭の形が、明らかに変化していた。歪ゆがみ、うねり──。

「!?　これって……形状の維い持じができなくなってるっ？」

「まずいぞ、これはッ！」

　Ｇが言った。そうだ。獣機族たちの生体動力炉だけでは、足りなかったのである。獣機族たちを繫つなぐ動力チューブが限げん界かいにあえぎ、次々と彼らの何人もが苦しみ出した。ついには小さな爆発すら起こし、倒たおれる者まで出始めるっ。

　全ての獣機族をまとめ上げる女王アロ＝カすら、苦しげに唸うなる。慌てて復旧したこの封ふう印いんシステムの起動と維い持じには、莫ばく大だいな消費エネルギーが必要となる。そして、女王の持つ動力炉こそ、種族の中で最大級の出力を誇ほこるものであった。

　けれどもついに負ふ荷かに耐たえきれず、彼女は倒れた。チューブを繫つないで展開していた胸部から、黒い煙けむりを吹ふき出して。──その瞬間。

「白華、危あぶないっ!!」

「あ、きゃっ!?」

　天華は妹をコートで庇かばう。その前に、Ｇが躍おどり出てくれた。黒い繭が、全てのチューブを跳ね飛ばした！　飛んだチューブが瓦が礫れきに当たり、さらに細かく砕くだけ散った。天華たちの頭にも降り注そそぐ。しかし、爆発や炎ほのおは発生しなかった。ただ静かに黒い輝きは、天華たちの目の前で、あっさりと消しよう失しつしてしまったのだった。

　そして──。そこにＭの姿すがたが現あらわれる。まだ肉体は、残っていた。

　ただし彼の今の姿は、見るも無む惨ざんなものであった。

「あれが……Ｍ？」

　天華は、呻うめきにも似にた言葉をこぼす。その腕の中で、白華が思わず呼こ吸きゆうを止めて、衣い装しようの袖そでで口元を覆おおった。それほどひどい状態だった。何しろ完全に修復したはずの、彼の擬似的な肉体は見る影もなく。三分の二ほどが引きちぎられたかのように消失し、再生する力すら失って、がらんどうのその内部を、ぽっかりとさらけ出す。無事にどうにかくっついているのは、右半分だけの顔と、その下に続く右半身の一部だけ。それらも表面は、無数の傷とひび割れに侵おかされていて。普ふ通つうの人間ならば、とうに「肉にく塊かい」としか呼ばれない有様であった。

　そして、その中で唯ゆい一いつ目を引くのは、胸の中──。そこに頼たよりなく明めい滅めつする、拳こぶしほどの光の珠たまの存在だった。あれは……？

「……。なんてことだ……」

　口を開いたのは、しゃべることすら滑こつ稽けいな有様の、半身をもぎ取られたＭであった。

「まさか、不完全な歪ゆがんだ封印が、逆に僕をここまで傷きずつけることになるなんてね。……参まいったよ」

「『精せい命めい核かく』に、かなりのダメージを受けたようだな」

　そんな彼を前にして、Ｇだけが冷静に言う。『精命核』？　そっか、あれが……。天華は納なつ得とくする。あれこそが精書が精書でいられる、力の中核なのである。

　それは明滅の様子から、Ｇに指し摘てきされるまでもなく、Ｍの衰すい弱じやくを窺うかがわせた。これなら──。

「勝てる！　どうにかできる、よね！」

　天華は直感的にそう悟さとった。と、そのとき。状況をさらに好転させる、大気を震ふるわす音が聞こえてくる。これは……飛行音？

　そうだ、間違いない。風を切って大質量の物体が飛んでくる、空気の振しん動どうであった。天華はもちろん、他の大勢の獣機族たちも振ふり仰あおぐ。

　砕くだけた外周壁の向こう側──。薄うすい雲だけが広がる空に、無数の影かげが浮いていた。大型の装そう甲こう飛舟シツプに、多数の推すい進しん機関部を増ぞう設せつした構造の、遠目でもわかる特とく徴ちよう的なシルエット。その数は、簡かん単たんに五十を超える。大規き模ぼな舟団である。

「──帝てい國こくの戦せん闘とう飛舟シツプだ！」

　突とつ然ぜんそう叫んだのは、窪くぼんだ大地の向こう側。外周壁の裂け目から駆かけ込んできた、黄金色の獣人であった。Ｓを手にして走ってきた、『完全獣化フル・ビースト』したままのアルバルドである。

　アルバルドは毛むくじゃらのその顔に、「やった！」と喜色を彩いろどらせた。

「ココロがこっちに駆けつけた後で、連れん絡らくを入れておいたんだ！　本来は獣機族と闘うために集結したあの舟団には、術に長たけた錬れん精せい師しだってたくさん乗ってる！」

　なんだったら、錬精術で封印をしてやることができるかも！　二千八百体の獣機族たちをかきわけてやってきたアルバルドは油ゆ断だんなくＭを見み据すえながら、天華に告げた。

　しかし、「待つまでもない」とＧが諭さとす。

「その手に持つＳで貫つらぬけ、アルバルド。あいつの『精命核』を」

「へ？　あ、ああ……」

「核を失えば、精書は終わりだ。他から精命力の供きよう給きゆうを得ない限りは、二度と人の形を取ることもない」

　Ｇはきっぱりとそう言った。そうだ、それはこの相あい棒ぼうの少年が、身をもって知っていることで。

「Ｍ。もうまともに動くこともできないだろう。……『精命核』へのそれだけのダメージは、そう簡単には回かい復ふくしない」

　終わりだ、と。Ｇはただ淡たん々たんと、同族である千切れた体の青年に向かって宣せん言げんするのだった。──だが。

「そうか……そうだったな。精書は、精書で倒される。そうだったよな、Ｇ」

　ひび割れた半分だけの顔面で、Ｍは笑った。そう、笑ったのだ。天華たちを前にして、この状況で──。

　それは、不ぶ気き味みとしか言いようのない光景だった。Ｍの顔立ちが、人ではあり得ないほどの美しさを保たもっていたことが、よけいにそう感じさせたのかもしれない。天華は渇かわいた喉のどを鳴らす。笑い続けるＭを見ながら。

　そう。Ｍという名の精書はこの期ごに及およんでも、以前と変わらない歪いびつな笑顔を貼はり付かせる。いや、前にも増して哄こう笑しようする。──【狂気ＭＡＤ】の笑いであった。

　やがて、「いいさ」と彼は言う。ようやく笑い声をやめて。

「……僕は千年以上も待ってきたんだ。今いま更さら慌あわてるまでもない。そうだろう？」

　ねえ？　と残った右の瞳で、Ｍはぐるりと辺りを見回す。傷つきながらも包囲する、総勢二千八百体もの獣機族たちの、顔、顔、顔。それと、空から近づいてくる帝國の、五十以上の戦闘飛舟シツプの影と。アルバルドと、天華と、Ｇを──。ゆっくりと、その透とう明めいな眼めに焼き付けるかのように。

「じっくり時間をかけてやるさ。なあ、Ｇ？　……だから、今はＳを預けておくよ。近いうちに必ず取り返しに行くけどね」

「何？　どうするつもりだ、Ｍ」

「どうするつもり？　ハハ」

　そんなの、決まってるじゃないか。Ｇを見み据すえてＭは笑った。最後まで、楽しそうに。

「逃にげるんだよ、今はね。けれど、僕はキミを逃のがさない。この報むくいはきっと受けてもらうよ。……いや、今回のことだけじゃない。キミには千年前のこともあったもんね。──そうだろ？　Ｇ。いや、【罪せし者ＧＵＩＬＴＹ】──！」
















　そこまで言った、その直後。ふらりとＭの体が倒れ込む。

　──自分の足元に刻みつけられた、最初にＳでつけた細い「溝」の中へと、身を投げ込むように。

「あ、ああっ！」

「何っ、しまった!!」

「お、おいっ、なんて……!?」

　天華も、Ｇも、アルバルドも。女王率ひきいる、獣機族たちも。誰もが慌てて、Ｍの消えた亀き裂れつへと駆け寄った。

「まさかこんなところから、逃げるなんて!?」

　信じられない！　天華は必死に、「溝」の奥おくを覗のぞき込む。しかしＳの斬撃でつけられた、亀裂の底は果てしなくて。天華のゴーグルによる拡大ズームも、遠とお眼鏡めがねの『性能スキル』を持った獣機族の力をもってしても、Ｍの姿は捉とらえられない。それどころか小こ柄がらなＧですら、「溝」自体が狭せますぎて、追いかけることができなかった。あれだけ派は手でに体を千ち切ぎられた状態のＭだからこそ、入っていけた亀裂なのである。

　ただ、精霊たちを通して。「溝」からこの地の地下水脈に逃げ込んだ、Ｍの影を感じていた白華だけが、最後に。

「見えなくなりました……」

　ぽつりと、静かに呟つぶやいた。自分の力が届く精脈をあえて避けて、遠くに消えていってしまったのだと──。

　Ｓを持ったまま、アルバルドはへたり込んだ。天華も、思い出したように痛いたみを訴うつたえる脇わき腹ばらを抱え、うずくまる。Ｇも無言で佇たたずんでいた。

　それは、この場にいる全員に終わりを告げるには、十分すぎる言葉であった。







　【エピローグ】







　雪混じりの風が舞まい、空が薄い青から、茜あかね色へと変わり始める。残ざん骸がい都市にいた誰だれにとっても長い一日が、ようやく終わる──。

　街の闘とう技ぎ場じよう側の、完全に倒とう壊かいした外がい周しゆう壁へきの周辺に、信精帝國軍の戦闘舟せん団だんは停てい泊はくする。大型の風ふう獣じゆうである「風くじら」の立りつ派ぱな骸なきがらからつり下げられた船体は、ワイヤー・フックを外周壁などに引っかけて、少し浮うかんで停てい留りゆうしていた。

　五十隻せき以上ある全すべてが、都市に入ったわけではない。Ｍのために引き起こされた事後処しよ理りのために、十隻ほどと必要な人員を残して。後は万が一のために、周辺の警けい戒かいを続けているのだ。

　もっとも、もうＭが近くにいないことは、舟団長に白はつ華かも告げたことなのだけれど。

　──その白華は、身み柄がらを確かく保ほされ、こうして戦闘飛舟シツプの一室へと通された。おそらく一等船室なのだろう。軍用であるため、装そう飾しよくの類たぐいや派は手でさはないが、斜ななめに格こう子しのはめられた頑がん丈じような窓まどは大きく、部屋も広い。一人しかいないものの、ベッドも大きなものがふたつも並んでいた。

　分厚いソファの前には、テーブルいっぱいに食事が並ならべられていた。まだどれも手を着けていないけど、みんなおいしそうだった。

　でも、白華は食べない。食べれない。今は喉のどを通らなかった。着き替がえもまだ済すませていない。ベールすら、白髪の頭に載せたままだった。

　窓際のベッドの脇わきに腰こし掛かけて、金色の『龍りゆう眼がん』で、白華はここから見ることのできる風景をとにかく眺ながめる。

　一隻だけ闘技場の上に係留されたこの飛舟シツプから見下ろせるのは、獣じゆう機き族ぞくたちと帝國兵士たちが、一いつ緒しよになって行動している様子だった。Ｍの逃げた「溝みぞ」を調査し、後に塞ふさごうというのだった。

　ただし、この街は獣機族たちの、旧きゆう精せい紀きからの施し設せつである。科学を忌いむ兵士たちの動きは、どこか警けい戒かい心が強いようで。ぴりぴりしている気け配はいが、精霊たちを通してもよくわかった。

（獣機族さんたちとは、仲良くできないのかな……）

　白華はそれを心配する。きっと、大丈夫なはずなのに。

　自分にできたことは、お互たがいに争わないように、あらかじめ言い含ふくめることぐらいであった。

　もちろん女王アロ＝カは白華のお願いを聞いてくれたし、女王として正式に、白華誘ゆう拐かいについての謝しや罪ざいまでしてくれた。帝國側では、幼おさななじみの剣けん聖せいの青年が、今回の経けい緯いを搔かい摘つまんで舟団に説明してくれたようだ。そのかいあってどうにかこうにか、両種族は暫ざん定てい和解を取り決めて。こうして共に、Ｍの調ちよう査さに乗り出しているのだった。それでも、ぎこちなさはなくならない。

　当たり前のことなのだ。白華の知らない、ずっとずっと昔から、帝國と獣機族は闘たたかってきた。人間種の三倍は長ちよう寿じゆの獣機族の中には、五十年前の闘いに出しゆつ陣じんした者もいれば、近しい親族を失った者もいる。

　でも……。

（みんなが仲良くできないのは、間違ってるよね）

　白華は思う。みんな、同じなのだ。精せい霊れい巫み女この白華だって、錬れん精せい音おん痴ちの姉だって、『先ワ祖イ返ルりド』のアルバルドだって。女王さんだって、お頭かしらさんだって、ううん、それだけじゃない。精せい書しよのＧも、もしかしたら、あのＭだって──？

　そこまで行き着いて、白華は自分の胸を押さえる。心が激はげしく揺ゆらいでいた。

「……仲良く、できるよね……」

　白華はＭを思い出し、呟つぶやく。自分の言葉に、自信がなくなりそうだったから。

　どうなんだろう？　あのＭに対しては、白華はまるでわからなくなる。Ｇと一いつ緒しよなのに。一緒であるはずなのに。どうして、人を傷きずつけようとするの？

　だから白華は、ふくらみの控ひかえめな胸を押さえて。その奥で、心を不安に揺らすのだった。

　──そのとき。

「え、わ！」

　白華は目にした。つい伏ふせてしまっていた顔を上げたとき。その頰ほおに、差し込む鮮あざやかな夕日が触ふれた。

　窓の向こうに広がっていたのは、とんでもなくきれいな光景であった。一面が白銀の世界を、沈しずみ行く夕日がゆっくりと黄こ金がね色に染そめていく。まるで、大地に突き立てられた、一本の燃もえる光の柱のように。

　金と銀──。二つの煌きらめく色だけが、世界の全すべてを満たしていく。……すごい。白華は息をのんだ。

　それは、もちろん白華だけではなくて。外にいる帝國兵士や、獣機族たちも作業の手を止め、一様に見とれていた。

　この地に住む獣機族にとっても、常つねに黒いバリヤー・シールドに覆おおわれた中で暮くらしていたためか、珍めずらしい光景なのだろう。

　彼らはただ、人がそうするのと同じように呆ぼう然ぜんと、単調でありながら、玄げん妙みような複ふく雑ざつさを併あわせ持った空と大地の色調に見み惚とれて。しばらくは動こうとすらしなかった。

　そんな様子を、船室から見下ろして。ふいに白華は「あ。そうなんだ」と確かく信しんする。

　人も、獣機族も。同じものを見て、同じように感じることができるんだ。感動する心を持ってるんだ。

　だったら、きっと。白華はそっと頰ほおをゆるめる。……うん、大丈夫っ。長い確かく執しつがあったって、いつか必ずうち解とけることができるよ。

　それはまだ、今ではほんの最初の一歩でしかなくって。まだまだ時間はかかるだろうけれど。

　でも、白華は信じる。自分がこうして、この目で見たものを。

「そうだよね……Ｇくん。それに、姉様……」

　白華は、早々に自分の前から立ち去ってしまった、姉たちのことに思いを馳はせる。

　帝國の舟団の中には、舟団長のように、天華の顔を知っている上級職の者がわずかながらも存そん在ざいしている。そういう相手に見つかるとややこしいため、姉はこっそり身を隠したのだ。舞翼ライドの簡かん単たんな修しゆう理りと調整をして、すぐにでも旅立つつもりらしい。相あい棒ぼうの、褐かつ色しよくの肌はだの少年と共に。

　……まだ近くにいるのかな？　白華はそんなことを思いながら。沈む夕日に照らされて、長い影を歪ゆがませる残骸都市の残った外周壁を、なんとなく眺ながめるのだった。

　と、そのとき──。

　白華の白と朱しゆの衣い装しようの袖そでの中で、携けい帯たいコンピュータが振動を孕はらんだ。

「あっ」

　もちろんそれは、メールの受信を示しめすもので。

　──姉からの、短たん距きよ離り通つう信しんメールであった。







［TENKA〉〉〉〉〉〉〉HAKKA　　　　　DIRECT-C］

　またねっ、白華。でもほんと、無事でよかったよ。

　これからどうにか、浮ふ遊ゆう都と市しまで帰ります。なんとかなりそうです。

　帝國のシップに見つからないようにするのがけっこう大変そうだけど。ま、なんとかなるかな。じゃ、ね！

　……あ、そうそう。白華ったら、昨日からバタバタしてて、ちゃんとした食事もとってないんだから。しっかり食べておきなさいね。

　精霊に呼びかけるのも、体力消しよう耗もうするんでしょ？　倒たおれちゃうぞっ。


《天華》　　



［System-mail　　　　　39990924/0539PM］








　それは去り際ぎわに、急いで打ちこんだものだろうか。短い文章だ。

　けれどもちゃんと最後には、白華のことを気き遣づかっていてくれて。

「姉様……」

　だから、白華は微笑ほほえむ。ほんのりと、でもしっかりと。

　ちょっと、元気が胸むねに溢あふれた。

「うん。食べなくちゃね」

　ベールを取って、白華はベッドから腰こしを上げる。空くう腹ふくの虫も元気を取り戻したようだ。お腹なかが空すいた、という感覚が自分の中に満ちてくる。テーブルに広げられてあった食事から、いいにおいが香かおってくる。白華の鼻び腔こうをくすぐった。

　だから白華はソファに腰掛け、ゆっくりとゆっくりと。久ひさ方かたぶりに、あたたかい食事にありつくのだった。










［HAKKA〉〉〉〉〉〉〉TENKA　　　　YGGDRASILL-NET］

　こんにちわ、白華です。少し間が空あいてしまいましたが、ちゃんと無事に、浮ふ遊ゆう都市まで戻もどれたでしょうか？　しばらくメールが出せなくて、ごめんなさい。実はつい今日まで、獣じゆう機き族ぞくさんの街に、ずっといたんです。

　あれからのことを、まとめてご報ほう告こくしますね。

　ようやく、獣機族さんたちと帝國の人たちとが、仲良くなってきた感じがします。というのも、最後の日には女王さんが会食の機会を設もうけてくれまして、大おお勢ぜいで一緒にお食事をしたんですよ。食べるものはちょっと違いましたけれど、みなさん楽しんでましたよ。

　街の方も、壁かべが壊こわれて精脈が届とどいてくれたおかげで、私の方で都市空間くらいなら、これから真冬になっても気候をやわらげてくれるよう、精霊さんに頼たのむことができそうです。

　獣機族さんからは、そのお礼として、何人かの人を神しん殿でんの警けい護ごとして送ってくれようとしています。どうしようかな、と思ったんですけれど。なんとその警護に選出されたのは、あのロッケちゃんと、お兄さんのダイガさんたちということなので、お受けしてしまいました。

　こちらの言葉が話せるというのが、選ばれた理由みたいですよ。

　あ。ロッケちゃんとダイガさんの傷の方は、もうすっかりいいみたいです。獣機族さんの体は、人間よりもはるかに強きよう[image: 靭]じんだ、ということで。折れたダイガさんの機械の腕うでも、新しくつくったみたいです。

　それと、ダイガさんは、帝國の医い療りよう錬精師さんにも診みてもらったんですけど。操あやつられていた後こう遺い症しようも、特にはみられないそうですよ。本当によかったです。

　もちろん、お頭かしらさんの傷も癒いえました。でも、お頭さんは一緒には来ないようです。街に残って、女王さんのもとで、復ふつ興こうの手伝いをしたいとのことでした。

　あとは、ええと。あ、そうそう。アルさんのことですが。もうひとつの精書であるＳさんの扱あつかいがどうとかで、早急に神殿に戻られたみたいです。封印を施ほどこすとか言っておられましたよ。

　Ｓさんについては、今のところ何も問題ないみたいですが。でもＭさんが取り返しにくると言ってましたから、その対たい処しよでもあるようです。私の周りでも、警備の兵士さんの数が増えました。なんだか本当に、おおごとになってきています。これからどうなるのか、やっぱりちょっと不安です。

　姉さまもＧくんも、気を付けてくださいね。私も数日内には神殿に戻りますので、そのときには精霊さんたちに協力してもらって、もしＭさんがやってきたらすぐに教えてくれるよう、しっかり頼んでおきますね。

　それでは、また。


白華　　



［System-mail　　　　　　09990929/1003PM］








「……だってさっ」

　と、銀髪の少女はＧに、妹の白華からの報告メールを見せてくれた。

　Ｇとしては結局「そうか」としか、応こたえようがないのだけれども。

「むー、なによぅ。せっかく、気になってるかなあと思って、気を利きかせてあげたのにっ」

　天華はぷぅ、と頰ほおをふくらまし、浮遊都市の碗わん型がたの壁へき面めんを上じよう昇しようしていく、木もく製せいゴンドラの手すりにもたれて。すっかりと暮くれた夜の風に、その銀色の髪かみを触ふれさせるのだった。

　──あの残骸都市を出てから、すでに一週間が経たっていた。片かた翼よくの根本に負ふ傷しようを負った雷らい帝てい号ごうでは、さすがに無理な飛行はできなくて。のんびりと風に乗り、そしてこまめに補ほ強きようの修理をやり直しながら、どうにかついさっき、この雲の上に浮かぶ浮遊都市にまで戻ってこれたのであった。

　もっとも。行きつけの舞翼ライド技ぎ師しの鱗りん顎がく族がいる工こう房ぼうに、機体を放り込んだとたん。

「おおオ、おめーらアッ！　ふぅざけやがってええええええエー!!」

　壊こわれた雷帝号を見て、泣きながら床ゆかを叩たたき壊こわさんばかりに殴なぐる太い尻尾しつぽの剣けん幕まくに、慌あわてて逃げ出し。そのまま都市の最下か層そうにある工房から、上部へ繫つながる唯ゆい一いつの直通ゴンドラに飛び乗ったのである。

「まあ、一日もすればちょっとは気も収おさまってるだろうから。なんだかんだ言ってもちゃんと修理はしてくれるし」

　明日また顔出しして、改めて頼み込もうっと。とは、天華の勝手な弁べんである。

　ただし、そこで会話が止まってしまう。──蒼あおと銀の、二つの月の輝かがやきが見下ろす、宵よい闇やみの空に染そめられた藍あい色いろの雲うん海かい。それを背景に動くのは、天華がずっと着ていた火か獣じゆうの衣ころものはためきぐらい。

　この少女がなぜＧに、白華からのメールをわざわざ見せてくれたのか。Ｇにはなんとなくわかっていた。

「気になってるかなあと思って、気を利かせてあげたのにっ」

　それが事実だ。そう、気を遣つかってくれているのである。

　この一週間、二人の間に、いつもほどの会話はなかった。なぜ？　口を開けば出てしまいそうだったから。あの、Ｍのことが。

　それは二人にとって、あまり好このましい部類のものではない。しかしいつまでも避さけられない内ない容ようであることは、彼女もＧも知っている。だからそのきっかけとして、この少女はメールを持ち出したのだった。

　それを簡単に受け流すことは、もはやＧにもできなくて。

「──天華」

「んー。なに？」

「Ｍは言った。Ｓを取り返しにまたくる、と。あの体では、さすがにそうすぐに回復はしないだろうが……。それでも必ずくるだろう」

「……うん、だろうね。Ｓの方は、とりあえずアルが厳げん重じゆうに封印するつもりらしいけど。でもさ、ちょっと思ったんだけど」

「何だ」

「ん、あのね。Ｓ自身がさ、勝手に逃げちゃう、とかそーゆーのはないの？　一いち応おうＧとかＭとかみたいに、人間体にもなれるんでしょ？」

「まあな。だが、可か能のう性せいとしては低いな。俺おれたちのこの形けい態たいは、道具故ゆえに、だ。使い手を探さがし求めるために、動ける。それだけだ」

「へ？　そ、そうなの？」

「そうだ。精書は本来、誰だれかに手にしてもらえることが一番の至し福ふくだ。それ以上こだわるものは何もない」

「ふぅん……。不平不満も言わない、ってことかぁ」

「ああ。もっともＳは、俺たちの中でも、ちょっと寡か黙もくすぎる質たちがあるが」

　まあ、【沈黙ＳＩＬＥＮＣＥ】の属ぞく性せいを持っているからな。と、Ｇはついでに説といてやった。あまり重要なことではないが。

「ただ……だからこそ俺は、封印することは正しい選せん択たくだと考えている。Ｓは自分で選択しない。言葉を使って、持ち主を促うながしもしない。つまり」

「逆に言えば今回みたいに、簡単に敵てきにも使われちゃう、ってことだよね」

　全てを言うより先に、この聡そう明めいな少女は、銀の瞳を真まっ直すぐ向けて結けつ論ろんに達した。そういうことだ。Ｇも頷うなずく。

「そして、それ故に。ＭはＳを取り返しにくる。間ま違ちがいなく」

「そっか……」

　銀髪の少女は動じた様子こそないものの、その視線をＧから外し。昇のぼっていくゴンドラの外の、夜の空に目をやった。

　その横顔に、Ｇはつい、あの少女を重ねてしまう。千年以上もの昔に傍かたわらにいた、掠かすれてしまった記き憶おくの中の──。

（……俺はあのとき、あの少女を守りきれたのだろうか？）

　それは【守護ＧＵＡＲＤＩＡＮ】の属性を持つ身だからこそ、気になる事こと柄がら。そして過か去こも未来も、そのことにかわりはない。

　そして。ふと、見上げた目線の先に、Ｇは見つける。風で翻ひるがえったコートの下の、痛いほどの白さを。

　去り際にアルバルドたちからもらった、治ち癒ゆ促そく進しんの錬精術の仕込まれた、天華の脇わき腹ばらに巻かれた包ほう帯たいだった。

　その傷は、まだ完かん治ちには至いたっていない。結局、肋ろつ骨こつにヒビが入っていたようで。残骸都市から旅立った直後、天華は高熱を出してしまったこともあった。

「……。天華」

「ん？　なに、Ｇ」

「Ｍが、Ｓを狙ねらってくるのは間違いないが。精書は俺を含ふくめて、全部で二十六体もある。もしあのＭが、Ｓに限らず、また新たな精書を手にしたら……」

「え、それって……また今回みたいな騒さわぎになるかも、ってこと」

「そうだ」

　──そして。天華はもっと、危き険けんにさらされることになるだろう。包帯の白さを見み据すえながら、Ｇは静かにそう思う。

　不完全体である今の自分に、果たしてどこまで、彼女を守りきれるだろうか？

　だから──。「？　なにが言いたいの？」と、首を捻ひねる天華を前に。

「俺を手放せ」

　Ｇはしっかりと、言ってやった。

「そうすれば、Ｍはお前たちを巻き込むことはないだろう」

「……あ、あのねえ」

　やめてよね！　天華の手てつ甲こうがいつものように、Ｇを襲おそった。ただしＧはかわさない。ただ片かた手てで、彼女の拳こぶしを受け止めた。

　だけど、天華の勢いきおいは止まらなくて。「あんたさあっ、バカにしてんの!?」とＧに詰つめ寄る。

「？　何がだ？」

「だってさっき言ったじゃん！　精書ってのは、人の手にとってもらうことが幸せなんでしょ？　それを自分から放ほう棄きしてどーすんのっ！」

　バカバカ、大バカ！　天華は興こう奮ふんに任まかせて、ゴンドラの中に十数回「バカ！」という言葉を吐はいた。

　それからようやく、深しん呼こ吸きゆうして。あのね、と真しん剣けんな顔をＧに向けてくるのだった。

「あんたは、あたしの相あい棒ぼうだよ。わかってる？」

「ああ。そうだな」

「だったらね、あたしも、あんたの相棒なのッ！」

　手甲の指が突きつけられる。ちゃんと覚えておきなさいっ、と。

　……そうだったのか？　初めて気付かされる事実に、Ｇはきょとんとなってしまう。

「お前が……俺の、相棒？」

　それは、なんだか奇き妙みような感じで。からっぽのはずの胸むねの奥おくから、むずがゆいものがわき上がった。頰ほおが歪ゆがむ。「苦く笑しよう」──ではない。もっと不器用な。しかし純じゆん粋すいな、「笑え顔がお」であった。

「そうだったな」

「──そうだよ、バカ。あたしは絶対に、あ───────んたを捨てない。見捨てない。これって、ちゃんと一回言ったはずだよっ？　覚えてる？」

　天華はぷりぷり怒おこった。ただしどうにもＧは、一度ゆるんだ頰が、不思議と元に戻らなくて。

「そうか」

　そんな簡単な言葉だけを、銀髪の少女に返すのだった。

「って、Ｇっ！　なに笑ってんのよ、もうー！　聞いてる？」

「ああ、聞いているぞ」

「だったらなんで、そんな……あああ、うん、も───────！」

　少女は銀髪を振ふり乱みだし。頑がん丈じようなゴンドラを揺ゆらさんばかりに、地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「ううううう！　Ｇのっ、バぁカぁあ──────ッ!!」

　浮ふ遊ゆう都市を包む、濃のう紺こんの夜気に乗せて。天華の叫さけびが染しみ渡わたっていった。

　──それでも今のＧには、そんな罵ば声せいすら奇妙なことに。小さな頰をゆるませる以外のものにはならないのだった。







　あとがきにかえて（いきなり座談会？）





天てん華か「はーい！　突とつ然ぜんですが、ここ乗っ取っちゃいましたっ。天華だよん！」

アル「ど、ども……なんかいきなり引っ張ってこられた、剣けん聖せいアルバルドです。……って、いや、ちょ、ちょっと待て。これ、あとがきのページじゃないのかっ、天華あ!?」

天華「ん、そうだけど？　なんか問題があるの、アル？」

アル「問題って、だってここ、唯ゆい一いつの作者の独ひとり言ごとのページだろっ？　そこを、なんでえ!?」

天華「あー、ほら。作者がこの間調子に乗って、榊さかき一いち郎ろう先生が催もよおしてくれた大阪の作家さんたちの集まりで、つい生なま牡が蠣き注文して。それにあたってぶっ倒れちゃったから、その代役で……って感じかな？　あははっ」

アル「？　え？　ま、待ってくれよ？　それは確かに事実だけど……作者が生牡蠣にあたって高熱出して五日も倒れたのは、二月も末のことで。このあとがきを仕上げてる今はすっかり完かん治ちして、全然関係ないんじゃ……（ボコッ）。──!?　い、痛ええ!?」

天華「あはははは。アルったら、もう、いきなり頭抱えてうずくまっちゃって、やだなあ。いい？　このページは会話だけの形式でいくから、読者にはちゃあんと、なにが起こったのか説明してあげないとわかんないよ？」

アル「いや……あの（涙目）。擬ぎ音おんとかがカッコで挿そう入にゆうされるみたいだから、オレが殴なぐられたのは、読者のみんなにも伝わってるとは思うけ（ゴッ）。……ごふっ、いえ……は、はい。なんでもないです……ううう（泣）」

天華「そうそう。最初っからそーやっておとなしくしてればいいってのっ。ほらほら、せっかくこの好き放題やれる場所を確保したんだから、さくさく話進めなきゃ。ねっ」

アル「わ、わかったよう（怯）。……てゆーか、ええと。結局のところ、話をするとしたら、この第三巻についてのこと……だよな？」

天華「──バぁカあっ！　そんなのフツーすぎるじゃんッ!!　読者のみんなはもちろん、『ぶっちゃけ、面おも白しろければ何でもいいですよ♪』って言って、今回あたしたちに丸投げした担当のＨさんだって、納なつ得とくしないってのッ！」

アル「……。なんか……なんでいきなりあとがきがこんなふうになったのか、その理由が垣かい間ま見えたような台詞せりふだったんだが……」

天華「──ちなみに担当さんは、本編の裏話、作者の暴ばく露ろ話とかがご所しよ望もうだそーよ？　小説内では書かれない内容がいいんだって」

アル「へえ。じゃあ、本編の裏話でも……って。……ええと（頭抱）」

天華「……ない……よね。作者ったら基本的に、いきあたりばったりで書いてるから……」

アル「ああ……。ある意味それが、裏話と言えなくもないんだがなあ（汗）」

天華「えーとっ、まあいいや！　気持ちを切り替えて、作者の暴露話とかいこっか！　こっちの方はけっこうあるでしょー。例えば……作者はやたらと漫まん画が好きで、部屋に本棚が二つと、それでも入りきらなくて、廊ろう下かにも本棚が一つある、とか？」

アル「漫画多すぎー！　……それ以前に、『美味し○ぼ』が本棚の二段をまるまる占領してる光景って、圧倒的すぎるんだけどおお！」

天華「有名どころから、マニアックな本まで幅広く持ってるのが自慢らしいよ？　えーとねえ、たとえば。『混こん淆こう世界ボ○ドー』とか、『土星のプリ○セス』とか、『どらン猫○鉄』とか、『大○活祭（旧装版）』とか、『未来のゆ○え』とかー」

アル「ジャンルばらばらで、ほとんど一部の詳しい人しかわかんない偏かたより具合じゃねーかっ。てゆーか、天華……。そもそも、そこまで書いていいものなのかああっ？」

天華「んー、いいんじゃないの？　あははー。んじゃ次、投げっぱなしで、アルの番ねっ？」

アル「え、ええええ？　ま、マジかっ!?　この流れでっ？　……いや、まあ、やるけどさあ（怖）。ええと、じゃあ……そ、そうだなあ。さっきのマイナー路線の話の続きで、作者がベタ惚ぼれの、愛車の話でもしようか？　あれって珍車の一つだしさ」

天華「（ぴくっ）……な、だ、ダメよ、アル！　そ、それだけは!!（蒼そう白はく）」

アル「へ？　な、なんで──」

天華「だって、あんなマイナー車のことをしゃべったら、それだけで作者個人が特定されちゃうじゃん！　そもそもホンダ車なのに日本で走ってる数が少なくて、行く先々のガソリンスタンドで整せい備び士しのおにーさんを、『これ初めて見たッス』と毎回のごとく困惑させちゃってる車なのにッ。この間なんか、ちょー車好きの三歳児が名前を当てられずに固まって、泣き出しちゃったほどのどマイナーっぷりなのにいッ」

アル「い、いや、あの……？」

天華「ああ、もうなにも言わないでアル！　あの二人乗りの、実用性無視の。そのくせ生意気にも電動で屋根がとれちゃう、でもその機構が壊れやすい（溜ため息いき）、十年以上前につくられて不人気で終わった赤い三代目ＣＲ─Ｘの話をしちゃダメだって!!」

アル「おい。て、天華？　それって……おまえがもう、ほとんど答言ってるようなも」

天華「はっ！　とかなんとかやってるうちに、ページの限界がきちゃったじゃんっ！　じゃあねっ、みんな！　また次にでも会おうね～っ。ばいばーいっ！（満面の笑み）」

アル「へ？　も、もう終わり？　……つーか、またやる気なのかっ、このあとがき乗っ取りを!?　もうちょっとそれ勘かん弁べんってゆーか、あああ、マジで行数が足りな（以下略）」





















天てん華か無む敵てき！３








ひびき遊ゆう
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